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は じ め に 

 
東京大学（医学部年報）2006年度をお届けします。 

この年報は、医学系研究科、医学部のすべての研究室の研究、教育活動の報告です。東京大

学は、歴史的に日本の医学のリーダーとして其の役割を果たしてきました。また、当然ながら

国際的にも先駆的な貢献が期待されてきました。私たちは、この東京大学医学系研究科のミッ

ションとして国際的な研究教育拠点として優れた研究成果を発信すると同時にそれを通して

未来の医学医療をになう優れたリーダーを養成することをかかげています。20 世紀は、欧米

が医学をリードしてきました。しかし、21 世紀には、確実にアジアの貢献が大きくなると確

信します。其の中で日本がそして東京大学が果たすべき役割は、益々大きくなるでしょう。私

たち東京大学医学系研究科の構成員は、このことを常に自覚し、しかし自然体で仕事を楽しみ

ながら努力すべきだと思います。医学の新しい歴史をつくるために高い目標をかかげて質の高

い研究、教育を実現しましょう。 

 

平成 19年 3月 

東京大学医学系研究科長、医学部長 廣 川 信 隆 
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沿     革 

 
安政５年 (1858) ５月 江戸市中の蘭医82名の醵金により神田御玉ヶ池に種痘所が設立された。 

  11月 種痘所は、神田相生町からの出火により類焼したが、伊東玄朴の家など

で業務を継続した。 

安政６年 (1859) ９月 種痘所を下谷和泉通りに新築し移転した。 

万延元年 (1860) 10月 幕府直轄の種痘所となった。 

文久元年 (1861) 10月 種痘所を西洋医学所と改称し、教育・解剖・種痘に分かれ西洋医学を講

習する所となった。 

文久３年 (1863) ２月 西洋医学所は、医学所と改称された． 

明治元年 (1868) ７月 医学所は、横浜にあった軍事病院を下谷藤堂邸に移し、医学所を含めて，

大病院と称することになった。 

明治２年 (1869) ２月 大病院は、医学校兼病院と改称された。 

  12月 医学校兼病院は、大学東校と改称された。 

明治４年 (1871) ７月 文部省が設置され、大学東校は、東校と改称された。 

明治５年 (1872) ８月 学制が布かれ、東校は、第一大学区医学校と改称された。 

明治７年 (1874) ５月 第一大学区医学校は、東京医学校と改称された。 

明治９年 (1876) 11月 東京医学校は、本郷に移転した。 

明治10年 (1877) ４月 東京医学校は、東京開成学校と合併し東京大学となり、東京医学校は、

東京大学医学部となった。 

明治19年 (1886) ３月 東京大学が帝国大学となり東京大学医学部は、帝国大学医科大学となっ

た。また、大学院が設置された。 

明治30年 (1897) ６月 帝国大学は、東京帝国大学となった。 

大正６年 (1917) ８月 文部省医師開業試験附属永楽病院が、本学に移管され東京帝国大学医科

大学附属小石川分院となった。 

大正８年 (1919) ４月 学部制が敷かれ、医科大学は医学部となった。 

昭和６年 (1931) ２月 医学部１号館が竣工した。 

昭和11年 (1936) １月 医学部脳研究室が、堀越久三郎氏の寄付により発足した。 

  11月 医学部２号館(本館)が竣工した． 

昭和22年 (1947) 10月 東京帝国大学は、東京大学となった． 

昭和25年 (1950) ４月 看護養成施設が、医学部附属看護学校と改称設置された． 

昭和28年 (1953) ４月 衛生看護学科が、設置された。 

  ７月 東京大学に新制の大学院が設置され、生物系研究科医学専門課程博士課

程が設けられた。 

   医学部脳研究室が、医学部附属脳研究施設として制度化された． 
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昭和31年 (1956) ４月 医学部附属助産婦学校が、設置された。 

昭和33年 (1958) ４月 医学部薬学科が、薬学部として独立の学部となった。 

  ５月 東京大学医学部創立百年記念式典が挙行された。 

昭和36年 (1961) ３月 医学部総合中央館(医学図書館)が、東京大学医学部創立百年記念事業の

一つとして竣工した。 

  ４月 医学部附属医用電子研究施設が、設置された。 

昭和40年 (1965) ４月 医学部附属音声・言語医学研究施設が、設置された。 

   衛生看護学科を改組し，保健学科が設置された。 

   東京大学大学院が改組され、生物系研究科医学専門課程は医学系研究科

となった。 

   医学系研究科に保健学専門課程が、設置された。 

昭和41年 (1966) ９月 医学部３号館が竣工した。 

昭和46年 (1971) ４月 医学部附属動物実験施設が、設置された。 

昭和48年 (1973) ３月 医学部動物実験棟が竣工した。 

昭和58年 (1983) １月 医学部３号館別棟が竣工した。 

昭和60年 (1985) ９月 医学部国際交流室が、設置された。 

平成４年 (1992) ４月 保健学科が、健康科学・看護学科となった。 

   医学系研究科に国際保健学専攻が設置された。 

  ７月 医学部放射線研究施設が設置された。 

平成７年 (1995) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第三基礎医学、社会医学、第三臨床医学、

第四臨床医学の４専攻を廃止し、病因・病理学、社会医学、生殖・発達・

加齢医学、外科学の４専攻に改組された。 

平成８年 (1996) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第一臨床医学、保健学、国際保健学の３

専攻を廃止し、内科学，健康科学・看護学、国際保健学の３専攻に改組

された。 

平成９年 (1997) ４月 大学院講座制への移行に伴い、第一基礎医学、第二基礎医学、第二臨床

医学の３専攻を廃止し、分子細胞生物学、機能生物学、生体物理医学、

脳神経医学の４専攻に改組された。 

   この改組に伴い、脳研究施設、医用電子研究施設、音声言語医学研究施

設の３施設が廃止された。 

平成11年 (1999) ４月 医学系研究科に医学科・歯学科・獣医学科以外の学部学科卒業者を対象

とする医科学修士課程が設置された。 

平成12年 (2000) ４月 東京大学医学教育国際協力研究センターが設置された(学内共同教育研

究施設)。 

平成13年 (2001) ４月 医学部附属病院分院が医学部附属病院に統合された。 

平成14年 (2002) ３月 医学部附属看護学校、医学部附属助産婦学校が閉校となった。 

平成15年 (2003) ４月 疾患生命工学センター設立。 
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組     織 
 
 

感染病態学講座
（国立感染症研究所）
腫瘍病理学講座
（国立がんセンター）
分子腫瘍学講座
（財)癌研究会癌研究所）

病理学

神経内科学（臨床）

医療情報経済学（臨床）

神経生物学

認知・言語行動科学

量子環境医学

法医学

脳神経外科学（臨床）

分子予防医学

公衆衛生学

認知・言語神経科学

音声・言語医学

精神医学（臨床）

免疫学

病
因
・
病
理
学

生
体
物
理
医
学

脳
神
経
医
学

社
会
医
学

放射線医学

医用生体工学

基礎神経医学

認知・言語医学

臨床神経精神医学

社会予防医学

法医学・医療情報経済学

連携講座

生体構造学

細胞構築学

（分野）

細胞生物学

細胞分子生理学

神経生理学

統合生理学

神経細胞生物学

分子生物学

機
能
生
物
学

微生物学

免疫学

細胞情報学

代謝生理化学

(専攻） （講座）

細胞生物学・解剖学

生化学・分子生物学

生理学

薬理学

分
子
細
胞
生
物
学

細胞分子薬理学

分子神経生物学

人体病理学・病理診断学

分子病理学

外科病理学（臨床）

微生物学

感染制御学（臨床）

臨床免疫学（臨床）

放射線診断学（臨床）

放射線治療学（臨床）

核医学（臨床）

システム生理学

生体情報学

生体機能制御学

神経病理学

神経生化学

免疫学

精神医学（臨床）

法医学

医療情報経済学（臨床）

微生物学
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医療倫理学

看護体系・機能学

眼科学

形成外科学

口腔外科学

整形外科学

麻酔学

耳鼻咽喉科学

リハビリテーション医学

救急医学

泌尿器外科学

皮膚科学

健康社会学

精神保健学

疫学・予防保健学

健康学習・教育学

健康増進科学

生物統計学

呼吸器外科学

心臓外科学

消化管外科学

肝胆膵外科学

老化制御学

生体防御感染症学

臨床病態検査医学

輸血医学

生殖内分泌学

ストレス防御・心身医学

発達発育学

小児外科学

小児腫瘍学

循環器内科学

血管病態学

呼吸器内科学

老年病学

生殖腫瘍学

周産期医学

消化器内科学

腎臓内科学

内分泌病態学

代謝・栄養病態学

血液・腫瘍病態学

アレルギー・リウマチ学

分子細胞生殖医学

小児科学

看護管理学

成人看護学

内
科
学

感覚・運動機能医学

生体管理医学

健康科学

加齢医学

臓器病態外科学

生
殖
・
発
達
・
加
齢
医
学

外
科
学

病態診断医学

産婦人科学

小児医学

健
康
科
学
・
看
護
学

器官病態内科学

生体防御腫瘍内科学

人工臓器・移植外科学

腫瘍外科学

血管外科学

代謝栄養・内分泌外科学

 
 
 

輸血医学

小児科学

老年病学

皮膚科学

眼科学

麻酔学

救急医学

予防看護学 家族医学
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疾患生命科学部門(1)
（分子病態医科学）
疾患生命科学部門(2)
（生物物理学）

大
学
院
医
学
系
研
究
科

看護学

地域看護学

精神看護学

放射線研究領域

医工情報研究領域

国際保健計画学

国際地域保健学

人類遺伝学

発達医科学

人類生態学

生物医化学

動物資源研究領域

老年看護学

母性看護学・助産学

ターミナルケア看護学

家族看護学

健診情報学(NTTﾃﾞｰﾀ)

腎疾患総合医療センター

統合的分子代謝疾患科学

先端臨床医学開発

腎臓再生医療

システム臨床腫瘍学

佐川急便｢ﾎｽﾋﾟﾀﾙ･ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ｣

臨床分子疫学（田辺製薬）

臨床医工学部門

健康・環境工学部門

研究基盤部門

国際交流室

医学図書館

薬剤疫学

免疫細胞治療学(メディネット)

角膜組織再生医療(ｱﾙﾌﾞﾗｽﾄ)

寄
付
講
座

漢方生体防御機能学（ツムラ）

造血再生医療

メタボローム

発生・医療工学（三共）

国
際
保
健
学

　
　
工
学
セ
ン
タ
ー

附
属
疾
患
生
命

研
究
科
内
施
設

株式会社ｻﾄｳｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾗｻﾞ加圧ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ･虚血循環生理学

国際社会医学

国際生物医科学

医療材料・機器工学部門

富士ｿﾌﾄABC軟骨・骨再生医療

血管再生医療（第一製薬）

骨・軟骨再生医療

(ツムラ）

メタボローム

工
学
セ
ン
タ
ー

臨床看護学

創病看護学

母性看護学・助産学

精神看護学

成人看護学

緩和ケア看護学

地域看護学

行政看護学

(Ⅰ)

(Ⅱ)

発生・医療工学（三共）

腎臓再生医療

佐川急便「ﾎｽﾋﾟﾀﾙ・ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ」

臨床分子疫学（田辺製薬）

免疫細胞治療学（メディネット）

健診情報学（NTT ﾃﾞｰﾀ）

腎疾患総合医療センター

統合的分子代謝疾患化学

株式会社ｻﾄｳｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾗｻﾞ加圧ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ・虚血循環生理学

先端臨床医学開発

睡眠障害解析学（ｱﾙﾌﾚｯｻ）

健康医科学創造

関節疾患総合研究

医療経営政策学

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像診断学/予防医学(ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ・GE横河ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ) 
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事務室

教務係

司計係

用度係

経理係

施設係

庶務係

人事係

図書受入係

図書整理係

大学院係

情報サービス係

研究協力係

加齢医学

臓器病態外科学

感覚・運動機能医学

生体管理医学

生体防御腫瘍内科学

病態診断医学

産婦人科学

小児医学

社会予防医学

医学原論・倫理学

法医学・医療情報経済学

器官病態内科学

医用生体工学

基礎神経医学

認知・言語医学

臨床神経精神医学

微生物学

放射線医学

病理学

免疫学

細胞生物学・解剖学

生化学・分子生物学

生理学

薬理学

臨床運動器医学

臨床薬効評価学

事務部

(学科目)

健康医科学創造

関節疾患総合研究

医療経営政策学

医療環境管理学

睡眠障害解析学（ｱﾙﾌﾚｯｻ）

(学科)

医
科
学

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ画像診断学/予防医学(ﾊｲﾒﾃﾞｨｯｸ･GE横河ﾒﾃﾞｨｶﾙｼｽﾃﾑ)

医療安全管理学（東京海上日動）

附属疾患生命工学センター

医
学
系
研
究
科
・
医
学
部

事
務
組
織

庶務係 

人事係 

研究協力係 

教務係 

大学院係 

司計係 

用度係 

経理係 

施設係 

図書受入係 

図書整理係 

情報サービス係 

事務室 

医療環境管理学

臨床運動器医学

臨床薬効評価学

医療安全管理学（東京海上日動）

分子循環代謝病学（三共株式会社）

医療品質評価学講座

ｺｶ・ｺｰﾗ抗加齢医学講座

総合画像情報学（富士写真フイルム）講座
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 医

学
部

健
康
科
学
・
看
護
学
科

放射線科

小児科

小児外科

精神神経科

耳鼻咽喉科・聴覚音声外科

リハビリテーション科

形成外科・美容外科

顎口腔外科・歯科矯正歯科

皮膚科・皮膚光線ﾚｰｻﾞｰ科

眼科・視覚矯正科

整形外科・脊椎外科

女性診療科・産科

脳神経外科

麻酔科・痛みｾﾝﾀｰ

泌尿器科・男性科

女性外科

乳腺・内分泌外科

人工臓器・移植外科

心臓外科

呼吸器外科

胃・食道外科

大腸・肛門外科

肝・胆・膵外科

血管外科

神経内科

老年病科

心療内科

一般外科

総合内科

循環器内科

呼吸器内科

消化器内科

腎臓・内分泌内科

糖尿病・代謝内科

血液・腫瘍内科

ｱﾚﾙｷﾞｰ・ﾘｳﾏﾁ内科

感染症内科

小児・周産・女性診療部門

感覚・運動機能科
診療部門

外科診療部門

内科診療部門

診療部門・診療科

母子保健学

成人保健・看護学

精神衛生・看護学

母性看護学・助産学

保健社会学

保健管理学

人類生態学

保健栄養学

疫学・生物統計学

老年看護学

家族看護学

地域看護学

基礎看護学

放射線科診療部門

精神神経科診療部門
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入院診療運営部

外来診療運営部

医療評価・安全・研修部

企画経営部

教育研究支援部

医工連携部

医
学
部
附
属
病
院

臨床ゲノム情報部

緩和ケア診療部

臨床ゲノム診療部

人事部

医事課

総務課

管理課

経営戦略課

輸血部

臓器移植医療部

栄養管理室

労働安全衛生管理室

感染制御部

企画情報運営部

集中治療部

角膜移植部

救急部

大学病院医療情報ネットワーク研究センター

地域医療連携部

臨床試験部

無菌治療部

光学医療診療部

病理部

血液浄化療法部

医療機器管理部

材料管理部

周産母子診療部

リハビリテーション部

放射線部

診療運営組織

部・センター・室

部（内規で定めるもの）

運営支援組織

中央診療運営部

薬剤部

看護部

事務部

検査部

手術部

こころの発達診療部

広報企画部

テイッシュ･エンジニアリング部

 
 
 

輸血部

人事部

内規で定める部

リハビリテーション部

医療機器管理部

材料管理部

病理部

角膜移植部

無菌治療部

光学医療診察部

血液浄化療法部

放射線部

臓器移植医療部

こころの発達診療部

組織バンク部

産学連携部

広報企画部

栄養管理室

労働安全衛生管理室

検診部

地域医療連携部

臨床試験部

感染制御部

企画情報運営部

大学病院医療情報ネットワーク研究センター 

周産母子診療部

救急部

集中治療部

薬剤部

 
検査部

手術部

管理課 
経営戦略課 
医事課 

総務課 看護部

事務部

医療安全対策ｾﾝﾀｰ

総合研修ｾﾝﾀｰ 

医療評価室 

総合対策ｾﾝﾀｰ 
患者相談・ 
 臨床倫理ｾﾝﾀｰ 

接遇向上ｾﾝﾀｰ 

22世紀医療センター

トランスレーショナルリサーチセンター
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職  員  名  簿 
平成 19年３月 16日現在 

大学院医学系研究科 

専攻・講座・分野 教授 助教授 講師 

分子細胞生物学専攻       
 細胞生物学・解剖学講座       
  細胞生物学  廣 川 信 隆 武 井 陽 介   野 田 泰 子 
  生体構造学    中 田 隆 夫   
  細胞構築学    金 井 克 光   
  神経細胞生物学   (兼) 廣川 信隆     
 生化学・分子生物学講座       
  分子生物学  岡 山 博 人  神 野 茂 樹   
  細胞情報学  清 水 孝 雄    石 井   聡 
       中 村 元 直 
  代謝生理化学  栗 原 裕 基    
 生理学講座       
  統合生理学  宮 下 保 司  小 西 清 貴  
  細胞分子生理学  森   憲 作    山 口 正 洋 
  神経生理学  髙 橋 智 幸    辻 本 哲 宏 
 薬理学講座       
  細胞分子薬理学  飯 野 正 光     
  分子神経生物学  三 品 昌 美     
病因・病理学専攻       
 病理学講座       
  人体病理学・病理診断学  深 山 正 久  福 嶋 敬 宜  太 田   聡 
  分子病理学  宮 園 浩 平  宮 澤 恵 二   
  外科病理学（臨床）       
 微生物学講座       
  微生物学  野 本 明 男     
  感染制御学（臨床）  小 池 和 彦     
 免疫学講座       
  免疫学  谷 口 維 紹    高 岡 晃 教 
  臨床免疫学（臨床）       
 連携講座       
  感染病態学講座  (委嘱)渡邉 治雄     
  （国立感染症研究所）       
  腫瘍病理学講座  (委嘱)廣橋 説雄     
  （国立がんセンター）       
  分子腫瘍学講座  (客員)中村 卓郎     

  （(財)癌研究会癌研究所）       
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専攻・講座・分野 教授 助教授 講師 

生体物理医学専攻       
 放射線医学講座       
  放射線診断学（臨床）  大 友   邦  青 木 茂 樹   
  放射線治療学（臨床）    中 川 恵 一   
  核医学（臨床）    百 瀬 敏 光  阿 部   修 
 医用生体工学講座       
  システム生理学  安 藤 譲 二    柴 田 政 廣 
        山 本 希美子 
  生体情報学       
  生体機能制御学    阿 部 裕 輔  磯 山   隆 
脳神経医学専攻       
 基礎神経医学講座       
  神経病理学  井 原 康 夫    森 島 真 帆 
  神経生化学    尾 藤 晴 彦   
  神経生物学       
 認知・言語医学講座       
  認知・言語行動科学       
  認知・言語神経科学    坂 井 克 之   
  音声・言語医学    髙 山 吉 弘   
 臨床神経精神医学講座       
  精神医学（臨床）  加 藤 進 昌  中 安 信 夫   
      綱 島 浩 一   
  神経内科学（臨床）  辻   省 次  郭     伸   
  脳神経外科学（臨床）  齊 藤 延 人  川 原 信 隆   
社会医学専攻       
 社会予防医学講座       
  分子予防医学  松 島 綱 治  石川（山脇）昌   
  公衆衛生学  小 林 廉 毅  井 上 和 男  佐 藤   元 
  量子環境医学       
 法医学・医療情報経済学講座       
  法医学  吉 田 謙 一    上 村 公 一 

  医療情報経済学（臨床）  大 江 和 彦     
健康科学・看護学専攻       
 健康科学講座       
  健康社会学    山 崎 喜比古   
  精神保健学  川 上 憲 人  (委嘱)津島 明人   
  疫学・予防保健学  大 橋 靖 雄     
  健康学習・教育学  甲 斐 一 郎     
  健康増進科学      李   廷 秀 
  生物統計学    松 山   裕   
  医療倫理学  赤 林   朗   
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専攻・講座・分野 教授 助教授 講師 

 予防看護学講座       
  看護体系・機能学   (兼) 菅田 勝也     
  看護管理学  菅 田 勝 也     
  家族看護学    上別府 圭 子  山 崎 あけみ 
  地域看護学  村 嶋 幸 代    永 田 智 子 
  行政看護学       
 臨床看護学講座       
  成人看護学  數 間 惠 子     
  緩和ケア看護学   (兼) 數間 惠子     
  母性看護学・助産学      春 名 めぐみ 
      村 山 陵 子 
  精神看護学   (兼) 川上 憲人    宮 本 有 紀 
  老年看護学  真 田 弘 美    田 高 悦 子 
  創傷看護学       
国際保健学専攻       
 国際社会医学講座       
  国際保健計画学    黒 岩 宙 司    
  国際地域保健学  神 馬 征 峰     
 国際生物医科学講座       
  人類遺伝学  徳 永 勝 士     
  発達医科学  牛 島 廣 治  福 岡 秀 興   
  人類生態学  渡 邉 知 保  梅 﨑 昌 裕   
  生物医化学  北     潔  渡 邊 洋 一   
内科学専攻       
 器官病態内科学講座       
  循環器内科学  永 井 良 三  平 田 恭 信   
  血管病態学       
  呼吸器内科学  長 瀬 隆 英    大 石 展 也 
        永 田 泰 自 
  消化器内科学  小 俣 政 男     
  腎臓内科学      藤 乘 嗣 泰 
 生体防御腫瘍内科学講座       
  内分泌病態学  藤 田 敏 郎     
  代謝・栄養病態学  門 脇   孝    金 子 義 保 
         戸 邉 一 之 
  血液・腫瘍病態学  黒 川 峰 夫    本 倉   徹 
  アレルギー・リウマチ学  山 本 一 彦    奥 平 博 一 
  生体防御感染症学   (兼) 小池 和彦     
  ストレス防御・心身医学    熊 野 宏 昭   
 病態診断医学講座       
  臨床病態検査医学  矢 冨   裕  池 田   均   
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専攻・講座・分野 教授 助教授 講師 

  輸血医学  高 橋 孝 喜     
生殖・発達・加齢医学専攻       
 産婦人科学講座       
  生殖内分泌学  武 谷 雄 二  藤 井 知 行   
  生殖腫瘍学    矢 野   哲   
  周産期医学    上 妻 志 郎   
  分子細胞生殖医学  堤     治     
 小児医学講座       
  小児科学  五十嵐   隆  水 口   雅   
  発達発育学   (兼) 五十嵐 隆  関 根 孝 司  渡 辺   博 
  小児外科学  岩 中   督     
  小児腫瘍学       
 加齢医学講座       
  老年病学  大 内 尉 義  秋 下 雅 弘   
  老化制御学      飯 島 勝 矢 
外科学専攻       
 臓器病態外科学講座       
  呼吸器外科学  高 本 眞 一  中 島   淳   
  心臓外科学   (兼) 高本 眞一  村 上   新   
  消化管外科学  上 西 紀 夫     
  肝胆膵外科学  幕 内 雅 敏  國 土 典 宏   
  泌尿器外科学  北 村 唯 一  武 内   巧   
      冨 田 京 一   
  人工臓器・移植外科学   (兼) 幕内 雅敏  菅 原 寧 彦  佐 野 圭 二 
  腫瘍外科学  名 川 弘 一   北 山 丈 二 
  血管外科学   (兼) 名川 弘一  宮 田 哲 郎   
  代謝栄養・内分泌外科学   (兼) 上西 紀夫  小 川 利 久   
 感覚・運動機能医学講座       
  皮膚科学  玉 置 邦 彦  菊 池 かな子  柿 沼   誉 
  形成外科学  光 嶋   勲    
  口腔外科学  高 戸   毅  須佐美 隆 史   
      米 原 啓 之   
  整形外科学  中 村 耕 三  髙 取 吉 雄  大 西 五三男 
       川 口   浩   
  眼科学  新 家   眞  富 田 剛 司   
      玉 置 泰 裕   
  耳鼻咽喉科学  加 我 君 孝  山 岨 達 也    
  リハビリテーション医学  芳 賀 信 彦     
 生体管理医学講座       
  麻酔学  山 田 芳 嗣  西 山 友 貴  張   京 浩 
  救急医学  矢 作 直 樹    田 中 行 夫 
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専攻・講座・分野 教授 助教授 講師 

附属疾患生命工学センター       
 疾患生命科学部門Ⅰ  宮 崎   徹  根 本 信 乃   
 疾患生命科学部門Ⅱ  河 西 春 郎     
 医療材料・機器工学部門  牛 田 多加志  酒 井 康 行   
 臨床医工学部門    (兼) 片岡 一則    西 山 伸 宏 
 健康・環境工学部門  遠 山 千 春  大 迫 誠一郎   
 研究基盤部門       
  動物資源研究領域   (兼) 野本 明男     
  放射線研究領域  宮 川   清  細 井 義 夫  鈴 木 崇 彦 
  医工情報研究領域       
研究科内施設       
 国際交流室  (室長)山本 一彦    GREEN  JOSEPH 
        丸 山 稔 之 
      HOLMES CRISTOPHER
 医学図書館  (館長)大内 尉義     

 
 
 
医学部附属病院    

診療科・診療部等 教授 助教授 講師 

内科診療部門       

 総 合 内 科   (兼) 大内 尉義     

 循 環 器 内 科   (兼) 永井 良三   (兼) 平田 恭信  山 下 尋 史 

       世 古 義 規 

 呼 吸 器 内 科   (兼) 長瀬 隆英     (兼) 大石 展也 

        (兼) 永田 泰自 

 消 化 器 内 科   (兼) 小俣 政男    吉 田 晴 彦 

       椎 名 秀一朗 

       多 田   稔 

 腎臓・内分泌内科   (兼) 藤田 敏郎   (兼) 藤乗 嗣泰  福 本 誠 二 

 （分）      関   常 司 

 糖尿病・代謝内科   (兼) 門脇  孝     (兼) 金子 義保 

         (兼) 戸邉 一之 

 血液・腫瘍内科   (兼) 黒川 峰夫     (兼) 本倉  徹 

       神 田 善 伸 

 アレルギー・リウマチ内科   (兼) 山本 一彦     (兼) 竹内二士夫 
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診療科・診療部等 教授 助教授 講師 

       三 崎 義 堅 

       土 肥   眞 

 感 染 症 内 科   (兼) 小池 和彦     

 神 経 内 科   (兼) 辻  省次   (兼) 郭   伸  宇 川 義 一 

       後 藤   順 

 老 年 病 科   (兼) 大内 尉義   (兼) 秋下 雅弘  寺 本 信 嗣 

       江 頭 正 人 

 心 療 内 科   (兼) 赤林  朗   (兼) 熊野 宏昭   

外科診療部門       

 一 般 外 科   (兼) 幕内 雅敏     

 胃・食道外科   (兼) 上西 紀夫    野 村 幸 世 

 大腸・肛門外科   (兼) 名川 弘一     (兼) 北山 丈二 

 肝・胆・膵外科   (兼) 幕内 雅敏   (兼) 國土 典宏  今 村   宏 

 血 管 外 科   (兼) 名川 弘一   (兼) 宮田 哲郎   

 乳腺・内分泌外科   (兼) 上西 紀夫   (兼) 小川 利久  金 内   一 

 人工臓器・移植外科   (兼) 幕内 雅敏   (兼) 菅原 寧彦   (兼) 佐野 圭二 

       別 宮 好 文 

 心 臓 外 科   (兼) 高本 真一   (兼) 村上  新  師 田 哲 郎 

       本 村   昇 

       小 野   稔 

 呼 吸 器 外 科   (兼) 高本 真一   (兼) 中島  淳   

 脳 神 経 外 科   (兼) 齊藤 延人  (兼) 川原 信隆  藤 堂 具 紀 

       川 合 謙 介 

 麻酔科・痛みセンター   (兼) 山田 芳嗣  (兼) 西山 友貴   (兼) 張  京浩 

       折 井   亮 

 泌尿器科・男性科   (兼) 北村 唯一   (兼) 武内  巧  石 川   晃 

       (兼) 冨田 京一  久 米 春 喜 

       西 松 寛 明 

       福 原   浩 

 女 性 外 科   (兼) 堤   治   (兼) 矢野  哲  百 枝 幹 雄 
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診療科・診療部等 教授 助教授 講師 

感覚・運動機能科診療部門       

 皮膚科･皮膚光線   (兼) 玉置 邦彦   (兼) 菊池かな子   (兼) 柿沼  誉 

 レーザー科      佐 伯 秀 久 

       小宮根 真 弓 

       渡 邊 孝 宏 

       門 野 岳 史 

 眼科・視覚矯正科   (兼) 新家  眞   (兼) 富田 剛司  永 原   幸 

       (兼) 玉置 泰裕  富 所 敦 男 

       相 原   一 

       加 藤   聡 

 整形外科・脊椎外科   (兼) 中村 耕三   (兼) 髙取 吉雄   (兼) 大西五三男 

       (兼) 川口  浩  星 地 亜都司 

       田 中   栄 

       竹 下 克 志 

 耳鼻咽喉科・聴覚音声外科   (兼) 加我 君孝   (兼) 山岨 達也  朝 蔭 孝 宏 

       石 尾 健一郎 

       伊 藤   健 

       中 尾 一 成 

 リハビリテーション科   (兼) 中村 耕三     

 形成外科・美容外科   (兼) 光嶋  勲    吉 村 浩太郎 

 顎口腔外科・歯科矯正歯科   (兼) 高戸  毅   (兼) 須佐美隆史  森   良 之 

      (兼) 米原 啓之  富 塚   健 

       引 地 尚 子 

小児・周産・女性科診療部門       

 小  児  科   (兼) 五十嵐 隆   (兼) 水口  雅   (兼) 渡辺  博 

      (兼) 関根 孝司  賀 藤   均 

       高見澤   勝 

 小 児 外 科   (兼) 岩 中  督    金 森   豊 

 女性診療科・産科   (兼) 武谷 雄二   (兼) 上妻 志郎  久 具 宏 司 

       (兼) 藤井 知行  大須賀   穣 
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診療科・診療部等 教授 助教授 講師 

       八 杉 利 治 

精神神経科診療部門       

 精神神経科   (兼) 加藤 進昌   (兼) 中安 信夫  笠 井 清 登 

      (兼) 綱島 浩一  柴 山 雅 俊 

       土 井 永 史 

       鎮 西 美栄子 

放射線科診療部門       

 放射線科   (兼) 大友  邦   (兼) 百瀬 敏光   (兼) 阿部  修 

      (兼) 青木 茂樹  赤 羽 正 章 

      (兼) 中川 恵一  多 湖 正 夫 

       増 谷 佳 孝 

中央診療施設等       

 検 査 部   (兼) 矢冨  裕   (兼) 池田  均  竹 中   克 

       髙 井 大 哉 

       下 澤 達 雄 

       湯 本 真 人 

 手術部   (兼) 安原  洋  三 村 芳 和   

 放射線部   (兼) 大友  邦    増 本 智 彦 

 救急部   (兼) 矢作 直樹     (兼) 田中 行夫 

 輸血部   (兼) 高橋 孝喜     

 周産母子診療部   (兼) 武谷 雄二     

 リハビリテーション部   (兼) 中村 耕三     

 医療機器管理部      玉 井 久 義 

 材料管理部     (兼) 三村 芳和   

 集中治療部   (兼) 矢作 直樹     

 病理部   (兼) 深山 正久    宇於崎   宏 

 角膜移植部    天 野 史 郎   

 無菌治療部    千 葉   滋  滝 田 順 子 

 光学医療診療部    川 邊 隆 夫   

 血液浄化療法部   (兼) 藤田 敏郎    野 入 英 世 
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診療科・診療部等 教授 助教授 講師 

       榎 本   裕 

 地域医療連携部   (兼) 大内 尉義    長 野 宏一朗 

 臨床試験部   (兼) 小俣 政男  荒 川 義 弘   

 感染制御部   (兼) 小池 和彦    森 屋 恭 爾 

 企画情報運営部   (兼) 大江 和彦  今 村 知 明  美 代 賢 吾 

 
大学病院医療情報ネットワーク

研究センター  木 内 貴 弘  青 木 則 明   

 臓器移植医療部   (兼) 幕内 雅敏   (兼) 菅原 寧彦   

 ティッシュ・エンジニアリング部   (兼) 髙戸  毅     

 臨床ゲノム情報部   (兼) 永井 良三     

 緩和ケア診療部     (兼) 中川 恵一   

 薬 剤 部  鈴 木 洋 史  伊 藤 晃 成  樋 坂 章 博 

 こころの発達診療部   (兼) 加藤 進昌     

 医療評価・安全・研修部   (兼) 名川 弘一     

   医療評価室    大 西   真   

   医療安全管理対策室       

   総合研修センター   (兼) 北村  聖    関 根 信 夫 

 健康相談室      本 田 善一郎 
 
 
学内共同研究施設    

    

医学教育国際協力研究センター   

部門名 教授 助教授 講師 

医学教育国際協力研究部門  北 村   聖  武 田 裕 子   

医学教育国際協力事業企画調整・情報部門      大 西 弘 高
 
寄付講座   

所        属 客 員 教 授 客員助教授 

薬剤疫学講座    久保田   潔 

漢方生体防御機能学(ﾂﾑﾗ)講座    岡 部 哲 郎 

角膜組織再生医療（アルブラスト）講座    山 上   聡 

血管再生医療（第一製薬）講座    小 山 博 之 
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所        属 客 員 教 授 客員助教授 

骨・軟骨再生医療講座     

軟骨・再生医療（富士ソフト)講座    星   和 人 

メタボローム講座  田 口   良  小 田 吉 哉 

発生・医療工学（三共）講座  (委嘱)鈴木 宏志   

腎臓再生医療講座    菱 川 慶 一 

佐川急便「ホスピタル・ロジスティクス」講座  (委嘱)苦瀬 博仁   

臨床分子疫学（田辺製薬）講座    後藤田 貴 也 

免疫細胞治療学（メディネット）講座    垣 見 和 宏 

健診情報学（NTTデータ）講座    奥   真 也 

腎疾患総合医療センター講座     
統合的分子代謝疾患科学講座    山 内 敏 正 
株式会社サトウスポーツプラサﾞ加圧トレーニン

グ・虚血循環生理学講座    中 島 敏 明 

先端臨床医学開発講座  (委嘱)川上 浩司  佐 田 政 隆 
睡眠障害解析学（ｱﾙﾌﾚｯｻ）講座    海老澤   尚 

健康医科学創造講座    林   同 文 

関節疾患総合研究講座    吉 村 典 子 

医療経営政策学講座  橋 本 英 樹   
コンピュータ画像診断学/予防医学(ハイメディック･
GE横河メディカルシステム)講座    林   直 人 

 宇 野 漢 成 
医療環境管理学講座    上 寺 祐 之 

臨床運動器医学講座    馬 淵 昭 彦 

臨床薬効評価学講座    金 井 文 彦 

医療安全管理学（東京海上日動）講座  児 玉 安 司  前 田 正 一 

分子循環代謝病学（三共株式会社）   安 東 克 之 

医療品質評価学講座  (兼務)本 村  昇 

ｺｶ･ｺｰﾗ抗加齢医学講座  井 上   聡  

統合画像情報学（富士写真フィルム）講座   吉 岡 直 紀 
 
 
科学技術振興調整費（科学技術振興調整特任教員）   

所        属 特 任 教 授 特 任 助 教 授 特 任 講 師 

新興分野人材養成プログラム  山 崎   力  小野木 雄 三   
クリニカルバイオインフォマ

ティクス研究ユニット  小 山 博 史  小 出 大 介   

   橋 詰 明 英  松 尾 仁 司   



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 19 

 
 

所        属 特 任 教 授 特 任 助 教 授 特 任 講 師 

新興分野人材養成プログラム     

生命・医療倫理人材養成ユニット     
 奈 良 雅 敏 

医療政策人材養成ユニット      中 島   勧 

産学官共同研究の効果的な推進       
ナノミセﾙ型 siRNA送達システ
ムの開発       

医療ナノテクノロジー人材養

成ユニット      位 高 啓 史 
 眞 鍋 一 郎 

重要課題解決型研究等の推進       
振興・再興感染症制圧のための

共同戦略 
      

臨床医学データ解析のための

医療知識 
      

基盤データベースの構築に関

する研究 
      

    

研究拠点形成費補助金（研究拠点形成特任教員）   

所        属 特 任 教 授 特 任 助 教 授 特 任 講 師 
生体シグナル伝達機構の領域

横断的研究      齋 藤 直 人 

脳神経医学の融合的研究拠点    河 崎 洋 志  稲 生   靖 
環境・遺伝素因相互作用に起因

する疾患研究    植 木 浩二郎   

     宮 岸   真   

     小 川 誠 司   

    

寄附金（疾患生命科学特任教員）   

所        属 特 任 教 授 特 任 助 教 授 特 任 講 師 
疾患生命工学センター疾患生

命科学部門（Ⅱ）      高 橋 倫 子 

    

寄附金（ＮＩＨ特任教員）  

所        属 特 任 教 授 特 任 助 教 授 特 任 講 師 
疾患生命工学センター疾患生

命科学部門（Ⅰ）      遊 佐 精 一 

    

運営費交付金（特別教育研究経費）（こころの発達特任教員）  

所        属 特 任 教 授 特 任 助 教 授 特 任 講 師 

病院・こころの発達診療部    金 生 由紀子  渡 邉 慶一郎 
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人事異動（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日） 

 
 

 

区分 氏   名 日  付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

採 用 川上 憲人 H18.4.1 
東京大学大学院医学系研究科

精神保健学教授 
岡山大学大学院医歯薬学総

合研究科教授 

採 用 宮崎  徹 H18.4.1 
東京大学大学院医学系研究科

附属疾患生命工学センター 
疾患生命科学部門（Ⅰ）教授

テキサス大学ｻｳｽｳｴｽﾀﾝ校 
医学部准教授 

採 用 山田 芳嗣 H18.4.1 
東京大学大学院医学系研究科

麻酔学教授 
横浜市立大学医学部教授 

採 用 中村 元直 H18.4.1 
東京大学大学院医学系研究科

細胞情報学助教授 
日本たばこ産業（株） 
医薬総合研究所グループリーダー 

採 用 青木 則明 H18.4.1 
東京大学医学部附属病院大学病院 
医療情報ネットワーク研究センター

助教授 

テキサス大学健康情報科学

大学院 Assistant Professor 

採 用 
ｸﾘｽﾄﾌｧｰ ﾎﾙ
ﾑｽﾞ 

H18.4.1 
東京大学大学院医学系研究科

交際交流室講師 
東京大学大学院医学系研究科 
国際交流室外国人教師 

配 置 換 竹内二士夫 H18.4.1 
東京大学大学院医学系研究科

アレルギー・リウマチ学講師

東京大学医学部附属病院 
アレルギー・リウマチ内科講

師 

配 置 換 宇於崎 宏 H18.4.1 
東京大学医学部附属病院 
病理部講師 

東京大学大学院医学系研究科 
人体病理学・病理診断学講師 

昇 任 福嶋 敬宜 H18.4.1 
東京大学大学院医学系研究科

人体病理学・病理診断学助教授

東京大学大学院医学系研究科

人体病理学・病理診断学講師

昇 任 榎本  裕 H18.4.1 
東京大学医学部附属病院 
血液浄化療法部講師 

東京大学医学部附属病院 
泌尿器科・男性科助手 

兼 務 片岡 一則 H18.4.1 
東京大学大学院医学系研究科

附属疾患生命工学センター 
臨床医工学部門教授（兼務）

東京大学大学院工学系研究

科教授 

昇 任 飯島 勝矢 H18.5.1 
東京大学大学院医学系研究科

老化制御学講師 
東京大学医学部附属病院 
老年病科助手 

昇 任 土肥  眞 H18.5.1 
東京大学医学部附属病院 
アレルギー・リウマチ内科講師 

東京大学保健センター助手 

採 用 根本 信乃 H18.5.1 
東京大学大学院医学系研究科

附属疾患生命工学センター疾

患生命科学部門(Ⅰ)助教授 
米国NIHBI Staff Scientist
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区分 氏   名 日  付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

委 嘱 岩中  督 H18.5.1 
東京大学大学院医学系研究科

小児外科学非常勤講師 
（客員教授） 

埼玉県立小児医療センター 
外科科長兼外科部長 

昇 任 神馬 征峰 H18.6.16 
東京大学大学院医学系研究科

国際地域保健学教授 
東京大学大学院医学系 
研究科国際地域保健学講師 

辞 職 岡崎 具樹 H18.6.30 
帝京大学医学部生化学講座 
主任教授 

東京大学大学院医学系研究科

内分泌病態学助教授 

採 用 芳賀 信彦 H18.7.1 
東京大学大学院医学系研究科

リハビリテーション医学教授

静岡県立こども病院 
整形外科医長 

昇 任 太田  聡 H18.7.1 
東京大学大学院医学系研究科

人体病理学・病理診断学講師

東京大学大学院医学系研究科

人体病理学・病理診断学助手

辞 職 滝澤  始 H18.7.31 
帝京大学医学部付属溝口病院

教授 
東京大学大学院医学系 
研究科呼吸器内科学助教授 

採 用 岩中  督 H18.8.1 
東京大学大学院医学系研究科

小児外科学教授 
埼玉県立小児医療センター 
外科科長兼外科部長 

昇 任 永田 泰自 H18.8.1 
東京大学大学院医学系研究科

呼吸器内科学講師 
東京大学医学部附属病院 
呼吸器内科助手 

辞 職 土屋 尚之 H18.9.30 
筑波大学大学院人間総合科 
学研究科教授 

東京大学大学院医学系 
研究科人類遺伝学助教授 

昇 任 西山 伸宏 H18.10.1 
東京大学大学院医学系研究科

附属疾患生命工学センター 
臨床医工学部門講師 

東京大学大学院医学系 
研究科附属疾患生命工学セ

ンター臨床医工学部門助手 

委 嘱 島津 明人 H18.10.1 
東京大学大学院医学系研究科

精神保健学助教授（委嘱） 
広島大学大学院 
教育学研究科助教授 

昇 任 藤乗 嗣泰 H18.10.16 
東京大学大学院医学系研究科

腎臓内科学講師 
東京大学医学部附属病院 
腎臓・内分泌内科助手 

昇 任 張  京浩 H18.10.16 
東京大学大学院医学系研究科

麻酔学講師 
東京大学医学部附属病院 
麻酔科・痛みセンター助手 

辞 職 中原  潔 H18.10.31 
国立精神・神経センター 
神経研究所モデル動物開発部

動物遺伝解析室長 

東京大学大学院医学系 
研究科統合生理学講師 

配 置 換 川原 信隆 H18.12.1 
東京大学大学院医学系研究科

脳神経外科学助教授 

東京大学大学院医学系研究科 
脳神経外科学（脳血管障害領域）

助教授 

昇 任 石井  聡 H18.12.16 
東京大学大学院医学系研究科

細胞情報学助教授 
東京大学大学院医学系研究科

細胞情報学講師 
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区分 氏   名 日  付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

採 用 安原  洋 H18.12.16 
東京大学医学部附属病院 
手術部教授 

帝京大学 
ちば総合医療センター教授 

辞 職 矢澤 徳仁 H19.1.31  
東京大学大学院医学系研究科

皮膚科学講師 

昇 任 渡邊 洋一 H19.2.1 
東京大学大学院医学系研究科

生物医化学助教授 
東京大学大学院医学系研究科

生物医化学講師 

昇 任 柿沼  誉 H19.2.1 
東京大学大学院医学系研究科

皮膚科学講師 

東京大学医学部附属病院 
皮膚科・皮膚レーザー光線科

助手 

辞 職 佐野 圭二 H19.2.28 
日本赤十字社医療センター 
医師 

東京大学大学院医学系研究科

人工臓器・移植外科学講師 

研修出向 中尾 一成 H18.3.1 （ペンシルバニア大学研究員）
東京大学医学部附属病院 
耳鼻咽喉科・聴覚音声外科講師 

昇 任 鄭  雄一 H18.3.16 
東京大学大学院工学系研究科

ﾊﾞｲｵｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ専攻教授 

東京大学大学院医学系研究科

附属疾患生命工学センター 
臨床医工学部門助教授 

定 年 高橋 智幸 H19.3.31 
同志社大学生命医科学部 
設置準備室教授 

東京大学大学院医学系研究科

神経生理学教授 

定 年 加我 君孝 H19.3.31 
国立病院機構東京医療センター 
臨床研究センター長 

東京大学大学院医学系研究科

耳鼻咽喉科学教授 

定 年 井原 康夫 H19.3.31 
同志社大学生命医科学部 
設置準備室教授 

東京大学大学院医学系研究科

神経病理学教授 

定 年 金子 義保 H19.3.31  
東京大学大学院医学系研究科

代謝・栄養病態学講師 

任期満了 加藤 進昌 H19.3.31 
昭和大学附属烏山病院 
教授（病院長） 

東京大学大学院医学系研究科

精神医学教授 

任期満了 幕内 雅敏 H19.3.31 
日本赤十字社医療センター 
院長 

東京大学大学院医学系研究科

肝胆膵外科学教授 

任期満了 牛島 廣治 H19.3.31 
鹿児島国際大学 
福祉社会学研究科教授 

東京大学大学院医学系研究科

発達医科学教授 

任期満了 高山 吉弘 H19.3.31  
東京大学大学院医学系研究科

音声・言語医学助教授 

任期満了 福岡 秀興 H19.3.31 早稲田大学 
東京大学大学院医学系研究科

発達医科学助教授 

辞 職 森島 真帆 H19.3.31 
北海道大学大学院 
薬学研究院特任准教授 

東京大学大学院医学系研究科

神経病理学講師 
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区分 氏   名 日  付 新 職 名 等 旧 職 名 等 

辞 職 田高 悦子 H19.3.31 横浜市立大学研究院教授 
東京大学大学院医学系研究科

老年看護学講師 

辞 職 神田 善伸 H19.3.31 
自治医科大学附属大宮医療セ

ンター教授 
東京大学医学部附属病院 
血液・腫瘍内科講師 

辞 職 石尾健一郎 H19.3.31 
東京都立墨東病院耳鼻咽喉科

部長 

東京大学医学部附属病院 
耳鼻咽喉科・聴覚音声外科講

師 

辞 職 石川  晃 H19.3.31 
東京大学大学院医学系研究科

腎疾患総合医療センター 
寄付講座客員准教授 

東京大学医学部附属病院 
泌尿器科・男性科講師 

辞 職 土井 永史 H19.3.31 茨城県立友部病院病院長 
東京大学医学部附属病院 
精神神経科講師 

辞 職 樋坂 章博 H19.3.31 
東京大学大学院医学系研究科

薬理動態学寄付講座 
客員准教授 

東京大学医学部附属病院 
薬剤部講師 
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平成 18年度外国出張・海外研修 

（延べ人数） 

 

地域 国 名 教 授 助教授 

アジア・太平洋 インドネシア共和国 
オーストラリア 
シンガポール共和国 
タイ王国 
大韓民国 
台湾 
中華人民共和国 
トルコ共和国 
パキスタン・イスラム共和国 
フィリピン共和国 
ベトナム社会主義共和国 
ラオス人民民主共和国 
アフガニスタン・イスラム共和国
カンボジア王国 
パプアニューギニア独立国 

6 
5 
2 
5 
9 
3 

        20 
1 
1 
1 
3 
2 
１ 
1 
1 

0 
4 
0 
3 
4 
2 

       10 
0 
0 
0 
2 
2 
２ 
0 
2 

北米・南米 アメリカ合衆国 
アルゼンチン共和国 
カナダ 
ブラジル連邦共和国 

       58 
1 
5 
1 

    34 
１ 
4 
0 

ヨーロッパ 英国 
イタリア共和国 
オーストリア共和国 
オランダ王国 
スイス連邦 
スウェーデン王国 
スペイン 
チェコ共和国 
ドイツ連邦共和国 
ハンガリー共和国 
フィンランド共和国 
フランス共和国 
ポルトガル共和国 
クロアチア共和国 
デンマーク王国 
ベルギー王国 
ロシア連邦 

7 
6 
1 
2 
1 
6 
2 
1 
9 
0 
1 
2 
1 
１ 
2 
0 
1 

2 
2 
0 
4 
0 
1 
1 
2 
2 
1 
0 
0 
0 
0 
0 
2 
0 

アフリカ 南アフリカ共和国 3 0 
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医 学 図 書 館 
 

 

 

 

 

医学図書館は、本研究科・学部における教育・

研究のための総合施設として、1961 年 11 月に

開館した。以来今日に至るまで、質量ともに充

実した図書館サービスを目指して努力を続けて

いる。 

当館は、本学の医学関係者はもとより、部外

者も簡単な手続きで利用することができる。館

内は全面開架方式を採用しており、資料を自由

に利用することができる。 

本研究科・学部の教員・大学院生および附属

病院職員に対しては、当館で所蔵していない資

料について、所蔵している他大学図書館等から

の文献複写・図書現物取り寄せサービスを行っ

ている。また、Web上で学外への文献複写・図

書借用の申し込みができる WEB リクエストサ

ービス、および柏図書館等の所蔵雑誌の文献の

取り寄せの申し込みから閲覧までをWeb上で行

う e-DDSサービスも実施している。また、他大

学図書館等からの当館所蔵資料の提供依頼に対

しても迅速な対応に努めている。 

特に最近、図書館をとりまく環境が急変し、

図書館の機能が大幅に拡張している。中でも図

書館情報の電子化によるサービスが顕著である。 

医学図書館では、この電子化された医学情報

を医学研究・教育に迅速に対応させるため、医

学情報支援機能を加えて非来館型利用サービス

を全学的にも提供し、図書館に足を運ばなくて

も多数の情報が研究室等の端末から入手できる

ようにしている。 

現在、Web上でサービスしている主なものに

は、MEDLINE、EBM Reviews、CINAHL、医

中誌 web 等の二次情報、UpToDate Online、  

今 日 の診療等の臨床医学情報ツール、

Journals@Ovid Full Text 等の電子ジャーナル

コレクションがあり、Harrison’s Principles of 

Internal Medice など主要医学書については電

子ブックでも提供している。また、和雑誌特集

記事索引および 1987 年以降に本研究科に提出

された学位論文論題索引を当館で作成、Web上

から検索が可能になっている。 

図書館案内については、医学図書館の動きを

知らせるために、ウェブサイトを開設している。 

ここに、これまで紹介した様々なサービスの

入口が用意され、ポータルサイトとしての機能

を果たしてしている。 

<URLは http://www.lib.m.u-tokyo.ac.jp> 

館内のマルチメディア・コーナーには、情報

検索用端末、情報検索・ドキュメント作成用端

末、プレゼンテーション資料作成用端末等 約

20台を備えている。 

文献複写用のコピー機は、かなりの需要があ

るので、閲覧室に３台、書庫に１台用意してい

る。 

また、建物は築後 40数年の歳月を経て補修の

必要が出てきたので、書庫の窓枠改修・冷房装

置設置、閲覧室天井の塗り替え、床の補修など

を行っている。 

以上のように、医学図書館では利用環境の整

備充実を図り、一歩進んだ利用者のサービス向

上に努めている。 

現在の医学図書館における資料数、利用実績

を別表に示す。 
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蔵書数 （平成 1８年 4 月 1 日）  

 和  文  欧  文 計 （冊） 備  考  

単行本  

雑誌（製本） 
46,566 

61,180 

63,347

100,336

109,913

161,516

教室所蔵分も含む

同  上  

合計  107,746 163,683 271,429 同  上  

 
受入冊数 （平成 17 年度）  

 和  文  欧  文 計 （冊） 備  考  

単行本  

雑誌（製本） 
1,172 

1,039 

631

2,100

1,803

3,139

教室所蔵分も含む

同  上  

合計  2,211 2,731 4,942 同  上  

 

 
受入雑誌種類数 （平成 17 年度）  

 和  文  欧  文 計 （種類数） 備  考  

購入  

寄贈・交換  
235 

595 

532

103

767

698

教室所蔵分も含む

同  上  

合計  830 635 1,465 同  上  

 

 
利用状況 （平成 17 年度）  

１． 開館日数  

２． 利用者総数  

３． 一日平均利用者数  

４． 貸出総冊数  

５． 一日平均貸出冊数  

６． Ovid アクセス数  

７． 医中誌 Web アクセス数  

275 日  

 93,226 人  

339 人／日  

11,343 冊  

    41 冊／日  

447,222 回／年  

202,096 回／年  
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蔵書数 （平成 1９年 4 月 1 日）  

 和  文  欧  文 計 （冊） 備  考  

単行本  

雑誌（製本） 
47,539 

62,200 

63,794

102,396

111,333

164,596

教室所蔵分も含む

同  上  

合計  109,739 166,190 275,929 同  上  

 
受入冊数 （平成 1８年度）  

 和  文  欧  文 計 （冊） 備  考  

単行本  

雑誌（製本） 
1,008 

1,020 

447

2,060

1,455

3,080

教室所蔵分も含む

同  上  

合計  2,028 2,507 4,535 同  上  

 

 
受入雑誌種類数 （平成 1８年度）  

 和  文  欧  文 計 （種類数） 備  考  

購入  

寄贈・交換  
237 

549 

529

102

766

651

教室所蔵分も含む

同  上  

合計  786 631 1,417 同  上  

 

 
利用状況 （平成 1８年度）  

８． 開館日数  

９． 利用者総数  

１０． 一日平均利用者数  

１１． 貸出総冊数  

１２． 一日平均貸出冊数  

１３． Ovid アクセス数  

１４． 医中誌 Web アクセス数  

277 日  

 77,214 人  

279 人／日  

12,662 冊  

    46 冊／日  

375,597 回／年  

433,859 回／年  
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医学系研究科・医学部 国際交流室 
講師  

山本一彦  
助手  

Joseph Green、丸山稔之、Christopher Holmes  
 
ホームページ http://square.umin.ac.jp/koryu/homepage00.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
医学部国際交流室は医学部長の直轄組織とし

て、国際交流委員会の決定事項に従って、1）国

際教育交流、2）国際学術・研究交流、3）国際保

健医療協力の大きな三本の機能・活動を果たして

きた。以下例年通り、各項目にそって平成 18 年

度の活動状況を報告する。 

 

1．国際教育交流 

(1)留学生の教育・研究上の相談 

医学系研究科に在籍する平成 18 年度の留学生

総数は 166名(32ヶ国)であった。それ以外にも各

教官が個人的に指導している学生も多数存在す

る。海外から留学・研修を肴望する者からの問い

合わせは依然として多く、対応回数は延ベ、平成

18年度 92件であった。留学生、留学希望者から

は、留学上の相談や学位取得に関する相談、奨学

金に関する相談などがあった。卒前の基礎臨床研

修の希望も大変多く、特に 1～3 カ月間の短期の

研修（これを海外では Elective と呼ぶことが多

い）を本学で希望する者も依然として多い。諸々

の事情で受け入れが困難なことが多いが、国際交

流室が介在した範囲で受け入れが可能との回答

を得たのは平成 18年度は 2名（米国 1、タイ 1）

であった。それ以外にも各教官が個人的に

Elective として受け入れている学生も多数存在

する。東大の学生が毎年延ベ 20 人以上海外で受

け入れてもらっていることを考えると、短期研修

希望者の受け入れ条件の整備は今後の検討課題

となっている。海外からの問い合わせ件数の急増

に対処するため、平成 12年 10月より、国際交流

室のホ－ム・ペ－ジを立ち上げ、また、海外との

連絡も極力、電子メ－ルを利用して行っている。

ホ－ム・ペ－ジは留学生への情報伝達も担ってお

り、現在約 5120画面の情報を掲載している。 

また、恒例となった春の留学生懇親会を山上会

館で開催した。医学部長以下教職員・学生の出席

は平成 18年度は約 81名であった。また、留学生

旅行も昭和 50 年頃より継続しており、平成 18

年度は東京ディズニーシ－を訪問、参加者は、11

か国 34 名であった。さらに毎年、留学生関係の

行事として留学生論文コンテストを開催し、応募

者の中から優秀論文を発表した 4名を選考し、学

部長より賞状が授与され、副賞が支給された。 

 
(2)東京大学医学部学生および医学系研究科学生

の海外短期実習および海外留学に関する相談 

卒前、卒後に海外に研修に出たいという学生か

らの相談は年間約 36件あった。情報提供、指導、

推薦状の作成などを行った。東京大学医学部学生

による 1～3 カ月間の米国臨床研修に関しては、

平成 10年 8月に米国・ペンシルベニア大学医学

部と学部間交流協定が締結され、平成 18 年度は

東大側から学生２名が研究実習に派遣された。平

成 14年 12月より米国・ジョンズホプキンス大学
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とも学術交流協定が締結され、平成 18 年度は東

大側から学生２名が臨床実習に派遣された。平成

17 年 1 月より米国・ミシガン大学とも学術交流

協定が締結され、平成 18 年度は東大側から学生

２名が臨床実習に派遣された。平成 17年 2月よ

りドイツ・ミュンヘン大学とも学術交流協定が締

結されたが、平成 18 年度は、派遣・受け入れと

もいなかった。平成 17年 11月より米国・ワシン

トン大学とも学術交流協定が締結され、平成 18

年度は東大側から学生 2 名が臨床実習に派遣さ

れた。平成 17年 11月より新たに台湾・台北医学

大学とも学術交流協定が締結され、平成 18 年度

は東大側から学生 1 名が臨床実習に派遣された。

平成 18年 9月より新たにタイ・マヒドン大学と

も学術交流協定が締結され、平成 18 年度は東大

側から学生 1名が臨床実習に派遣された。マヒド

ン大学医学部より、学生 1名を臨床実習に受け入

れた。 

学部間交流協定を締結していない米国の病院

（ハーバード医科大学、Mayo Clinic、Cleveland 

Clinic、Oregon Health & Science Universityな

ど）においても、1～2 カ月間の米国臨床研修の

申し込みを行い、平成 18 年度は、合計で約５名

の学生が海外で臨床実習あるいは研究実習を体

験した。 

 

2．国際学術・研究交流 

(1)日本学術振興会によるタイとの学術交流 

医学分野、特に感染症およびその周辺領域に

関する学術交流プログラムをタイ・マヒドン大

学医学部を相手側拠点校として 10 年間実施す

ることを日本学術振興会に申請し、平成 11年度

より開始された。この学術交流プログラムは、

当初より 2 大研究プロジェクトを計画し、焦点

を当てた成果重視のための研究プロジェクトを

実施している。国際共同研究および研究者交流

は引き続き活発に行われている。（平成 18 年度

現在招聘研究者：延ベ 19人／847人・日数 日

本人派遣研究者：延ベ 17人／124人・日数） 

 

3．教育・研究活動 

(1)教育 

講師の Joseph Greenと丸山稔之とは医学系研

究科大学院共通講義「臨床疫学研究入門」を担当

した。講師の Joseph Greenは「健康アウトカム

測定法の開発および検証」と「国際疫学特論 I」

と「国際疫学特論 II」とを担当した。講師の丸

山稔之は医学系研究科内科学専攻、および国際保

健学専攻講師を兼任した。講師の Christopher 

Holmesは医学英語、保健学英語を担当した。講

師の Joseph Greenと Christopher Holmesとは

大学院学生・学部学生・職員を対象に英語口頭発

表トレーニングを担当した。 
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細胞生物学・生体構造学・細胞構築学・

神経細胞生物学 
 

教授  
廣川信隆  

助教授  
中田隆夫、金井克光、武井陽介、竹田扇  

講師  
野田泰子  

助手  
岡田康志、田中庸介、川岸将彦、仁田亮、本間典子、三木玄方、矢島孔明、

小川覚之  
 
ホームページ http://cb.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 

教育は細胞生物学・解剖学大講座が一体となっ

て行っている。教育は、講義と実習ならびにフリ

ークォーターからなる。 

医学部学生及び理学部人類学学生を対象に骨

学（５コマ、16 時間）、肉眼解剖学（実習 61 コ

マ、193 時間）、細胞生物学、発生学、組織学総

論・各論（講義、実習 36 コマ、114 時間）合計

323 時間を大講座全体で協力し一体として行っ

ている。また健康科学・看護学科生に研究方法論

（２コマ、６時間）、解剖示説（５コマ、16時間）

合計 22 時間の教育を行っている。実習は教授、

助教授、講師の内１名と助手が１名組んで担当し

ている。なお、講師が他学部（教育学部、理学部、

文学部等）生を対象に肉眼解剖学及び組織学の講

義、実習（25コマ、80時間）を行っている。又

大学院共通講義（分子細胞生物学入門）を 15 コ

マ（23 時間）と実習 40 コマ（70 時間）行って

おり、総計 518時間である。 

講義は、細胞生物学、発生学、組織学総論、組

織学各論を教授、助教授、講師が分担しており、

細胞及び組織の構造を機能と関連づけて、遺伝子、

分子のレベルから理解できるように配慮した研

究の先端を取り入れた魅力あるものにしようと

努力している。 

フリークォーターは、電子顕微鏡の基礎技法、

細胞骨格の細胞生物学、免疫細胞化学、組織培養、

ナノスケールの顕微鏡法、分子生物学、分子遺伝

学など、本人の希望にあわせて実際の研究室の研

究に参加してもらっている。 

 

研 究 

本大講座では細胞生物学及び神経細胞生物学の

分野の多岐にわたる研究を行っており特に細胞

骨格の分子細胞生物学；細胞内の物質輸送の機構

及び細胞の形作りの機構の研究を行っている。 

 
１）新しいモーター分子の探索とその機能の分子
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細胞生物学的解析、KIF4 を発見し KIF4 が幼若

な神経に多く発現し、核内にも局在する事を示し

た。KIF4の in vivoでの機能を解析する為、KIF4

を発現しない神経細胞の作製を含む分子細胞生

物学的及び分子遺伝学的解析を行った。その結果、

KIF4は PolyADP ribose polymerase 1 (PARP1)

に結合し、その活性を抑制する事により脳の発達

の過程で活動依存性に神経細胞の生死を制御す

る鍵分子である事が分かった。 

２）モーター分子の Cargo とその認識・結合機

構の解明。KIF5が KIF5 tailに hnRNP-U, Pur 

a/b, PSF, FMRPs, Staufen等４２種の蛋白複合

体を介してmRNA (CamKII a, Arc等)と結合しこ

れを樹状突起内で輸送することを明らかとした。 

３）モーター分子の機能の分子遺伝学的解析。 

a)KIF3モーターの結合蛋白KAP3の conditional 

knock out mouseの作製と解析により、神経特異

に KIF3の機能を抑制すると、上衣芽腫様の腫瘍

が形成されることが分った。これは KIF3 が N 

cadherinとβcateninをGolgi装置から形質膜へ

輸送し接着装置を形成することにより、核内で T 

cell factor等とともに細胞の増殖を亢進する転写

因子として働くβcatenin の細胞内局在を制御し、

細胞の異常な増殖による腫瘍の形成を抑制して

いることを明らかにした。この研究によりモータ

ー分子の、腫瘍の形成を抑制するという新しい働

きが明らかとなった。 

b) 私たちは以前 KIF3 が体の左右決定に重要な

胎生初期のNodeにおいて上皮細胞の線毛内の微

小管上を線毛の材料となる蛋白複合体を運び線

毛を形成し、この線毛が回転運動することにより

Node 領域での細胞外液の左方向への流れ（ノー

ド流）を作り、左右決定に重要な役割を果たすこ

とを示した。残された課題として、他の脊椎動物

（ウサギ、メダカ）で同様の線毛とその回転によ

るノード流があること、時計回りの回転の軸が後

方に 40 度傾いている為左向きの流れが生ずるこ

とを示した。caged fluorescein で標識した蛋白

やビーズをレーザー光で蛍光活性化する方法を

用いてノード流により左での濃度勾配が生ずる

ことを示した。さらにノードの上皮細胞が FGF

受容体を介する信号依存性に脂質を含む大型小

胞を分泌しこれに含まれる sonic hedgehogとレ

チノイン酸がノード流により左へ流されて左に

信号を伝達し左右を決定することを明らかにし

た。これにより左右決定の基本的機構が明らかと

なった。 

４）モーター分子の作動機構の分子生物物理学的

及び構造生物学的解析 

私たちが発見した最も単純なモノマー型モー

ター分子 KIF1A の作動機構を解析するため

KIF1Aモーター領域の AMP・PCP（ATP結合様

状態 preisomerization）、AMP・PNP（ATP結合

様状態 prehydrolysis）、ADP-AlFx（ADP・Pi

状態、加水分解途中）、ADP-Vi（ADP・Pi状態、

加水分解直後）及び ADP結合状態の X線結晶解

析を行い、AMP・PNP 及び ADP 状態のモータ

ー領域と微小管複合体の三次元構造をクライオ

電子顕微鏡で解析した。その結果、主に Switch I

と Switch II 領域に大きな構造変化をみとめ、

ATP 状態では L11 で微小管と結合し、加水分解

のエネルギーにより L11 と微小管との結合を能

動的に解き、微小管から一時的に浮いた状態とな

り、その後 ADP状態では逆側の L12で微小管と

強く結合し、一次元ブラウン運動を開始すること

が分かり、さらに 0.2μm 蛍光ビーズに KIF1A

モノマー単分子を結合し、laser optical trap法で

動きの詳細を解析した結果、KIF1A の動きはブ

ラウン運動を基礎としており、ADP 状態の一次

元ブラウン運動の後、ADP が解離し微小管に再

結合する際に、微小管プラス端方向への一方向性

の動きが生み出されていることが分かり、方向性

のない熱揺動から一方向性の運動を生み出す巧

妙な機構が明らかになった。さらに KIF1A と微
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小管の複合体の 10Å分解能の構造をクライオ電

子顕微鏡で明らかにし、上記の機構を支持する結

果を得た。 
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分子生物学 
 

教授  
岡山博人  

助教授  
神野茂樹  

助手  
山本華子、伊藤健治、荒川志穂  

 
ホームページ http://www.cellcycle.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

当教室は、1893 年医化学講座として創設され

た。1897年に生理学教室より分離独立、1927年

には栄養学教室の創設に伴い生化学講座に、1974

年には生化学第二講座の創設に伴い生化学第一

講座に改名、更に 1997年には医学部が医学系研

究科に改組されたのに伴い生化学・分子生物学講

座・分子生物学分野に改名され、現在に至る。当

講座は、これまで日本の生化学の発展に多大な貢

献をされた６名の歴代教授によって教室の運営

がなされてきた。 

本邦最初の生化学講座である医化学講座を創

設した初代隈川宗雄教授は、明治 15 年東京大学

を卒業後、同 17 年にベルリン大学の Rudolf 

Virchow 教授の病理学教室の化学部に留学、

Ernst Salkowski教授の元で５年間の研鑽を重ね

た。帰国後、帝国大学病理化学の講師を経て、教

授に任ぜられた。1908 年、現在ではω酸化や一

部の奇数脂肪酸の例外を除いて常識となってい

る、脂肪酸の糖原性欠如の発見、1906 年 C. 

Eijkman により発見された米糠に含まれる脚気

予防因子（ビタミン B1）の抽出・精製、更に糖

及び脂肪の定量法の考案等の業績を残した。更に、

本邦の生化学を担う幾多の人材を育成した。その

中には、坂口反応として国際的にも広く使用され

ているアルギニン呈色反応を開発した坂口昌洋、

化学発癌の佐々木隆興らがいる。 

第二代の柿内三郎教授は、明治 39 年東京帝国

大学医科大学を卒業後、同大理学部で化学を学び、

隈川教授の元で講師、助教授を歴任し、大正４年

より米国留学、隈川教授の没後教授に昇任、大正

12 年欧州留学。医化学の講座名を生化学に改め

た。大正 11年、Journal of Biochemistry を発刊、

大正 14 年日本生化学会を創設した。門下生から

第三代児玉桂三教授、第四代島薗順雄教授等の多

数の人材を輩出した。 

第三代の児玉桂三教授は、大正７年東京帝国大

学医科大学を卒業後、副手、助手、助教授として

柿内教授を補佐、大正 13 年英国ケンブリッジ大

学に留学、愛知医科大学生化学教授、九州帝国大

学医学部生化学教授を歴任し、昭和 18 年より本

講座を担任した。生体酸化還元、栄養学で多大な

成果を収めた。 

第四代の島薗順雄教授は、昭和３年東京帝国大

学を卒業後、生化学講座助手、講師を経て、前橋

医学専門学校教授、新潟医科大学教授に任ぜられ、

昭和 27 年より本講座を担任した。ビタミン B1

とコカルボキシラーゼ、ケト酸代謝、ビタミン C
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に関連した六炭糖の代謝の研究で業績を上げた。 

第五代の山川民夫教授は、昭和 19 年東京帝国

大学医学部を卒業後、東京帝国大学伝染病研究所

化学部に入り、32年助教授、34年教授に昇進、

昭和 41年より本講座を担任した。糖鎖研究では、

世界的なパイオニアである。赤血球に糖脂質およ

びシアル酸が存在しそれが ABO血液型抗原であ

ることの発見等がある。 

第六代の村松正實教授は、昭和 30 年東京大学

医学部を卒業し、第一内科に入局し米国ベイラー

大学 H. Busch教授の元に留学、帰国後、癌研究

所生化学部に入り、昭和 46 年徳島大学医学部生

化学教授、52 年癌研生化学部長を歴任し、昭和

57 年より、本講座を担任した。留学時に開始し

たリボゾーム RNAの研究に業績を残すとともに

とインターフェロンを初めシトクローム P-450

の遺伝子クローニングを世界に先駆けて成功し

た。 

現在教室を主宰している岡山博人教授は、昭和

48 年に熊本大学医学部を卒業後、京都大学大学

院医学研究科に進学、京都大学医学部助手を務め、

昭和 53 年スタンフォード大学医学部生化学講座

P. Berg教授の元に留学、56年より米国 NIH客

員科学者、63 年大阪大学微生物病研究所分子遺

伝学教授を歴任し、平成４年より本講座を担任し

ている。スタンフォード大学留学時には、完全長

cDNAの発現クローニング法を開発、帰国後、そ

れを用いて哺乳類の細胞周期制御遺伝子のクロ

ーニングを行い、細胞周期制御機構の普遍性を明

らかにした。現在、細胞周期制御の観点から、癌

化の普遍機構の解明を進めている。 

 

研 究 

現在の研究は、これまで中心であった分裂酵母

の細胞周期制御機構から、発癌の根底機構である

足場非依存性 S 期開始機構の解明に焦点を絞っ

ている。準教授及び３名の助手と共に、ＣＯＥ研

究員２名、大学院博士課程学生７名で展開中であ

る。 

 
１． 足場消失に伴う Cdc6タンパクの分解機構 

これまで、ラット線維芽細胞株を用いた実験か

ら、複製開始前複合体のアッセンブリーに必須な

Cdc6 タンパクの足場消失に伴う分解にリソゾー

ムのカテプシンが重要な役割を演じていること

を報告したが、今回、マウスおよびラットの胎生

線維芽細胞では、主に、二つのユビキチンリガー

ゼによってユビキチン化を受け分解されること

が判明した。そのひとつは、Cdh1-APCで他の一

つは、現在同定中である。 

 
２. Cdc6 タンパクの足場シグナルによる分解制

御シグナル経路の解明 

足場シグナルによる Cdc6タンパクの分解制御

の経路の解明が、発ガン機構を解く上で鍵となる。

これに関して、家族性過誤腫の原因遺伝子である

Tsc2 がシグナル経路の一部を形成することが判

明した。さらに、その下流の経路として Rheb, 

mTORに繋がることを見出した。 

 
３． Cdc6の新しい機能 

前述のとおり、Cdc6は複製開始前複合体の形成

を行う必須な因子である。昨年度報告した DNA

損傷による S期停止からの回復機構の検索によっ

て、Cdc6が全く別の機能を有し、Ｓ期進行の制御

に深くかかわっていることを見出した。新しい機

能とは、サイクリン依存性キナーゼ阻害タンパク

の p21によって不活化されたCdk2をATPの加水

分解エネルギーを利用して活性化する機能である。

この機能は、これまで Cdc6 に決して想定される

ことはなった機能であるあると共に、これまで想

定されることがなかったサイクリン依存性キナー

ゼの活性化機構である。 
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４．細胞周期開始因子による足場非依存性増殖の

誘導 

当研究のひとつの目的は、細胞周期制御因子の

みによって足場非依存性細胞増殖を引き起こすこ

とができるかという問いに答えることである。 

前述のラット線維芽細胞株を用いて、Cdk6, サ

イクリン D3および Cdc6の高発現を行うと、足場

の無いメチールセルロース培地で極めて速い速度

でコロニーを行うことを見出した。現在、マウス

およびラットの胎生線維芽細胞で確認中である。 

 

教 育 

医学部医学科の学生を対象とした、生化学・栄

養学の講義の中で、DNA 関連の講義を担当して

いる。主たる講義内容は、DNA複製、転写、mRNA

核外輸送、mRNA 翻訳、遺伝子工学の基礎、レ

トロウイルス進化の元となっている可動 DNA、

核酸の合成・分解等である。 

大学院博士課程の学生に対しては、遺伝子工学入

門コースを設定し、講義および実習を行っている。 
 

出版物等 
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Nonviral gene delivery by aminofullerene. 
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 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 37 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

当講座には上記 5 名のスタッフに加え、18 名

の大学院生（2名の PhD・MDコースの学生を含

む 16人の博士課程学生と 2人の修士課程学生）

と 2人の医学部学生（フリークオーター）が在籍

している。また臨床医や製薬会社からの受託研究

員も受け入れている。学部長室付きの高橋利枝助

手は、共通機器の管理と使用指導を担当している。 

 

教 育 

約100名の医学部学生と約5名の理学部人類学

科の学生への総計約 80 コマの講義と少人数セミ

ナーに加え、短期（2～3 週間）研究室体験コー

スも担当している。フリークオーターの学生は毎

年受け入れており、2003-2006 年の間で約 10 名

に達している。大学院生向けには、3ヶ月にわた

る講義（生化学と遺伝子工学に関して）と 8週間

にわたる臨床研究者向けの研究室コースを担当

している。 

 

研 究 

1. 脂質メディエーターの機能と細胞内シグナル 

アラキドン酸の酸化代謝物（プロスタグランジ

ン、ロイコトリエンやヒドロキシエイコサテトラ

エン酸）は、生理活性リン脂質（血小板活性化因

子や他の関連リン脂質）と同様に、さまざまな細

胞において細胞内シグナル経路を惹起すること

が知られている。これら脂質メディエーターは、

神経伝達物質やサイトカインなどの生理活性物

質とともに作用して、神経可塑性や生体防御に重

要な役割を果たすと考えられている。生体系にお

ける脂質メディエーターの役割を明らかにする

ために、私どもは主に 3つの異なるアプローチに

より研究を進めている。1）脂質メディエーター

の合成や分解に関わる酵素の単離と cDNA 及び

遺伝子のクローニング、転写レベル及び転写後レ

ベルでの酵素の調節機構の解明、2）脂質メディ

エーターの G タンパク質共役型受容体のクロー

ニングと細胞内シグナル伝達機構の解明、3）注

目する遺伝子をマウス個体内で欠損させるか若

しくは過剰発現させ、これらノックアウトマウス

やトランスジェニックマウスの表現型を解析し

てその遺伝子産物の生体内における役割を解明

する。過去数年にわたり、いくつかのリン脂質代

謝酵素や脂質メディエーターの受容体をクロー

ニングした。また、トランスジェニックマウスと

ノックアウトマウスを数ライン樹立し、それぞれ

の表現型解析を行ってきた。その結果、これらメ

細胞情報学 
 
教授  

清水孝雄  
助教授  

中村元直、石井聡  
助手  

北芳博、進藤英雄  
 
ホームページ http://biochem2.umin.jp/index_j.html･ 
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ディエーターが炎症やアレルギー、神経機能に関

与することを突きとめた。 

 
2.  脂質メディエーターの同時定量 

脂質メディエーターはカスケード経路を通し

て作られる。アラキドン酸カスケードと呼ばれる

このカスケード経路では、細胞質型ホスホリパー

ゼ A2やシクロオキシゲナーゼ、リポキシゲナー

ゼ等の重要な酵素が共通のレギュレーターとな

り、各脂質メディエーター分子種を実際にカスケ

ードの末端で産生する種々の合成酵素と協調的

に働いている。網羅的な脂質メディエーターの解

析のためには、感度と信頼性に富んだ同時定量法

が必要である。そこで私どもは、カラムスイッチ

装着 HPLC-タンデム質量分析計による多種脂質

メディエーターの定量システムを最近開発した。

最適化をすれば、14 種の脂質メディエーターの

定量解析を、24時間あたり 96検体処理すること

が可能である。定量の下限値は 5 pg であり、

2000-5000 pg までキャリブレーションに直線性

が得られている。実際、私どもはこの系を用いて、

齧歯類の病理組織における一連の脂質メディエ

ーター量の動的時間変化を検出することに成功

している。 

 
3. 機器分析 

医学部にはガスクロマトグラフやHPLCを装備

した質量分析計 (JEOL社製 HX 110、Hitachi社

製  M-80、Finnigan MAT 社製  TSQ 7000)や

PerkinElmer社製ペプチドシークエンサー、富士

フイルム社製 BAS 2000 イメージアナライザー、

BD社製 FACScan、Beckman社製キャピラリー

電気泳動装置等、共通使用を目的とした多種にわ

たる分析機器及び試料調製用機器を所有している。

高橋助手はこれら機器類の保守管理及び初心者へ

の使用法の解説を行っている。高橋の研究テーマ

は、HPLC-質量分析計によるタンパク質の一次構

造の決定、ガスクロマトグラフ-質量分析計や

HPLC-質量分析計を用いた低分子量化合物の同

定、等である。 

 
4. インターネットウェブサイト 

より詳細な当講座の研究活動については、ウェブ

サイト（http://biochem2.umin.jp/index_j.html）

を参照されたい。このホームページでは分子生物

学や細胞生物学の研究に役立つ私どもの実験プ

ロトコールも紹介している。 

 
5. メタボローム講座との共同研究 

2003年、島津製作所と小野薬品の寄付によって

メタボローム講座が新規に誕生した。田口良教授

と小田吉哉助教授は世界的に優れたプロテオミク

スとメタボロミクスの研究者である。彼らとの共

同研究により、私どもは内在性のリガンドが未同

定の、いわゆるオーファン受容体と呼ばれる Gタ

ンパク質共役型受容体に結合する新規脂質メディ

エーターを探索している。また、肺サーファクタ

ント脂質合成酵素の単離にも成功した。 
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沿革と組織の概要 

代謝生理化学教室は昭和 27 年に栄養学教室と

して開設され、平成 9年 4月から大学院部局化に

伴い、現在の名称となった。2005 年度の構成員

は、上記スタッフをはじめ、大学院生博士課程 8

名（臨床教室からの受入を含む）、修士課程 2名、

客員研究員１名、ポストドクトラルフェロー２名、

研究補佐員２名、事務補佐員１名である。非常勤

講師として群馬大学医学部の和泉孝志教授を招

聘し、学部学生への講義をお願いしている。さら

に当教室を協力講座として、寄附講座「発生・医

療工学（三共）」が設置されており、研究・教育

をともに行っている。 

 

教 育 

医学部医学科の教育では、医学部医学科（M0）

と理学部人類学科を対象として、分子生物学教

室・細胞情報学教室とともに生化学の講義・実習

を担当している。講義では、主に発生・再生・代

謝の領域を担当し、実習では上記教室との合同に

よる基礎篇（核酸・糖質・脂質・タンパク質）お

よび応用編のうち２テーマ（ホルモン情報伝達機

構の解析・マウス発生学と発生工学の基礎）を担

当した。その他、M1, M2を対象としたフリーク

ォーター、教養学部１年を対象としたゼミナール

「医学に接する」で学生の受け入れを行っている。 

教室における大学院教育（修士、博士課程）で

は、週１回ずつ研究報告会、教科書の輪読会、ジ

ャーナルクラブを行うとともに、学外の講師を招

聘して研究室内セミナーと研究室内ディスカッ

ションを随時開催している。 

 

研 究 

１．発生学 

発生学は、受精から誕生までのダイナミックな

生命現象を対象とした学問であるが、近年、再生

医学の基礎として臨床医学にも密接に関わって

いる。当研究室では、神経堤細胞の発生・分化と

顔面、心大血管形成の分子メカニズムに関する研

究、初期胚発生に関する研究、血管新生に関する

研究を中心に進めている。 

（１）神経堤細胞の分化・頭部形態形成 

鰓弓領域の形成過程において、エンドセリン-1

が神経堤細胞に作用してホメオティック遺伝子

Dlx5/Dlx6 の発現を誘導し、背腹軸方向の領域特

異性を決定していることを明らかにした。また、

そのシグナルの下流遺伝子として Calpain6 を同

定し、その細胞骨格や細胞運動制御における機能

を明らかにした。現在、エンドセリン A型受容体

遺伝子座に遺伝子交換可能な変異を導入したマウ

スを樹立し、エンドセリンシグナルから Dlx遺伝

子に至る分子機序の解明を行っている。さらに、
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神経堤細胞や筋細胞の分化に重要なホメオボック

ス型転写因子 Pax3の結合タンパクとして TAZを

同定し、その転写コアクチベーター活性を明らか

にした。TAZ遺伝子欠損マウスを作成したところ、

多発性嚢胞腎や肺気腫様の表現型を示し、この遺

伝子が腎臓や肺の器官形成に重要であることが明

らかになった。 

（２）初期胚発生機構 

一方、細胞分化のメカニズムをよりよく理解す

るため、マウス着床前胚において DNA メチル化

状態の制御がどのようにして営まれているか、核

移植後のリプログラミング（初期化）がどのよう

な機序で起こっているかを研究している。体細胞

型 DNA メチル基転移酵素 1 が卵細胞や着床前胚

に存在し、これまでその機構が不明であった着床

前胚の DNA メチル化維持を担っていることを明

らかにした。 

（３）血管新生機構 

血管内皮細胞による血管新生のメカニズムにつ

いて、転写因子 Idを中心に研究を進めている。Id

遺伝子導入による血管新生効果を見いだすととも

に、その作用が核—細胞質間移行により調節され

ること、その調節機序にプロテインキナーゼ Aが

関与していることを見いだし、現在他のシグナル

とのクロストークと三次元的な血管構築形成との

関係を解析している。 

 
２．代謝制御学 

広島大学医学部の浅野知一郎教授（代謝生理化

学前助教授）、本学農学部の高橋伸一郎助教授と

の共同研究により、インスリンシグナルや糖尿病

の病態に関わる分子メカニズムに関する研究を

行っている。Aktシグナルの調節機構と Aktに結

合する新規蛋白の同定とその機序の解析、消化管

から分泌される resistin のホモログである

resistin like moleculeβ(RELMβ)の作用とトラ

ンスジェニックマウスにおける高血糖、高脂血症、

脂肪肝、血管病の解析を進めている。 
 

出版物等（2006 年） 
 
（１）  Murakami, M., Tominaga, J., Makita, R., 

Uchijima, Y., Kurihara, Y., Nakagawa, O., 
Asano, T. and Kurihara, H. (2006). 
Transcriptional activity of Pax3 is 
co-activated by TAZ. Biochem Biophys Res 
Commun 339:533-539. 

（２） Amano, T., Gertsenstein, M., Nagy, A., 
Kurihara, H. and Suzuki, H. (2006). 
Nuclear transfer reprogramming does not 
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culture. Reproduction 132:257-263. 

（３）Viana, A. Y., Sakoda, H., Anai, M., Fujishiro, 
M., Ono, H., Kushiyama, A., Fukushima, Y., 
Sato, Y., Oshida, Y., Uchijima, Y., Kurihara, 
H. and Asano, T. (2006). Role of hepatic 
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73:135-142. 
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H. and Nakagata, N. (2006). Contribution 
of sensory neurons to sex difference in the 
development of stress-induced gastric 
mucosal injury in mice. Gastroenterology 
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沿革と組織の概要 

統合生理学教室は、学科目担当としては生理学

第一講座であって、1877 年に開設されたわが国

最古の生理学講座である。1997 年の大学院化に

よって改組され、大学院講座としては生理学大講

座の一部門となった。2004 年にそれまでの医学

部１号館より、医学部教育研究新棟に移転した。

現在の構成員は、教授 1、助教授 1、助手 3、事

務補佐員 2、技術補佐員 2、博士研究員 3、大学

院生 12である。そのほか、非常勤講師 4が教育

に当たっている。 

 

・ 教 育 

医学部医学科学生の教育は生理学講座の他の

部門（細胞分子生理、神経生理）および疾患生命

工学センター・生物物理学部門と一体となって行

なっており、従って当講座としては全体の１／４、

主に動物性生理機能を担当している。教育は講義

と実習、並びにフリークォーターからなる。 

講義は主に教授・助教授が担当し、生理学の特

徴である明快な階層的学問体系の構造の理解に

主眼を置いている。近年、分子細胞生物学をはじ

めとする学際的研究の展開にともない、他講座の

講義との連関が重要になった。過度の重複を避け

つつ、現代医科学の統一的理解に導くよう努力し

ている。 

学生実習は、医学部１号館実習室にて生理学講

座の他の部門と協力して、計７つのテーマのうち

３テーマを分担している。学生自身が被験者にな

る人体生理のテーマが２つ、動物実験が１つ、で

ある。細胞の信号伝達の基本実験は過去 10 年ほ

ど継続している。視覚心理特性をコンピュータデ

ィスプレイ上での計測する実験は、実習で興味を

もった学生がフリークォーターで新しい実験プ

ログラムを作成し、翌年・翌々年の実習指導に参

加して実習の活性化に貢献している。学生実習で

各自が必ず実験動物標本の作成を体験し、また被

験者となる、手技体験重視のやり方は、好評のよ

うである。 

当教室のフリークォーターは、Ｍ0 からＭ4 に

至るまで継続して課題に取り組む学生が多いの

が特徴である。なかには、国際学会への発表・一

流誌への英文論文発表に至る優れた成果を挙げ

る例もある。筆頭著者として英文論文を執筆・発

表する経験は、学部段階からの研究者教育として

重要である。現在も２名の学生がﾌﾘｰｸｫｰﾀｰ期間終

了後も研究を続けており、さらにﾌﾘｰｸｫｰﾀｰ経験者

が、M2終了後 Ph-D.-M.Dコース大学院生として
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当教室に入学した例もあり、将来の我が国の研究

リーダー育成に、この制度が大きな役割を果たし

ていることは東京大学医学部の重要な特徴であ

ると考えている。 

大学院生を対象とした教育は毎週英語による

口頭発表の研修を行なうほかに、薬理学講座・理

学部生物物理学教室・文学部心理学講座との合同

セミナー並びに教室内セミナーを実施している。 

 

・ 研 究 

当講座では、脳・中枢神経系の高次機能が研究

されている。(1)ヒト認知機能の非侵襲的画像解析、

(2)霊長類（サル）の視覚および記憶機能の電気生

理学的解析、(3)上記(1)(2)を結ぶサル大脳の機能

イメージング、が主な研究テーマとなっている。 

(1)ヒト脳の高次機能を非侵襲的に調べることは、

臨床的観点のみならず基礎医学・生理学の立場か

らも重要な課題である。従来は脳波計測等が主要

な手段であったが、脳磁場計測(MEG)や機能的磁

気共鳴画像法（fMRI）などの新しい手段が開発

されてきた。ことに、fMRI は、時間・空間解像

度や非侵襲性において PET を遥かに凌ぎ、断層

撮影可能性や S/Nにおいて脳波や MEGを凌ぐ。

当教室では、早くから fMRIを用いた高次認知機

能の研究を進め、ヒト前頭葉における注意のシフ

ト機構やメタ認知機構の解明などの成果を挙げ

ている。 

(2)ヒトを含む霊長類では、大脳皮質における視覚

情報処理は後頭葉の一次視覚野に始まり側頭葉

前部、さらには前頭葉へと向かう神経経路によっ

て担われている。当教室では、視覚的形態認知・

記憶に関連した領域（下部側頭回皮質や海馬）の

各々において、認知記憶過程を担うニューロンを、

種々の記憶課題を用いて同定し、記憶回路の全貌

を解明しつつある。さらに、記憶想起においては、

自発的想起と意識的想起の２つのメカニズムが

あるとの仮説を提起し、この仮説を支持する証拠

として、まず、記憶想起信号が海馬から傍臭皮質

さらに側頭葉新皮質 TE野へと、通常の視覚信号

とは逆方向に伝播していくことを発見した。次に、

意識的想起過程において前頭葉が重要な役割を

果たす事を部分分離脳標本という新しいパラダ

イムを開発して立証し、実際に前頭葉から側頭葉

へと至る制御信号（トップダウン信号と呼ばれ

る）を発見した。 

 (3)ヒト大脳認知機能の非侵襲的画像解析は重要

なアプローチではあるが、近年発展の著しい分子

細胞生物学的研究と直接の接点を見出すのは容

易ではない。当教室では、高磁場(4.7 Tesla)の

MRI 装置によるサルのｆMRI 解析を導入するこ

とにより、上記(1)と(2)のギャップの橋渡しをす

る手法を開発した。4.7 Tesla MRI装置により、

通常の臨床用 1.5Tesla MRI装置を遙かに凌ぐ高

空間解像度を得ることができる。ヒトの認知課題

と基本的に同型の高次課題を開発してサルのイ

メージングを行い、ヒトとの機能的ホモロジー関

係を解析するとともに、動物実験にのみ許される

侵襲的解析（微小電極による電気生理学、トレー

サーによる形態学、全ての分子生物学等）を用い

ることによって、ヒト大脳認知機能の分子細胞生

物学的な体系的な理解に到達することをめざし

ている。 
 

出版物等 
 
（１） Matsui, T., Koyano, K.W., Koyama, M., 

Nakahara, K., Takeda, M., Ohashi, Y., 
Naya, Y. and Miyashita, Y. :  MRI-based 
localization of electrophysiological 
recording sites within the cerebral cortex 
at single voxel accuracy.  Nature 
methods  4, 161-168, 2007. 

（２） Chikazoe, J., Konishi, S., Asari, T., Jimura, 
K. and Miyashita, Y.: Activation of right 
inferior frontal gyrus during response 
inhibition across response modalities.  J. 
Cogn. Neurosci. 19, 69-80, 2007. 
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Neuron 48, 839-848, 2005. 
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沿革と組織の概要 

細胞生理学教室は、旧第二生理学講座を受け継

ぎ、生理学講座の一部門を担当している。大学院

としては、機能生物学専攻に属し、研究室は医学

部教育研究棟７階南にある。現在の構成員は、教

授１、講師１、助手２、事務補佐員１、研究員１、

大学院生 12（臨床教室からの受け入れを含む）

である。 

 
教 育 

細胞分子生理学教室では、学部学生を対象に、

生理学の講義と実習を行っている。また、研究室

配属およびフリークオーターでは、電気生理学的

実験法や細胞分子生理学的研究方法を学部学生

に教えている。感覚生理学や神経系の細胞分子生

理学に興味を持つ大学院生や学部学生に対して

は、研究の実際に即した講義や指導を行っている。

大学院生には、セミナー、研究報告、論文抄読会

を恒常的に行っている。また大学院生は、毎月の

他研究室との合同セミナー（機能生物学専攻セミ

ナー、理化学研究所脳総研グループセミナー等）

に参加している。 

 

 

研 究 

細胞分子生理学教室では、電気生理学、イメー

ジング、細胞分子生物学、分子遺伝学など、多角

的な実験アプローチによって、感覚・知覚のメカ

ニズムや感覚入力によって引き起こされる情動

メカニズムを理解することを目指している。特に、

におい情報に基づく食物の価値付けや可食の判

断の神経メカニズムの研究や、においにより誘起

される無条件忌避反応の神経メカ二ズムの研究

から、これらのにおいがどのような神経機構を介

して「positive または negative な情動」と結び

つくのか理解を進めたいと考えている。 

我々はまた、成体における新生ニューロンの既

存神経回路への組み込み機構や、神経細胞と免疫

細胞の相互作用に関わる細胞接着分子の機能解

析も進めている。 

現在、以下の３つのテーマに焦点をおいて研究

を行っている。 

 
（１）嗅覚中枢の機能的神経回路の解析 

我々は、これまで進めてきた嗅球の「匂い受容

体地図」の知識をもとに、嗅皮質やより上位の嗅

覚中枢の機能解析を進めている。まず、食物（野

菜や果物）のにおい情報の処理メカニズムに注目
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し、前梨状皮質や前嗅核の個々のニューロンが、

いくつかのにおい分子カテゴリーの組み合わせ

に選択的に応答することを見出した。すなわち、

これらの食物のにおいに応答する嗅皮質ニュー

ロンは、特定の食物が示すにおい分子カテゴリー

プロフィールに選択的に応答することが判明し

た。 

さらに前嗅核の個々のニューロンにおいて、

「同側嗅上皮の匂い刺激にたいするにおい分子

カテゴリープロフィール選択性」と「対側嗅上皮

の匂い刺激にたいするにおい分子カテゴリープ

ロフィール選択性」とがほぼ一致することを見出

した。 

これらの結果から、前嗅核や前梨状葉（嗅皮質

の吻側部）の個々のニューロンは、いくつかの特

定のにおい分子カテゴリーからの信号を統合し、

対象物の嗅覚認識および嗅覚識別に寄与してい

ると考えられる。 

また、我々は「嗅球の神経回路は、短い嗅覚入

力を僧帽細胞の prolonged dischargeとして数十

秒にわたって保持する機能をもっている」ことや

「顆粒細胞から僧帽細胞への樹状突起間抑制性

シナプスの働きは、睡眠や覚醒状態に依存して多

段階に変動すること」を見出した。 

 
（２）正常時あるいは病態時における神経細胞―

免疫細胞間の接触を介した相互作用における細

胞応答とその分子機構 

我々は、終脳特異的細胞接着分子であるテレン

セファリンの役割に注目した解析を進めている。

カイニン酸の海馬CA1領域への局所投与により、

損傷領域への活性化ミクログリアの集積ととも

に、CA1錐体細胞の樹状突起に高密度かつ広い面

積で活性化ミクログリアが接着していることが

確認された。このような接着時に、テレンセファ

リンを介して神経細胞と免疫細胞の間でどのよ

うな情報のやり取りがなされるのか、特にニュー

ロンのダメージからの回復過程に注目して研究

をすすめている。 

 
（３）成体脳における神経細胞の新生と除去 

嗅覚系では、成体においても新しく生まれた神

経細胞が既存の神経回路に組み込まれている。

我々は、新生神経細胞のあるものが回路に組み込

まれ、あるものは回路に組み込まれずアポトーシ

スによって除去されることに着目し、新生神経細

胞の生死の振り分けの細胞分子機構の解析を行

っている。最近の研究により、「嗅球における新

生顆粒細胞の生死の運命決定は、主として食事時

間に行なわれていること」、および、「顆粒細胞の

運命決定に食事時間の嗅覚入力が大きな影響を

およぼすこと」を見出した。現在、新生顆粒細胞

の嗅球神経回路への組み込みが食べ物のにおい

記憶と関連すると予想し、解析を進めている。 
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495:754-768 (2006) 
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in the hippocampus.  J. Neuroimmunol. 
186: 75-85 (2007) 
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神経生理学 
 

教授  
高橋智幸  

講師  
辻本哲宏、斉藤 直人  

助手  
堀 哲也  

特任研究員  
中村行宏  

 
ホームページ http://square.umin.ac.jp/nphystky 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

昭和 28 年に脳研究施設脳生理部門として発足

し、平成９年の大学院講座化に伴い機能生物学専

攻・神経生理学講座に改称された。教室の現在の

構成員は教授、講師、助手、特任研究員、博士課

程大学院生（鈴木大介、山下貴之、渡邊博康、中

村健、金子雅博、山下慈郎、上田壮志）、修士課程

大学院生（大島知子）、技術官（松山恭子）、技能

補佐員（菊池夕子）である。現在の研究スタッフ

の出身は医学部 2名、他学部 11名となっている。 

 

教育活動 

大学院講義（博士、修士課程）、医学部医学科

M1の生理学講義・実習、および教養学部総合科

目「脳の構造・機能と疾患」の講義を担当してい

る。講義内容はイオンチャネルとシナプスの生理

学を中心に行っている。M1の生理学の担当項目

では 5 年前からグループ学習形式の授業を行っ

ている。授業の数ヶ月前に学生を 5人 20グルー

プに分け項目ごとのキーワードを提示する。この

キーワードを中心に各グループは教科書、文献に

当たって自主学習を行い、その結果をプリント１

枚にまとめて授業の１週間前までに担当教授に

提出する。5人の学生は教授とその場で質疑討論

を行い、理解を完全にした上で改訂プリントを授

業の 2日前までに作成する。教授は必要に応じて

追加プリントを作成し、学生のプリントに加えて

授業当日に配布する。授業は、学生の発表、質疑

応答、教員の講義、質疑応答の順で進行する。こ

の形式で 1コマ当たり、2項目、計 9コマの授業

を行っている。実習ではラット脳スライスのニュ

ーロンを顕微鏡下で観察しながらチャネル電流

をパッチクランプ法で記録するプログラムと、海

馬スライスのシナプス伝達の可塑性変化を記録

するプログラムを行っている。大学院生には、新

着論文、古典論文、テキストのセミナーを定期的

に行っている。基本的には実験を通じて、自然現

象から学ぶことを旨としている。 

 

研究活動 

哺乳動物中枢神経系シナプスの多くは胎生期

に形成され、生後発達に伴って形態、機能、分子

を再編して成熟・分化を遂げる。この生後発達過

程における分子・機能間の因果関係を明確にする
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ことを通じて、シナプス伝達・調節の分子機構を

解明することを目的に研究を行っている。ラッ

ト・マウスの脳幹の聴覚中継シナプスにはヘルド

のカリックスと呼ばれる巨大神経終末端が存在

し、スライス上に、その形態を直視することが出

来る。生後発達途上の神経終末端と後細胞からパ

ッチクランプ法による同時記録を行い、前末端に

電気信号を与えてシナプス応答を誘発すること

によりシナプス特性を解析することを中心に膜

容量測定によるシナプス小胞開口放出回収測定、

Ca 測光、免疫組織化学によるタンパク質の局在

と移動の測定、前末端内への薬物、タンパク質の

注入、ノックアウトマウス、内耳破壊などの方法

を随時組み合わせて研究を行っている。現在の研

究課題は（1）シナプス小胞回収再利用分子機構、

（2）伝達物質放出確率決定機構、（3）伝達物質

放出増強分子機構、（4）シナプス伝達信頼性支持

機構、が主なものである。 
 

発表論文（平成 18-19 年） 
 
（１）Mizutani H., Hori T., & Takahashi T. (2006). 

5-HT1B receptor-mediated presynaptic 
inhibition at   the calyx of Held of immature 
rats. Eur.J.Neurosci. 24, 1946-1954. 

（２）Hige T., Fujiyoshi Y., & Takahashi T. (2006). 
Neurosteroid pregnenolone sulfate enhances 
glutamatergic synaptic transmission by 
facilitating presynaptic calcium currents at 
the calyx of Held of immature rats. 
Eur.J.Neurosci. 24, 1955-1966. 

（３）Nakamura Y. & Takahashi T. (2007). 
Developmental changes in potassium 
currents at the rat calyx of Held 
presynaptic terminal. J. Physiol. 581, 
1101-1112. 
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細胞分子薬理学 
 

教授  
飯野正光  

助手  
山澤徳志子、柿澤 昌、大久保洋平  

 
ホームページ http://calcium.cmp.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

東京大学医学部薬理学教室は、1885 年（明治

18年）薬物学教室として創設された。1908年に

第二講座の創設に伴い、本分野の前身は薬物学第

一講座と呼ばれることになった。1927 年、薬物

学講座は薬理学講座と呼称変更された。これによ

り「-ology」の概念がより強く押し出され、1931

年には医学部一号館に移転した。創設後 100年を

経て、1986 年には薬理学教室百周年記念事業が

行われた。東京大学が大学院部局化されるのに伴

い、1997年に薬理学第一講座は薬理学講座細胞分

子薬理学分野と改組された。そして、教室創設 120

周年となる 2005 年、新築された医学部教育研究

棟８階に移転し新たなスタートを切っている。 

教室の構成員は、教授 1、助手 3、ポストドク

2、大学院博士課程 8、ラボラトリスタッフ 4 で

ある。その他に、分子神経生物学教室と合わせて

7 名の非常勤講師が講義の一部を担当している

（平成 18年 4月 1日現在）。 

 

教 育 

医学科の学生に対して、薬理学の講義と実習を

分子神経生物学分野と協力して行っている。薬理

学は、薬物治療の基本原理を扱う学問であり、基

礎医学と臨床医学をつなぐ任務を負っている。専

任教員による薬理学講義は、薬理作用の発現機序

に関した薬力学を中心に講義を行っている。この

際、薬物の作用を単に羅列するのではなく、基本

的な考え方を重視して、将来応用することが可能

な薬理学の基礎を築くことを念頭に講義を行っ

ている。非常勤講師と専任教員の講義の一部では、

最先端の研究内容の紹介を行っている。 

学生実習は、基本的な事項を中心に行っている

が、最新のイメージング手法などを取り入れた実

験も組み込んでいる。研究室配属、フリークォー

ターにも積極的に取り組んでおり、フリークォタ

ー期間前後の実験も歓迎している。 

大学院教育では、学生一人当り一つのテーマを

担当させ、問題点の発見、実験手技の習得、新た

な方向性への展開、研究成果の取りまとめという

一連の課題を自分でやり遂げることを通して、自

立した研究者を育成することを基本的な目標と

している。 

 

研 究 

Ca2+シグナルは、筋収縮、分泌、免疫、シナプ

ス可塑性、発生、分化など広汎な細胞機能制御に

極めて重要な働きをしている。当研究室は、Ca2+

シグナル機構およびその関連シグナル機構を対

象として、生理学、生化学および分子生物学的手

法など必要なものは全て取り入れて、多角的に研

究を展開している。その中でも、生命現象の可視



52 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

化（イメージング）に重点を置く研究を展開して

いる（後述）。このような研究を通して、Ca2+シグ

ナルの多彩な機能の基本原理に迫りたいと考えて

いる。特に、中枢神経系の機能に着目している。 

 
１）Ca2+シグナルの時空間制御機構解析 

Ca2+シグナルは、細胞内を波のように伝播する

Ca2+ウエーブや、周期的に振動する Ca2+オシレ

ーションといったダイナミックな時空間分布を

とる。これが、Ca2+シグナルに多様な細胞機能を

制御し得る能力を付与しているものと考えられ

ている。イノシトール 1,4,5-三リン酸（IP3）受

容体は Ca2+シグナル形成に極めて重要な細胞内

Ca2+放出チャネルであり、多種多様で重要な細胞

機能制御に関わっている。IP3 受容体は単に細胞

内 IP3 濃度にだけ応答するのではなく、細胞内

Ca2+濃度や ATP 濃度にも依存して活性化を受け

る。特に Ca2+による制御は Ca2+放出にフィード

バックをかけるため、Ca2+シグナルのパターン形

成に重要であると考えられる。我々は、IP3 受容

体上の Ca2+センサー領域を同定することに成功

している。また、この領域に変異を導入して IP3

受容体の Ca2+感受性を低下させることにより、

Ca2+オシレーションが抑制されることを実験的

に示しており、Ca2+放出のフィードバック制御が

Ca2+シグナルパターン形成に重要であることを

明確にした。 

さらに Ca2+オシレーションの形成メカニズム

を追究するため、細胞内小器官（小胞体およびミ

トコンドリア）内腔の Ca2+濃度を細胞質 Ca2+濃度

と同時に測定する新たな測定法を開発した。この

方法を用いて、Ca2+オシレーションの際の細胞内

Ca2+動態を詳しく解析した結果、オシレーション

と同期して小胞体とミトコンドリアの間をCa2+が

行き来する「Ca2+シャトル機構」を発見した。こ

の Ca2+シャトル機構により、Ca2+オシレーション

の頻度が決定されることを明らかにした。 

以上のように、Ca2+オシレーションの形成機構

について分子レベルの理解を深める研究を推進

してきた。一方、Ca2+オシレーションによってコ

ードされる情報を細胞がどのように解釈するの

かという基本的問題も重要である。Ca2+依存性に

脱リン酸化されると核内に移行して IL-2 などの

転写を制御する NFAT について、細胞内局在と

Ca2+シグナルの関係を解析した。この結果、脱リ

ン酸化NFATはCa2+シグナルの作業記憶素子（平

均寿命 7分）として機能することが明らかになっ

た。従って、Ca2+オシレーション頻度が増加する

とともに、作業記憶素子である脱リン酸化 NFAT

が細胞質に蓄積し核内移行が促進される。このメ

カニズムによって、Ca2+オシレーション頻度のデ

コーディングが行われることが明らかになった。 

 
２）シグナル分子の可視化解析 

Ca2+シグナルの研究を通して、シグナル分子の

時間的・空間的分布がシグナルの意義を決定するの

に極めて重要であることが明らかになってきた。そ

こで、当研究室ではシグナル分子の新しいインジケ

ーターの開発を行ってきた。まず、Ca2+シグナルの

上流に位置する IP3 シグナルを細胞内で可視化す

る試みを行い、プレクストリン・ホモロジー・ドメ

イン（PHD）を用いた方法を世界に先駆けて確立

した。この方法を小脳プルキンエ細胞に適用し、従

来考えられていた平行線維入力に伴う代謝型グル

タミン酸受容体を介する IP3産生の他に、登上線維

入力に伴う脱分極によっても IP3 が産生されると

いう、新しい IP3産生系の存在を明らかにした。ま

た、平行線維入力に伴う IP3シグナルも、代謝型グ

ルタミン酸受容体によって活性化されるだけでな

く、イオンチャネル型グルタミン酸受容体の活性化

も細胞内 Ca2+濃度上昇を介して IP3シグナル形成

を促進することが明確になった。 

Ca2+シグナルの下流に位置するミオシン軽鎖リ

ン酸化をモニターできるインジケーターも開発し
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た。これにより、経時的に細胞内でのミオシン軽

鎖リン酸化の時間経過を追えるようになった。ま

た、Rho キナーゼによるミオシン軽鎖リン酸化も

迅速に測定することができるようになった。 

最新の成果として、一酸化窒素（NO）のインジ

ケーターを、可溶性グアニル酸シクラーゼのヘム

結合領域を利用して作製した。これを用い、小脳

スライス標本において、平行線維刺激に伴うプル

キンエ細胞内 NO濃度変化を可視化することに成

功した。この結果、NO シグナルは活性化された

シナプスからの距離とともに急速に減衰すること

が明らかになるとともに、シナプス特異的な長期

増強（LTP）を惹起することを明確にした。さら

に、NO シグナル強度は、平行線維入力周波数に

二相性に依存し、LTPも全く同様な周波数依存性

を示すことを明らかにした。このような結果によ

り、ある特定の入力パターンに対してのみ、NO

が生成され、LTPを惹起することが明確になった。 

細胞が隣接して他の細胞が存在することをどの

ようにして検知するのかはまだ十分に明らかにな

っていない。細胞同士が接触する部位の Ca2+濃度

変化を詳しく解析した結果、細胞が触れ合う部位

に限局した一過性の Ca2+シグナルを発見して、

Ca2+雷光（Ca2+ lightning）と名付けた。Ca2+雷光

は、細胞が他の細胞と接触した後に退縮する現象

を制御していることも明らかにした。 

 
３）Ca2+シグナルにより制御される機能の探索 

Ca2+は多様な細胞機能を制御するが、Ca2+によ

り制御される機能が全て明らかになっているわけ

ではない。当教室では、Ca2+シグナルにより制御

される新たな細胞機能を探索する試みを続けてい

る。その一環として、小脳平行線維→プルキンエ

細胞間における代謝型グルタミン酸受容体刺激に

引き続く IP3-Ca2+シグナルの機能的意義を解析し

た。その結果、シナプス入力による IP3-Ca2+シグ

ナルの下流に脳由来神経栄養因子があり、これが

シナプス前部のグルタミン酸放出能を制御してい

ることを明らかにした。これは、活動依存的にシ

ナプス強度を制御するメカニズムがあることを示

唆している。すなわち、神経回路を使い続けるこ

とが、その維持に必要であることの分子機構を示

しているものと考えられる。 

 
以上のようにダイナミックなCa2+シグナルの基

盤となる分子機構の追究を進めると共に、その生

理的意義を中枢神経系において探索している。同

時に、Ca2+関連シグナル分子の特に中枢神経系に

おける可視化研究も教室の重要テーマとしている。 

 
 

出版物等 
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mitochondria underlying Ca2+ oscillations. 
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（２） Furutani K, Okubo Y, Kakizawa S. Iino M. 
Postsynaptic inositol 1,4,5-trisphosphate 
signaling maintains presynaptic function of 
parallel fiber-Purkinje cell synapses via 
BDNF. Proc Nat Acad Sci USA 
2006;103:8528-33. 

（３）Hashido M, Hayashi K, Hirose K, Iino M. 
Ca2+ lightning conveys cell-cell contact 
information inside the cells. EMBO Rep 
2006;7:1117-23. 

（４） Baba Y, Hayashi K, Fujii Y, Mizushima A, 
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of STIM1 to store-operated Ca2+ entry 
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分子神経生物学 
 

教授  
三品  昌美  

助手  
竹内  倫徳、吉田  知之、植村  健、中尾  和人  

 
ホームページ http://www.pharmacol2.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
分子神経生物学教室の現在の構成員は、教授

（三品昌美）、助手４名（竹内倫徳、吉田知之、

植村健、中尾和人）、ポストドク２名（渡辺文寛、

加藤永子）、大学院生 15名（横山明人、三上義礼、

陳西貴、安村美里、福島章顕、関根千晶、佐藤暢

彦、野田賀大、李聖真、篠崎綾子、岩本智江、岸

岡歩、農澤由記、木村栄輝、渋谷謙吾）、研究生

２名（朱宰烈、遠藤のぞみ）、秘書２名（中村美

智子、中島由美子）、研究補助員４名（高橋幸希、

角田徳子、後藤有里子、柿原文乃）である。 

 

教 育 

医学部医学科学生の教育は、薬理学の講義と実

習およびフリークオーターからなり、講義と実習

は細胞分子薬理学分野と共同して薬理学大講座

が一体となって行っている。講義は、神経筋接合

部薬理、自律神経薬理、中枢神経薬理、化学療法

薬、免疫抑制薬、発生薬理学の講義を分担してい

る。非常勤講師は腎臓薬理、化学療法薬、薬物代

謝、臨床薬理、薬剤疫学、特別講義を分担してい

る。 

学生実習は手法の異なる５つのテーマを取り

上げ、助手が各テーマの責任者となり、教室全体

で実習の指導に当たっている。 

フリークオーターは、研究室で進めている研究

プロジェクトの中から、学生の希望に合わせてそ

の一部を担当する形で行っている。 

大学院生の教育は、教授、助手による実地の研

究指導と研究室全員が参加するプログレスレポ

ートと文献セミナー、分子生物学と神経生物学の

基礎を学ぶ分子神経科学セミナー、薬理学講座の

薬理学セミナー、機能生物学専攻の機能生物学セ

ミナーを行っている。 

 

研 究 

本研究室は生物学最後のフロンティアとされ

てきた脳・神経系に取り組み、「記憶・学習」お

よび「神経ネットワークの形成」の分子機構解明

を目的として研究を進めている。特に、シナプス

可塑性に中心的役割を果たしているＮＭＤＡ型

グルタミン酸受容体チャネルの分子的実体と多

様性および生理機能を明らかにしてきた。 

ＮＭＤＡ受容体チャネルの GluRε１サブユ

ニット欠損マウスでは海馬ＣＡ１領域のシナプ

ス長期増強誘導の閾値と文脈依存学習の閾値が

ともに上昇していることを見出し、ＮＭＤＡ受容

体チャネル依存性シナプス可塑性が記憶・学習の

基盤となることを強く示唆した。GluRε２サブ

ユニット欠損マウスは、ヒゲ知覚神経に対応する

脳内感覚地図の形成不全とシナプス可塑性の欠

損を認めた。新規グルタミン酸受容体チャネル

GluRδ２サブユニットは小脳プルキンエ細胞に
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特異的に発現し、欠損マウスは運動失調と運動学

習障害を示し、小脳シナプス長期抑圧が観察され

ないことを明らかにした。さらに、登上線維によ

るプルキニエ細胞の多重支配が残り、平行線維シ

ナプス数が減少することを見出した。 

グルタミン酸受容体チャネルがシナプス可塑

性とシナプスの形成整備の両者に関与している

との成果から、記憶・学習の基本機構にシナプス

形成に関わる発生・分化の機構が応用されている

との作業仮説に到達した。この説を検証するため

に、ゼブラフィッシュのＴＭＰ欠失変異法と全ゲ

ノムのサブトラクションによる原因遺伝子のク

ローニング法の開発に成功し、神経回路網形成遺

伝子の系統的単離を進めている。さらに、ゼブラ

フィッシュの神経回路特異的可視化と遺伝子操

作法を開発し、シナプス形成の分子機構の解析を

進めている。同時に、シナプス形成遺伝子が記

憶・学習に果たす役割を成熟した脳において解析

するために、脳部位特異的および時期特異的遺伝

子ノックアウト法の開発を進めている。これらの

研究は分子生物学を中心に薬理学、生化学、生理

学、解剖学、発生工学、行動学、遺伝学を適用す

る総合的アプローチが必要不可欠であり、内外の

研究者との共同研究も積極的に行っている。 
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沿革と組織の概要 

2003年（平成 15年）より，病因病理学専攻人

体病理学分野は，内科学専攻診断病理学分野と統

合し，人体病理学・病理診断学分野として新たに

出発した．病院病理部と一体となって病理診断業

務，教育，研究にあたることにより，「臨床医学

としての病理学」，「トランスレーショナルリサー

チを担う次世代病理学」の構築を目指している． 

 
平成 18 年度には，福嶋講師が助教授に，太田

助手が講師に昇任し，宇於崎講師が病理部に配置

換えとなった．また，坂谷助手が加わった． 

大学院については， 7 名が卒業し，博士号を

受けた．新年度には１名の新入生が加わり，平成

19年度には大学院生 13名（留学生 1名）となる．  

人体病理学・病理診断学分野は，東大医学部附

属病院の生検診断，剖検診断業務を支える一方，

ヒトの病気を対象に形態学を基盤にした研究を

行っている．また，分子病理学分野と協力して

M1の病理学総論を担当し，さらに系統病理学，

クリニカルクラークシップ，BSL と，M2 から

M4に及ぶ医学部病理学教育にあたっている． 

 

診療（病理診断・剖検） 

人体病理学・病理診断学分野は，病院病理部と

ともに，東大医学部附属病院の生検診断，剖検診

断業務を支えている．2004 年に病理部に迅速固

定・包埋装置を導入し，病理診断の迅速化を目指

し，技術開発，体制作りに取り組んでいる（病院

病理部の項参照）． 

剖検症例については，毎月 1回 2例の病院 CPC

を行っている．また，胸部，上部消化管，脳外科，

肝臓，胆膵，泌尿器，婦人科，乳腺，整形外科の

腫瘍，ならびに肝臓，腎臓，皮膚生検について，
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臨床各科と定期的カンファランスを行っている． 

 

教 育 

M1に対する病理総論では，形態学的な部分に

ついて，講義，実習の一部を担っている．講義の

概要については，UT オープンコースウェア

（http://ocw.u-tokyo.ac.jp/）において公開している． 

系統病理学，ならびに実習は，系統講義の進行

にあわせ，一週間に各々1 回，それぞれ 19 回行

っている．病理学各論としての identityが薄まる

恐れがあるが，系統講義とうまく歯車が噛み合う

と，臓器病理学の実質的な理解につながるのでは

ないかと期待している．実習の理解を促進するた

め，前半，後半に分けてハンドアウトを配布して

いる．また，平成 12 年度からスライド投影を用

いた試験を実施しており，出題した問題をホーム

ページ上で公開している． 

M3では病理部クリニカル・クラークシップ，

M4 では BSL を実施している．BSL では学生 2

名単位で 1 例の剖検症例をまとめ発表する剖検

病理演習，種々の腫瘍切除例を用いた外科病理演

習，ならびに病院病理部見学を行っている． 

卒業時の病理学の試験は，ホームページで過去

の問題，模範解答を公開している． 

 

研 究 

「慢性炎症と腫瘍」を大きなテーマとして，

Epstein-Barrウイルス関連腫瘍（胃癌），肺腺癌

の瘢痕形成と進展，肺線維症における発癌について，

形態学を主要な武器として研究を展開している． 

第二の柱として，東京大学先端科学技術研究所

と共同で，癌の発現分子に関する網羅的解析を行

い，治療標的分子探索に取り組んでいる． 
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沿革と組織の概要 

分子病理学講座の現在の構成員は教授 1、助教

授 1、助手 2で、そのほか技術補佐員 4、事務補

佐員 1、大学院生６、医科学修士学生 5、ポスト

ドクター２名、学内・学外他施設からの研究者（大

学院生を含む）が３名、外国人留学生１名、非常

勤講師が３である。平成 12年 8月より宮園浩平

教授が分子病理学講座を担当している。以下に当

教室の教育、研究の内容について述べる。 

 

教 育 

医学部医学科学生の教育は人体病理学講座と

共同で行っているが、病理学の講義のうち病理学

総論を分子病理学講座が中心となって担当して

いる。また大学院の共通講義、医科学修士の講義

などを担当している。 

医学部医学科学生の病理総論ではとくに腫瘍

学の講義に力を入れて行っている。がん遺伝子や

がん抑制遺伝子の働き、化学発がん、ウィルスに

よる発がんのメカニズム、がんの疫学、がんの浸

潤・転移のメカニズムなどは医学部学生が学ぶべ

き重要な問題の一つであり、これらについて実例

をあげながら集中的に講義を行っている。実習は

アポトーシスに関する実験を指導している。 

最近、医学部の講義の中で腫瘍学を系統立てて

講義することの必要性がしばしば論じられてい

るが、我々は病理学総論の講義を通じて「癌の基

礎」を医学部学生が理解してくれることを強く期

待している。 

研究室は平成 14年 4月より医学系研究科基礎

研究棟 11 階に移転した。一つのフロアーでほと

んどすべての実験が行えるようになり、研究の効

率が飛躍的に良くなった。分子病理学教室では月

2 回の教室内のプログレスミーティングのほか、

毎週１回の文献抄読会、さらに月１回、癌研究所

生化学部との合同で研究発表会を行っている。ま

た教員と学生の 1対 1のディスカッションを頻繁

に行い、学生の研究指導を行っている。 

我々の研究室はスエーデンの Uppsala 大学と

平成７年以来、共同研究を行って来た。また毎年

春には Uppsala で開催される TGF-β meeting

に大学院生数名が出席し研究成果の口頭発表を

行っている。 

研究室の廊下には大学院生を中心に学会で発

表したポスターを掲示している。来訪者の方々に

は時間の許す限りポスターをご覧いただければ

幸いである。 
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研 究 

分子病理学講座は実験病理学を中心とした研

究をこれまで目指してきた。平成 12 年より新体

制となったあともこうした基本目標はかわらず、

分子病理学的研究によって疾患の分子メカニズ

ムを明らかにすることを目標としている。現在は

TGF-βのシグナル伝達の研究、がんと血管の分

化に関する研究を中心に研究を行っている。 

TGF-β阻害剤はがん新生血管に主に作用して

血流量は減少させずにその漏出性を高める作用

を有する。我々は低用量の TGF-β阻害剤を併用

投与することで、アドリアマイシンを内包するブ

ロック共重合体ミセル（ミセルアドリアマイシ

ン）のがん組織への分布を劇的に改善し、動物モ

デルにおいてBxPC3やMiaPaCa-2, Panc-1など

の膵臓腺がんやスキルス胃がん OCUM-2MLN

の顕著な増殖抑制に成功した。 

ミセルアドリアマイシンはヌードマウス皮下

移植モデルにおいて単独で膵臓腺がんの増殖を

抑制するが、TGF-β阻害剤を併用するとより強

力に増殖を抑制した。TGF-β阻害剤は組織の線

維化や免疫能、血管新生のプロセスを制御する。

TGF-β阻害剤は血管内皮細胞の壁細胞との結合

を喪失させ、腫瘍血管の漏出性を亢進させること

によって正常の組織へのナノ粒子の蓄積を促進

しないが、腫瘍組織における血管外移行が増加し

たことが効果発現のメカニズムと考えられた。さ

らに TGF-β阻害剤は膵臓腺がんだけでなくヒト

スキルス胃癌の細胞においてもヌードマウス同

所移植モデルでミセルアドリアマイシンの効果

を増強させ、腫瘍の増殖を抑えることを明らかに

した。 

リンパ管は血管とともに生体内の恒常性の維

持、代謝、免疫応答など生理的に重要な役割を担

っているだけでなく、悪性腫瘍の転移などの病的

状態にも関与していることが示唆されている。し

かし、リンパ管の発生を調節する分子機構には未

解明な部分が多い。ホメオボックス転写因子

Prox1 は脈管系においてはリンパ管内皮細胞に

特異的に発現し、そのノックアウトマウスにおい

て静脈からのリンパ管の発芽が停止することか

ら、リンパ管発生に必須の転写因子であることが

知られている。我々は血管内皮細胞がリンパ管内

皮細胞へと分化する過程での Prox1 の機能を解

析するために、マウス胚性幹(ES)細胞由来血管細

胞およびヒト臍帯静脈内皮細胞(HUVEC)におけ

る Prox1の作用を検討した。血管内皮細胞におい

て Prox1を発現させることで、血管内皮細胞増殖

因子受容体 (VEGFR)-3 の発現が亢進し、

VEGF-C(VEGFR-3 に対するリガンド)に対する

走化性が上昇した。また、Prox1を発現した血管

内皮細胞ではシート形成が阻害され、運動性が亢

進することが示された。この作用は Prox1により

発現が亢進する integrinα9に対する中和抗体に

より抑制された。以上の結果の発生生物学的意義

を検討するため、E15のマウス胚より血管内皮細

胞とリンパ管内皮細胞を単離して各種マーカー

の発現を検討したところ、Prox1 の発現と

VEGFR3 や integrinα9 の発現が一致している

ことが示された。さらに成熟したリンパ管内皮細

胞における Prox1 の発現を低下させることで

VEGFR3 や integrinα 9 の発現が減少し、

VEGF-C への走化性が低下することが示された。

以上より、Prox1 は血管内皮細胞において、

VEGFR3 や integrinα9 などの発現を調節する

ことで、内皮細胞の運動性や走化性を調節し、リ

ンパ管発生において重要な役割を果たしている

ことが示唆された。 
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沿革と組織の概要 

病原微生物は太古より現在に至るまで人類の

脅威として認識されてきた。いくつかの病原微生

物に対しては予防法や治療法が開発されている

が、微生物感染症は依然として最も重大な医学上

の問題の一つである。特に近年の SARSコロナウ

イルスの登場、鳥インフルエンザウイルスのヒト

社会への侵入例の報告、また西ナイルウイルスの

世界的な広がりなどは今後とも感染症が次々と

登場し、人類の脅威であり続けることを示してい

る。一方、病原微生物を含む微生物は、生命体を

理解するために役立ってきた。生命科学の先端の

一翼を担う学問でもある。さらに良く研究され、

理解が深まった病原ウイルスは遺伝子治療のベ

クターとしても使われており、その有用性も認識

されている。以上のような急速に展開する微生物

をめぐる諸問題についての教育と研究を行って

いる。平成 18 年度の微生物学のスタッフは教授

１名、助手３名、技術専門職員１名、非常勤職員

３名であった。 

 

教 育 

当教室は基礎系唯一の感染症関連講座である。

医学科１年生（M1）の学生を対象として細菌学、

ウイルス学を中心に微生物学に関する教育を担

当している。臨床微生物学に関しては平成７年度

に新設された感染制御学教室が一部担当してい

るが、当教室においても基礎医学にとどまらず、

感染症の臨床医学、社会医学の重要性を考慮した

教育をおこなっている。 

系統講義は、微生物学総論（生化学、生理学、

遺伝学、疫学等）と各論からなる。前者は学生が

医微生物学の理解に必要な基礎理論を習得し、医

学領域における微生物学の役割を理解すること

を目的とする。各論の講義は、病原微生物の病原

性発現機構、感染症の臨床、ウイルスの分子生物

学などトピック別に行う。学生が医微生物学に対

する学究的興味を持つ機会が得られるべく、実際

の臨床事例に基づく話題や基礎研究における最

新の知見等を含めて講義を組み立てている。 

実習は、（１）病原細菌の分離同定法（市販肉

からの食中毒菌分離、大腸菌 0157の血清凝集反

応・PCR による同定等を含む）、（２）微生物遺

伝（細菌およびファージの増殖・変異、遺伝子組

換え、遺伝子相補試験、DNA修復経路、DNAの

修飾と制限、ラムダファージの溶原化誘導など）、

（３）その他（細菌のグラム染色、接触感染流行

モデルの実験室内シミュレーションなど）からな

る。臨床微生物学や基礎研究において必要な基本

的技術と理論的背景の習得を目的としている。 

この他、教養課程１年生（C1）を対象とする

少人数ゼミナール、フリークオータープログラム、
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クリニカルクラークシップなどで学生を一定期

間受け入れ、医微生物学の基本概念を紹介し、基

礎的な実習を行っている。 

大学院教育としては、医学系研究科博士課程の

微生物演習、微生物学実習を担当している。その

他、医科学専攻修士課程の微生物学講義も担当し

ている。当教室に所属する大学院生に対しては直

接研究の指導を行い、その業績は論文発表され、

学位授与に到っている。 

 

研 究 

現在の研究テーマは以下の通りである。 

１． IRES（internal ribosome entry site）依存

翻訳機構とウイルストロピズム。 

２． PVR（poliovirus receptor）を介したポリオ

ウイルスの細胞侵入および体内伝播機構。 

３． 細胞代謝に与えるウイルス感染の影響。 

４． ポリオウイルスの血液脳関門透過機構。 

５． ポリオウイルスの経口感染機構。 

６． RNAレプリコンとしての C型肝炎ウイルス

ゲノムの生化学的解析。 

７． C型肝炎ウイルスの病原性発現機構。 

８． C型肝炎ウイルスの新規複製阻害剤の開発。 
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沿革と組織の概要 

感染制御学教室の前身は、1991年 1月 23日に

院内措置として設置した院内感染対策部である。

これが 1993年 9月 1日に感染制御部と改組にな

った後、1994年 6月 24日に感染制御学講座が開

設した。院内措置であった感染制御部も、2002

年に正規の部として承認された。当講座の構成は、

教授 1、講師 2、助手 2、技術補佐員 1、検査技師

11、医学部研究生１である。検査技師は、2001

年に細菌検査室が検査部から感染制御部に移動

したのに伴い、感染制御部所属となっている。講

座の実際の業務運営には、看護部等の協力･援助

に頼る所が多大である。 

 

診 療 

当講座の病院内業務は以下のような事項である。 

1)院内で発生したMRSAその他の多剤耐性菌感染

症および各種病院感染症に対する監視、サーベイ

ランスの実施と対策の策定･介入ならびにその評

価分離状況調査と各科への定期的報告、保菌者の

スクリーニング(依頼時)、ムピロシン･バンコマイ

シン･テイコプラニンの適正使用の指導、多発時の

警告、介入･指導、手洗法の指導など。 

2)病棟ラウンド毎週病棟ラウンドを行ない、現場

の情報を収集する。2000年 6月より看護部病院感

染対策委員も加わり、感染対策チーム(ICT)として

ラウンドを行っており、同年 10月から病院感染症

全体の包括的サーベイランスも開始した。病院感染

対策や感染治療の上での問題点がある場合には、担

当医師･看護婦と相談したうえで問題解決を図る。 

3)病棟･外来の環境調査感染が多発した病棟にお

いて、必要に応じ病棟側と相談の上、病室、処理

室などの環境や器具の汚染状況を調査している。 

4)アウトブレイク発生時の対策と検討：検査部細

菌検査室からの情報をもとに、特定の菌種の分離

が病院内で特定の部署で増加していないかどうか

調べている。増加が見られる場合には、その部署

への情報提供や分離菌株の遺伝子解析 (pulsed 

field gel electrophoresis)を行ない、原因を明らか

にしたうえ、共同で対策を立案する。 

5)その他の伝染性感染症患者に対する治療および

病棟での対処法に関する情報提供。結核、麻疹、

水痘など感染力の強い空気感染性感染症発生時、

伝染性角結膜炎や症癬などの接触感染で感染力の

強いものが発生した時などに、有効な防止法を指

導する、また、病棟からコンサルトがあった場合、
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また特殊な菌が分離された場合に、担当医に治

療・対策について情報を提供する。 

6)HIV 感染症患者の治療に関する情報提供：HIV

感染症の専門医の立場から、愚者の治療および院

内感染対策についての情報を提供している。 

7)その他感染症全般の診療サポート 

8)水質検査：無菌室、手術室などの減菌状況のモ

ニタリング、クーリングタワー水のレジオネラの

調査などを行っている。 

9)針刺し･血液曝露防止針刺し事故や血液･体液に

よる皮膚･粘膜の曝露による職員の感染を防ぎ、安

全な職場とするために、各種安全器材の導入や安

全手技の指導を行っている。 

10)手指洗浄･消毒法の指導：MRSA や多剤耐性緑

濃菌などの院内伝播による院内感染症を防止する

ために最も有効な方法は職員の手洗い励行である

が、なかなか徹底しないのが現状である。この点

を改善するために、各部署でくり返し職員の指導

を行っている。 

 

教 育 

当講座は、医学部医学科、健康科学・看護学科

および付属看護学校の教育を担当している。医学

科では、M1およびM2で感染制御学の系統講義

と実習、M2 で内科(感染症)の系統講義を感染症

内科(教授 小池和彦併任)と共同で担当し、健康科

学･看護学科では微生物学･医動物学の系統講義の

一部を、看護学校では微生物学の系統講義と実習

の全てを担当している。講義･実習は必ずしも感

染制御学に関する内容だけではなく、臨床微生物

学･感染症学を含めた広いスタンスで行うことを

目標としている。したがって、病院感染防止対策

に加え、病原微生物の基礎的･臨床的な知識･各臓

器における感染症、抗生物質・ワクチンの使用法

などの内容についても教育を行っている。卒後教

育としては、大学院生の入学時ガイダンスと研修

医オリエンテーションに際して感染制御に関す

る教育を行っている。この他に、病棟から感染制

御および感染症治療に関する質問･依頼等があっ

た場合、随時、情報提供・技術指導を行なってい

る。1998 号年 6 月に内科診療科再編によって感

染症内科がスタートしたが、外来･病棟における

感染症内科の診療、研修医の指導などにも積極的

に協力している。 

 

研 究 

当講座の主な研究のテーマは以下のような事

項である。 

1) 医療関連感染制御の組織的方法の確立 

2) 肝炎ウイルスに対する感染制御・治療法の開発 

3) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその

抑制法の開発 

4) HIV感染症の進展に関する研究 

5) ウイルス感染症におけるミトコンドリア機能

障害機構 

6) B型肝炎ウイルスによる病原性発現機構の解析 

7) 日和見 CMV 感染症の新規診断法開発と病態

解明 

8) 細菌による血球細胞の活性化機序の解析 

9) 病原体感染時の自然免疫応答機構の解析 

10) 多剤耐性菌出現機 
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沿革と組織の概要 

当免疫学教室の歴史は 1918 年に溯る。当時は

血清学教室と呼ばれており歴代、三田定則、緒方

富雄、鈴木鑑教授が主宰された。1977年に前任の

多田富雄教授（現・東京大学名誉教授）が着任, 以

来免疫学教室と名称を変更し、それまでの教室の

伝統を活かしながら、当免疫学教室を更に国際的

にも広く知られる教室へと発展させるため、Ｔ細 

胞による免疫系の制御に関する研究を重ねられ、

国際免疫学連合会長を歴任、又 International 

ImmunologyのEditor-in-Chiefとして国内から世

界に免疫学研究を発信するための国際誌を創設、

その発刊と運営に多大な貢献を果たされた。1994

年多田教授がご退官、その後我々が当教室を担当

している。基本的には多田教授が築かれた本教室

の歴史と伝統を継承しながらも、研究と教育両面

において国際的に更なる発展を目指している。 

我々の教室では、免疫調節分子であるサイトカ

インの遺伝子を中心として、それらの発現を制御

する転写因子ファミリーによる免疫系と発がんの

制御機構について研究を行い、 同時に免疫と発が

んを繋ぐシグナル伝達・遺伝子発現ネットワーク

の解析を行っている。 

更に研究室の一層の国際化を図るため、外国人

大学院学生やポスドクを 積極的に受け入れると

ともに、最新の情報を得るため国際的に著名な研

究者を招いて公開セミナーの充実を図っている。

また、大学院重点化に伴い、本教室は医学系研究

科、病因・病理学専攻に属しており、運営におい

て当専攻に属する各教室とは特に密接な連携を図

りながら研究・教育の向上に務めている。 

 

教 育 

医学部医学科学生の教育は、講議と実習、なら

びに基礎配属からなる。講議は前期は総論、後期

は各論とし、教授、講師らが分担して行っている。

また、非常勤講師として、北海道大学 教授 瀬

谷司先生らに各論の一部を担当していただいて

いる。 

学生実習は、免疫学の基礎的技術を経験するこ

とを主とし、その他に in vivo での抗体産生応

答・フローサイトメトリーでの細胞表面マーカー

の解析を行っている。 

当講座では、基礎配属のための特別のカリキュ

ラムを組むことをせず、進行中のプロジェクトの

中で、学生の希望に合わせて一部を分担させるよ

うにしている。 

大学院生を対象にした研究は、基本的には週 2
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回毎に担当を決めて研究報告会を行っているが、

そこでは毎回数名が順番に約 1 時間の持ち時間

で、各自のプロジェクトの成果及び進捗状況をま

とめて発表し、全体的な方向性を討論する。 

同じく週１回行う抄読会では、最近のトピック

スを紹介するとともに、関連するそれまでの代表

的な論文をレビューし、発表させている。このほ

か第一線で活躍中の外国の研究者が当教室を訪

れる際には、教室内外でセミナーを行うとともに、

当教室構成員との個別の議論を持つ機会を設け

ている。 

 

研 究 

病原体やがん細胞の排除に関与する免疫系の

調節機構といった生体防御系の根幹を担う個々

のシステムの破綻が細胞のがん化やがん細胞の

異常増殖につながることは広く知られていると

ころであるが、そこでは自然免疫系と適応免疫系

の連携の重要性が指摘されている。これまで、生

体防御系における IFN (interferon)や、IFN系を

制御する因子として我々が同定した IRF (IFN 

regulatory factor)ファミリー転写因子の重要性

について、生体防御系における遺伝子発現ネット

ワークについて解析してきた。 

免疫応答の惹起において Toll-like 受容体 

(TLRs) の役割が注目されている。実際、これら

の受容体は抗原提示細胞において顕著な発現が

見られ、感染微生物などが持つ特有の核酸や他の

構成分子によって活性化されることが知られて

おり、従ってそのシグナル経路は自然、適応免疫

系の根幹を担っている。我々はそのなかでも高い

抗腫瘍免疫を誘導することで知られる非メチル

化 DNA を認識する TLR9 を中心とする TLR の

シグナル伝達機構について、IFN系の制御とそれ

による免疫系の制御に関する解析を行った。その

結果、TLR の下流でアダプター分子として機能

する MyD88 及び TRAF6 が IRF-7 と結合し、

IRAK4 介して IRF-7 の活性化に繋がることを明

らかにした。 

更に、本年度は IRF-5の機能解析を詳細に行っ

た。そして IRF-5が炎症性サイトカインの遺伝子

発現誘導に重要であることが明らかとなった。一

方、IRF-5がウイルス感染細胞にアポトーシスを

誘導するための必須因子として機能することを

明らかにした。そして IRF-5が DNA損傷によっ

ても活性化され、がん遺伝子を発現する細胞が損

傷を受けると p53 とは独自の経路でアポトーシ

スを誘導することを明らかにした。IRF-5ががん

抑制因子として機能することが明らかになった

訳であるが、現在、そのメカニズムの解明とヒト

がんとの関係について更に解析を進めていると

ころである。 
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沿革と組織の概要 

放射線医学講座の歴史は古く、1932 年に開設

された。大学院重点化により従来の放射線医学教

室は放射線診断学､放射線治療学､核医学の 3専攻

分野に分割されたが､実際には一体となって放射

線医学に関する診療･教育･研究を行っている｡現

在の構成員は教授 1､助教授 3､講師 4､助手 8､医員

3､大学院生 11 となっている。これに放射線部専

任教官(講師 1､助手 1)、医科学研究所附属病院放

射線科(助教授 1､講師 1､助手 1)、緩和ケア診療部

（助手 1）、コンピュータ画像診断学／予防医学（ハ

イメディック・ GE 横河メディカルシステム）（助

教授 1、教員 2）と相互の協力体制を敷いている｡

放射線診断学分野は新中央診療棟 1階とMR棟､放

射線治療学分野は入院棟 B 地下 1 階深部治療棟と

入院棟 A9階南および A14階南（緩和ケア病床）､

核医学分野は新中央診療棟地下 1 階で診療と臨床

研究を行っている｡新中央診療棟Ⅱ期の開設に伴い、

3テスラを含めたMR装置の増設、放射線治療外来

の移転が 2007年 2月までに完了した。なお、医局､

研究室及び図書室は内科研究棟にある｡ 

診 療 

1) 放射線診断：血管・消化管・尿路などの造影

検査、CTやMRIを実施している。また、血管造

影技術を応用した治療 (interventional radiology、 

IVR) も行っている。大部分は新中央診療棟 1階

放射線診断部門とMR棟で施行され、一部は手術

室、救急部や 2、3 の診療科でも行われている。

2006年度の実績は延べ CT 56940件、MRI 9951

件、血管造影 3471件である。近年、多列検出器

型 CT、IVR用 open MRIや循環器用血管造影装

置などが導入されており、最近の放射線部におけ

る撮影件数はいずれの検査も増加傾向にある。分

院統合・新病棟開設による全体的な撮影件数の増

加を割り引いても、特に、CTおよびMRIの件数

が飛躍的に増加している。 

2) 放射線治療：ライナック 2 台、イリジウム小

線源治療装置、前立腺癌永久挿入小線源治療装置、

頭部定位放射線照射用ガンマナイフ、治療計画専

用 CT撮影装置、治療計画装置などを用いた放射

線治療を行っている。 

各装置はネットワーク化されている。治療計画
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装置は、原体照射、ノンコプラナー照射、定位照

射、強度変調放射線治療にも有効である。2006

年度ライナックによる外照射は 15336 件、イリ

ジウム小線源治療・前立腺癌永久挿入小線源治療

はそれぞれ 89件、21件、ガンマナイフは 149件

で利用された。 

3) 核医学：放射性医薬品を用いた in vivo核医学

検査（シンチグラフィ）が行われている。in vivo

核医学検査には骨、ガリウム、腎、甲状腺シンチ

グラフィ、心筋 SPECT や脳 SPECT が含まれ、

トレーサー法を応用した機能画像が診療に供さ

れている。2006 年度実績は核医学検査全体で

2778 件である。この他、小型サイクロトロンで

製造したポジトロン核種（11C、 13N、 15O、 18F）

で標識したトレーサーを用いる PET 検査が血流、

代謝の評価やレセプターイメージングに利用さ

れている。1996 年度から高度先進医療として施

行されてきたが、2002 年度より FDG-PET が保

険適応となり、悪性腫瘍症例を中心に院内外から

の依頼が急増しており、2004 年度 FDG-PET 検

査は 1516件実施された。 

 

教 育 

卒前教育：放射線医学系統講義(12コマ)と臨床

診断学（正常画像解剖）講義（６コマ）、M3およ

び M4 において各班 1-2 週間ずつの臨床教育

(BSL)、12週間の Clinical Clerkshipを担当して

いる｡M2 の系統講義では放射線医学総論､PACS､

神経･腹部放射線診断､IVR､造影剤､放射線治療等

の各分野において最新の話題を中心に学生の興

味を引き出せるようなテーマを絞って取り上げ

ている｡さらに M2 の時点で、各科での臨床診断

学実習が始まる準備として、画像から見た正常人

体解剖についても講義を行っている。M3の BSL

では放射線診断学(CT・MRI・血管造影の見学､

全身の CT･中枢神経系のMRIの読影)に重点をお

き､読影に必要な正常解剖を復習した後に、それ

をビデオ学習で補充し、その後、各学生が実際に

教育的症例を読影しスタッフと討論する方式を

採用している｡M4 の学生には放射線治療(放射線

治療総論・各論、治療計画演習、放射線医学総合

研究所での重粒子線治療見学､緩和医療)と核医学

(腫瘍核医学､中枢神経核医学)に関する臨床実習

を行っている｡M3の Clinical Clerkshipでは、学

生希望に応じて画像診断または放射線治療学に

関する４週間の実習を計 3期行う。その際にはよ

り実践的な画像診断報告書作成や放射線治療計

画を遂行し、スタッフからマンツーマン指導を受

ける。 

卒後教育：初期研修としては 2年目で当科希望

研修医を受け入れており、2005 年度に当科で研

修した初期研修医はのべ 62 ヶ月と比較的多人数

で、初期研修医の希望に応じた、多彩な研修が可

能である。3年目以降の専門研修では本院または

指導体制の整った関連大学・病院において放射線

診断学､放射線治療学､核医学の各分野で研修を行

い、専門医（一次試験）取得を目指す。その後は､

各分野の専門グループに所属し診療に従事する

とともに研究活動を行う｡この間に放射線科専門

医（二次試験）を取得するとともに学位論文の完

成をめざす｡また大学院へは卒後 2 年終了時以降

随時入学が可能で､入学時の臨床経験と本人の希

望によって診療と研究に従事する時間配分が決

定される｡ 

 

研 究 

1)放射線診断学 

各種画像診断の診断精度の向上･適応の確立･医

療経済の面から見た最適化と IVR の適応拡大が

大きなテーマとなっている｡CT・MRI のハード･

ソフトの進歩による新しい展開を先取りし､新た

に得られる画像情報が臨床に与えるインパクト

を正しく評価･報告することを目指している｡具体

的には CT では縦方向に多数の検出器（最大 16
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列）を配列したmultidetector CTの導入により、

3次元画像の臨床的有用性の評価が急務となって

いる｡新たな 3 次元画像作成法の開発にも精力的

に取り組み、画像情報処理・解析研究室スタッフ

や専門技師チームの協力のもと、消化管 CT内視

鏡、肺の胸膜下面・腎臓の皮質下面の画像描出や

肝臓の表面形態抽出に成果を上げている。また心

臓･冠動脈領域のイメージングへの適応の拡大も

検討項目である｡MRIでは functional MRI、 MR 

digital subtraction angiographyの精度向上のた

めのパルス系列の改良 ､MRCP 等の MR 

hydrography や肝特異性 MR 造影剤の臨床的有

用性の評価に取り組んでいる｡また脳虚血の超早

期診断に関する拡散強調画像の有用性に関する

動物実験を含めた総合的検討も行っている｡さら

に拡散強調画像を用いて diffusion tensor画像解

析を行うプログラムを独自に開発し、その臨床評

価を行っている。診断技術を治療に応用したいわ

ゆる IVR(interventional radiology)はその裾野

を拡大しつつある｡特に顔面四肢の血管奇形･血管

腫に対する経皮的及び経カテーテル的な集学的

治療法の確立は大きなテーマとなっており､この

治療において従来の X 線透視に代わりうるオー

プン型 MR 装置の改良にも積極的に取り組んで

きた｡ 

2)放射線治療学 

放射線治療における線量分布の最適化等の物

理工学的研究とその臨床応用、Evidence-based 

medicine を活用した集学的癌治療を推進してい

る。疾患別では、脳腫瘍での大線量照射、ガンマ

ナイフや C-arm ライナックを用いた頭部と体幹

部の定位照射、肝臓癌門脈内腫瘍塞栓への照射、

直腸癌における術前照射、前立腺癌における 2軸

原体照射と永久挿入小線源治療、食道癌や子宮頸

癌に対する化学放射線療法などに特長がある。頭

頚部腫瘍においては、 Intensity Modulated 

Radiotherapy(IMRT)もおこなっている。最近で

は、放射線照射による遺伝子発現などの分子生物

学的研究も開始された他、大量被曝医療にも実績

を持つ。緩和ケアについても積極的に関わってお

り、緩和ケア病床を主体的に運営する他、緩和ケ

アチームを 2003 年に発足した。患者 QOL の定

量化やサイトカインの関与など、学術的分析にも

力点を置いている。 

3)核医学 

放射性同位元素で標識したトレーサーを用い

た PET、SPECTによる機能画像に関する臨床研

究とその技術的改良を目指した基礎的研究が中

心である｡特に痴呆症や脊髄小脳変性症をはじめ

とする、脳変性疾患における脳血流の局所的変化

の解析は成果を挙げている｡今後は FDG の保険

適応拡大により疾患特異性の高い腫瘍核医学の

臨床的重要性が飛躍的に高まることが予測され､

各疾患の病期診断の精度を明らかにする必要が

ある｡予防医学に関連した事項としては咀嚼によ

る脳血流賦活の可能性をテーマにした研究も行っ

ている｡また各種核医学画像の解析に欠かせない

信号量･部位の標準化の問題にも取り組んでいる｡ 

 

おわりに 

放射線診断学､放射線治療学そして核医学は放

射線医学を支える 3 本の柱である｡モダリティー

により分割されたこれら 3 分野を相互に連携して

いくことは総合画像診断、集学的治療においても

基本となり、当講座ではその実現に向けて精力的

に取り組んできた｡今後は各分野において横断的

知識･経験･研究業績をもつ､より領域志向型の放射

線科医を育成することが強く求められている｡ 
 

出版物等 
 
（１） Abe O, Yamasue H, Kasai K, Yamada H, 

Aoki S, Iwanami A, Ohtani T, Masutani Y, 
Kato N, Ohtomo K. Voxel-based diffusion 
tensor analysis reveals aberrant anterior 
cingulum integrity in posttraumatic stress 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 77 

disorder due to terrorism.Psychiatry 
Research 146(3): 231-242, 2006 

（２） Abe O, Yamasue H, Aoki S, Suga M, 
Yamada H, Kasai K, Masutani Y, Kato N, 
Kato N, Ohtomo K. Aging in the CNS: 
Comparison of gray/white matter volume 
and diffusion tensor data. Neurobiology of 
Aging, Epub ahead of print, 2006 

（３）Aoyama H, Shirato H, Tago M, Nakagawa K, 
Toyoda T, Hatano K, Kenjyo M, Oya N, 
Hirota S, Shioura H, Kunieda E, Inomata T, 
Hayakawa K, Katoh N, Kobashi G. 
Stereotactic radiosurgery plus whole-brain 
radiation therapy vs stereotactic radiosurgery 
alone for treatment of brain metastases: a 
randomized controlled trial. The Journal of 
the American Medical Association 295(21): 
2535-2536, 2006 

（４）Hama Y, Makita K, Yamana T, Dodanuki K. 
Mucinous adenocarcinoma arising from 
fistula in ano: MRI findings. American 
Journal of Roentgenology 187(2): 517-521, 
2006 

（５） Hashimoto T, Tokuuye K, Fukumitsu N, 
Igaki H, Hata M, Kagei K, Sugahara S, 
Ohara K, Matsuzaki Y, Akine Y. Repeated 
proton beam therapy for hepatocellular 
carcinoma. International Journal of 
Radiation Oncology, Biology, Physics 65(1): 
196-202, 2006 

（６） Hata M, Miyanaga N, Tokuuye K, Saida Y, 
Ohara K, Sugahara S, Kagei K, Igaki H, 
Hashimoto T, Hattori K, Shimazui T, 
Akaza H, Akine Y. Proton beam therapy for 
invasive bladder cancer: a prospective 
study of bladder-preserving therapy with 
combined radiotherapy and intra-arterial 
chemotherapy.International Journal of 
Radiation Oncology, Biology, Physics 64(5): 
1371-1379, 2006 

（７） Hideyama T, Momose T, Shimizu J, Tsuji S, 
Kwak S. A positron emission tomography 

study on the role of nigral lesions in 
parkinsonism in patients with amyotrophic 
lateral sclerosis. Archives of Neurology 
63(12): 1719-1722, 2006 

（８） Hori M, Okubo T, Aoki S, Kumagai H, 
Araki T. Line scan diffusion tensor MRI at 
low magnetic field strength: feasibility 
study of cervical spondylotic myelopathy in 
an early clinical stage. Journal of Magnetic 
Resonance Imaging 23(2): 183-188, 2006 

（９） Igaki H, Tokuuye K, Takeda T, Sugahara S, 
Hata M, Hashimoto T, Fukumitsu N, Wu J, 
Ohnishi K, Ohara K, Akine Y. Sequential 
evaluation of hepatic functional reserve by 
99mTechnetium-galactosyl human serum 
albumin scinitigraphy after proton beam 
therapy: a report of three cases and a 
review of the literatures. Acta Oncologica 
45(8): 1102-1107, 2006 

（10） Inoue Y, Izawa K, Tojo A, Sekine R, Okubo 
T, Ohtomo K. Light emission requires 
exposure to the atmosphere in ex vivo 
bioluminescence imaging. Molecular 
Imaging 5(2): 53-56, 2006 

（11） Inoue Y, Nomura Y, Haishi T, Yoshikawa 
K, Seki T, Tsukiyama-Kohara K, Kai C, 
Okubo T, Ohtomo K. Imaging living mice 
using a 1-T compact magnetic resonance 
imaging system. Journal of Magnetic 
Resonance Imaging 24(4): 901-907, 2006 

（12） Inoue Y, Tojo A, Sekine R, Soda Y, 
Kobayashi S, Nomura A, Izawa K, 
Kitamura T, Okubo T, Ohtomo K. In vitro 
validation of bioluminescent monitoring of 
disease progression and therapeutic 
response in leukaemia model animals. 
European Journal of Nuclear Medicine and 
Molecular Imaging 33(5): 557-565, 2006 

（13） Inoue Y, Izawa K, Tojo A, Nomura Y, 
Sekine R, Oyaizu N, Ohtomo K. Monitoring 
of disease progression by bioluminescence 
imaging and magnetic resonance imaging 



78 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

in an animal model of hematologic 
malignancy. Experimental Hematology 
35(3): 407-415, 2007 

（14） Ishizawa T, Sugawara Y, Hasegawa K, 
Ikeda M, Akahane M, Ohtomo K, 
Makuuchi M. Splenic artery aneurysm 
after liver transplantation. Journal of 
Gastroenterology and Hepatology 
21(7): 1213, 2006 

（15） Itoh D, Aoki S, Maruyama K, Masutani Y, 
Mori H, Masumoto T, Abe O, Hayashi N, 
Okubo T, Ohtomo K. Related articles, links 
corticospinal tracts by diffusion tensor 
tractography in patients with arteriovenous 
malformations. Journal of Computer 
Assisted Tomography 30(4): 618-623, 2006 

（16） Iwase S, Murakami T, Saitou Y, Nakagawa 
K. Preliminary stastical assessment of 
intervention by a palliative care team 
working in a Japanese general inpatient 
unit. American Journal of Hospice & 
Palliative Medicine 24(1): 1-7, 2007 

（17） Kamada K, Todo T, Masutani Y, Aoki S, 
Ino K, Morita A, Saito N. Visualization of 
the frontotemporal language fibers by 
tractography combined with functional 
magnetic resonance imaging and 
magnetoencephalography. Journal of 
Neurosurgery 106(1): 90-98, 2007 

（18） Kiryu S, Watanabe M, Kabasawa H, 
Akahane M, Aoki S, Ohtomo K.  Evaluation 
of super paramagnetic iron oxide-enhanced 
diffusion-weighted PROPELLER T2-fast 
spin echo magnetic resonance imaging: 
Preliminary experience. Journal of 
Computer Assisted Tomography 30(2): 
197-200, 2006 

（19） Kiryu S, Okubo T, Takeuchi K, Inoue Y, 
Endo T, Odawara T, Nakamura T, Aoki S, 
Ohtomo K. Magnetic resonance imaging 
and diffusion tensor analysis of 
lymphomatoid granulomatosis of the 

brain. Acta Radiologica 47(5): 509-513, 
2006 

（20） Kiryu S, Loring SH, Mori Y, Rofsky NM, 
Hatabu H, Takahashi M. Quantitative 
analysis of the velocity and synchronicity of 
diaphragmatic motion: dynamic MRI in 
different postures. Magnetic Resonance 
Imaging 24(10):1325-1332, 2006 

（21） Kudo N, Kasai K, Itoh K, Koshida I, 
Yumoto M, Kato M, Kamio S, Araki T, 
Nakagome K, Fukuda M, Yamasue H, 
Yamada H, Abe O, Kato N, Iwanami A. 
Comparison between mismatch 
negativity amplitude and magnetic 
mismatch field strength in normal 
adults. Biological Psychology 71(1): 
54-62, 2006 

（22） Kuwabara K, Nishishita T, Morishita M, 
Oyaizu N, Yamashita S, Kanematsu T, 
Obara T, Mimura Y, Inoue Y, Kaminishi M, 
Kaga K, Amino N, Kitaoka M, Ito K, 
Miyauchi A, Noguchi S, Uchimaru K, 
Akagawa E, Watanabe N, Takahashi TA, 
Sato K, Inazawa T, Nakaoka T, Yamashita 
N. Results of a phase I clinical study using 
dendritic cell vaccinations for thyroid 
cancer. Thyroid 17(1): 53-58, 2007 

（23） Li Z, Hosoi Y, Cai K, Tanno Y, Matsumoto 
Y, Enomoto A, Morita A, Nakagawa K, 
Miyagawa K. Src tyrosine kinase 
inhibitor PP2 suppresses ERK1/2 
activation and epidermal growth factor 
receptor transactivation by X-irradiation. 
Biochemical and Biophysical Research 
Communications 341(2): 363-368, 2006 

（24） Maeda E, Akahane M, Kato N, Hayashi N, 
Koga H, Yamada H, Kato H, Ohtomo K. 
Assessment of major aortopulmonary 
collateral arteries (MAPCAs) with 
multidetector-row computed tomography. 
Radiation Medicine 24(5): 378-383, 2006 

（25） Maeda E, Uozumi K, Kato N, Akahane 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 79 

M, Inoh S, Inoue Y, Beck Y, Goto A, 
Makuuchi M, Ohtomo K. MR findings of 
eile duct adenoma with calcification. 
Radiation Medicine 24(6): 459-462, 
2006 

（26） Maeda E, Akahane M, Watadani T, Yoshioka 
N, Goto A, Sugawara Y, Makuuchi M, 
Ohtomo K. Isolated hepatic 
hemangiomatosis in adults: report of two 
cases and review of the literature. European 
Journal of Radiology extra 61(1): 9-14, 2007 

（27） Maeda E, Akahane M, Uozaki H, Kato N, 
Hayashi N, Fukayama M, Ohtomo K. CT 
appearance of Epstein-barr virus 
associated gastric carcinoma. Abdominal 
Imaging, in press 

（28）Maeda T, Fujii T, Matsumura T, Endo T, 
Odawara T, Itoh D, Inoue Y, Okubo T, 
Iwamoto A, Nakamura T. AIDS-related 
cerebral toxoplasmosis with hyperintense 
focion T1-weighted MR images: A case 
report. The Journal of Infection 53(4): 
e167-e170, 2006 

（29） Maruyama K, Shin M, Tago M, Kurita H, 
Kawahara N, Morita A, Saito N. 
Management and outcome of hemorrhage 
after gamma knife surgery for 
arteriovenous malformations of the brain. 
Journal of Neurosurgery 105(supplment): 
52-57, 2006 

（30） Maruyama K, Shin M, Tago M, Kishimoto 
J, Morita A, Kawahara N. Radiosurgery to 
reduce the risk of first hemorrhage from 
brain arteriovenous malformations. 
Neurosurgery 60(3): 453-459, 2007 

（31） Masutani Y, Uozumi K, Akahane M, 
Ohtomo K. Liver CT image processing: A 
short introduction of the technical 
elements.European Journal of Radiology 
58(2): 246-251, 2006 

（32） Matsumoto Y, Nakagawa S, Yano T, 
Takizawa S, Nagasaka K, Nakagawa K, 

Minaguchi T, Wada O, Ooishi H, 
Matsumoto K, Yasugi T, Kanda T, 
Huibregtse JM, Taketani Y. Involvement of 
a cellular ubiquitin-protein ligase E6AP in 
the ubiquitin-mediated degradation of 
extensive substrates of high-risk human 
papillomavirus E6. Journal of Medical 
Virology 78(4):501-507, 2006 

（33） Mitsui J, Saito Y, Momose T, Shimizu J, Arai 
N, Shibahara J, Ugawa Y, Kanazawa I, Tsuji 
S, Murayama S. Pathology of the sympathetic 
nervous system corresponding to the decreased 
cardiac uptake in 123I-metaiodobenzylguanidine 
(MIBG)scintigraphy in a patient with 
Parkinson disease. Journal of the 
Neurological Sciences 243(1-2): 101-104, 
2006 

（34） Morita A, Zhu J, Suzuki N, Enomoto A, 
Matsumoto Y, Tomita M, Suzuki T, Ohtomo 
K, Hosoi Y. Sodium orthovanadate 
suppresses DNA damage-induced caspase 
activation and apotosis by inactivating p53. 
Cell Death and Differentiation 13(3): 
499-511, 2006 

（35） Nagasaka K, Nakagawa S, Yano T, 
Takizawa S, Matsumoto Y, Tsuruga T, 
Nakagawa K, Minaguchi T, Oda K, 
Hiraike-Wada O, Ooishi H, Yasugi T, 
Taketani Y. Human homolog of Drosophila 
tumor suppressor Scribble negatively 
regulates cell-cycle progression from G1 to 
S phase by localizing at the basolateral 
membrane in epithelial cells.   Cancer 
Science 97(11): 1217-1225, 2006 

（36） Nakagawa K, Yoda K, Shiraki T, Sasaki K, 
Miyazawa M, Ishidoya T, Ohtomo K, Hamada 
M. Radiophotoluminescence dosimetry using 
a small spherical glass: A preliminary 
phantom study. Radiation Protection 
Dosimetry, Epub ahead of print, 2006 

（37） Nakamura K, Shioyama Y, Kawashima M, 
Saito Y, Nakamura N, Nakata K, Hareyama 



80 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

M, Takada T, Karasawa K, Watanabe T, 
Yorozu A, Tachibana H, Suzuki G, 
Hayabuchi N, Toba T, Yamada S. 
Multi-institutional analysis of early 
squamous cell carcinoma of the hypopharynx 
treated with radical radiotherapy. 
International Journal of Radiation Oncology, 
Biology, Physics. 65(4): 1045-1050, 2006 

（38） Nakamura N, Igaki H, Yamashita H, 
Shiraishi K, Tago M, Sasano N, Shiina S, 
Omata M, Makuuchi M, Ohtomo K, 
Nakagawa K. A retrospective study of 
radiotherapy for spinal bone metastases 
from hepatocellular carcinoma (HCC). 
Japanese Journal of Clinical Oncology 
37(1): 38-43, 2006 

（39） Nakata Y, Yagishita A, Arai N. Two patients 
with intraspinal germinoma associated with 
Klinefelter syndrome: Case report and 
review of the literature. American Journal of 
Neuroradiology 27(6): 1204-1210, 2006 

（40） Nakata Y. Intraspinal germinoma 
associated with Klinefelter syndrome: a case 
report and review of literature. American 
Journal of Neuroradiology, in press 

（41） Nomura Y, Inoue Y, Yokoyama I, Nakaoka 
T, Itoh D, Okubo T, Ohtomo K. Evaluation 
of left ventricular function with cardiac 
magnetic resonance imaging using Fourier 
fitting. Magnetic Resonance Imaging 
24(10): 1333-1339, 2006 

（42） Ohgami Y, Kotani Y, Tsukamoto T, 
Omura K, Inoue Y, Aihara Y, Nakayama M. 
Effects of monetary reward and punishment 
on stimulus-preceding negativity. 
Psychophysiology 43(3): 227-236, 2006 

（43） Ohtomo K. Liver MRI update. European 
Journal of Radiology 58(2): 163-164, 2006 

（44） Seki C, Momose T, Kojima Y, Ohtomo 
K, Yokoyama I. Proposal of blood 
volume-corrected model for quantification 
of regional cerebral blood flow with H2 

15O-PET and its application to AVF. 
Radiation Medicine 24(4): 260-268, 2006 

（45） Takahashi M, Momose T, Kameyama M, 
Ohtomo K. Abnormal accumulation of 
[18-F] Fluorodeoxyglucose in the aortic 
wall related to inflammatory chages: three 
case reports. Annals of Nuclear Medicine 
20(5): 361-364, 2006 

（46） Takizawa S, Nagasaka K, Nakagawa S, 
Yano T, Nakagawa K, Yasugi T, Takeuchi T, 
Kanda T, Huibregtse JM, Akiyama T, 
Taketani Y. Human scribble, a novel tumor 
suppressor identified as a target of high-risk 
HPV E6 for ubiquitin-mediated degradation, 
interacts with adenomatous polyposis coli. 
Genes to Cells 11(4): 453-464, 2006 

（47） Tonotsuka N, Hosoi Y, Miyazaki S, 
Miyata G, Sugawara K, Mori T, Ouchi N, 
Satomi S, Matsumoto Y, Nakagawa K, 
Miyagawa K, Ono T. Heterogeneous 
expression of DNA-dependent protein 
kinase in esophageal cancer and normal 
epithelium. International Journal of 
Molecular Medicine 18(3): 441-447, 2006 

（48） Tsukamoto T, Kotani Y, Ohgami Y, Omura 
K, Inoue Y, Aihara Y. Activation of insular 
cortex and subcortical regions related to 
feedback stimuli in a time estimation task: 
an fMRI study. Neuroscience Letters 
399(1-2): 39-44, 2006 

（49） Uno K, Takenaka K, Asada K, Ebihara A, 
Sasaki K, Komuro T, Nagai R, Motomura 
N, Ono M, Takamoto S. Diagnosis of 
subacute cardiac rupture by contrast 
echocardiography. Journal of the American 
Society of Echocardiography 19(11): 
1401.e9-1401.e11, 2006 

（50） Watanabe M, Aoki S, Masutani Y, Abe O, 
Hayashi N, Masumoto T, Mori H, Kabasawa 
H, Ohtomo K. Flexible ex vivo phantoms for 
validation of diffusion tensor tractography on 
a clinical scanner. Radiation Medicine 24(9): 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 81 

605-609, 2006 
（51） Yamamoto KK, Miyata T, Momose T, 

Nagayoshi M, Akagi D, Hosaka A, 
Miyahara T, Ishii S, Kimura H, Deguchi J, 
Shigematsu K, Shigematsu H, Nagawa H. 
Reduced vascular reserve measured by 
stressed single photon emission computed 
tomography carries a high risk for stroke in 
patients with carotid stenosis. International 
Angiology 25(4): 385-388, 2006 

（52） Yamashita H, Nakagawa K, Tago M, Igaki 
H, Shiraishi K, Nakamura N, Sasano N, 
Yamakawa S, Ohtomo K. Small bowel 
perforation without tumor recurrence after 
radiotherapy for cervical carcinoma: report 
of seven cases. The Journal of Obstetrics 
and Gynaecology Research 32(2): 235-42, 
2006 

（53） Yamashita H, Nakagawa K, Tago M, 
Nakamura N, Shiraishi K, Eda M, Nakata 
H, Nagamatsu N, Yokoyama R, Onimura 
M, Ohtomo K. Taste dysfunction in 
patients receiving radiotherapy. Head & 
Neck 28(6): 508-516, 2006 

（54） Yamashita H, Izutsu K, Nakamura N, 
Shiraishi K, Chiba S, Kurokawa M, Tago M, 
Igaki H, Ohtomo K, Nakagawa K. Treatment 
results of chemoradiation therapy for 
localized aggressive lymphomas: A 
retrospective 20-year study. Annals of 
Hematology 85(8): 523-529, 2006 

（55） Yamashita H, Nakagawa K, Shiraishi K, 
Tago M, Igaki H, Nakamura N, Sasano N, 
Shiina S, Omata M, Ohtomo K. External 
beam radiotherapy to treat intra- and 
extra-hepatic dissemination of hepatocellular 
carcinoma after radiofrequency thermal 
ablation. Journal of Gastroenterology and 
Hepatology 21(10): 1555-1560, 2006 

（56） Yamashita H, Nakagawa K, Tago M, 
Nakamura N, Shiraishi K, Mafune K, 
Kaminishi M, Ohtomo K. The 

intergroup/RTOG 85-01 concurrent 
chemoradiation regimen for Japanese 
esophageal cancer. Hepatogastroenterology 
53(72): 863-868, 2006 

（57） Yamashita H, Nakagawa K, Nakamura N, 
Abe K, Asakage T, Ohmoto M, Okada S, 
Matsumoto I, Hosoi Y, Sasano N, 
Yamakawa S, Ohtomo K. Relation between 
acute and late irradiation impairment of 
four basic tastes and irradiated tongue 
volume in patients with head-and-neck 
cancer. International Journal of Radiation 
Oncology, Biology, Physics 66(5): 1422-1429, 
2006 

（58） Yamashita H, Nakagawa K, Shiraishi K, 
Tago M, Igaki H, Nakamura N, Sasano N, 
Siina S, Omata M, Ohtomo K. 
Radiotherapy for lymph node metastases 
in patients with hepatocellular carcinoma: 
Retrospective study. Journal of 
Gastroenterolgy and Hepatology 22(4): 
523-527, 2007 

（59） Yamasue H, Abe O, Kasai K, Suga M, 
Iwanami A, Yamada H, Tochigi M, Ohtani 
T, Rogers MA, Sasaki T, Aoki S, Kato T, 
Kato N. Human brain structural change 
related to acute single exposure to sarin. 
Annals of Neurology 61(1): 37-46, 2007 

（60） Yamazaki T, Suzuki J, Shimamoto R, Tsuji 
T, Ohmoto Y, Toyo-oka T, Omata M, 
Ohtomo K, Nagai R. Focalized contractile 
impairment at hypertrophied myocardium 
proven in consideration of wall stress in 
patients with hypertrophic cardiomyopathy. 
International Heart Journal 47(2): 247-258, 
2006 

（61） Yokoyama I, Inoue Y, Moritan T, 
Ohtomo K, Nagai R. Myocardial glucose 
utilisation in type II diabetes mellitus 
patients treated with sulphonylurea 
drugs. European Journal of Nuclear 
Medicine and Molecular Imaging 33(6): 



82 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

703-708, 2006 
（62） Yoshikawa T, Hayashi N, Yamamoto S, 

Tajiri Y, Yoshioka N, Masumoto T, Mori H, 
Abe O, Aoki S, Ohtomo K. Brachial Plexus 
Injury: Clinical Manifestations, Conventional 
Imaging Findings, and the Latest Imaging 
Techniques. Radiographics 26(supplment1): 
S133-S143, 2006 

（63） Yoshioka N, Hayashi N, Akahane M, 
Yoshikawa T, Takeshita K, Ohtomo K. Bezier 
surface reformation: an original visualization 
technique of cervical myelographic CT. 
Radiation Medicine 24(8): 600-604, 2006 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 83 

システム生理学 
 

教授  
安藤譲二  

講師  
柴田政廣、山本希美子  

 
ホームページ http://bme-sysphysiol.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

本講座は昭和 36 年に医学部に設置された医用

電子研究施設が平成９年に大学院講座制への移

行に伴い生体物理医学専攻の講座として改組さ

れた３講座の中の１つである。現在の組織は教授

１、講師２となっている。 

 

教 育 

M0の学生には「医学に接する」で医学研究の

手ほどきと「医用工学基礎論」の講義を、M1に

は「医用工学基礎論」を、大学院生には医学共通

講義「医用生体工学入門」を行っている。また、

学部教育として M1, M2 を対象とした研究室配

属とフリークオーターに参加している。また、工

学系の新領域創成科学研究科で「基礎医学概論」

の講義を行っている。部門内では週１回のセミナ

ーを実施し、論文の紹介、各自の研究成果の発表

等を行っている。また、適宜教官による会合をも

ち、各大学院生の研究指導、論文発表の内容及び

スタイルなどについて綿密な打ち合わせを行い、

一貫した教育効果のあがるように努力している。 

 

研 究 

当教室では生体の機械的現象を扱うバイオメ

カニクス、とくに細胞に加わる機械的刺激とその

刺激に対する細胞の感知・応答機構に焦点を当て

た細胞のバイオメカニクス研究を行っている。研

究の主題は血流に起因する機械的刺激である剪

断応力（shear stress）とそれが作用する血管内

皮細胞の関係を探ることである。このことは血流

を介した血管系システムの制御機構の解明に役

立つだけでなく、血流依存性に起こる血管の新生

や成長やリモデリングあるいはヒトの粥状動脈

硬化症や動脈瘤の発生といった臨床医学的に重

要な問題の解明にも繋がる。  

研究方法は培養した内皮細胞に流体力学的に

設計した流れ負荷装置で定量的な shear stress

を作用させて細胞応答を観察する独自の生体工

学的実験を用いている。また、生体顕微鏡による

微小循環での血流および酸素動態を解析してい

る。これまで行ってきた研究の成果を以下の 4項

目に分けて紹介する。 

 
１．Shear stressに対する細胞応答 

２．Shear stressによる遺伝子発現制御機構 

３．Shear stressの感知・情報伝達機構 

４．微小循環の酸素 dynamicsと energetics 

 
１．Shear stressに対する細胞応答 

内皮細胞が shear stress に反応して多くの細

胞機能を変化させることを明らかにした。例えば、

培養内皮層に人工的に剥離部をつくると、周辺の
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内皮細胞が遊走・増殖して剥離部を修復するが、

shear stressは内皮細胞の遊走・増殖を刺激し剥

離部再生を促進した（Micorvasc Res 1987, 

Biorheology 1990）。また、shear stressが内皮

細胞の一酸化窒素（NO）の産生を、shear stress

の強さ依存性に亢進させること(BBRC 1994)、及

び抗血栓活性を発揮するトロンボモデュリンの

細胞膜発現量を増加させること(BBRC 1994)を

観察した。併せて、shear stressが内皮細胞と白

血球との接着に関わる接着分子 VCAM-1 

(vascular cell adhesion mokecule-1)の細胞膜発

現量を減少させ、リンパ球の接着を抑制すること

を示した（BBRC 1993, Am J Physiol 1994）。共

同研究により shear stressがNOと同様血管拡張

作用を持つ C-型利尿ペプチド、アドレノメデュ

リンの mRNA レベルを上昇させること

（Hypertension 1997）、また、新しく発見され

た酸化型低比重リポ蛋白受容体の蛋白および

mRNA レベルを増加させること（Circ Res 

1998）を明らかにした。最近、ヒトの末梢血を流

れる内皮前駆細胞が shear stress に反応して増

殖、分化、管腔形成能が亢進することを観察した

（J Appl Physiol 2003）。また、shear stressが

マウスの胚性幹細胞(ES 細胞)を内皮細胞へ分化

誘導する効果があることを明らかにした（Am J 

Physiol 2005）。このことを応用し、ポリマーの

管に ES細胞を播種し拍動性の shear stressを与

えることで生体の血管に近い組織を持つハイブ

リッドの人工血管の開発を行うことができた（J 

Artif Organs 2005）。 

 
２．Shear stressによる遺伝子発現制御機構 

Shear stress が内皮細胞の遺伝子の発現を転

写調節あるいは転写後調節することを明らかに

した。転写調節に関しては、VCAM-1遺伝子の発

現が shear stressで抑制を受けるが、それには遺

伝子プロモータに２個並んで存在する転写因子

AP-1 結合エレメント（TGACTCA）が shear 

stress 応答配列として働いていることを示した

（Am J Physiol 1997）。転写後調節に関しては、

顆粒級・マクロファージ・コロニー刺激因子

（GM-CSF）の遺伝子発現が shear stressで増加

するが、その効果は転写ではなく mRNA の安定

化を介していることを明らかにした(Cric Res 

1998)。また既知の遺伝子だけでなく多くの未知

の遺伝子も shear stress に感受性のあることを

mRNAの differential display法で示した（BBRC 

1996）。共同研究により shear stressに反応する

G 蛋白受容体ファミリーに属する未知の遺伝子

をクローニングした（BBRC 1997）。また、流れ

で誘発される Ca2+反応に関わる P2X4 プリノセ

プターの発現が shear stressで抑制を受けるが、

これは転写因子 SP1 が関連した転写抑制に基づ

くことを明らかにした（Am J Physiol 2001）。さ

らに DNAマイクロアレイ解析で遺伝子全体の約

３％（約 600 の遺伝子に相当）が shear stress

に応答することを観察した（J Athero Thromb 

2003）。最近、遺伝子に対する shear stressの作

用が層流と乱流で異なることを明らかにした。線

溶と血管のリモデリングに関わるウロキナーゼ

型のプラスミノーゲン・アクチベータ（uPA）の

遺伝子の発現は層流で低下し、乱流で増加した。

層流は転写因子 GATA6を活性化し転写を抑制す

るとともに mRNA の分解速度を速める効果が認

められた。一方、乱流は転写には影響せず mRNA

の安定化を起こす作用が確認された（Am J 

Physiol 2004）。内皮細胞に留まらず肝細胞にお

いても shear stressが遺伝子の発現を調節する、

すなわち shear stress は転写因子 Sp1 と Ets-1

を介して PAI-1(プラスミノーゲン・アクチベータ

阻害因子)の遺伝子の転写を活性化することが示

された（Am J Physiol 2006）。 
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３．Shear stress感知・情報伝達機構 

内皮細胞が shear stressを感知して、その情報

を細胞内部に伝達する機構に関して、セカンドメ

ッセンジャーである Ca2+を介する情報伝達経路

のあることを初めて明らかにした（In Vitro Cell 

Dev Biol 1988）。強い機械的刺激（バルーンによ

る摩擦）は単独で内皮細胞内に Ca2+上昇反応を

起こす（Biorheology 1994）が、弱い機械的刺激

である shear stressは細胞外 ATPの存在を必要

とし、とくに ATP 濃度が 500 nM 付近で shear 

stress の強さに依存した Ca2+上昇反応の起こる

ことを発見した（BBRC 1991）。この Ca2+反応は

流速依存性に増加する細胞膜への ATP の到達量

の増加ではなく機械的刺激である shear stress

に依存することを流れ負荷に使う潅流液の粘性

を変える独自の実験方法で確認した（BBRC 

1993）。さらに、この Ca2+反応が細胞の辺縁の局

所から開始し、Ca2+波として細胞全体に伝搬して

行くこと、この開始点はカベオリンが密に分布す

る場所であることから、流れ刺激の情報が細胞膜

の陥入構造物であるカベオラから入力される可

能性を示した（Proc Natl Acad Sci 1998）。また、

共同研究で、こうした Ca2+を介する情報伝達に

ミオシン軽鎖キナーゼが深く関わっていること

を明らかにした（FASEB J 1998）。肺動脈内皮細

胞に ATP 作動性カチオンチャネルの P2X4 が優

勢的に発現し（Am J Physiol 2000）、それが流れ

刺激で起こる Ca2+ 流入に中心的な役割を果たす

こと（Circ Res 2000）、さらに P2X4 を介した

Ca2+ 反応に流れ刺激によって放出される ATP

が関わることを示した（Am J Phsiol 2003）。最

近、P2X4の遺伝子欠損マウスの作製に成功した。

P2X4欠損マウスの内皮細胞では shear stressに

よる Ca2+ 流入反応が起こらずNO産生が抑制さ

れていた。このため血流増加による血管拡張反応

が障害され血圧が上昇していた。また、血流を変

化させたときに生じる血管のリモデリングも障

害を受けていた。このことから、P2X4を介する

血流刺激の情報伝達は循環系の調節に個体レベ

ルで重要な役割を果たしていることが示された

（Nat Med 2006）。 

 
４．微小循環の酸素 dynamicsと energetics 

Kroghの研究以来１世紀近く、生命活動を維持

する上で最も重要な物質である酸素は、毛細血管

から組織へ供給されると考えられている。我々は

独自に開発した光学的測定法（Med Biol Eng 

Comput 1999）により、毛細血管の前に位置する

細動脈においても既に血中酸素濃度は低下し、か

つ細動脈壁で大きな酸素濃度勾配が存在するこ

とを明らかにした（J Appl Physiol 2001）。これ

らの結果と毛細血管血流制御の非線形を基に、骨

格筋では毛細血管のみが唯一酸素供給の場では

なく、細動脈も組織への酸素供給源として機能し

ていることを示した（Eur J Appl Physiol 2005, 

2006）。しかし、この細動脈での血中酸素濃度の

低下は、組織への酸素拡散のみでは説明できず、

新たに細動脈血管壁自身による酸素消費を検討

した結果、血管壁での酸素消費率は、これまでの

in vitro実験系による報告値より遙かに大きく、

細動脈での酸素濃度勾配の形成に強く関与して

いることが示された（Am J Physiol 2005a）。ま

た、血管壁の酸素消費率は、血管平滑筋の仕事量

に依存し、下流側細動脈より上流側で、さらには

血管拡張時（血管平滑筋弛緩時）より収縮時の方

が高いことを明らかにした（Am J Physiol 2005b, 

J Appl Physiol 2006）。 
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沿革と組織の概要 

1963 年、東京大学医学部内に我が国で最初の

医工学研究機関として医用電子研究施設が設立

された。翌 1964 年、医用工学（ME）診断治療

技術の先鋭的研究開発拠点として医用電子研究

施設臨床医学電子部門がスタートした。1997年、

大学院重点化に伴い、医学部付属医用電子研究施

設臨床医学電子部門は、大学院医学系研究科生体

物理医学専攻医用生体工学講座生体機能制御学

分野となり現在に至る。 

生体機能制御学分野の現在の構成員は、准教授

1、講師 1、大学院生 5（内外国人 1）、客員研究

員 10、技術専門員 1、技術専門職員 1、事務補佐

員 1である。当研究室は、臨床医学に関連した医

用工学領域の学際研究を行っているために、学部

の枠を越えて内外の多くの研究室と共同研究を

行っている。特に、先端科学技術研究センター人

工生体機構分野、大学院情報理工学系研究科シス

テム情報学および東北大学先進医工学研究機構

ナノメディシン分野とは密接な研究連携を行っ

ており、研究スタッフや学生の交流なども含めて

幅広い組織で研究活動を行っている。なお、当教

室に在籍する博士課程の大学院生は、大学院情報

理工学系研究科システム情報学の満渕邦彦教授

（兼担）を指導教官とすることもできる。 

 

教 育 

医学部医学科の 1 年生に対しては、専門科目

「医用工学基礎論」を医用生体工学 2講座と疾患

生命工学センター医療材料・機器工学部門で担当

しており、当教室は、ME 診断治療技術の基礎、

特に学部を卒業して臨床医となったときに最低

限必要な医用電子工学の基礎知識と、現代の医療

に必要不可欠となっている人工臓器に関する総

論的な講義を行っている。また、基礎配属および

フリークォーターで学部学生数名を引き受け、も

の作りをキーワードに人工臓器に関する実地教

育を行っている。これ以外にも、学生は自由に出

入り可能である。 

大学院博士課程に対しては、医学部共通科目の

「医用生体工学入門」の講義を、同様に医用生体

工学 2講座と疾患生命工学センター医療材料・機

器工学部門で分担して行っており、当教室は、

ME診断治療技術に関して、内容を掘り下げて専

門的な各論的講義を行っている。医科学修士課程

に対しては、最先端の研究も含めた人工臓器の総

合的な講義を行っている。この他、健康科学・看

護学科の 4年生に対する講義「環境工学・人間工

学」の一部「医用工学」を分担しており、ここで

は臨床工学も含めた包括的な講義を行っている。 

当教室の大学院生に対する研究教育指導は、オ

ンザジョブトレーニングを主とした実地指導で
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あり、日常研究の遂行の中で教育指導が行われる。

特に、大型動物（ヤギ）を用いた人工心臓の慢性

動物実験を通して、大型実験動物の術前管理、術

前処置、麻酔、手術、術後管理、術後処置、感染

対策、データ採取方法、データ処理方法、病理解

剖、動物実験倫理などを学び、実験動物の状態や

対処方法に関して自ら考え実行する力を養って

もらう。修士課程の学生には、教室のメインテー

マである人工臓器に関連した研究を中心として、

ある程度絞った研究テーマが与えられるが、自ら

研究テーマを見出して自ら研究することを推奨

している。また、博士課程の学生は、人工臓器の

研究開発に縛られることなく、ME診断治療技術

の広い領域をカバーして自由な発想で自ら研究

テーマを見出し、自ら研究のための機器を創造し、

自らそれを設計製作し、自ら研究を遂行するよう

に教育指導が行われる。 

スタッフ全員と学生は、毎週月曜日午後 4時よ

り行われるミーティングに参加する義務を有す

る。この会合は、研究内容や研究計画に関する詳

細な討論、新しい技術や情報の紹介等を行ってお

り、外部研究者の参加も自由である。 

 

研 究 

研究の中心は先端的 ME 診断治療技術の研究

開発であり、科学技術の進歩に伴い常に新しい技

術の開発が要求される。特に近年は、コンピュー

タ技術の画期的な進歩により急速に発展してい

る分野である。 

当教室のメインテーマは人工臓器（人工心臓、

補助循環、人工肺、人工弁、組織工学的人工臓器、

再生医療人工臓器、他）である。人工臓器研究の

中でも人工心臓の研究は、東京大学が世界のパイ

オニアとして 50 年近くの歴史を持っており、当

教室を中心として学内外の多くの研究者が参加

して研究チームを組み精力的に研究開発を推進

している。人工心臓には、心臓を切除して置換す

る完全人工心臓（トータルハート）と、不全心臓

に装着してポンプ機能を補助する補助人工心臓

（アシストデバイス）とがある。日本語ではどち

らも人工心臓であるが、欧米では区別される。東

京大学人工心臓研究チームは、完全人工心臓（ト

ータルハート）を中心として総合的な研究開発を

行っている。その内容は駆動機構・血液ポンプ・

弁・医用材料・生体計測技術・制御アルゴリズム・

神経インターフェイス・数値流体解析・循環生理

や病態生理の研究など多岐に渡る。 

ハードウエアに関しては、当教室で発明され研

究開発を行ってきた波動ポンプという特殊な連

続流ポンプを用いた体内埋込式完全人工心臓（波

動型完全人工心臓）が慢性動物実験の段階に達し

ている。波動型完全人工心臓は、モーター駆動に

よる世界で最もコンパクトかつ高性能な体内埋

込式完全人工心臓であり、日本人の体重に近いヤ

ギに埋め込める世界で唯一の完全人工心臓であ

る。昨年度より新型の波動型完全人工心臓の開発

を行っており、現在、かなり完成度が向上した。

新しいモデルでは、両心完全無拍動流の完全人工

心臓を実現でき、拍動流と無拍動流を自在に切り

替えて循環生理の比較実験が行える。次世代の完

全人工心臓を開発する上で、性能・効率・耐久性

いずれを考慮しても連続流ポンプの使用は必須

となると思われるが、連続流ポンプを用いた場合、

どの程度の拍動流が必要とされるかは重要な研

究課題である。新しいモデルを用いた研究では、

拍動流から両心完全無拍動流に切り換えても実

験動物の一般状態に変化は無いが、心房圧を高め

に設定しなければならないという問題があるこ

とが分かっており、ある程度の拍動流は必要であ

ることが示唆されている。なお、新しいモデルで

は、抗凝固療法無しで 72 日間の生存を達成して

いる。 

完全人工心臓の場合、時々刻々と変化する必要

心拍出量をどのように判断し、駆出するかという
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制御（生理的制御）が非常に重要である。生理的

制御としては、末梢血管抵抗の逆数（1/R）を入

力として心臓血管中枢によるフィードバック制

御を可能とする 1/R制御がある。1/R制御は、当

教室において、長い年月をかけて慢性動物実験に

より研究開発した世界で唯一の生理的制御法で

ある。1/R制御では、中心静脈圧の上昇、軽度貧

血、甲状腺ホルモンの低下などの完全人工心臓動

物に特有に見られた病態が生じず、また代謝に応

じて自動的に心拍出量が変動する。1/R 制御は、

体外に血液ポンプと駆動装置を置く空気圧駆動

方式の完全人工心臓で最長 532日（動物実験では

世界最長生存記録）の実績がある。1/R制御をモ

ーター駆動方式の完全人工心臓に適応するには

種々のパラメーター変換が必要であるが、現在ま

でに、1/R制御を波動型完全人工心臓に移植する

ことに成功し、慢性動物実験による病態生理を研

究できる段階に達した。 

医用材料の研究は、血液適合性の研究を中心に

セグメント化ポリウレタンの研究を行ってきて

いるが、加えて昨年より生体材料を用いた人工臓

器のパーツ開発の基礎研究を行っている。一般的

に生体材料は強度が不十分であるために、人工臓

器のパーツとして使用するのは困難であった。こ

れを克服する方法として、強度と耐久性を兼ね備

えた人工材料のメッシュに自身の細胞を播種し、

それを型に入れて皮下に埋め込むことにより、生

体内で人工臓器のパーツを作成する方法を開発

した。この方法で、3週間程度でジェリーフィッ

シュ弁（人工心臓用人工弁）の弁葉（本来はポリ

マー弁）を作製することに成功した。この方法は

体内埋込式人工臓器の様々なパーツ製作に応用

できる。 

生体計測技術の研究では、血管新生観察プロー

ブが研究開発途上にある。これは、従来より研究

開発を進めている CCDカメラを用いた体内埋込

式微小循環観察プローブの技術を進化させたも

ので、組織工学で使用するスカッフォールドを固

定した CMOS カメラを皮下に埋め込み、スカッ

フォールド内に組織と血管が発達する様子を実

時間で生体内観察できるものである。現在までに、

ポリグルタール酸のスカッフォールドを使用し

て結合組織の成長と血管新生の関係を詳細に観

察することに成功した。微小循環や血管新生の生

体内実時間観察は体内埋込式の循環系人工臓器

のみならず組織工学・再生医療の研究にとっても

非常に重要である。 

神経インターフェイスに関しては、神経から情

報を引き出し、逆に刺激を与えて制御を行うため

の多チャンネルマイクロプローブが開発途上に

ある。現在、ラットを用いてブレインインターフ

ェイスを研究中であるが、人工心臓を始めとする

体内埋込式能動人工臓器の制御のための重要な

技術である。 

他には、マイクロマシン・ナノメディシン・サ

ーモグラフィーなどの研究も行っている。 
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沿革と組織の概要 

現在の神経病理学分野の前身は医学部附属脳

研究施設（脳研）脳病理学部門である。この脳研

究施設は 1935年に設置された「医学部附属脳研

究室」に遡る。第一部、脳に関する解剖学及組織

学的研究；第二部、脳に関する生理学及生化学的

研究；第三部、医学的心理学に関する研究並精神

衛生に関する研究の３部を設けた。第一部主任が

小川鼎三、第二部主任が吉益脩夫、第三部主任が

懸田克躬であった。1953 年に東京大学医学部附

属脳研究施設へ改組、脳解剖学、脳病理学、脳生

理学、脳生化学、心理学、臨床の６部門制をとっ

た。1959 年、白木博次が脳病理学部門の初代教

授に就任した。その後、山本達也、朝長正徳、を

経て、1991 年、井原康夫が第四代脳病理学部門

教授に就任した。1997 年、東京大学医学部の大

学院講座化に伴い、60 年間続いた医学部付属脳

研究施設は閉設され、各部門は大学院講座に再編

成された。脳病理学、神経生物学（旧心理学）、

脳生化学、臨床部門は、精神医学、脳神経外科学

の２講座、および旧音声言語学施設の３部門とと

もに新しく脳神経医学専攻を形成した。脳病理学

部門は、脳神経医学専攻・基礎神経医学講座・神

経病理学分野となつた。平成１９年３月３１日に

て井原康夫教授は定年退職し、同志社大学生命医

科学部準備室教授に転任した。 

教 育 

当教室の教育は、駒場総合講義（旧脳研時代か

ら続く）、修士課程の神経解剖学講義、神経病理

学特論、フリークォーター、博士（医科学修士）

課程学生（少人数）のための神経解剖学実習から

なる。医科学修士の講義は、神経変性疾患の理解

のための、脳の解剖を解説し、神経変性疾患の理

解を助けることを目指す。総合講義、修士課程特

論では、アルツハイマー病(Alzheimer’s disease; 

AD)に関する最近の知見を解説する。 

 

研 究 

当教室では、すでに到来しつつある高齢化社会

で避けがたい認知症（痴呆）の大部分を占める

ADの発症機序の解明を目指した研究をしている。 

ADの病理学的特徴は、老人斑と神経原線維変

化(paired helical filaments; PHF)である。老人

斑は、アミロイド線維から成り、その主要成分は

分子量約 4,000 のβタンパク（Aβ）と同定され、

PHF の主要成分は微小管結合タンパクの 1 つで

あるτと同定された。以上の二つの病変の時系列

を決めるために、各年齢のダウン症候群患者の脳

が分析され、現在β→・・・→τという病理カス

ケード（アミロイドカスケード仮説）が信じられ

ている。本研究室の目的は、ADの神経細胞死に

おける Aβ沈着とτ沈着の意義を解明すること
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である。 

 
2000年前後において、（主にヒト脳を用いた）

Aβの蓄積過程の解析プロジェクトは完了し、A

βを産生するγセクレターゼ（膜タンパクを分解

する特異なアスパラギン酸プロテアーゼと考え

られている）の酵素学的性質の解明へと移った。

アルツハイマー病脳に蓄積する 39-43残基のAβ

は、その前駆体である１型膜タンパクの APP(β 

amyloid precursor protein)が段階的な切断を受

けて生じる。最終的な、Aβの C末端の切断は膜

のちょうど真ん中で起こる（γ切断）。この膜貫

通部分の真ん中で APP の切断に関与するプロテ

アーゼがγセクレターゼと呼ばれている。このプ

ロテアーゼの活性には家族性アルツハイマー病

の原因遺伝子産物の presenilin1/2 が必須である

ことがわかっている。この切断の大きな謎は、加

水分解反応に必要な水分子がどのようにして膜

の真ん中にまで達することが出来るのかという

ことである。いくつかのモデルが提出されてはい

るが、実態は全く不明である。 

数年前に、APP は膜貫通ドメインの約１０残

基下流の細胞質側でも切断される（ε切断）こと

を見いだした。当然問題となるのが、ではγ切断

とε切断のどちらが先なのかという問いである。

３つの可能性が考えられる。1) γ切断を受けて

からε切断を受ける；2) ε切断とγ切断が同時

に起こり、短い膜ペプチドを生じる；3) ε切断

を受けてからγ切断を受ける。1)の場合は、long 

CTFγ(CTF41-99, 43-99) が存在するはずであ

る。2)の場合は、10 残基弱の膜ペプチドが生じ

るはずであるが、これの確認は現時点の技術では

困難であろう。最後に 3)、long Aβ(Aβ1-48, 

1-49) が存在するがそれが掴まっていないとす

る立場である。 long Aβが充分に分離可能な

urea/SDS gel を開発して、N 末端特異的な抗体

を用いて同定を試み、Aβ1-45, 1-46, 1-48, 1-49

を同定した。さらに、reconstituted systemでは、

CTFγと Aβ産生の stoichiometryは、１：１の

関係にあることが明瞭になった。 

以上の研究の進展によって、γセクレターゼの

酵素学的性質がさらに明らかにされれば、副作用

のないまたは少ないγセクレターゼ阻害剤、とく

に選択的 Aβ42 産生阻害剤、の開発ができる可

能性がある。 

 
τの役割については、アミロイド蓄積の結果に

よる２次的な現象であり、AD 発症には重要でな

いという意見がアルツハイマー病研究者の間で

は強かったが、この考えに修正をせまったのが、

Frontotemporal dementia and parkinsonism 
linked to chromosome 17 (FTDP-17)の原因がタ

ウ遺伝子の変異であるという発見である。病理学

的には、前頭・側頭葉皮質、皮質下核における神

経細胞、グリア内の神経原線維変化(PHF-like 

fibril の形成)と神経細胞の脱落を主な特徴とす

る。この疾患の発見により、τの異常が神経原線

維変化および神経細胞脱落の必要にして十分条

件であることが明らかとなった。現在多くの研究

者が考えていることは、FTDP-17 を 1 次性タウ

オパチーとすれば，ADは 2次性タウオパチーで

はないかということである。 すなわち、アミロ

イドの蓄積が何らかの（何段階もの）反応を介し

て、タウオパチーをひきおこし、そのために神経

原線維変化が生じ、同時に神経細胞が脱落するの

ではないかということである。FTDP-17 におい

てτ遺伝子の変異は、exon および intron に 認

められる。これらの異常は、τの微小管結合領域

およびその近傍に集中しており、この領域の何ら

かの重大な生物学的活性を疑わせる。Intronic 

mutation（5'-splice donor site)が存在すると、

exon 10 の splicing-in を活性化するため、

4-repeat tau が増加することが共通の異常と考

えられている。 
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ではこのようなτ遺伝子の変異があった場合、

神経細胞はなぜ死ぬのだろうか。 Exonic 

mutation は微小管結合領域に集中しているので、

まず考えられるのが、微小管重合能の低下である。

実際、多くの exonic mutationにおいて、cell-free

系では重合能が低下しており、この低下が少なく

とも、FTDP-17 の原因の一部となっているので

はないかと主張された。τの微小管結合部位が神

経細胞死において重要な役割をしているらしい

としても、どのような機序でなのか、たとえば分

解産物が重要なのか、他のタンパクとの相互作用

が重要なのか全く不明である。τの knockout 

mice において中枢神経系の異常がほとんどなか

ったということを考えるのならば、FTDP-17 に

おける変異τの役割は、loss-of-function という

よりも gain-of-function ではないかと疑われる。  

細胞レベルでの研究には限りがあり、in vivo

研究が必須である。当研究室では女子医科大学の

三谷昌平助教授と共同で線虫（C. elegans）のタ

ウオパチーモデルを作製した。線虫は寿命が２～

３週間程度であり、取り扱いは簡単で、かつゲノ

ムプロジェクトの進展で全シーケンスが知られ

ており、さらにはヒトの病気の遺伝子のホモログ

を有することが多いという利点から採用した。線

虫のmechanosensory (mec) neuronは６つあり、

その機能は touch response testによって簡単に

調べられる。すなわち前後 1/3の部分を睫毛で軽

く触ると後退、または前進するという反射的行動

である。この mec neuronにヒト野生型、変異型

タウを発現させ機能変化を追った。そうすると、

野生型タウでも反射の低下が認められ、変異型タ

ウではその程度がさらに増大した。形態的には、

タウの凝集体（神経原線維変化に対応）が生じる

前に機能異常があり、それに対応するものとして、

神経突起の過剰分枝、蛇行が特徴的であった。こ

の所見は、タウが凝集する前にすでに機能、形態

的には異常であることを明確に示したものであ

る。タウを発現してどのような遺伝子発現の変化

が起こるのかを調べている。すなわち、unc 119

を promoterとし、タウを全ニューロンに発現さ

せ、microarray を用いてある遺伝子の有意の変

動を突き止め、現在それを検証中である。 
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沿革と組織の概要 

神経生化学教室は、平成 13年から平成 15年に

かけて、大きく変貌を遂げた。平成 13 年３月末

には、２代目教室主任であった芳賀達也教授が定

年退官し、同４月に学習院大学理学部教授・生命

科学研究所所長に就任した。これに伴い、教室の

大半が東大医学部（本郷キャンパス）より目白の

学習院大学へ異動した。代わって、平成 15 年１

月より３代目教室主任として尾藤晴彦助教授が、

京都大学医学研究科より着任した。これらの異動

に加え、医学部３号館内の実験区域の再配置によ

り、教室スペースの大半が平成 15 年より医学部

３号館５階から６階へ移転した。平成 15 年度よ

り新教室の整備が進み、脳神経医学専攻における

先端研究および専門教育の一端を担う体制を確

立するとともに、平成 15年４月より、21世紀Ｃ

ＯＥ「脳神経医学の融合的研究拠点」の事業をも

担当している。平成 19 年４月１日現在の教室構

成員は、准教授１（尾藤晴彦）、助教２（奥野浩

行、竹本さやか）、専門技術職員１（岡村理子）、

研究員２、大学院生４（医学博士課程２、医科学

修士課程２）、医学部生３である。 

 

教 育 

本教室は、医学部生に対し、生化学・分子生物

学・代謝生理化学講義の一環として「神経生化学」

の授業を担当し、シナプス伝達・シナプス可塑

性・長期記憶の分子機構などについて講義してい

る。また、同様のテーマで、教養学部学生に対す

る脳神経科学の講義の一部を担当している。 

脳神経医学専攻所属の大学院生に対しては、21

世紀ＣＯＥ「脳神経医学の融合的研究拠点」との共

催により、医学共通講義「神経科学入門」を主催し、

molecular and cellular neuroscienceの最先端に関

する知識を体系的に学べるカリキュラムを整えた。 

神経生化学教室に所属する大学院生の教育の

主要部分は、毎日の実験・ディスカッション・（随

時行う）教室内発表を通じて行っている。定例発

表会として、週２回の論文抄読会ならびに毎週の

プログレスリポートを設けている。 

さらに、神経生化学セミナーを毎月開催し、脳

神経科学の最先端の研究成果を、世界各国の第一

線の研究者自身により直接発表してもらう機会

を設けている。また国際 HFSP 推進機構の助成

などを通じ、オックスフォード大学、スタンフォ

ード大学、エジンバラ大学、マックスプランク研

究所、ジョンズホプキンス大学、トロント大学な

どと国際共同研究を進めており、内外研究拠点と

の交流を積極的に推進している。 

 

研 究 

神経回路は、神経細胞の結合と機能的なシステ
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ム形成のための厳格な「設計図」と、個体ごとに

内部・外部の環境変化に刻一刻と対応しその経験

を蓄積できる「適応性・学習能力」という、「剛」

と「柔」の性質を併せ持つ。特に後者の特性は、

シナプスにおける電気的シグナルと化学的シグ

ナルの絡み合いから成り立っている。本研究室で

は、その一つ一つの素過程を同定し、そのダイナ

ミクスを明らかにすることを通じ、脳の作動原理

を明らかにしたいと考えている。 

脳は 1000 億個の細胞から構成され、個体の生

存と種の繁栄のための営為を調節する最重要器官

である。脳の活動は、神経回路を構成するニュー

ロン間の情報受け渡しにコードされている。ニュ

ーロン自身は決して受動的な細胞でなく、ニュー

ロン活動の結果、細胞内シグナル経路を活性化し、

特定遺伝子産物を誘導し、その結果として神経伝

達物質放出過程や神経伝達物質受容体の機能修飾

を短長期的に行う可塑的な性質を有している。 

１個のニューロンには数万個のシナプスがあ

り、各々独立した入力を受ける。独立した数万個

の入力が一つの神経核の遺伝子発現をどのように

調節制御するのか（many-to-one problem）。また

一つの神経核で転写された transcriptの情報が、

どのように再分配されて最終的に各シナプスへ伝

達されるのか（one-to-many problem）。またこの

ような情報変換を過不足なく実行可能な神経回路

形成・シナプス形成を支配するルールは何か。 

これらの根本的な神経科学の諸問題を解き明

かすため、ここ数年来、グルタミン酸光融解法を

用いた局所刺激法、遺伝子発現イメージング、単

一シナプス蛋白相互作用解析などの新規解析手

法を独自に開発しており、単一ニューロン生化学

から単一シナプス生化学への脱皮を目指し、新規

技術開発に努めている。その一方で、同定した素

過程の in vivo個体における機能解析にも取り組

んでいる。 

具体的には現在、当教室では、 

１）長期記憶の成立に関与する転写因子 CREB

の分子制御機構やシナプスから核と核か

らシナプスへのシグナリングに関する研

究、 

２）神経回路形成・シナプス形成を制御する分

子機構に関する研究、 

３）神経活動依存的アクチン細胞骨格制御・調

節機構に関する研究 

を中心に研究活動を推進している。 

 
１）長期記憶の成立に関与する転写因子 CREB

の分子制御機構やシナプスから核と核からシナ

プスへのシグナリングに関する研究 

 
長期記憶が成立するためには、シナプス伝達の

場である樹状突起スパインにおけるシグナル伝達

効率の上昇が持続的に維持されることが必須と考

えられている。その分子機構として着目されてい

るものの一つは、転写因子 CREBを介したシナプ

ス活動依存的遺伝子発現上昇に伴う入力特異的シ

ナプス修飾である。CREBの関与はアメフラシか

らマウス・ラットに至る多くの動物種において確

認されている、しかしながら、その本当の意義、

すなわち、転写因子として生理的下流標的遺伝子

群やシナプス活動依存的活性制御機構については、

詳細はまだ明らかになっていない（Okuno and 

Bito, AfCS/Nature Molecule Page, 2006）。 

我々は、これまで、CaMKK-CaMKIVカスケー

ドが興奮性海馬 CA1 錐体細胞における主要な活

動依存的CREBリン酸化経路であることを世界に

先駆けて示し、同時に CREBのリン酸化そのもの

よりもCREBリン酸化の持続性が神経活動パター

ンによって制御されることが下流の遺伝子発現に

必須であることを証明した（Bito et al., Cell 1996; 

Deisseroth, Bito et al., Neuron, 1996; Bito et al., 

Curr. Opin. Neurobiol., 1997; Bito, Cell Calcium 
1998）。さらに、NMDA受容体ならびにカルシウ
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ム電位依存性カルシウムチャンネルの中でも L型

カルシウムチャンネル活性化が、CaMKIV活性化

によるCREBリン酸化に重要であることを解明し

た（Mermelstein, Bito et al., J. Neurosci., 2000）。  

CREBリン酸化の持続こそが活動依存的シグナ

ルであることを示す事例として、小脳顆粒細胞の

カルシウム依存的生存が上げられる。CaMKIVは

小脳顆粒細胞において非常に強く発現しているこ

とが、長らくその意義は不明であった。フランス

Strasbourg 大 Loeffler 研究室からの派遣留学生

Violaine Seeとの協同研究により、CaMKIV活性

の維持による核内リン酸化CREB量の保持が小脳

顆粒細胞の生存にとって必須であることが明らか

になった（See et al., FASEB J., 2001）。 

 このようなデータにより、CaMKIV による

CREBリン酸化制御が、海馬錐体細胞における長

期可塑性の発現以外にも、数多くの生理的意義を

有していることを初めて明らかにしたものである。

ほぼ同時期に、一部の遺伝性変性疾患の病因にお

けるCREB転写阻害の重要性が示されたこともあ

り、本発見は、CaMKIV による CREB リン酸化

機構が、生存制御により脳高次機能を司る神経回

路網の長期的維持にも関与している可能性を示唆

す る も の で あ る （ 図 １ ）（ Bito and 

Takemoto-Kimura, Cell Calcium, 2003）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：CaMKシグナルの神経生存における役割の模式図 

最近、CaMKIV/CREB 経路と協調して CREB

転写を制御する可能性を有する新たなリン酸化

経路とそれに関与するリン酸化酵素 Dclk1-3 を

同定した（Ohmae et al., J. Biol. Chem., 2006 

Fuse et al. in press）。この新たなシグナル経路

が「シナプス Ca2+流入→CaMKIV 活性化 →

CREBリン酸化」に匹敵するシナプスから核への

シグナルルートなのか、CREB転写制御にどのよ

うな修飾をもたらすのか、その生理的意義は如何、

などを探索中である。 

一方、CREB転写に限らず、神経活動依存的に

転写制御される生理的標的遺伝子の同定および

機能解析が遅れている。我々は、可塑的シナプス

活動により効率よく誘導される機能未知蛋白で

ある Arc に焦点をしぼり、その神経活動依存的、

シナプス入力特異的誘導の分子機序ならびに蛋

白機能の解明をも進めている。 

 
２） 神経回路形成・シナプス形成を制御する分

子機構に関する研究 

 
シナプス伝達受容は、シナプス後肥厚部に存在

する神経伝達物質受容体とその受容体に結合し

て共役する受容体複合体により決定される。神経

伝達物質受容体分子にはイオン透過型のものと、

代謝共役型のものがあり、いずれも足場蛋白を介

したシグナル蛋白複合体と共役にしていること

が近年明らかになってきている。 

我々は、興奮性伝達の主要な伝達物質であるグル

タミン酸受容体のひとつであるNMDA受容体の足

場蛋白である PSD-95 蛋白に低分子量Ｇ蛋白 Rho

関連蛋白 Citron が結合することを見出し、シナプ

ス膜の神経伝達物質受容体とアクチン細胞骨格を

制御する Rho シグナル伝達系の間の密接な連関を

示唆する初めての証拠を得た（Furuyashiki et al., J. 

Neurosci., 1999；Shiraishi et al., J. Neurosci., 1999）。 

一方、われわれは、形態的に最も単純な神経細
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胞である小脳顆粒細胞に着目して、まず極性が生

じ、２本の軸索がまず伸展し始め、その後に細胞

体周辺に数多くの樹状突起が発生する過程（図

２）を支配するシグナル経路の役割を探索した。 

 

 

 

 

 

 

 

 
図２：小脳顆粒細胞の突起進展機構 

その結果、１）Rho/ROCK/LIMK経路が最初の

突起形成のゲートとして働いており、その活性を

阻害すると軸索形成が一挙に促進され、成長円錐

ダイナミクスが亢進すること（Bito et al., Neuron,  

2000）、さらに２）mDia1は、Rho下流のアダプ

ター分子として軸索形成・突起伸展を促進させる

活性を有することが明らかになった(Arakawa et 

al., J. Cell Biol., 2003; Bito, J. Biochem. 2003; 
Yamana et al., Mol. Cell Biol. 2006）（図３）。 

 

 

 

 

 

 
図３：ROCKと mDia1の協調による突起伸展 

これらの結果、突起形成・軸索伸展からシナプ

スにおける神経伝達物質局在制御に至るまで、一

貫としてアクチン細胞骨格再編成が大きく寄与

し、特に Rhoファミリー低分子量 GTPaseの下

流にある複数のエフェクターの協調的制御が不

可欠ではないかということが示唆された。 

このような考え方を検証する目的で、PSD-95

の足場蛋白としての結合能を担う PDZ モチーフ

の結合親和性を特異的に低下させた変異体を成

熟神経細胞にて過剰発現させると、PSD-95のク

ラスタリング不全とともに、スパイン形態成熟不

全が共存することが明らかとなった（Nonaka et 

al., J. Neurosci., 2006 ）。 す な わ ち 、

morphogenesisの分子機構・シナプス蛋白局在の

stoichiometry・スパイン成熟との間に、強い連

関があることが確認された。 

このような神経回路形成・シナプス形成に関わ

る遺伝子産物の機能障害が、ヒトの認知や脳高次

機能の破綻に関与していることが最近提唱され

ている。従って、このような研究を推進し、得ら

れた知見を基盤に一般原理が解明されれば、将来、

分化神経細胞を目的部位に移動させ、軸索伸展や

シナプス形成を自在に促進させるという、生理的

分子機序に基づく機能的な神経回路再構築とい

う新たな治療戦略が期待できるかもしれない。 

 
３）神経活動依存的アクチン細胞骨格制御・調節

機構に関する研究 

 
海馬錐体細胞の樹状突起スパインは、活動依存

的な形態可塑性を引き起こすことが知られている。 

我々は、GFPとアクチン分子の融合蛋白を作製し、

adenovirusを用いて神経細胞に導入し、この過程

で生じるアクチン細胞骨格の活動依存的再編成の

可視化に初めて成功した。GFP-actin imagingを

生きた初代培養海馬錐体細胞で行った結果、a)ア

クチン細胞骨格に動的な成分と静的な成分が共存

すること、b)一定の条件下でスパインや細胞体辺

縁膜へのアクチンの集積が神経活動依存的に引き

起こされること、c)スパインへのアクチン移行は

NMDA受容体依存的カルシウム流入により、また

細胞体辺縁膜へのアクチン集積は、電位依存性カ

ルシウムチャンネルにより特異的に引き起こされ

ることを発見した（図４）（Furuyashiki et al., 

Proc. Natl. Acad. Sci. USA 2002）。 
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図４：NMDA刺激依存的アクチン集積のスパインへの

誘導の可視化 

 
上記の結果は、神経細胞骨格シグナリングが、

神経回路の発生途上あるいは発達後を問わず、重

要な役割を果しており、神経細胞の形態制御の時

空間的ダイナミクスが高次脳機能に大きく寄与

している可能性を強く裏付けるものである。 

我々は、現在 CaMK ファミリーの中のいくつ

かの分子種が、カルシウム流入の下流で神経アク

チン骨格制御に関与しているという可能性を追

求している。特に注目すべきは、膜挿入型の CaM

キナーゼである CLICK-III/CaMKIγである。 

CLICK-III は、膜局在シグナルであるＣ末端

CAAX 配列により prenyl 化修飾を受ける結果、

Golgi膜および形質膜へ局在化する（図５）。この

ように脂質修飾を受け、膜移行を行う神経特異的

キナーゼの存在を中枢神経系で発見したのは全

く最初の例である(Takemoto-Kimura et al., J. 

Biol. Chem., 2003)。 

CLICK-III は prenyl 化後に、さらにキナーゼ

活性依存的にパルミトイル化され、樹状突起ラフ

ト膜へ移行する。その結果、BDNFの下流で制御

される大脳皮質細胞の樹状突起形成・伸展の重要

な制御キナーゼであることを最近見出した

（Takemoto-Kimura et al., Neuron 2007）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５：神経細胞における CLICK-IIIの膜局在 

 
これらの知見は、神経細胞において、膜やカル

シウム動員箇所の近傍におけるカルシウム動態

が、細胞内部位特異的に特定のカルシウム・カル

モデュリン依存性キナーゼを活性化させ、

excitation-transcription coupling のみならず、 

excitation-morphogenesis couplingによっても、

長期的に神経回路機能を調節するという新たな

可能性を示唆するものである。 

 

今後の展望 

新たな教室のセットアップ後、ようやく柱とな

るプロジェクトが軌道に乗り、CREBシグナリン

グのさらなる解明とともに、アクチン細胞骨格シ

グナリングの新たな調節機構の発見が具体的な

ongoing researchとして進行している。神経ネッ

トワーク機能修飾がいかに行われるのか、その分

子機構と生理的意義を今後とも検討していきた

い。これらの実験から、脳高次機能形成の根本的

な分子原理の一端を明らかにし、記憶障害・認知

症・精神疾患等の予防・進行阻害のための新たな

創薬標的探索の端緒となることを期待したい。 
 

教室員による出版物等 

(2006 年 4 月～2007 年 3 月) 
 
（１） Ohmae S, Takemoto-Kimura S, Okamura 

M, Adachi-Morishima A, Nonaka M, Fuse T, 
Kida S, Tanji M, Furuyashiki T, Arakawa Y, 
Narumiya S, Okuno H, Bito H. Molecular 
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identification and characterization of a 
family of kinases with homology to 
Ca2+/calmodulin-dependent protein kinases 
I/IV. J. Biol. Chem. 281: 20427-20439, 
2006. 

（２） Uemura K, Kihara T, Kuzuya A, Okawa K, 
Nishimoto T, Bito H, Ninomiya H, 
Sugimoto H, Kinoshita A, Shimohama S. 
Activity-dependent regulation of β-catenin via 
ε-cleavage of N-cadherin. Biochem Biophys 
Res Commun. 345: 951-958, 2006 

（３） Kuriu T, Inoue A, Bito H, Sobue K, Okabe 
S. Differential control of postsynaptic 
density scaffolds via actin-dependent and 
independent mechanisms. J. Neurosci. 26: 
7693-7706, 2006. 

（４） Yamana N, Arakawa Y, Nishino T, 
Kurokawa K, Tanji M, Itoh RE, 
Monypenny J, Ishizaki T, Bito H, Nozaki K, 
Hashimoto K, Matsuda M, Narumiya S. 
Rho-mDia1 pathway regulates cell polarity 
and focal adhesion turnover in migrating 
cells through mobilizing APC and c-Src. 
Mol. Cell Biol. 26: 6844-6858, 2006. 

（５） Sato K, Suematsu A, Nakashima T, 
Takemoto-Kimura S, Aoki K, Morishita Y, 
Asahara H, Ohya K, Yamaguchi A, Takai T, 
Kodama T, Chatila TA, Bito H, Takayanagi 
H. Regulation of osteoclast differentiation 
and function by the CaMK-CREB pathway. 
Nature Med. 12: 1410 - 1416, 2006. 

（６） Kiyonaka S, Wakamori M, Miki T, Uriu Y, 
Nonaka M, Bito H, Beedle AM, Mori E, Hara 
Y, De Waard M, Kanagawa M, Itakura M, 
Takahashi M, Campbell KP, Mori Y. The 
active zone protein RIM1 confers sustained 
activity and neurotransmitter vesicle 
anchoring to presynaptic Ca2+ channels. 
Nature Neurosci., 10: 691-701, 2007. 

（７） Takemoto-Kimura S, Ageta-Ishihara N, 
Nonaka M, Adachi-Morishima A, Mano T, 
Okamura M, Fujii H, Fuse T, Hoshino 

M, Suzuki S, M Kojima, Mishina M, 
Okuno H, Bito H. Regulation of 
dendritogenesis via a lipid raft-associated 
Ca2+/calmodulin-dependent protein kinase 
CLICK-III/CaMKI γ. Neuron, 54: 755-770, 
2007. 
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高山吉弘  
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沿革と組織の概要 

前身は昭和 40 年に創設された医学部音声・言

語医学研究施設の音声言語科学部門で、後に開設

された音声言語医学部門、言語神経科学部門とと

もに、1997 年の大学院重点化により認知・言語

医学大講座を組織する本分野が成立し，現在に至

っている。 

 

教 育 

教育は本講座の他分野と共同して行っている。

学部教育としては、教養学部第 4学期「医学デー

タ処理概論」、健康科学・看護学専攻講義として

「音声言語行動科学」を担当している。大学院講

義としては「音声言語保健学持論Ⅰ、Ⅱ」「高次

脳機能生理・病態学」などを担当している。 

 

研 究 

当分野では本専攻の他分野と共同して研究を行っ

ている。主に言語によるヒトのコミュニケーショ

ン行動全般に関する基礎的研究を展開している。 

1. 言語と非言語行動の同時生成・認知過程の研

究： ヒトの発話行動・書字行動と付随する非言語

運動の生成過程の物理・生理・神経学的研究なら

びに音声知覚、読書、言語理解、付随非言語事象

認知の生理・心理・神経学的研究を行っている。 

2. 言語の発達・学習過程の研究：乳・幼児段階

からの母語の獲得過程や成人の第 2 言語学習時に

おける社会コミュニケーションスキル確立に関す

る実験的理論的研究を、健常者とともに感覚・認

知障害者を対象に行っている。 

3. 感覚・認知障害者のための支援技術の開発：

聴覚はじめ認知障害者の感覚・認知・言語特性の

解析とそれらに基づく補聴技術、感覚・認知障害

者の社会生活支援システムなどの研究を進めてい

る。 
 

出版物等 
 
（１） Itoh K, Uetsuki M, Iwanami A, Mazuka R, 

Kikkawa S, Niwa S, Kaga K. High-density 
EEG coherence in multiple event-related 
oscillations and potentials during linguistic 
process. Clin Neurophysiol. 2006;117:S178. 

（２） Karino S, Yumoto M, Itoh K, Uno A, 
Yamakawa K, Sekimoto S, Kaga K. 
Neuromagnetic responses to binaural beat 
in human cerebral cortex, J Neurophysiol. 
2006;096:1927-38. 

（３）Kawakubo Y, Kasai K, Kudo N, Rogers MA, 
Nakagome K, Itoh K, Kato N. Phonetic 
mismatch negativity predicts verbal memory 
deficits in schizophrenia. NeuroReport. 
2006;17:1043-6. 

（４） Kudo N, Kasai K, Itoh K, Koshida I, 
Yumoto M, Kato M, Kamio S, Araki T, 
Nakagome K, Fukuda M, Yamasue H, 
Yamada H, Abe O, Kato N, Iwanami A. 
Comparison between mismatch negativity 
amplitude and magnetic mismatch field 
strength in normal adults. Biol Psychol. 
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2006;71:54-62. 
（５） Ogata E, Yumoto M, Itoh K, Sekimoto S, 

Karino S, Kaga K. A magnetoencephalographic 
study of Japanese vowel processing. 
Neuroreport. 2006;17:1127-31. 

（６） Yamakawa K, Itoh K, Yumoto M, Karino S, 
Kaga K. Magnetoencephalographic study 
on reading direction of Japanese. Clin 
Neurophysiol. 2006;117:S136-7. 

（７） Yumoto M, Itoh K, Karino S, Ogata E, 
Mizuoch T, Yatomi Y. A motor-to-sound 
oddball paradigm revealed top-down 
modulation of auditory perception in a 
multimodal predictive context. Clin 
Neurophysiol. 2006;117:S135. 
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沿革と組織の概要 

当教室は、わが国で最初の大学精神医学教室と

して 1886年に設立された。1960年代に始まる反

精神医学・学園紛争の影響によって、長く「外来」

「病棟」という 2派に分かれて臨床を行うという

歴史を経たが、1994 年に一本化が実現し、再び

臨床・教育・研究においてわが国の精神医学をリ

ードする教室を目指し歩みはじめた。臨床におい

ては、2002 年の病棟移転によって、閉鎖病棟・

内科混合病棟の 2 フロア体制により重症患者の

受入れが可能となるとともに、2004 年からは全

身麻酔下の電気痙攣療法の導入によって在院日

数の格段の短縮化を実現している。また、2005

年からこころの発達診療部が発足し、社会問題化

している発達障害者の診療に力を注いでいる。教

育においても、こころの発達臨床教育センターを

発足させ、発達障害の臨床にかかわるスタッフの

養成に尽力している。2006年 8月からは、B棟 3

階が精神科固有病床（開放病棟）となり、計 60

床の精神科病棟部門として生まれ変わった。研究

においては、2000-2004年に科学振興調整費によ

るストレス性精神障害の病因解明と治療法の開

発に携わり、大きな成果を挙げた。現在は厚生労

働省こころの健康科学事業において広汎性発達

障害の診断と治療法の開発を中心に取り組んで

いる。 

 

診 療 

外来： 2006年 1月から 12月までのデータによ

ると、新来患者数は計 1428名であり、ここ数年

は例年に比べ増加傾向にある。小児の発達障害、

行動・情緒障害などの割合が多く、それらが年間

新来患者数に反映している。それに対して、統合

失調症圏の新来患者がやや減少している。再来患

者数は計 39564 名であり、例年と比較して増加

している。このことは一日あたりの新来患者数の

増加によるものと思われる。70 歳以上の高齢者

の再診患者での割合は 8％に達する。これらは昨

年と大きな変化はなかった。 

病棟：病棟部門の運営は、Ｂ棟２階の閉鎖病棟に

ある固有床 29床、ならびに 3階の開放病棟にあ

る固有床 31床の計 60床を用いてなされている。
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閉鎖病棟の 29床のうち、3床が隔離室、6床が個

室である。開放病棟の 31床のうち、11床が個室

である。 

外来からの予約入院が主な入院経路であるが、

救急外来からの緊急入院や、自殺未遂症例などの

集中治療室を経由した入院も最近増加傾向にあ

る。治療の手段としては、入院精神療法・薬物療

法・電気痙攣療法（ECT）に加え、作業療法士・

臨床心理士の方たちの協力も得て、回復期にある

患者を対象として精神科作業療法も行っている。 

入院患者の年齢分布は、10歳台から 80歳台ま

での拡がりがある。疾患構成をみると、統合失調

症圏、感情病圏、身体に基礎付けうる精神病が主

なものであるが、身体表現性障害・解離性障害・

人格障害の相対的比率が同じ都内にある総合病

院（都立総合病院）精神科に比べて大きいように

思われる。病棟の構造、患者の年齢・疾患構成な

どから、小児期疾患の入院治療に対応することは

困難であるが、検査ならびに緊急避難のための短

期入院については適宜個室を使って対応してい

る。 

急患の受け入れなど病棟スタッフの努力が少

しずつ実り、平均在院日数は着実に短縮化してき

た。これにより、2005 年 6 月から 2.5 対１看護

料を認められたことは喜ばしいことである。 

毎週木曜午後１時 30 分からは、教授回診があ

り、回診の後に新患紹介・退院経過報告の会があ

る。月曜午後２時からは看護スタッフを交えた実

践的小症例検討会、3 時 30 分からは月１回医局

症例検討会がある。 

2004年 8月から開始されたECTも順調に症例

数を増やしている。手術部からの理解も得られ、

2005年 12月からは ECTのための手術室枠も週

２日から週 3 日となり、ECT 件数の枠も１日２

件から１日３件となった。さらに 2006年 1月よ

り中央診療棟の完成に伴い、ECT を中央手術室

で行うことが可能となった。今後とも適応につい

ての病態評価、危険因子の評価、インフォーム

ド・コンセントの手順を踏みつつ、慎重に症例を

重ねてゆきたいと考えている。 

リエゾン：コンサルテーション・リエゾンは、

柴山外来医長を中心に大渓、栃木、音羽、桑原（以

上精神科）、古川(リハ部)が担当した。2006 年 1

月から 12月までの依頼件数は、のべ 519件（月

平均 43 件）であり、そのうち初診ケースが 277

件、精神科カルテを作成しない相談が 12 件あっ

た。また 5件が精神科病棟への転棟が必要だった。

また最近では ICU からの過量服薬入院後の依頼

が増えている。 

平成 17年度の特別教育研究経費によって 4月

より“「こころの発達」臨床教育フロンティア”

事業が開始された。医師や心理職を初めとする専

門家を教育・育成する部門である「こころの発達」

臨床教育センターと診療部門である「こころの発

達」診療部が組織されて活動している。精神神経

科（小児部）での長年にわたる発達障害の治療教

育などの蓄積を踏まえて新たに活動を展開して

いる。 

 

教 育 

（１）M2:系統講義 

今年度は、系統講義の項目の見直しを行った。

具体的には、a)社会的に重要性が増している児童

精神医学の講義を増やすとともに、新たに司法精

神医学の講義、一般科医師教育に欠かせないリエ

ゾン精神医学の講義、非薬物的療法として精神分

析にかわって主流となっている認知行動療法の

講義を導入したこと、c)学生の理解を助けるため

にレジュメを完全配布したこと、d)継続的質の改

善のためのアンケートを全講義で実施したこと、

などである。アンケートの結果の集計に基づき、

来年度もさらに工夫していきたいと考えている。 

（２）M3:BSL(臨床実習) 

病棟実習中間まとめの実施、病棟実習の充実、



104 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

レポート課題の改訂、アンケートの実施、学生へ

のクリアファイルの支給、などの改善に着手した。

来年はアンケートの結果をもとにさらに改革を

加えたいと考えている。ポリクリ、松沢病院・武

蔵病院見学、セミナーはいずれも学生から引き続

き高い評価を得ている。 

（３）M4:臨床統合講義 

今年度は、精神疾患の診断技術の開発と題し、

MRI や NIRS など構造・機能画像検査を用いた

診断技術の開発状況を、臨床的応用も含めて、行

う予定である。当科では医学部の学生以外でも、

作業療法士、ケースワーカーなどを目指す学生に

対しても講義や臨床実地教育を行っているが、今

年度から臨床心理士を目指す臨床心理学コース

の大学院生に対しても、外来新患の予診を主体と

した臨床実習プログラムを策定して開始してい

る。 

 

研 究 

2002 年度までに神経化学、神経生理学、分子

遺伝学、臨床精神生理学の実験室が新たに整備さ

れ、神経化学研究、遺伝子研究、脳画像研究など

の研究が盛んに行われるようになった。研究成果

においては、当教室から毎年海外雑誌への多くの

報告が行われている。平成 12 年度から開始され

た加藤教授を代表とする文部科学省の目標達成

型脳研究において、PTSDを中心とするストレス

性精神障害を対象に基礎から臨床まで幅広い研

究が多施設共同で行われたが、脳画像研究の分野

で当科の研究室から世界の一流誌に掲載される

研究結果を得ることが出来、新聞各紙に紹介され

て注目を集めた。また、神経科学の分野でも

PTSD モデルである SPS モデルや母子分離モデ

ルを用いた研究が海外雑誌に掲載された。昨年度

をもって５年間にわたるストレス性精神障害に

関する研究課題は終了したが、その間に当教室の

基礎的な研究設備・体勢を整えることが可能とな

り、今後の教室の発展には非常に有意義であった

と考えている。今年度からは新たに発達障害・自

閉症を対象とした神経心理、脳画像解析、遺伝子

の分野での共同研究（厚生科研：こころの健康科

学）が、発足したばかりの「こころの発達臨床教

育センター」と合同で進められており、これまで

の研究を基礎とした更なる発展が期待される。 

現在の当科における研究内容は次の通りである。 

① トランスジェニックマウス、免疫組織化学、

in situ hybridization など多彩な手法を駆使

した、てんかん、外傷後ストレス障害など海

馬の病態が関与する精神神経疾患に関する神

経科学的研究 

② 統合失調症の初期診断と発症予防に関する臨

床研究 

③ 認知症性疾患の神経病理学的研究 

④ 内因性精神疾患、PTSD、小児の疾患を対象と

した脳画像研究 

⑤ 脳磁図、誘発電位トポグラフィーなどの手法

を用いた統合失調症の認知神経心理学的研究 

⑥ 躁うつ病、統合失調症、PTSD の分子遺伝学

的研究及び NIRS（近赤外分光法）、MRS 

⑦ (磁気共鳴スペクトロスコピー)などによる脳

代謝研究 

⑧ 自閉症を中心とした小児精神疾患の認知神経

心理学的研究及び分子遺伝学的研究 

⑨ 統合失調症、躁うつ病を対象とした精神病理

学的研究 

⑩ 睡眠障害の遺伝子解析に関する研究（睡眠障

害解析学講座：寄付講座） 
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沿革と組織の概要 

神経内科学教室は，豊倉康夫先生を初代教授と

して，昭和 39 年に医学部附属脳研究施設の臨床

部門として開設された．その後萬年 徹教授，金

澤 一郎教授を経て現在に至る．平成９年に，脳

研究施設が脳神経医学専攻として改組され，臨床

神経精神医学講座・神経内科学分野という組織に

なった．平成 16 年に神経内科学教室の創立 40

周年を迎え，これまでの当教室の歩みを振り返り，

今後を展望する行事を行った． 

 

診 療 

神経内科領域の幅広い疾患に対して，充実した

診療を行っている．初期研修に対応した診療と，

高度先進医療をめざす診療の両立を目標に診療

を行っている． 

外来診療においては，診療時間をできるだけ確保

しながら充実した診療を行っている．パーキンソン

病，頭痛，認知症など専門外来も開設している． 

病棟診療は，卒後研修（初期研修，後期研修）

に対応したプログラムを用意し，先進的な医療を

含めた診療に努めている．平成 17 年度より，脳

神経外科や関連の診療科と協力して，パーキンソ

ン病を対象とした深部脳刺激による治療を開始

した．ポリグルタミン病の治療研究，前庭神経刺

激を用いた治療研究など先進的な診療を目指し

ている． 

 

教 育 

卒前教育では，当教室は M1 の症候学講義、

M2 の系統講義及び臨床診断学実習，M3 と M4

の臨床統合講義とベッドサイド教育、クリニカル

クラークシップを担当している．今年度の系統講

義は，神経診断学，臨床神経生理，高次脳機能，

感染症など 9項目について行った．ベッドサイド

教育では，代表的神経疾患の症例について学ばせ，

臨床統合講義では，代表的な神経内科疾患につい

て，講義を行った．また，神経遺伝，神経免疫，

神経病理，神経生理，神経心理など各分野のクル

ズスにより実践的知識の習得に配慮している．フ

リークォーターでは，できるだけ多くの機会を学

生に提供するようにしており，常時 2-3名の学生

が研究室に参加している． 

卒後教育では，初期研修が必修化され，これに
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対応して，初期研修医の受け入れ，内科系の病棟

の診療が総合内科体制になり総合内科に参加し

て診療を行っている． 

神経内科専門医の養成については，神経内科の

診療，神経生理学，神経病理学の研修，東大病院

全体のコンサルテーションへの対応，総合内科へ

の参加，関連病院での診療，病棟指導医などを組

み合わせた充実したプログラムを提供している． 

大学院教育については，学生の希望に応じて幅

広い研究を進めている．平成 15 年度より開始さ

れた 21 世紀 COE プログラム「脳神経医学の融

合的研究拠点」の中核として脳神経医学専攻を中

心とした拠点形成活動に参加し，大学院教育，研

究の推進を進めている． 

 

研 究 

当教室では，神経疾患を対象として，その病態

解明，治療法開発，臨床研究を行い，臨床神経学

に貢献することを目指している．そのアプローチ

としては，分子遺伝学，分子生物学，発生工学，

生化学，薬理学，細胞生物学，病理学，生理学な

ど多岐にわたって幅広い discipline を統合した

アプローチを目指している． 

分子遺伝学の面からは，DNA microarrayを用

いたハイスループット診断システムの開発を行

い，遺伝性のアルツハイマー病，パーキンソン病，

筋萎縮性側索硬化症，家族性痙性対麻痺などに対

して効率の高い遺伝子診断を提供している．多施

設共同研究体制を構築し，多系統萎縮症の自然歴

の把握，疾患関連遺伝子の同定を目指している．

ポリグルタミン病については，歯状核赤核・淡蒼

球ルイ体萎縮症のモデルマウスを作成し，細胞レ

ベルから個体レベルまでを含めた治療法の開発

研究を展開している．神経変性疾患の病態機序と

して，細胞内蛋白分解質機構オートファジーにつ

いての研究を進めた．（辻省次，後藤順，清水潤，

高橋祐二，百瀬義雄，伊達英俊，岩田淳，福田陽

子，金毅，鈴木一詩，中原康雄，関尚美，三井 純，

出岡顕） 

筋萎縮性側索硬化症（ALS）の病態機序解明お

よび特異治療法の開発を進めている．ALS の運

動ニューロンでは，AMPA 受容体サブユニット

GluR2 の RNA 編集が著明に低下していること

を明らかにし，この分子異常のメカニズムの解明

及びこの分子異常を矯正することによる ALS の

特異的治療法の開発研究を展開している． 

臨床研究として，パーキンソン病及び

Shy-Drager 症候群の患者に微弱電流による前庭

神経刺激を行い，症状の改善が得られることを明

らかにした．実用化に向け，長期間，ラージスケ

ールでの検討を行っている．また，腕時計型加速

時計を用いた２−４週間連続記録により客観的な

症状・治療効果判定のための解析法を検討し，定

量的な症状の変化に即した治療のためのツール

を開発している．（郭伸，潘衛東，日出山拓人，

山下雄也、田中寿子、粟林香） 

生理学からのアプローチとしては，磁気刺激

法・脳波・脳磁図などの神経生理学的検査法や，

positron emission tomography(PET)，functional 

MRI，近赤外分光法による脳血流測定(NIRS)な

どの神経機能画像を用いて，中枢神経生理につい

ての研究を行っている．特に運動・感覚生理に関

する研究をおこなっている．小脳刺激の効果や錐

体交叉刺激など新しい研究分野を開拓してきて

いる．最近では，連発磁気刺激法を用いた神経疾

患の治療法の機序について，サルを用いた基礎的

研究を含めて，他の研究施設と共同研究体制を構

築し，長時間続く脳血流変化や神経伝達物質の変

化など，この分野の先駆的な研究を展開している．

その一環として，連続磁気刺激時の近赤外線記録

の変化・FMRIの変化・脳波変化などの研究を行

っている．また，近年 repetitive, monophasic 

quadropulse stimulation (QPS) と呼ばれる，こ

れまでにない効果的な長期効果誘発刺激法を開
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発した．このような研究を基盤として，治療法開

発を目指した研究を行っている．さらに，deep 

brain stimulation (DBS)による大脳基底核疾患

の治療とその機序の解明に向けた研究も行って

いる．臨床面では，筋電図，神経伝導検査，脳波，

大脳誘発電位，経頭蓋磁気刺激法，眼電図などを

用いて，神経疾患患者の診断および病態把握のた

めの生理検査を行っている．また DBS 治療を開

始し，順調な成績を収めていると共に，錐体外路

疾患・疼痛・てんかんへの連続磁気刺激治療を開

発中である．（宇川義一，寺尾安生,花島律子,岡部

慎吾，寺田さとみ, 弓削田晃弘, 浜田雅, 松本

英之，古林俊晃, 水野洋子） 

末梢神経疾患に対するプローチとしては，年間

約 100例の末梢神経・筋疾患に対して病理診断を

提供している．また，自己免疫性末梢神経障害患

者の診断補助となる血清中の抗糖脂質抗体の測

定をおこなっている．炎症性筋・末梢神経疾患に

対して臨牀像，各種自己抗体，サイトカインやケ

モカインなどの血清活性物質，病理所見の解析を

おこない，臨牀免疫病理学的立場から病態機序解

明を目指し研究をしている．近年、多発性硬化症

との鑑別において問題となってきている

neuromyelitis opticaの疾患指標となる抗アクア

ポリン抗体の測定をおこない、臨牀像との対応を

検討している．また，他の研究施設と共同研究体

制を構築し，多発性硬化症，傍腫瘍性神経疾患，

筋無力症，筋炎，血管炎，シェーグレン症候群な

どの各種免疫性神経疾患を標的とし，血清/髄液

中の自己抗体の同定および活性物質の測定をお

こない，病態との関連解析を行なうことで，病態

機序関連指標や病勢指標の解明と臨床応用を目

指している．（清水潤，橋本明子, 鷺島通子，時

村直子，田尻美和，益子留美子） 
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沿革と組織の概要 

脳神経外科学教室は、昭和 26 年に診療科とし

て設置され、初代佐野圭司教授が昭和 37 年に外

科学第三講座担任となり、翌年に脳神経外科学講

座と改名したことに端を発する。その後高倉公朋

教授、桐野高明教授が教室および脳神経外科学の

発展に尽力され現在に至っている。 

脳神経外科の扱う疾患は、脳腫瘍、脳血管障害、

脊椎脊髄疾患、機能的疾患、小児奇形、頭部外傷

などで、外科の一分野でありながら神経学、神経

科学、オンコロジー、画像診断学などの幅広い知

識と経験を必要とする。この分野の進歩は著しく、

CT、MRI などの画像機器の進歩により頭蓋内の

病変が描出できるようになって外科治療の対象

となる疾患が拡大した。同時に手術顕微鏡の導入

をはじめとする様々な治療手技の開発により、手

術法は洗練され治療成績は向上してきた。 

現在の大学スタッフは教授 1、助教授 2、講師

3、助手 8、医員 4 名、大学院生 7 名，留学生 2

名，国外留学生 5名で、約 300名の同門会員を擁

し、脳神経外科の老舗として全国各地に多くの臨

床家、研究者、指導者を輩出してきた。診療、研

究の活動の場として、外来は外来診療棟３階，病

棟は新病棟 7階南、医局と研究室は管理・研究棟

(旧外来棟)２階にある。 

 

診 療 

外来診療は、月・水・金に一般外来（新患、再

来）と専門外来を、火、木の手術日には新患外来

のみを行っている。専門外来には脳腫瘍外来、て

んかん外来およびガンマナイフ外来がある。平成

16年 4月から平成 17年 3月までの外来患者数は

延べ 13,344名であった。 

入院診療は、7階南病棟と 4階第１第２ICUお

よび 2階南小児病棟で行っている。病棟では、ス

タッフ以外に 5～8 名の医員、研修医とともに、

師長以下 28名の看護師、病棟補助員 3名が診療

を担当している。月・水・金の朝 8時からクリニ

カルカンファレンスが、また水曜日に教授回診が

行われている。カンファレンスには、放射線診断

医や放射線治療医も参加し、入院症例についての

検討が行われている。 
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入院患者数は平成 17年 600例、平成 18年 674

例であった。手術件数は平成 17年 322件、平成

18 年 386 件であり、この他にガンマナイフ治療

例が各々140件、98件であった。平成 18年の手

術の内訳は、脳腫瘍 133 件、脳血管障害 37 件、

頭部外傷 32件、脳脊髄奇形 6件、水頭症 32件、

脊髄脊椎疾患 9件、機能的疾患 48件、血管内手

術 38件、その他 51件である。 

当教室で扱うことが多い疾患は髄膜種・神経膠

腫・転移性脳腫瘍・神経鞘腫・聴神経腫瘍・下垂

体腺腫などの脳腫瘍と、脳動脈瘤・脳動静脈奇形

などの血管障害、および顔面痙攣・三叉神経痛・

難治てんかん・パーキンソン病などの機能的疾患

である。各種疾患のバリエーションに富む点が際

だった特色である。 

脳機能を最大限に温存するために、脳腫瘍手術

における脳機能モニタリングや、てんかん手術に

おける術前・術中の大脳機能マッピングなどを積

極的に取り入れている。また、ナビゲーションシ

ステムや血管内手術などの最先端の技術を駆使

して、手術の安全性を高める努力を続けている。 

他分野の専門家と協力して治療に当たる取り

組みも行われている。頭蓋底腫瘍の手術では耳鼻

科・形成外科との協力のもと、脊髄披裂・骨癒合

症など小児奇形の治療では小児外科・形成外科と

の協力のもと合同手術が行われている。脳動静脈

奇形については血管内手術による塞栓術とガン

マナイフによる定位的放射線照射や開頭摘出術

による合併治療が行われ、良好な成績が得られて

いる。 

ガンマナイフは 1990年に国内第一号機として

導入されて以来、これまでに国内有数の症例数を

手がけてきた。2006 年には治療機のバージョン

アップがなされた。 

 

教 育 

卒前教育では、当教室はM2の系統講義および

診断学実習、M3・M4の臨床講義とベッドサイド

教育を担当している。系統講義では脳神経外科疾

患全般についての基本的理解を深めることを主

眼とし、診断学実習では意識障害および脳死の診

断を重点項目とした。臨床講義では各疾患の基本

とともに最近の動向をとりあげた。 

ベッドサイド教育では学生に病棟・手術室実習

を通して臨床について学ばせるとともに、セミナ

ーを多く設けて出来る限りインターアクティブ

に実地に必要な知識を習得させるよう配慮した。

実習の効率を上げるよう、ポイント集・問題集な

どの教材を充実し、一方ではより実際の臨床に近

づくようカンファランスでの発表や患者説明へ

の参加などの経験を積めるよう配慮した。またク

リニカルクラークシップでは各回 2~3 名の学生

を対象に、救急疾患の経験などより臨床に近づく

ための実地に則した教育を行っている。 

卒後初期研修では 1年目外科研修の中での 1.5

ヶ月と、2年目の選択科目で 2ヶ月から 8ヶ月を

選択できる。平成 17 年度は 3 名が、平成 18 年

度は 1名が初期研修を行った。研修医にはできる

限り日本脳神経外科学会関東地方会で症例を発

表させるよう配慮するとともに、当教室の主催す

る各種カンファランスにおいて発表の機会を与

えている。 

平成 18 年度からは新制度での後期研修が始ま

り、5名の後期研修医（本学出身者 1名、他大学

出身者 4名）を受け入れた。卒後 7年目までは大

学病院と豊富な症例数をもつ連携教育施設にお

いて研修を行い、卒後 7年目に受験資格の得られ

る脳神経外科専門医の取得を目指す。この専門医

試験と前後して大学院への進学を受け入れる。そ

の後の研修として、得意領域を強化した専門家を

目指すサブスペシャリティー修練コースを設け

ている。これら後期研修プログラムについては、

教室のホームページに詳しく掲載してある。 
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研 究 

当教室はガンマナイフ、MEG、ステルスナビ

ゲーションシステム、内視鏡機器など最新の治療

および診断機器を有し、これらを用いた臨床的研

究が軌道に乗っている。また、管理研究棟２階に

研究室を整え、脳血管障害、悪性脳腫瘍を主に基

礎的研究に力を注いでいる。以下に主要な研究テ

ーマの概要を記す。 

脳虚血後の神経再生の研究 

成体脳における神経幹細胞の存在が明らかに

なってから、これらの細胞を用いて神経細胞の再

生を試みる治療法が研究課題となってきた。当研

究室では、成長因子投与によって内因性神経幹細

胞を賦活化し、脳虚血によって死滅した海馬の神

経細胞を 40％再生させることに動物モデルにて

世界に先駆けて成功した。現在、海馬以外の部位

での神経再生にも有る程度成功している。また、

霊長類での研究にも着手して基礎研究を続け、将

来的な臨床応用への可能性を探っている。また、

成体の各部位に幹細胞が存在し、その一部は神経

細胞に分化し得ることも分かってきた。我々は、

特に皮膚由来幹細胞に注目して脳内への移植を

行い、神経細胞への分化条件などを検索している。

従来は中枢神経系の再生は不可能と考えられて

きたが、これらの各種治療法の可能性が現実的な

ものをなりつつあり、血管障害を含めた損傷脳の

機能再建にむけて、さらに研究を積み重ねて行く

予定である。 

脳虚血後の神経再生の研究 

成体脳における神経幹細胞の存在が明らかに

なってから、これらの細胞を用いて神経細胞の再

生を試みる治療法が研究課題となってきた。当研

究室では、成長因子投与によって内因性神経幹細

胞を賦活化し、脳虚血によって死滅した海馬の神

経細胞を 40％再生させることに動物モデルにて

世界に先駆けて成功した。現在、海馬以外の部位

での神経再生にも有る程度成功している。また、

霊長類での研究にも着手して基礎研究を続け、将

来的な臨床応用への可能性を探っている。また、

成体の各部位に幹細胞が存在し、その一部は神経

細胞に分化し得ることも分かってきた。我々は、

特に皮膚由来幹細胞に注目して脳内への移植を

行い、神経細胞への分化条件などを検索している。

従来は中枢神経系の再生は不可能と考えられて

きたが、これらの各種治療法の可能性が現実的な

ものをなりつつあり、血管障害を含めた損傷脳の

機能再建にむけて、さらに研究を積み重ねて行く

予定である。 

悪性脳腫瘍に対する新規治療法の開発 

手術や診断技術の進歩にもかかわらず、悪性神

経膠腫の治療成績は 40 年来向上しておらず、新

しいアプローチによる治療法開発が必要である。

脳神経外科では、腫瘍特異的に複製するウイルス

を腫瘍細胞に感染させ、ウイルス複製による直接

的な殺細胞作用を利用して腫瘍の治癒を図る「ウ

イルス療法」の開発を進めている。特に、三重変

異を有し治療域の広い第三世代の遺伝子組換え

増殖型単純ヘルペスウイルス I 型(HSV-1)を作製

し、悪性神経膠腫を対象にした臨床研究を推進中

である。更に、抗腫瘍免疫作用など種々の抗腫瘍

機能を付加した武装型第三世代 HSV-1 ベクター

を開発している。また、ウイルス複製に伴う腫瘍

細胞破壊が樹状細胞によるプロセシングを促進

することを利用して、治療効果の高い樹状細胞療

法の開発研究を行っている。 

高分子ミセルを用いたナノドラッグデリバリ

ーシステムを応用し、従来選択肢の少なかった悪

性脳腫瘍に対する化学療法にも変革をもたらす

べく工学部と共同研究を行っている。 

脳腫瘍の遺伝子解析においては、手術で摘出し

た神経膠腫組織の 1p, 19q, 10qの LOH解析をル

ーチンに行い、結果に基づいた治療の最適化に生

かしている。 
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難治性てんかんに対する機能温存的・低侵襲的治

療法の開発と評価 

抗てんかん薬で発作を抑制できない薬性抵抗

性の難治性てんかんのうち、側頭葉てんかんなど

一部の患者には、既に標準化された外科治療法が

存在するが、多くの患者には根本的な治療法が存

在しない。これまで積極的治療の対象外だった難

治度の高いてんかんを対象としてその治療法の

開発や評価、標準化を目的とした研究を行ってい

る。本邦未承認の迷走神経刺激療法は、国内では

当施設でのみ提供可能となっており、本邦での有

効性の確認、てんかん治療における存在意義など

を明確化する必要がある。機能温存的手術手技と

して開発された軟膜下皮質多切術や海馬多切術

は、国内・国外とも一部のてんかん治療施設で導

入されているが、評価は定まっていない。手術器

具の開発とともに、豊富な症例数を生かした有効

性の評価を目指している。また、難治性てんかん

の治療におけるガンマナイフの応用について、基

礎的・臨床的研究を行ってきている。 

非侵襲的・侵襲的検査による大脳機能の解明 

機能的MRI、脳磁図、NIRSを用いた大脳機能

研究の他、当科の特色とも言える頭蓋内脳波を用

いた脳機能研究を進めている。てんかん外科治療

において長期頭蓋内に留置された硬膜下電極か

らは、高い空間解像度と SN比で大脳皮質の電気

活動を記録でき、また電気刺激による介入も可能

である。医学部他教室や工学系研究室との共同に

より、brain-computer interface研究への発展を

目指している。 

ガンマナイフ 

頭蓋底部の腫瘍や脳深部の脳動静脈奇形など

従来治療困難と考えられていた疾患もわが国で

初めてガンマナイフを導入することによって治

療成績が向上している。特に当教室では脳動静脈

奇形の治療の研究において一定の成果を上げて

いる。画像上の治癒率のみならず、治療後の出血

リスクの詳細な解析を報告し(NEJM 352:146-53, 

2005)、国内外より高い評価を得ている。また、

世界に先駆けて MRI による拡散テンソル

tractographyを治療計画に統合することにより、

治療に際して運動線維など脳の重要な白質路へ

の線量を確認することを可能にした。これにより

合併症の発生率を確実に低下させることが可能

となり、ガンマナイフ治療の安全性を向上させた。

2006 年には治療機のバージョンアップがなされ、

今後治療精度の向上が期待される。 

脳神経外科手術における脳機能画像の応用 

頭蓋内疾患の外科治療前に、機能MRI, 脳磁図、

脳白質画像(tractography)などの脳機能画像を駆

使して、患者毎に非侵襲的に脳機能マッピングを

行っている。これらにより運動・言語関連機能脳

内ネットワークの画像化が実用化したため、脳腫

瘍、てんかん外科手術計画の立案に応用している。

さらに、脳機能ネットワーク情報をニューロナビ

ゲーター装置上に表示することで術中に機能的

に重要領域の温存を可能とした。脳機能ネットワ

ークの結果を電気生理学的モニタリング手法（電

気刺激、脳皮質電位計測）により比較検討するこ

とで、より正確、かつ詳細な脳機能マッピング方

法の確立に努めている。 
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沿革と組織の概要 

近年の生命科学の飛躍的な発展、情報科学の進

展、社会医学に対するニーズの多様化にともない、

衛生学・予防医学は変革の時代にある。従来の免

疫血清学的診断のみならず、塩基配列の決定はル

ーチン化し、近い将来、DNA チップなどを用い

た広範な遺伝子発現プロファイルならびに多型

の検索による分子生物学的診断・方法への移行が

期待されている。また様々な癌、糖尿病、高血圧

症などの生活習慣病、アレルギーや自己免疫疾患

などの難病の原因・病態解明、さらには遺伝子治

療・臓器移植・再生医学などの新しい医学が急速

に我々の周囲に展開している。また環境問題は現

代の我々の健康を脅かすのみならず、次世代への

影響も危惧され、今までにない新たな、大きな社

会問題としてクローズアップされている。このよ

うな状況で、感染症、生活習慣病、環境医学など

に対して、分子レベルでの新しいアプローチ、す

なわち「分子予防医学」的な取り組みが必要な時

代が到来している。平成 12年 4月 1日より正式

に分子予防医学教室と改名し、教育、研究も以上

のような背景をふまえて、新しい方向を目指して

いる。 

 

教 育 

我々を取り巻く医療、健康、環境問題は、近年

益々重大なものとして取り上げられており、社会

医学に対する期待もかつてなく大きなものとな

っている。一方、この２0 年余りの分子生物学、

生化学、免疫学における革命的な進歩は疾患の発

症機序、病態、診断治療に対する理解を根本的に

変え、医学研究分野の壁は取り払われたとも言え

る。これらの情勢に鑑み、分子予防医学講座にお

ける教育は、現在の生命科学、情報科学を基盤と

した新しい社会医学、分子予防医学教育を目指し

ている。分子医学、生命科学の発展を基盤にして、

疫学から分子病理、治療、予防医学に関して、現

在社会的に問題になっているテーマを積極的に

取り上げる。 

学生実習においては小グループによる指導を行

っており、学外の第一線で御活躍の先生方の御協

力もいただき、ホットな社会医学的問題への対処、

取り組み方、考え方を指導し、同時に最先端の知

識と技術が身につけられるよう配慮している。 

 

研 究 

分子予防医学は、内的、外的ストレスに対する

生体防御反応、生体侵襲機構解析による疾病の発
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症機構の解明、それに基づいた疾患の初期段階の

定義付け、疾患の多段階発症、複数因子による修

復機構、新しい分子レベルでの疾患の定義付けや

診断法の提供を基盤としている。治療に対しては

分子薬理学的発展を、予防医学的には新しいスク

リーニング法の提供とワクチン戦略の提示、そし

て分子疫学に基づく危険因子の除去につながる

ような研究を目指す。現在、分子予防医学教室で

は以下の 3つを柱にした研究を進めている。 

ａ. ケモカインと樹状細胞による炎症・免疫反

応機序の解析とそれに基づく疾患治療・ワクチン

開発戦略の提示 

炎症反応は生体防御反応の根幹をなし、白血球

がその中心的な役割を担っている。ケモカインは

白血球遊走・活性化作用を有する塩基性のヘパリ

ン結合性蛋白質の総称であり、炎症および免疫反

応において極めて重要な役割を果たしている。一

方で過剰なケモカイン産生や異所性ケモカイン

の発現が様々な病的状態の原因ともなる。さらに

最近のケモカイン研究の新しい展開として、ケモ

カインが単に炎症・免疫反応に関わるのみならず、

生理的な条件下での免疫組織の構築、臓器発生、

血管新生、がんの転移、HIV感染などにも関与す

ることが示唆されている。そこで教室では生物学

上様々な現象におけるケモカインの関与および

意義を解明すべく、炎症、感染症、自己免疫疾患、

アレルギー、造血、発生におけるケモカインの病

態生理機能の解明を目指している。特に樹状細胞、

マクロファージサブセットの遊走機序を中心と

して、全身および局所免疫応答を時間軸、空間軸

を含めた４次元的な生体反応として理解するこ

とにより、ケモカインを分子標的とした疾患治療

戦略や癌・感染症ワクチンの開発応用を目指して

いる。 

ｂ. 遺伝子解析 

SAGE（Serial Analysis of Gene Expression）

法を用いて、血液細胞の分化に伴い発現が増減する

遺伝子群や癌細胞特異的な遺伝子群の系統的な解析

を行っている。SAGE法とはある細胞または組織に

おいて発現している遺伝子一つの塩基配列を

14-25bpの Tagの塩基配列に反映させ、発現遺伝子

の情報を得る方法である。各々のTagの出現頻度は、

その細胞で発現されている遺伝子のコピー数を反映

する。この方法は、ある細胞または組織にて発現し

ている全遺伝子のプロフィールを得る極めて有効な

方法である。本法により、単球がマクロァージや樹

状細胞に分化するに伴い、発現が増減する遺伝子を

解析し、新規遺伝子を含む数々の遺伝子が、分化に

伴い発現が変動することを明らかにした。また、最

近 codingのみならず non-coding RNAsの転写開始

点情報を網羅的にかつ定量的に検索する 5’SAGE

法を開発した。この技術と最近開発された高速DNA 

sequencer を用いて様々な細胞、臓器における 5’

-end transcriptome、と epigenetic signatureの確

立、データベース化を行っている。 

ｃ. 内分泌撹乱物質（いわゆる環境ホルモン）・

環境化学物質の生体侵襲機序とスクリーニング

システムの開発 

ヒトや野生生物の内分泌作用を撹乱し、生殖機

能障害、悪性腫瘍等を引き起こす可能性が指摘さ

れている内分泌撹乱物質による環境汚染は、科学

的には未解明な点が多く残されているものの、生

物生存の基本的条件に関わり、世代を超えた深刻

な影響をもたらすことも懸念されており、環境保

全上の最重要課題のひとつとなっている。これら

の物質による生体侵襲の分子機構の解明と新たな

スクリーニングシステムの開発を目指している。 
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沿革と組織の概要 

公衆衛生（Public Health）は、産業革命期の

英国で誕生し、その後、英米を中心に発展してき

た実践及び学術分野である。わが国では 1883（明

治 16）年、度々のコレラ流行に対応すべく官民

挙げた組織である大日本私立衛生会が設立され、

その頃より日本の公衆衛生活動も本格化した。 

第二次世界大戦後、日本国憲法第 25 条に、国

の責務として公衆衛生の向上と増進が謳われる

ようになり、米国の医学教育と公衆衛生システム

をモデルとした GHQの政策の影響もあって、日

本の大学医学部、医科大学に公衆衛生学教室が

次々と設置されることとなった。東京大学医学部

公衆衛生学教室は、1947（昭和 22）年、わが国

最初の公衆衛生学講座として設置された。その後、

5代の教授を経、1995（平成 7）年には大学院重

点化により、社会医学専攻社会予防医学講座公衆

衛生学分野となり、現在に至っている。 

 

教 育 

1）大学院医学系研究科：疫学、統計学、産業医

学、医療経済学などの各論、及び公衆衛生学全般

についての演習・実習を大学院セミナー、抄読会、

研究発表会、フィールド実習、学部講義の聴講を

通して行った。毎月 1回行われる研究発表会（土

曜セミナー）では大学院生のみならず、研究生や

客員研究員、外部講師なども招いて活発な議論が

展開された。フィールド実習の内容は事業所等に

おける健康管理一般、疫学調査の補助等である。

大学院学生の学部講義聴講は、公衆衛生学の広範

な領域の理解を深めること及び教授法を習得す

ることを目標とした。 

また、1999（平成 11）年度より、大学院共通

科目（医学集中実習）として「公衆衛生学の研究

方法」を開講している。 

 
2）医学部医学科ほか：医学科における公衆衛生

学の教育は M2（第 4 学年）、M3（第 5 学年）、

M4（第 6 学年）を対象に行われる。M2 冬期の

公衆衛生学系統講義では、当該分野の体系的理解

と基礎的方法論の習得を目的とした講義を計 18

コマ行った。内容は、公衆衛生学総論、健康管理

論、疫学、医療経済学、地域保健・医療、プライ

マリケア、在宅医療、産業・環境保健、感染症・
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結核対策、行動医学、国際保健、医療政策・行政

などである。とりわけ行政、地域保健等について

は現場の行政官、医師、研究者を非常勤講師とし

て招いて講義を実施した。M3 の 7 月（1 週間）

あるいは夏季休暇期間中に、分子予防医学教室と

共同して、公衆衛生学衛生学実習を実施した。実

習指導は両教室のスタッフ、非常勤講師、国際保

健学専攻及び健康科学講座の各教室スタッフの

協力をえて、少人数の班（約 20 班）に分かれて

実施した。M4の秋に、公衆衛生学・保健医療論

の総括として社会医学集中講義（6コマ）を担当

した。 

このほか、医学科の基礎・臨床・社会医学統合

講義、研究室配属、フリークォーター、教養学部

（駒場生）小人数ゼミナール「医学に接する」、

健康科学・看護学科「産業保健・看護」、工学部

「環境公衆衛生学」を分担した。 

 

研 究 

国際レベルの研究と学際的研究を重視した研

究を継続した。主要な研究テーマを以下に示す。 

1）医療政策・医療経済に関する研究：予防・医

療・介護等の広義の医療全般における様々な問題

を制度・政策論的及び経済学的な視点から分析し、

必要に応じて政策提言につなげられるような研

究活動を行った。まず以前からの研究課題として、

診療報酬制度が医療機関や処方せん薬局に与え

る経済的インセンティブや医療の効率性、公平性

に与える影響の調査分析が挙げられる。またレセ

プト情報を活用した保健事業の評価や医療の質

の評価、その際の個人情報保護のあり方について

の検討を実施した。さらにマクロ的視点の研究課

題として、わが国の医療従事者の将来需給や医師

の地理的・診療科別分布について分析した。また、

途上国における HIV/AIDS の医療費及び社会的

費用の推計などにも取り組んだ。これらの研究を

通じて、科学的な健康医療政策形成に資すること

が最終的な目標である。 

 
2）産業保健に関する研究： a）職域健康管理に

関連した疫学研究、b）職業性ストレスに関する

行動医学的分析、c）イランにおける重金属の環

境影響の調査分析、d）マレーシアの農薬曝露に

よる健康影響の疫学調査などの研究を行った。 

 
3）地域保健及び疫学に関する研究： a）地域高

齢者の生活習慣及び健康状態、ADL に関する追

跡研究、b）慢性疾患（糖尿病、リウマチなど）

の疫学と予防対策、c）中国における予防接種の

研究、c）アフガニスタンの母子保健対策などの

研究を行った。 
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沿革と組織の概要 

東京大学法医学教室は、明治 8年（1875）、東

京医学校の解剖学教師デーニッツが、警視第５病

院の裁判医学教場（教室）で、裁判医学の講義を

行ったことに始まる。明治 15年（1882）の刑法

実施に備え、法医学の知識を有する医師を養成す

るため、明治 14 年（1881）、片山國嘉が東京大

学別課生に日本人教師として最初の講義を行っ

た。片山教授は、立法上など裁判以外の問題も研

究するべきでという趣旨で、明治 24年（1891）、

裁判医学を法医学と改称し、明治 26年（1893）

には医科大学法医学講座の初代教授となった。東

大における司法解剖は、明治 30年（1897）より

行われている。 

二代教授三田定則は血清学（現免疫学）教室を

創設し、抗原抗体反応、補体結合反応など当時の

血清学研究の最先端を担う業績を残した。また三

代教授古畑種基は ABO式血液型研究の第一人者

であり、鑑識学の発展にも貢献し、犯罪史上に残

る帝銀事件、下山事件等の解剖を手掛けた。四代

教授上野正吉は補体を発見し、また法医病理学の

発展に尽くしており、医事法にも目を向けた。ま

た、全国の検視官に対する法医学講習を開始した。

五代教授三木敏行は、紛争により四年間司法解剖

ができなかったが、血液型を用いた親子鑑定に多

くの業績を残した。六代教授石山昊夫は法医病理

学の普及に加えて、DNAフィンガープリント法、

PCR 法を法医学実務に導入した。七代教授高取

健彦は死体現象の生化学的解明を進め、地下鉄サ

リン事件では、被害者から生化学技術を駆使して

サリンを検出した。 

1999 年より八代教授吉田謙一が、暴行や事故

にかかる心理ストレスが心臓性突然死に及ぼす

影響、虚血性心疾患（虚血心筋細胞死）の分子病

態、酸化ストレスとメタボリック症候群病態との

関連に加えて、異状死や診療関連死の死因調査制

度に関しても、先進的な研究を行なっている。 

現在、教室の構成は教授 1、講師 1、助教１、

助手１、専門技術職員２、大学院生（博士課程）

８、研究生２、非常勤職員４である。院生には、

法学部卒業生が少なくないが、全国的な法医学者

不足もあり、特に臨床（研修）経験のある医学部

卒業生を歓迎している。吉田赴任後、岩瀬博太郎

が千葉大学教授、上村公一が東京医科歯科大学教

授となり、活躍している。 

 

実 務 

法医学教室では年間約 80～90件の司法解剖が
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行われている。当教室の最初の解剖（1897 年）

から平成 18年 12月までの司法解剖総数は 10694

体となっている。司法解剖では、組織検査、薬毒

物検査、血液型検査等を行い、鑑定書を作成して

いる。また、診療関連死のモデル事業の解剖を年

間数件、人体病理学教室とともに担当している。

加えて、全国の検視官の解剖講習も行っている。

従来の犯罪死体、変死体の解剖から、入院時心肺

停止例、過労死や入院中の突然死、乳幼児の突然

死など多様化する解剖の範囲に、さらに社会的貢

献ができるような法医学を目指している。 

 

教 育 

医学科学生の卒前教育では、M１・２のフリー

クォーター、M2の講義、M3のクリニカルクラー

クシップを担当している。M１・２のフリークォ

ーターでは中毒・血液型・法医病理学実習を行っ

ている。M2 の講義では、法医学の知識は全ての

医師が医療行為を行う上で必要不可欠なものであ

るという考えから、臨床現場で遭遇するような事

例を中心とした講義を行っている。M3 のクリニ

カルクラークシップでは、司法解剖の事例をもと

に鑑定の流れを体験してもらうほか、東京都監察

医の現場における検案に立ち会って、異状死の実

態を体験してもらっている。裁判所見学・懇談も

行なっている。法科大学院の他、2007年より、公

衆衛生大学院の講義・演習を担当するようになり、

これまでにも増して、法医学の医療現場や社会へ

の普及を目指した教育に取り組んでいる。 

 

研 究 

異状死の過半数は心臓性突然死である。心臓性

突然死の中には、時に事故、争い、過労、身体拘

束等による心理的ストレスが虚血性心疾患の誘

因になることが多く、既往症としての心疾患とこ

れらの誘因の寄与度に関する科学的なエビデン

スが求められている。 

当教室では、虚血・再灌流による心筋細胞の障

害、細胞死の分子機構の解明と病理診断への応用

を中心テーマとしている。最近、短時間虚血に加

えて、ラットの身体拘束による心筋コネクシン

43 の変化と心筋病変の進展、及び不整脈による

突然死との関連を見出し、研究が急展開している。

従来、カルシウム依存性プロテアーゼ（

 calpain）、細胞内情報伝達系酵素（PKC, ERK, 

PI3 kinase等）と心筋細胞死、虚血再灌流障害と

の関連性に関しては多くの業績がある。また、一

酸化炭素が虚血・再灌流による心筋細胞死を抑制

するという現象の分子機構を明らかにしてきた。

さらに、酸化ストレスマーカの高感度測定法を開

発し、閉経女性や卵巣摘出ラットに対する心理ス

トレスによる昇圧反応増強に酸化ストレスが関

係していることを見出している。一方、2005 年

より開始された「診療行為に関連した死亡の調査

分析モデル事業（モデル事業）」の立ち上げ、評

価に関する研究の他、意識調査を基にした医事法

的研究を行なっている。2009 年より開始される

裁判員制度下の鑑定の改革（3次元画像の利用）

にも貢献している。 
 

出版物等 
 
（１） Uemura K, Kikuchi Y, Shintani-Ishida K, 

Nakajima M, Yoshida K. A fatal case of 
post-operative pulmonary thromboembolism 
with cosmetic liposuction. J Clin Forensic 
Med. 2006;13(1):41-3. 

（２） Shintani-Ishida K, Nakajima M, Uemura K, 
Yoshida K. Ischemic preconditioning protects 
cardiomyocytes against ischemic injury by 
inducing GRP78. Biochem Biophys Res 
Commun. 2006;345(4):1600-5. 

（３） Ikegaya H, Nakajima M, Shintani-Ishida K, 
Uemura K, Yoshida K. Death due to duodenal 
obstruction in a patient with an eating 
disorder: a case report. Int J Eat Disord. 
2006;39:350-2. 



130 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

（４） Ikegaya H, Saka K, Sakurada K, Nakamura 
M, Yoshida K. A case of sudden death after 
intramuscular injection of butylscopolamine 
bromide. Legal Med. 2006;8(3):194-7. 

（５） Ikegaya H, Kawai K, Kikuchi Y, Yoshida K. 
Does informed consent exempt Japanese 
doctors from reporting therapeutic deaths? 
J Med Ethics. 2006;32(2):114-6. 

（６）Kimura H, Shintani-Ishida K, Nakajima M, 
Liu S, Matsumoto K, Yoshida K. Ischemic 
preconditioning or p38 MAP kinase 
inhibition attenuates myocardial TNF 
alpha production and mitochondria 
damage in brief myocardial ischemia. Life 
Sci. 2006;78(17):1901-10. 

（７） Kimura H, Mukaida M, Kuwabara K, Ito T, 
Hashino K, Uchida K, Matsumoto K, 
Yoshida K. 4-Hydroxynonenal modifies IgA 
in rat intestine after lipopolysaccharide 
injection. Free Radic Biol Med. 
2006;41(6):973-8. 

（８） Inoue H, Ikeda N, Ito T, Tsuji A, Kudo K. 
Homicidal sharp force injuries inflicted by 
family members or relatives. Medicine, 
Sciences and Law. 2006;46(2):135-40. 

（９） 中嶋信, 上村公一, 菊池洋介, 中村美穂子, 新
谷香, 吉田謙一. 刺創管の創洞幅の収縮と創
洞長の伸張―肺のホルマリン注入法とコンニ

ャクを用いた推定―. 法医学の実際と研究 
2006;49:111-7. 

（10） 伊藤貴子, 井上裕匡, 池田典昭. 幼児の歯科
局所麻酔に起因する事故死例 . 賠償科学
2006;33:64－9. 

（11） 吉田謙一, ヴィンセント ラウ. オースト
ラリアのヘルスサービスコミッショナーに

よ る 公 的 調 停 制 度 . 判 例 タ イ ム ズ 
2006;1214:76-81. 

（12） 吉田謙一, 木内貴弘. ビクトリア法医学研究
所における事故予防と医療関連死調査の取り

組み.判例タイムズ 2006;1209:54-9. 
（13） 吉田謙一 . 承諾解剖の定義 . 日本医事

新報  2006;4274:96-7. 

（14） 武田洋子, 長尾式子, 古川亮子, 川江壮子, 
黒田暢子, 吉田謙一. 医療事故の調査分析
モデル事業に活躍する「調整看護師」 . 
Heart Nursing. 2006;19:68-9. 

（15） 中島範宏, 奥津康祐, 吉田謙一. 連載“医療関
連死”：医療従事者からみたモデル事業. 病理
と臨床 2006;24:979-84. 

（16） 吉田謙一, 中島範宏, 武市尚子. 連載“医療関
連死”地域評価委員会のあり方－事故予防と

遺族対応への道筋について . 病理と臨床 
2006;24:859-63. 

（17） 木内貴弘, 中島範宏, 吉田謙一. 連載“医療関
連死”:異状死症例データベースの構築と運用. 
病理と臨床 2006;24:753-6. 

（18） 武市尚子, 岩瀬博太郎, 矢島大介, 吉田謙
一. 連載“医療関連死”:解剖の情報開示と
遺族および社会への対応 . 病理と臨床 
2006;24:645-9. 

（19） 吉田謙一. 連載“医療関連死”:診療行為に関
連した調査分析モデル事業―東京地域平成１

７年度の総括. 病理と臨床 2006;24:535-40. 
（20） 吉田謙一, 高橋香, 高澤豊, 深山正久. 連

載“医療関連死”:医療に関連する解剖にか
か る ガ イ ド ラ イ ン 案 . 病 理 と 臨 床 
2006;24:423-30. 

（21） 吉田謙一. 連載“医療関連死”:英国圏の異
状死死因調査・医師管理制度. 病理と臨床 
2006;24:77-82. 

（22） 吉田謙一. 法医学からみた医療安全. 長谷川
敏彦編「医療安全管理事典」朝倉書店. 2006. 
Infect 2004 6: 596-603. 

 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 131 

医療情報経済学 
 

教授  
大江和彦  

 
ホームページ http://www.m.u-tokyo.ac.jp/medinfo/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

医療と情報学の境界領域での医療情報システ

ムに応用可能な基礎的手法の開発、医療情報に関

連する基盤情報環境の開発と構築、医療情報シス

テムの実践的研究、およびこれらの領域での知見

と手法を、医療経済学・医療管理・病院管理学に

応用し、医療変革と社会貢献をめざしている。 

対象領域をキーワードとして列挙すると、医療

情報システム、次世代電子カルテ、医療情報ネッ

トワーク、バーチャル医療情報環境、医学概念の

コンピュータ表現と標準化、オントロジー、医用

知識工学、病院情報疫学、医療の質の評価、臨床

情報工学、プライバシー保護と暗号化、情報セキ

ュリティー、医療分析、病院経営分析、医療安全

管理、などがある。  

教授は東京大学医学部附属病院の企画情報運

営部の部長を併任しており、同部所属のスタッフ

とともにこれらの組織を運営していることから、

大学院教育と研究の場は、医学部附属病院企画情

報運営部と一体となっている。企画情報運営部は

医学部附属病院の将来計画や企画に関する情報

分析を医療情報システムにより行う実践の場で

あるとともに、病院全体の医療情報システムの企

画・設計・開発・運用など実務のすべてを行って

いる。 

当教室は、1983 年に医学部附属病院中央医療

情報部が正式に設置され、当時の大学院第一基礎

医学に医療情報学博士課程が設置されたことに

始まる。初代教授は日本の医療情報学を確立した

開原成允（現名誉教授）であり現在は二代目であ

る。1997 年には東京大学の大学院大学化に伴い

現在の社会医学専攻医療情報経済学分野となり、

中央医療情報部に所属していた教授１、助教授１

が大学院を本務とすることになった。2000 年に

は東京大学大学院情報学環・学際情報学府に医療

情報学が設置され、助教授定員を移籍して、同コ

ースの院生の受入れも開始した。この助教授とし

て初代は小野木雄三助教授、現在は山本隆一助教

授が着任している。当教室は東京大学医学部附属

病院の管理研究棟 4階にある。 

なお、東京大学医学部附属病院企画情報運営部

は、平成 15年 3月末まであった中央医療情報部

と院内措置で設置されていた新病院整備企画室

とが統合し、平成 15年 4月 1日に新たに設置さ

れた組織である。 

 

教 育 

本務を当教室に置く教育スタッフは教授１名

だけであるが、その他に当教室の教育を兼担する

教員は、附属病院企画情報運営部所属の今村知明

助教授１名、美代賢吾講師１名、附属病院大学病

院医療情報ネットワーク研究センター（ＵＭＩ

Ｎ）所属の木内貴弘教授、また当教室が協力講座

となっている健診情報学寄附講座の奥真也客員

助教授（2004.4～）と医療経営政策学寄附講座

（2005.10～）の橋本英樹客員教授、また本学大
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学院情報学環の山本隆一助教授と医学系研究科

クリニカル・バイオインフォマティクス研究ユニ

ットの小山博史特任教授、小野木雄三特任助教授

が当教室の兼担教員として大学院教育を担当し

ている。  

 
医療情報経済学分野では、医学博士課程（4年

制）を受け持っている。また当教室は健康科学・

看護学専攻の保健医療情報学協力講座でもあり、

同講座では、健康科学・看護修士課程(2 年制)お

よび健康科学・看護博士課程（3年制）を受け持

っている。さらに、医科学修士専攻の学生も受け

入れている。従って、当教室では医学博士、保健

学博士、保健学修士、医科学修士の学位を取得で

きる。 

在籍する大学院生は 2006年度：医博課程７名、

健康科学看護学博士後期課程２名、同修士課程２

名となっている。 

 
大学院生の主たる研究テーマは、医療情報領域

では、医療文書の自然言語処理、医学概念辞書に

関する研究、医療安全管理手法に関する研究、化

学療法レジメンの電子的記述と推論機構による

医療支援、診療ガイドラインの知識記述論など、

食品アレルギー情報のデータマイニングなど、医

療情報のがん患者への適切な提供方法、提供医療

情報の難解語の研究など、また医療経済領域では

包括医療制度ＤＰＣにおける疾患別医療コスト

分析、病院の患者の診療時間分析、など多岐にわ

たっている。 

 

研 究 

平成 18 年度の研究スタッフは次のようなメン

バーで構成されている。 

教授：大江和彦、講師：美代賢吾、特任講師（病

院）：渡辺宏樹、助手：山口泉、井出博生、康永

秀生、田中勝弥、プロジェクト特任教員（助手）：

荒牧英治、今井健、佐藤恵、中橋望、新田見有紀、

星本弘之、松谷司郎、渡部晃久 

 
主要な研究領域としては、１）病院情報システ

ムと電子カルテに代表される診療の情報システ

ム化に関する応用研究、２）医療安全に貢献する

情報システムの研究、３）電子カルテや病院情報

システムのデータベースを対象とした新しい医

学的知見抽出や医療経済学的な指標の分析、４）

臨床医学用語と概念の記述の標準化と知識の構

造化表現手法の研究、５）医療情報システムにお

ける個人情報保護とセキュリティーに関する研

究、６）食品の安全性に関わる情報分析、７）包

括医療制度における諸問題の分析、８）バーチャ

ルリアリティーの医療・医学への応用などを行っ

てきました。これらのなかでも代表的な研究テー

マは以下のとおりである。 

 
１）臨床医学における概念と用語の関係の研究と

オントロジー研究開発 

（文部科研基盤研究 (A)(2) No.16200039 

2004－2007 大規模臨床医学用語概念オントロジ

ーデーターベースの開発手法に関する研究）（科

学技術振興調整費・重要政策課題への機動的対応

の推進 臨床医学データ解析のための医療知識

基盤データベースの構築に関する研究 2006）： 

現在、当教室の中心テーマとしているもので、

数 10 万語の大規模な臨床医学用語と概念関係デ

ータベースであるオントロジーを構築する手法

とそれをデータベース化しアクセスする基礎的

手法について研究するものであり、後述するオン

トロジー産学連携研究の基礎手法を検討する位

置づけともなっている。 

 
２）臨床医学オントロジー・データベース構築研

究（日本アナトミー研究所との産学連携研究

2004－2008) 
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20 万語程度を目標に実際に利用可能な臨床医

学オントロジーの構築を目指すもので、その応用

ツール開発に主眼をおいて研究を行うものである。 

 
３）医療情報のセキュリティー管理に関する諸問

題の研究（厚労科研費医療安全・医療技術評価総

合研究事業 「公開鍵基盤技術を活用した診療情

報共有における個人情報保護と情報セキュリテ

ィに関する研究」17－医療－一般－045,2004－

07） 

医療情報ネットワークを通じて安全に医療情

報を流通させる暗号化基盤のあり方を研究して

いる。 

 
４）診療情報の患者への提供に関する研究（文科

省特定領域研究、2006－2007） 

電子カルテ等の情報を患者に適切に提供する

社会情報基盤の構築課題を研究している。 

 
５）ベッドサイド自動安全監視システムに関する

研究」（厚労科研医療技術評価総合研究事業

（H16-医療-026）2004－2006） 

従来のベッドサイド医療安全管理システムは

患者と職員と対象物にバーコードやＩＣタグを

つけスタッフの意識的な操作によりこれらを相

互照合することによって間違いを防止しようと

するものである。この研究では患者の周辺に他の

患者の対象物が接近することを各種の情報工学

的手法を組み合わせて自動検出することにより、

起こりつつある取り違い行為を未然に発見し防

止する手法の研究開発を行うものである。 

 
６）診療情報イベント駆動型の患者指向知的診療

支援サブシステムの開発に関する研究（富士通株

式会社との産学連携研究 2004-2008） 

自律分散型のリアルタイム診療支援システム

の設計開発を行い、実際に東大病院の情報システ

ムに組み込み実験を行うものである。 

 
７）外科手術アウトカムの分析と影響要因の評価 

（厚労科研費 政策科学総合研究事業（政策科学

推進研究事業 H18－政策－一般－008） 

外科手術の短期アウトカムに影響を与える要

因として Hospital Volume があるといわれてき

たが、それ以外の要因について十分に分析されて

いないことに着眼し、各学会の連携して約 10 の

手術について術前患者情報と術者経験情報など

を調査し要因の分析を行うものである。 
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沿革と組織の概要 

循環器内科は他の内科と同様に 1998年 6月に

旧内科講座から計５内科の循環器診療を志す内

科医により再編された。それまで各科で個別に行

っていた診療を合同で行うようにして、下記に示

すように診療件数が飛躍的に増加し、診断・治療

が効率的となった。初代の矢崎義雄教授に続いて

現在は永井良三教授が指揮を執っている。循環器

内科の現在の構成員は、教授 1（永井良三），助

教授 1（平田恭信）、講師 2（外来医長：世古義規、

病棟医長：山下尋史），助手 15，医員 9、大学院

生 30，研究生 6，出張者 1，国外留学生 2 であ

り、循環器内科学全般にわたる教育，研究，診療

を行っている。 

 

診 察 

循環器内科としての外来とともに他の内科部

門と協力し総合内科の外来も担当している。疾患

別では生活の欧米化、高齢化に伴い動脈硬化に基

づく病態、特に虚血性心疾患が多いが、心不全、

不整脈はもとより高血圧、末梢血管疾患など循環

器が関わるすべての疾患を対象とし診断、治療を

行っている。 

外来は月～金の午前、午後に行っているが受診

者は一日平均約 190 人であり、2006 年度の循環

器内科の外来受診者は計 49,616 名にのぼった。

さらに外科系診療科のために毎日、術前外来を開

いている。また冠動脈疾患、大動脈疾患の救急も

積極的に受け入れ、24 時間いつでも緊急のカテ

ーテルによる診断および治療を行える体制を整

えている。入院患者は状態に応じて Coronary 

Care Unit (CCU)や High Care Unit (HCU)で治

療している。 

病床数は約 50 床であり新入院患者は 2006 年

度は 1,322名であった。このうち約２／３が虚血

性心疾患であった。心臓カテーテル検査は 1,722

件施行し、そのうち 581件が経皮的冠動脈インタ

ーベンションであった。また不整脈部門ではペー

スメーカー植え込み 54 件、カテーテルアブレー

ション 45 件であった。植え込み型除細動器 11

件、除細動器付き心臓再同期療法 5件と特殊なペ

ースメーカ挿入も増加している。当院が心臓移植

認定施設に指定され、重症心不全例には左室補助

装置(LVAD)の装着が増加している。2006年 5月
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に当科の心不全患者が心臓外科によって当院最

初の心移植手術を受けた。当科における入院患者

の平均在院日数は 13.0日である。 

 

教 育 

医学部学生に対しては、他の内科学教室と分担

し，臨床診断学実習，内科系統講議，臨床講議、

基礎臨床統合講義、ベッドサイド教育（ＢＳＬ）、

クリニカルクラークシップを行っている。内科系

統講議では、循環器内科学の講議を行っている。

ベッドサイド教育においては、実習を中心にした

きめ細かい教育を行うと同時に，各専門グループ

による実地医療に即したクルズスを行っている。 

卒後教育においては、内科研修医を受け入れ、

総合内科研修の一環としてカンファランス，チャ

ートラウンド、回診、臨床カンファランスを通し

て、循環器学のみにとらわれず内科医としての基

本教育を行っている。 

 

研 究 

当教室では、以下のような研究がすすめられて

いる。 

■ 血管の病態形成に関わる細胞の起源と遺伝子

転写制御 

■ マウス発生工学を用いた循環器疾患の病態解

析・血管細胞の発生分化機構の解明 

■ 血管平滑筋の分子誘導機構の解析 

■ 動脈硬化の遺伝的危険因子の解析 

■ PTCA 後の血管再狭窄のメカニズムに関する

研究 

■ 循環器領域におけるMRIの応用 

■ 心血管病における NOと血管内皮機能の研究 

■ 心肺運動負荷および心臓リハビリテーション

の研究 

■ 家族性肥大型心筋症のミオシン軽鎖の変異の

分子モーター機能への影響の研究 

■ 心筋収縮蛋白を標的とする心不全の遺伝子治

療の研究 

■ 虚血性心疾患の早期画像診断に関する研究 

■ 心筋炎・拡張型心筋症における免疫学的機序

の解明と治療法の確立 

■ 心筋虚血再灌流障害の分子機構の解明と治療

法の確立 

■ カテーテルアブレーションによる抗不整脈効

果に関する研究 

■ 血管作動物質の心腎保護への臨床応用 

■ 粥状硬化における骨髄由来細胞の関与 

■ 心血管病における再生治療の開発 
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沿革と組織の概要 

呼吸器内科学教室は、 教授１名，講師 2 名，

助手７名を含め約５０名のスタッフが所属して

います。このうち海外，国内他施設への研究・臨

床出張者を除いた約１５名で東京大学医学部附

属病院における呼吸器疾患の診療に当たってい

ます。 

当科は、1998 年 4 月の診療科再編に伴って誕

生した診療科です。発足以来、山本一彦教授が科

長を兼任され, 2003 年６月より長瀬隆英が呼吸

器内科学教室を担当しています。 

肺癌や慢性閉塞性肺疾患などの呼吸器疾患の

罹患患者数は、今後、飛躍的に増加することが予

想され、呼吸器病学における研究の発展と成果が

期待されています。当教室では肺癌、慢性閉塞性

肺疾患、気管支喘息、間質性肺疾患など多様な呼

吸器疾患を対象として基礎的・臨床的研究を展開

しています。特に、呼吸器疾患の発症の分子機構

の解明を進めることにより新しい診断・治療法の

開発・実用化を目指しています。 

 

診 療 

現在の診療体制ですが、病棟フロアとしては主に

新入院棟 13 階を使用しています。疾患別症例数

では、原発性肺癌が多数を占め、次いで呼吸器感

染症、間質肺炎、慢性閉塞性肺疾患、気管支喘息

などとなっています。 また、肺炎・呼吸不全や

肺癌の増悪などによる救急入院も多く、重症肺

炎・ARDS など重篤な呼吸不全は、ICU と連携

して人工呼吸管理を行い救命に務めています。ま

た、10 年以上前から、呼吸器外科および放射線

科と合同で院内呼吸器カンファレンスを開催し、

問題症例の治療方針決定を行ってきましたが、本

年度から開始された院内の各領域の Cancer 

Boardにおいては、そのモデル的カンファレンス

として評価されました。その他、術前呼吸機能評

価や術後肺合併症についても日常的にコンサル

テーションを行っています。このように、呼吸器

疾患に関する診療の充実が、当科の基盤であるこ

とは申し上げるまでもありません。  

現在、呼吸器病学に対する注目度は急速に増大し

つつあります。環境要因の悪化や人口高齢化など

により、呼吸器疾患は益々増加する傾向にありま

す。例えば死因統計上、原発性肺癌が悪性腫瘍の

中で首位を占め、さらに増え続けており、克服す

べき難治癌の代表となっています。肺炎・気管支

炎は、3大死因に次ぐ第４位を占めており、今後

は慢性閉塞性肺疾患が死因の５位に上昇するこ
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とが予想されています。また、ARDS、間質性肺

炎など呼吸不全を呈する炎症性疾患は、難治性・

致死性の点において極めて重要な疾患群であり、

有効な治療法の開発が切実に待たれています。こ

れらの課題を克服するため、私たちは全力を尽す

所存です。 

 
＊2006年度の年間入院症例数： 

１．原発性肺癌 283  

２．呼吸器感染症 92 

３．間質性肺炎 35 

４．慢性閉塞性肺疾患 33 

５．気管支喘息 24 

 
＊ チャートラウンド及び回診を毎週火曜日午後

行っています。 

＊ 呼吸器内科スタッフに、呼吸器外科、放射線

科診断部、放射線科治療部の先生方も参加され

るカンファレンスを開催し、診断法や治療方針

について集学的に話し合い、一人一人の患者様

に応じた最良の診療が行われるように努力し

ております。 

 

教 育 

第４学年の系統講義では、呼吸器内科学の基本

的事項の修得を目標とし、かつより効率よい授業

をめざすため、腫瘍性疾患、胸膜・縦隔疾患は呼

吸器外科で担当しています。成績の評価は記述形

式の試験により行います。また、臨床診断学実習

においては、呼吸器疾患の診断に必須の医療面接、

身体的診察、血液ガス分析、呼吸機能検査、そし

て胸部レントゲン読影などについて、講義とケー

ススタデイを組み合わせた実習を行っています。

第 5学年と 6学年生に行う臨床統合講義では、代

表的呼吸器疾患として原発性肺癌と自然気胸を

とり上げ、呼吸器外科と協力して、それぞれの疾

患・病態についてのさらに深い理解と最新の知見

の習得を目指しています。 

第５学年で行われる呼吸器内科臨床実習では、

呼吸器疾患症例における問診法、身体所見のとり

方、診断・治療法の選択など実際の呼吸器疾患の

診療に必要な事項を体得するとともに、将来医師

として診療にあたる際にとるべき態度やインフ

ォームドコンセントの実際を学ぶことを目標と

しています。 

第５学年終盤に行われるクリニカル・クラーク

シップでは、受け持ちの患者さんを決めて、呼吸

器内科指導医・研修医とともに、診療チームの一

員となり、臨床医に至る準備期間として共通到達

学習目標を十分に達成できるように指導してい

ます。また、症例提示・プレゼンテーションや自

己学習型の問題解決を重視し、指導医は適切に問

題点を見出させ解決するヒントを与えるようにし

ています。さらに、医師としての職業意識の体得、

インフォームドコンセント、守秘義務・個人情報

保護の原則を理解するように指導しています。 

以上の実習がさらに充実したものとなるよう

に、基幹病院の専門医の先生方にもご協力いただ

き、それぞれの病院でも指導をしていただいてお

ります。 

 

研 究 

肺癌、慢性閉塞性肺疾患，気管支喘息、過敏性

肺炎、間質性肺炎、びまん性汎細気管支炎、呼吸

器感染症などの疾患や急性肺障害、慢性呼吸不全

などの病態を主な対象として、その病態解明と診

断・治療法の開発にむけて、基礎的・臨床的研究

を行っています。呼吸器外科との協力で切除肺癌

組織を用いての遺伝子解析を行うという臨床に直

結する研究や、気道上皮細胞・線維芽細胞・平滑

筋細胞などを用いた細胞レベルでの研究、遺伝子

改変マウスを用いた疾患モデルでの研究など、多

方面に及んでおり、方法論も疫学的、臨床病理学

的手法から分子細胞生物学的方法までを駆使して、
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精力的に行われております。その成果は、日本呼

吸器学会・日本癌学会などの関連学会において発

表され、また国際誌に掲載されています。主な研

究テーマは、以下の通りです。 

 
気道平滑筋のイオンチャンネルの解析 

呼吸器疾患の疾患感受性遺伝子の検索 

慢性呼吸不全リハビリテーションにおける加圧ト

レーニングの効果 

肺癌におけるDNAメチル化の解析と臨床応用 

肺癌におけるEGF受容体シグナル伝達とその治療

的応用 

siRNA ノックダウンベクターを用いた疾患分子機

構の解明 

びまん性汎細気管支炎や間質性肺疾患の疫学 

ディーゼル排泄物などの大気汚染物質の呼吸器系

への影響 

呼吸器疾患における組織リモデリングのメカニズ

ムの解明 

気道上皮細胞、気道平滑筋、好酸球などにおけるケ

モカイン、サイトカイン、エイコサノイドの役割 

特発性肺線維症発症の分子機構の解明 

急性肺障害発症の分子機構の解明 

遺伝子改変マウスを用いた疾患モデルの解析 

 
なお、教室の長瀬は Respirology の Associate 

Editor、American Journal of PhysiologyのEditorial 

Board Memberとして国際的にも活躍しております。 
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沿革と組織の概要 

平成 10（1998）年度に，消化器内科として発

足し，現在肝胆膵及び消化管領域の診療，教育及

び研究を行っている．平成 19年 4月現在の構成

員は教授 1，講師 3，助教 19，医員 7，大学院生

34，研究生および留学生など 11 名であり，その

他に，多数の国内外出張者がいる．A棟 11階北・

南が消化器内科病床のコアとなっているが、現在

ではB棟４階、5階への入院患者さんも数が多い．

消化器内科の研究室は，他診療科と同様に，内科

研究棟，第一研究棟などの各階に点在する形とな

っている． 

 

診 療 

消化器内科の入院患者数は概ね 80―100 名，

年間では延べ約 2,300名である．平均在院日数は

12日であり，一週間に約 90名の入退院患者があ

る．外来患者数は月約 5,000名である．月、水曜

日午前に教授回診，各専門グループによる症例検

討会は月曜夜に行われている． 

疾患別入院患者数では肝細胞癌が最も多く，

2006 年度は 750 名の入院があった．肝細胞癌に

対するラジオ波焼灼療法を中心とする、経皮的局

所療法は既に 2,500症例を超えて，世界最多の経

験を有する．最近では転移性肝癌に対するラジオ

波焼灼療法施行例数の増加が顕著で、2006 年度

は延べ 134名の入院があった。従来慢性肝疾患の

進行度は肝生検によっていたが，最近では Fibro 

scan という超音波を利用して肝臓の固さを測る

機械を導入したことにより，非侵襲的に検査でき

るようになった．ERCPは年間 600例を超え，内

視鏡的乳頭バルーン拡張術を用いた総胆管結石

除去は既に 1,200症例を超えており，これも世界

最多の経験を有する．悪性胆道閉塞に対する金属

ステント挿入（年間約 60 例）の経験も豊富で，

Covered Metallic Stentの留置症例数は 300例を

超えており、やはり世界最多である。他にも

ESWL による膵石除去，膵管ステンティング，

EUS-FNA 下の膵のう胞ドレナージなど胆膵疾

患に対する Intervention 治療が極めて盛んであ

る．消化管に対しては、消化管悪性腫瘍に対する

ESD（Endoscopic Submucosal Dissection，内視



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 147 

鏡的粘膜下層剥離術）（年間 180 例）に力を入れ

ており，早期胃癌にとどまらず食道、大腸の早期

悪性腫瘍に対しても適応を広げている．他にも食

道静脈瘤の内視鏡的治療（年間 50 例）などのイ

ンターベンションを行い．また，以前は不可能で

あった全小腸の検査が可能となり，ダブルバルー

ン小腸内視鏡及びカプセル内視鏡を施行してい

る．当教室では特に、難治癌の治療に力を入れて

おり，上記の Interventional therapy（切らずに

癌を治療する）と抗癌療法（消化管癌：年間 60

件，膵・胆道癌：年間 94 件）を組み合わせた治

療を施行しており、国内外より多くの患者さんが

紹介され来院している． 

外来での検査数は，腹部超音波は年間 9,700件，

上部消化管内視鏡は年間 5,200件，大腸内視鏡検

査は年間約 3,000件行われている．これにより一

年間約 130 例の胃癌と 160 例の大腸癌が発現さ

れている．その約 50%は内視鏡的切除術により治

療されているが，切除検体を用いた基礎的研究も

積極的に行って，その成果を臨床へ還元すること

を目指している． 

 

教 育 

消化器内科はM2の診断学と系統講義，M3の

臨床講義とベッドサイド教育とを担当している．

ベッドサイド教育では，学生は入院患者を実際に

担当し，種々の消化器系疾患について具体的に学

ぶとともに約 3 時間かけ教授試問と同時に行わ

れる抄読会において，海外一流誌に掲載された消

化器病関連論文を要約して紹介する．  

卒後教育としては，東京大学医学部病院内科研

修医のローテーションに参加し，前期研修を行っ

ている．現在消化器内科は数名の研修医を 1ヶ月

～6ケ月単位で受け入れており，内科研修医の大

多数が消化器内科の研修を受けている．短期間で

消化器内科の全領域を研修することは困難であ

るが，内科医としての初期トレーニングとともに，

消化器内科領域の種々の検査や治療について，な

るべく実技を身につけられるような研修を目指

している．学会発表の指導を，特に重視しており，

日本内科学会，日本消化器病学会の地方会などを

中心に，研修医に積極的に症例報告発表（年 7-8

件）を指導している． 

当科は，東京大学大学院内科学専攻器官病態内

科学消化器内科として多数の大学院生（現在 50

名在籍）を受け入れている．前期研修終了後，消

化器内科志望者は全国 30 以上の大学出身者より

集まり，ほぼ全員が大学院に入学する場合が多い． 

 

研 究 

消化器内科領域の研究テーマは基礎，臨床とも

に多岐に渡っている．基礎研究において，分子生

物学的手技の発展により，方法論的には臓器別の

垣根はほとんど消失しているが，これらの新しい

方法論を種々の消化器臓器に適用することによ

り，さまざまなテーマの研究が可能である．現在

当科で行われている研究の一部を紹介すると，各

種消化器癌の発癌および増殖に関する分子生物

学的検討，各種肝炎ウイルスの感染・増殖機序の

解明，肝再生ならびに線維化機序の解明，胃酸分

泌機構の研究，胃悪性腫瘍の原因としての

Helicobacter pylori 感染の検討およびその病原

機構の解析などが挙げられる．特に近年では，マ

イクロアレイを用いた mRNA 発現解析，質量分

析を用いたタンパク発現解析やレーザーマイク

ロダイセクションを用いた遺伝子解析など，新し

い方法論に基づいた臨床検体の解析を行い，研究

成果の臨床へ還元を目指した研究を行っている．

また，臨床研究では，前述の極めて活発な臨床活

動のデータを多数集積かつ分析し，エビデンス作

りを行なっている．さらにランダム化比較対照試

験として，肝癌 RFA 治療後のインターフェロン

による肝癌再発抑止効果，肝癌診断の CTA/CATP

検査の有用性，大腸癌肝転移に対する RFA の有
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用性の検証，また薬剤治験として，進行肝癌に対

する血管増殖阻害剤 TSU-68の効果，インターフ

ェロン/リバビリン併用療法時の貧血対策として

のエリスロポエチンの有用性，膵癌に対するジェ

ムシタビン/TS-1併用化学療法，膵癌/胆道癌に対

する TS-1化学療法，ＥＲＣＰ後膵炎予防の為の

新規薬剤についての検証など，臨床試験のプロト

コール作成から実施まで一連の流れを作って実

施して，治療効果の検証を行っている． 

 

おわりに 

東大病院消化器内科は，「心のこもった技術と

知識で、より良き医療」を実践するが最大の目標

である．臨床研究も基礎研究もその為にあると考

えている． 
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組織の概要 

腎臓・内分泌内科学教室の構成員は教授 1、助

教授 5、講師 4、特任講師 3、助手 13、医員２、

大学院生など 38 名である。当科の診療研究教育

活動は、腎臓病学・内分泌学・高血圧学という相

互に深い関連のある各領域の専門グループの密

接な協力体制のもとに行われている。各専門グル

ープはそれぞれの視点・研究手法を駆使しており、

この多様性が当科の診療研究教育活動に広がり

と深さを与えている。また、血液浄化療法部とは

共同して腎不全に対する透析療法などを行って

いる。 

 

診 療 

外来は、腎臓、内分泌、高血圧の各専門外来が、

毎日、新患担当と再来担当を置いている。総合内

科外来も分担している。また、外来腹膜透析にも

24時間体制を敷いて、積極的に取り組んでいる。 

入院は、入院棟 A 12 階北に固有床として 18

床があり、入院棟 B と併せて、常時 25~30名程

度の入院患者の診療を行っている。入院患者の内

訳は、糸球体腎炎、ネフローゼ、高血圧（内分泌

性も含む）、保存期腎不全、糖尿病性腎症、透析

導入患者、血管炎・膠原病による腎障害患者、急

速進行性糸球体腎炎、急性腎不全、間脳下垂体疾

患、副腎疾患、甲状腺疾患、副甲状腺疾患など多

岐に渡っている。回診は藤田教授により、毎週火

曜日午前 9時半から行われ、新患プレゼンテーシ

ョン、週間プレゼンテーションが回診に先立って

行われる。また、他科に入院中の腎・内分泌疾患

患者に対しても医員・指導医がコンサルトチーム

を組んで積極的に診療にかかわっている。問題症

例については、毎週火曜日夕の症例検討会におい

て関連領域の専門家を招くなどしてさらに深く

検討を行い、診断・治療方針を決定する。 

診療体制としては、研修医、病棟指導医（担当

医）、専門指導医（主治医）、管理医がチームを組

み、それぞれの研修医に対して責任を持つ指導医
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が決まっており、遺漏の無いよう留意されている。

診療方針は、腎カンファ、内分泌カンファを経て、

最終的に回診前のプレゼンテーションでチェッ

クされる。診療手技としては、腎生検、各種内分

泌負荷試験、超音波診断、血液透析の準備施行な

どがある。また、血液浄化療法部の運営に全面的

に協力しており、東大病院の全入院患者を対象に、

他の疾患で他科に入院中の患者に対する慢性血

液透析療法を担っているほか、心臓、血管手術な

どに伴う急性腎不全、慢性腎不全急性増悪に対す

る血液透析療法を行っている。さらに、移植外科

と協力しての肝臓移植前後の血漿交換、その他の

疾患に対する吸着療法なども行っている。 

内分泌疾患の診断にあたっては、静脈サンプリ

ング、各種画像診断などを放射線科と協力して推

進している。内分泌疾患の治療では、平成 14 年

からは放射線科と共同してバセドウ病に対する

放射性ヨード治療を行っている。また、間脳下垂

体疾患、副腎疾患、甲状腺クリーゼ、甲状腺腫瘍、

副甲状腺腫瘍などに対しては、脳神経外科・泌尿

器科・乳腺内分泌外科などと緊密な連係をとりつ

つ診療に当たっている。 

 

教 育 

卒前教育として、内科診断学、内科系統講義、

内科臨床講義とＢＳＬを分担して行っている。講

義内容は腎臓病学、内分泌学および高血圧である。

ＢＳＬではそれぞれの領域の多様な症例を専門

的な立場からより深く解説するとともに、特に末

期腎不全医療としての血液透析の実際にも触れ

られるようにしている。平成 14 年から開始され

たクリニカルクラークシップでは、それぞれの学

生を専属の指導教官チームに割り当てて充実し

たきめこまかい指導を行っている。 

卒後教育については、通年（1期は 1ないし 2

ヶ月間）にわたって、それぞれ 6名前後の研修医

を受け入れている。各研修医には腎臓および内分

泌専門の若手医局員および助手がチームを組ん

で責任をもって指導をおこなっている。また、腎

臓・内分泌の基礎から臨床の実際までをカバーす

るレクチャーを定期的に行っている。毎週木曜日

は、腎臓・内分泌内科のみの入院患者だけでなく、

循環器内科、消化器内科などの他内科および、外

科（特に、胸部外科、血管外科）を含んだ他科の

透析患者・血液浄化療法施行患者を対象とした血

液浄化室のカンファランスを行っている。 

毎週火曜日夕の症例検討会は、研修医および若

手医局員の教育に重要な役割を果たしている。 

 

研 究 

大きく腎臓と内分泌に分かれるが、高血圧など

ではオーバーラップする面もある。 

（腎臓） 

1. 腎障害進展の分子機構の解明（特に高血圧、糸

球体高血圧との関連）。 

2. 上皮細胞におけるNa／H antiporterの作用機

序。 

3. 内皮由来血管作動物質の病態生理的役割に関

する研究。 

4. 内因性ジギタリス様物質精製、同定と高血圧に

おける役割。 

5. Caチャンネルと Na／Ca交換系の高血圧にお

ける役割。 

6. プロスタグランディン、エンドセリンなどの血

管平滑筋細胞増殖作用の解明。 

7. 微小循環から見た実験的腎糸球体疾患発症・進

展の機序（マイクロパンクチャー法、超微形態）。 

8. 近位尿細管 Na／HCO3共輸送体の性質と高血

圧の関連の解明。 

9. 進行性腎障害における尿細管間質線維化の原

因の分子機構の解明。 

10. 糸球体内皮の腎障害における役割（HUS,TTP

の病態を中心に）。 

11. 進行性腎障害における補体制御蛋白の役割の
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分子細胞学的解明。 

12. 糸球体メサンギウム細胞に特異的に発現する

蛋白質の生理的、病態的役割の検討。 

13. 進行性腎障害における糸球体上皮障害機構の

細胞生物学的解明。 

14. 移植時などの腎の虚血再灌流モデルにおける

腎障害機構の解明（ロイコトリエンを中心に）。 

15. 進行性腎障害における細胞浸潤の分子生物学

的解明。 

16. 腎障害時の線維化における線維化促進蛋白の

発現調節。 

17. 容量負荷時における各種ホルモンの関与およ

び動態の解明。 

18. 各種ストレス（物理刺激、脂質、酸化、低酸素）

の腎障害進展における役割の分子細胞学的検討。 

19. 糸球体構成細胞の相互作用に関する研究。 

 
（内分泌） 

1. 血管構成細胞におけるシグナル伝達機構。 

2. 新たな血管作動物質の分子生物学的研究。 

3. 食塩感受性高血圧の原因遺伝子の探究。 

4. カルシウム・リン代謝異常症の病因に関する研

究。 

5. 骨代謝に関わる細胞の分化・機能の制御機構に

関する研究。 

6. 悪性腫瘍にともなう骨病変の病因に関する研

究。 

7. 下垂体ホルモン分泌制御機構に関する研究。 

8. 細胞外カルシウムおよび浸透圧による遺伝子

転写調節機構。 

9. 甲状腺細胞増殖に関する研究。 

10. 副腎細胞における各種サイトカイニンによる

ホルモン分泌細胞調節機構の解明。 

11. Ｇ蛋白質／Ｇ蛋白質共役受容体によるシグナ

ル伝達機構と疾患の分子メカニズムの解析。 

12. Ｇ蛋白質共役受容体を標的とする新しい薬

物・制御法のデザイン。 

13. メタボリックシンドロームにおけるシグナ

ル・遺伝子異常の解析。 

 
なお、毎週火曜日夕には、症例検討会の後に研

究カンファランスが開かれ、教授から大学院生ま

で教室員全員の研究発表、外部講師を招いての講

演、学会予行などが行われている。 
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沿革と組織の概要 

1998 年の内科再編に伴い、当時のナンバー内

科から代謝病学を専門とする医師が集まり、代謝

栄養病態学講座、糖尿病・代謝内科学講座が設立

された。初代教授は木村哲、2代目教授は藤田敏

郎、そして現教授は門脇孝である。現在の構成員

は上記スタッフに加え、医員 3、大学院生 25、そ

の他であり、糖尿病・代謝内科として糖尿病を中

心とした代謝疾患全般にわたる診療、教育、研究

に携わっている。また、総合研修センター講師 1

（関根信夫）、医療安全対策センター特任講師 1

（原田賢治）、COE特任助教授 1（植木浩二郎）、

統合的分子代謝疾患科学寄附講座特任助教授 1

（山内敏正）、特任助手１（窪田直人）、クリニカ

ルバイオインフォマティクス特任助手１（矢作直

也）も診療、教育、研究に携わっている。病棟は

入院棟 A12階北及び B4階を中心としている。 

 

診 療 

糖尿病、高脂血症、肥満などの代謝疾患を対象

とし、これらの代謝異常に基づく臓器障害(動脈

硬化性疾患、腎障害、神経障害など)の診療を行

っている。病態の背景にある偏った生活習慣に対

し合理的対応を行い、さらに代謝疾患の分子病態

と遺伝要因を明らかにし先進的医療を推進して

いる。疾患の性質上、外来診療の比重が大きいが、

糖尿病・代謝内科が開設されてからは、入院患者

数も増加している。外来診療は糖尿病・代謝内科

外来を毎日午前・午後、それぞれ 3～8 ブース行

い、外来受診者数は 1 日平均約 170 人であり、

4000人を超える患者を管理している。栄養指導、

外来糖尿病教室、ベストウェイト教室など患者教

育にも配慮している。 

入院診療では入院棟 12F 北を腎臓・内分泌、

循環器各内科と共に固有床を運営し、また、B4

階にも多数の患者が入院している。行事としては

毎週月曜日にチャートラウンド、回診を行って入

院症例の検討を行っている。総合内科管理医 1名、

主治医 4名、担当医 5名を(常時)配置し、さらに

他科からの依頼に対応するコンサルトチーム管

理医 1名、主治医 2名、担当医 4名を置く体制で、

基準病床割り当ては 35 床である。稼働率は良好

で今年度の年間入院患者数は 666人であった。診

療方針としては、患者の全身に眼を向け、病態生

理を総合的に深く理解し、最新の治療の進歩を取

り入れた、患者さんにベストの医療をめざしてい
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る。具体的には、月曜日から金曜日まで連日開催

されている入院糖尿病教室による患者教育、食事

療法や運動療法の指導、自己血糖測定指導、服

薬・インスリン白己注射の指導、低血糖に対する

対処法などきめ細かな患者指導を行っている。同

時に、糖尿病性昏睡をはじめとする急性の代謝失

調に対して迅速な対応を行っている。また、併発

する合併症により循環器、腎臓、感染症、神経内

科、眼科などへ入院する例も多く、これらの診療

科との協力により患者の全身に責任を持った体

制を構築している。検査部・薬剤部・栄養科と連

携を図り、病棟検査技師、病棟薬剤師、病棟管理

栄養士が常時業務に従事している。更に、他科か

らの依頼も外科系を含め病院全体から多く、糖尿

病・代謝専門医による往診を毎日行っている。 

 

教 育 

医学部学生に対して他の内科学教室と分担し、

臨床診断学実習、内科系統講義、統合臨床講義、

臨床実習を行っている。臨床診断学実習では診断

の基本的手技から指導し、系統講義では糖尿病な

ど代謝学の基礎的事項を、統合臨床講義では実際

の症例をもとに代謝疾患の講義をしている。臨床

実習においては、助手が中心となって、患者に対

する医療面接や身体所見の取り方など実際の患

者との接触を通じて実習指導を行っている。クリ

ニカルクラークシップでは診療参加型の臨床実

習を行っている。 

卒後教育では、初期研修医・後期研修医に対し、

総合内科チームおよびコンサルトチームがつき、

チャートラウンド、回診、カンファランスを通じ

て、糖尿病・代謝疾患を中心に患者の全身に目を

配った全人的治療を行えるように内科医として

の基本教育を行うとともに、内科セミナー・グラ

ンドカンファランスによる専門教育も行ってい

る。また研修医が日本内科学会などの地方会で症

例報告を行うよう指導している。 

研 究 

分子生物学的・分子遺伝学的手法を用いて、糖

尿病・代謝疾患の成因解明と治療法確立に向けた

最先端の研究を行っている。 

 
1) 2 型糖尿病やメタボリックシンドロームの発

症の分子機構や遺伝素因の解明 

各臓器でのインスリンの情報伝達経路とイン

スリン分泌機構の解明、2型糖尿病や肥満による

それらの異常の分子メカニズムを発生工学的手

法を用いてモデル動物を作製し解析している。特

にアディポネクチンや MCP-1など脂肪細胞から

分泌されるアディポカインの病態生理学的役割、

あるいは我々が同定したアディポネクチン受容

体 AdipoRを介する作用機構の解明、および膵β

細胞の増殖期機構などについて精力的に研究を

行っており、これらが糖尿病やメタボリックシン

ドロームの新しい治療法の開発につながるもの

と期待している。 

 
2) 糖尿病、インスリン抵抗性における糖輸送機

構の解析 

インスリン刺激や筋収縮時における糖輸送機構

を、分子生物学的手法を用いて解析している。ま

た、糖尿病モデル動物や培養細胞におけるインス

リン抵抗性の機序を解析することによって、糖尿

病の病態解明や新規治療法の確立を試みている。 

 
3) 動脈硬化症及び脂質代謝 

動脈硬化症の発症・進展に関与する代謝学的な

危険因子の意義について研究している。特に、脂

質の蓄積に関与する遺伝子と肥満、脂肪肝、糖尿

病、高脂血症、動脈硬化症の病態生理の関連につ

いて、分子生物学や発生工学などの手法を用いて

調べている。 

また、脂質代謝・動脈硬化症に関与する小腸・

肝臓における脂質のトランスポーターや抗酸化
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に関与する遺伝子、あるいはアポタンパクの役割

について、動物モデル・遺伝子工学的手法を用い

て研究を行っている。現在は特に脂質の吸収・排

泄に関わる遺伝子およびアポタンパク M の機能

解明を行っている。 
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沿革と組織の概要 

血液・腫瘍内科は血液疾患の外来・入院診療を

行うとともに、学部教育と血液・腫瘍病態学専攻

の大学院教育、さらに血液・腫瘍疾患克服のため

のさまざまな研究を行っています。血液・腫瘍内

科に所属する教室員が全員で協力して、これらの

広範な活動に取り組んでいます。血液・腫瘍内科

のスタッフの数は、教授 1、講師 2，助手 5，医

員・大学院生約 25 で、他の部・講座に所属する

スタッフや海外留学中の者を含めると、現在約

50名が教室に在籍しています。 

 

診 療 

血液・腫瘍内科は東大病院の総合内科に参加し

ており、病棟フロアはおもに入院棟Ａの 14 階北

と 5階北で、入院患者数は約 50～70人です。週

3回のモーニングカンファランス、週 1回のチャ

ートラウンド・回診を通して、科全体で症例検討

を行い、最適な治療方針を決定します。また主要

な疾患ごとのグループカンファランスを週 1 回

行い、１例ずつ掘り下げた検討を行います。また

特徴的な症例を詳細に検討するクリニカルカン

ファランスを月 1回開催するとともに、移植症例

の検討を行う移植カンファランスに参加してい

ます。 

外来では毎日午前午後に 3 ブースずつを担当

し、のべ患者数は年間約 13,000 人です。外来診

療でも上級医を交えた症例検討を行っています。

平成 16 年に開設された外来化学療法室を活用す

るとともに、その運営にも積極的に参加していま

す。 

血液・腫瘍内科では、白血病、悪性リンパ腫、

多発性骨髄腫などの造血器悪性腫瘍から、骨髄増

殖性疾患、さらに造血不全疾患、免疫機序による

造血障害など、多岐にわたる血液疾患の診療を行

っています。とくに造血器悪性腫瘍の診療は大き

な柱の１つです。血液領域の診断では、フローサ

イトメトリーを用いた腫瘍細胞の同定や、分子生

物学的手法による疾患関連遺伝子の同定・定量が、

診療に不可欠なものとなっています。治療法も多

彩で、抗がん剤による化学療法、造血幹細胞移植、

放射線療法、サイトカイン療法、免疫抑制療法、

輸血療法を動員して最適な治療を組み立ててい

ます。とくに無菌治療部と連携して、自家造血幹
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細胞移植併用大量化学療法やさまざまな同種造

血幹細胞移植を積極的に施行し、血液疾患の完全

治癒をめざしています。また倫理委員会の承認を

得て、膵癌に対する移植治療や HLA不一致移植

など、研究的な医療にも取り組んでいます。 

 

教 育 

学部学生を対象に系統講義、臨床統合講義、血

液診断学実習とベッドサイドラーニング（BSL）

を行っています。講義では、血液・腫瘍学の基礎

的知識の習得を目的とし、造血細胞の分化機構、

造血系サイトカインとそのシグナル伝達機構、血

液細胞の悪性化の機構、免疫制御機構、止血機構、

化学療法、造血幹細胞移植などを扱い、また重要

な疾患については、病態、診断、治療を深く掘り

下げて検討します。BSL では、実際の症例を通

して全人的医療に必要なさまざまな要素を身に

つけることを目標とし、助手によるマン・ツー・

マン方式の指導を行っています。 

 

研 究 

造血器疾患の発症機構、診断および治療に関す

る基礎的・臨床的研究を、分子生物学、発生工学、

免疫学などの手法を多面的に用いて行っています。

造血細胞の転写制御やシグナル伝達、造血幹細胞

の制御機構などから、ゲノム医学、再生医学、移

植・腫瘍免疫を基盤とした疾患・治療研究まで幅

広く展開し、臨床への応用をめざしています。お

もな研究テーマには次のようなものがあります。 

・造血器腫瘍発症の分子機構 

・造血器腫瘍におけるゲノム・遺伝子異常 

・造血幹細胞の維持・分化機構 

・白血病幹細胞の生成機構 

・造血細胞の体外増幅と造血再生医療 

・腫瘍免疫・移植免疫 
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アレルギーリウマチ学教室の構成員は、現在の

ところ教授１名、専任講師１名、外来医長１名、

病棟医長１名、病院職員等健康相談室講師との併

任講師１名、医局長以下助教６名、特任助教 2名、

技官１名、医員４名、大学院生 15 名、研究生３

名、関連病院出張者 18 名、海外留学者２名であ

る。医局と研究室は東研究棟、内科研究棟および

旧中央診療棟にある。以下、当教室の教育、研究、

診療の現状について述べる。 

 

１．教 育 

卒前教育では、当教室は他の教室と分担してM

２の診断学を講師が担当し、診断学のテキストそ

の他を用いて症候学・理学的診察法を概説、基本

的診察法の指導を行っている。系統講義はアレル

ギー性疾患、リウマチ性疾患、膠原病について疾

病概念、病態、臨床症状、診断法、治療法を講義

している。臨床統合講義は、入院患者の中で典型

的症例をとりあげ、総論のみならず個々の症例に

ついて全身的な臓器障害を中心に内科学的なア

プローチ法を講義している。特に、全身性エリテ

マトーデス、関節リウマチ、血管炎などを取り上

げ、整形外科など他領域の教官の参加を得て横断

的な講義をおこなった。ベッドサイド教育には医

局員が特に力を入れており、さらに非常勤講師の

協力を得て、症例について学ばせるとともに、ク

ルズスを通じて知識の横断的な把握につとめ、ま

た患者との接し方について指導をしている。 

卒後教育では、研修医を受け入れて、臨床医と

してのトレーニングを行っている。当院内科の入

院診療は総合内科体制により行われている。総合

内科体制ではコンサルテーションが重要である。

当科は総合内科チームにスタッフを配置すると

ともに、助教・医員・大学院生からなるコンサル

トチームを組織して総合チームをサポートして

いる。コンサルトチーム配属の２年目研修医には

三人の指導医が直接つき指導を行っている。現在

13 北病棟は呼吸器内科・心療内科との混合ベッ

ドである。13 北病棟配属の１年目研修医には、

当科スタッフが内科全般から当科の専門である

アレルギー、リウマチ、膠原病の診断、治療につ

いて直接指導を行うとともに、カンファ、チャー

トラウンド、回診などの検討を通じて研修医の臨

床力の向上に努めている。また、様々な疾患を経

験し、学会報告の経験ができるように配慮してい

る。３年目に他施設での研修を希望する研修医に

は、関連病院の斡旋をしている。 

 

２．研 究 

当教室には 10 の研究室があり、アレルギー疾

患、リウマチ・膠原病、呼吸器疾患の臨床的なら

びに基礎的研究を行っている。近年は、遺伝子工
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学的手法を取り入れた先端的研究がかなり多く

の研究テーマで行われている。また医科学研究所、

理化学研究所、東京都臨床研など国内留学や海外

留学も盛んである。以下に主な研究テーマを列挙

する。 

 １）自己抗原に対するトレランスとその破綻のメ

カニズムの解析 

 ２）自己抗体産生機序の研究 

 ３）T細胞レセプターの分子生物学的解析 

 ４）関節リウマチをはじめとする自己免疫疾患の

原因遺伝子に関する研究 

 ５）T細胞レセプター遺伝子移入による抗原特異

的免疫抑制法の開発 

 ６）特異的減感作療法、経口トレランスに関する

研究 

 ７）自己免疫性疾患における細胞内シグナル伝達

の研究 

 ８）気管支喘息モデル動物の開発と治療への応用 

 ９）IgEを介した肥満細胞脱顆粒におけるシグナ

ル伝達 

１０）IgE産生の制御メカニズムの研究 

１１）気管支喘息におけるサイトカイン、ケモカイ

ン、HGFの関与とその制御 

１２）膠原病の間質性肺病変に関する研究 

１３）薬物アレルギーの機序 

 

３．診 療 

新外来棟での専門別外来については、当科より

アレルギー・リウマチ内科、総合内科にスタッフ

が参加している。 

現在、病床数は 25～30である。研修医、指導

医が入院患者の診療を担当している。毎週月曜日

の午後にチャートラウンド、火曜日午後に教授が

行われている。また、医局全体のクリニカルカン

ファランス、専門グループ（リウマチ膠原病グル

ープ、呼吸器グループ、腎グループなど）による

カンファランスにより診療方針を決定するなど、

万全を期している。入院患者で多い疾患は、全身

性エリテマトーデス、強皮症、多発性筋炎、関節

リウマチ等の膠原病・リウマチ性疾患、閉塞性肺

疾患、気管支喘息などのアレルギー呼吸器疾患で

ある。生物学的製剤を用いた関節リウマチ治療も

積極的に行っている。 
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沿革と組織の概要 

生体防御感染症学(感染症内科)は診療科再編に

伴い 1998年に発足した。その構成員は、教授１、

助教授１、助手１である。感染制御学と密接な関

係にあり、感染制御部講師２(森屋恭爾、四柳 宏)、

助手２ (新谷良澄、奥川 周)も当科の診療、教育

の一部を分担している。これら常勤職員に加え、

非常勤医員若干名、大学院生６名、医学部研究生

２名が在籍している。また内科研修終了直後の若

手医師数名が、関連病院に出張中である。外来は、

内科の感染症および、肝臓病学、特にウイルス肝

炎を担当し、他の内科診療科とともに、総合内科

外来を分担している、病院各科からの感染症に関

する問合せも多い。研究室は、第一研究棟、内科

研究棟および旧中央診療棟にある。 

 

診 療 

外来診療部門では、月曜日から金曜日まで毎日

午前に感染症専門外来を行っている。また曜日に

よっては、午後にも感染症無いか専門外来を行な

っている。また他の内科診療科とともに総合内科

外来を分担している。入院診療部門では、７～１

０床を運営している。この他に他科からのコンサ

ルテーションが多数あり、併診患者が多い。東京

大学医学部附属病院は、エイズ拠点病院になって

おり、わが国におけるエイズ診療において重責を

担っている。感染症内科入院症例は、HIV感染症、

慢性ウイルス肝炎、結核症などの慢性感染症から、

肺炎などの急性感染症まできわめて多岐にわた

っている。不明熱を呈した患者の多くが当科に入

院するため、悪性リンパ腫などの血液疾患、膠原

病などの症例もしばしば経験している。行事とし

ては、毎週月曜日の夕方に、感染症内科専門カン

ファランスを実施し、火曜日の午前中に教授回診

を行っている。この専門カンファランスは、研修

医、病棟指導医、多数の医局スタッフの参加によ

り行われており、幅広く意見が交換されている。

本専門カンファランスでは、教授、助教授はもち

ろんのこと若手医局員、研修医まで科学的な見地

から、和気あいあいとした雰囲気の中で、自由闊

達に討論がなされている。また毎週金曜日夕方に、

各研修医に原則的に受持ち症例に関連した感染

症のテーマを簡潔にまとめて発表してもらって

おり、教育的な視点に配慮している。診療の基本

的方針として１人１人の患者について、疾患に関

する病態生理の理解を行い、それに関連する事柄

については、最新の基礎的および臨床的知見を取

り入れると同時に、診断効率、医療の費用効果や
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患者の利益を最大限配慮し、検査および治療の具

体的適用について徹底的に検討を加え、現時点に

おいて最良と考えられる医療を目指している。ま

た感染症は多くの臓器に関係し、かつ内科、外科

を問わず、すべての科にまたがった分野であるこ

とから、他の多くの診療科から感染症の診療、治

療に関する問い合わせが多く、他の診療科のコン

サルテーションにも積極的に応じている。 

 

教 育 

卒前教育では、M2の内科系統講義の感染症を

担当し、他の内科系教室と分担してM2の臨床診

断学を担当している。M3、M4の教育では、BST、

クリニカル・クラークシップおよび臨床統合講義

を分担している。BST は、入院症例を中心とし

た臨床の基本的トレーニングに加え、セミナーや

専門カンファランスヘの参加によって、臨床の実

態を体験させると同時に、科学的に病態を把握す

るための基本的考え方の習得を重視した教育を

行っている。クリニカル・クラークシップでは、

学生に診療チームの一員として参加してもらい、

実際の診療を経験してもらっている。また、クリ

ニカル・クラークシップ中には、国立病院機構国

際医療センター・エイズ治療研究開発センターお

よび聖路加国際病院感染症科での実習に参加し

てもらい掘り下げた学習を経験していただいて

いる。卒後教育としては、１年目および２年目の

研修医を 2-3ケ月ごとに数名ずつ受け入れ、受持

症例を通した助手、医員による直接指導を行って

いる。クルズスを多く設けて、感染症分野はもち

ろんのこと、カルテの書き方をはじめとする内科

医としての基本的な考え方と技術の修得が可能

になるように配慮している。また各研修医に主と

して受持ち症例に関連した感染症のテーマを与

え、それに関連した最新の論文を最低数個以上読

んで簡潔にまとめてもらい、感染症内科カンファ

ランスで発表してもらっている。さらに各研修医

ができるだけ多く学会等で発表等において症例

報告ができるように奨励･指導している。これら

の指導の結果、感染症内科をはじめとする指導方

針は、研修医をはじめとして、内科の中でも高い

評価を得ている。 

 

研 究 

HIV感染症やＣ型肝炎ウイルス、B型肝炎ウイ

ルス等の肝炎ウイルス感染症、日和見感染症、宿

主の免疫反応を主な研究対象とし、病原微生物に

対する生体防御機構の解析などを中心に研究を

行っている。それらの成果を踏まえ、ウイルス感

染症に対する新たな予防・治療・発症抑制法の開

発も行っている。 

1) 肝炎ウイルスに対する感染制御・治療法の開発 

2) HIV感染症の臨床的研究 

3) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝発がん機構とその

抑制法の開発 

4) HIV感染症の進展に関する研究 

5) Ｃ型肝炎ウイルスによる肝外病変発生機構と

その抑制法の開発 

6) ウイルス感染症におけるミトコンドリア機能

障害機構 

7) B型肝炎ウイルスによる病原性発現機構の解析 

8) 日和見 CMV 感染症の新規診断法開発と病態

解明 

9) 細菌による血球細胞の活性化機序の解析 

10) 病原体感染時の自然免疫応答機構の解析 

11) 多剤耐性菌出現機構 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科内科学専攻生体

防御腫瘍内科学講座ストレス防御・心身医学は、

病院では内科の一部門の心療内科として診療に

当たっている。平成 18年度末現在のメンバーは、

教授 1、助教授 1、非常勤講師 5、特任講師（病

院）1、助手 1、医員 2、大学院生 10、客員研究

員 7である。 

平成 13年 10月の新病棟オープンに合わせて、

全ての診療活動を本郷で行うようになり、平成

14 年 3 月末の分院からの引越し終了によって、

医局、研究室なども病院地区に移転となった。平

成 18年度末現在、外来は 2階に、病棟の固有床

が入院棟 A13 階北に、教授室は管理研究棟 1 階

に、医局・研究室は入院棟 B11階にある。 

 

診 療 

近年、心身症、摂食障害、パニック障害などの、

内科系外来を訪れるストレス関連疾患の増大に

伴い、心療内科へのニーズは高まっており、外来

はすでに満杯の状態である。 

特に外来初診においては、患者一人に最低でも

1時間程度の時間をかけて診断・治療を実施した

いと考えているため、新患外来は毎日 2～3人で、

基本的に紹介予約制としている。また、一般初診

枠に加え、摂食障害初診枠を設け、それぞれ地域

医療連携枠としても対応している他、平成 17 年

度より院内医師紹介枠も設けている。 

平成 18年度の外来初診患者は 335名 延べ数

は 7262 名、入院患者は延べ 82 名であった。特

に、当科では, 社会的なニーズは高いものの治療

施設が少ない摂食障害の診療に力をいれている

のが特徴である。初診患者の 4割、入院にいたっ

ては 8割近くが摂食障害患者であり、本邦におけ

る摂食障害治療の拠点となることを目指してい

る。 

また、それ以外にも、無菌病棟や緩和ケア病棟

とのリエゾン活動を行い、入院患者全般へのコン

サルテーション活動は別途予約枠を設けて対応

している。さらに平成 17 年度より緩和ケアチー

ムへの協力を行っている。 

 

教 育 

卒前教育においては、M2の内科系統講義、症
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候学、M3 のベッドサイドティーチング、M4 の

クリニカルクラークシップ、M4の臨床統合講義

を実施し、さらに平成 14 年度から始まった M2

のチュートリアル教育も担当している。 

臨床講義では、全 6 回で、心身医学の方法論、

心身医学的治療法（行動療法・薬物療法）、循環

器系・呼吸器系・消化器系・筋骨格系心身症の各

論、摂食調節の異常と治療について講義した。 

臨床統合講義では、特にプライマリケアの現場

で遭遇する可能性が高いが、正しい診断がつかず

年余に亘り症状が持続し大きな社会的損失をも

来すパニック障害について、患者さんへのインタ

ビューなども含めて、心身両面から講義した。 

ベッドサイドでは、まず心療内科的面接法につ

いての模擬面接、患者さんの協力を得ての実地研

修を行い、さらには回診前のプレミーティングや

クルズスで摂食障害を中心にした各種病態の理

解を深め、そして、心理テスト、自律訓練法、箱

庭療法などは自分を題材にして体験学習するこ

とで、医師としての治療的自我の育成を目指した。 

 

研 究 

現在の研究状況としては、自律神経機能の非侵

襲的評価法、ヒトの時系列生体情報の測定を行う

Ecological Momentary Assessment (EMA)など

の方法論の発達によって、様々なストレス関連疾

患の発症や維持における身体・心理・行動面の相

互関係を明らかにするためのより基礎的研究を

積極的に進めつつある。また、研究対象を従来の

心身症、生活習慣病、摂食障害、パニック障害な

どから、さらに癌患者の疼痛コントロールなどに

も広げてきている。また、EMA の方法論によっ

て得られた時系列データを扱うために、従来医学

分野では用いられることが少なかった洗練され

た解析手法を用いて行っている。 

現在、当教室で取り組んでいる研究を、その方

法論別にまとめておく。 

EMA を中心にした行動科学的手法：緊張型頭

痛を対象とした EMAによる病態評価。摂食障害

を対象とした再摂食期の自律神経活動、日常生活

下における食行動・排出行為と体動パターンの

EMA による検討、心電図の解析による不整脈源

性基質の検討。Tilt負荷試験を用いた自律神経機

能の評価。排出行為に伴う消化器症状の評価。パ

ニック障害を対象としたパニック発作時の心電

図と自覚症状の EMAによる検討。緩和ケアを受

けている患者を対象とした日常生活下における

癌性疼痛による活動量への影響・心理社会的因子

との関連の検討。不眠症を対象とした薬物療法の

効果の EMAによる検討。 

神経内分泌・神経免疫学的手法：神経性食欲不

振症患者における再摂食期のエネルギー代謝の

多面的評価、治療前後での各種摂食関連物質の変

動の検討、骨代謝と関連マーカーの検討、治療効

果を評価可能なバイオマーカーの探索。 
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沿革と組織の概要 

1949年（昭和 24年）に院内措置として発足し

た輸血部は、1966年（昭和 41年）に予算措置が

なされ、正式に認可された。創立当時は、中央検

査部教授が輸血部長を兼任し、1984年（昭和 59

年）に遠山博先生が初代教授に就任された。遠山

博元教授の「輸血医学」出版（現在は第 3版）に

引き続き、大河内一雄先生による B型肝炎ウィル

ス（HBs 抗原）の発見、十字猛夫元教授による

移植片対宿主病（Graft-versus Host Disease, 

GVHD）の発症機序の解明、また柴田洋一前教授

による血小板抗原・抗体検査法の開発と新しい血

小板型の発見など、輸血医学の分野への貢献は非

常に大きい。その後、1997 年（平成 9 年）に、

東京大学医学部の大学院大学発足に際して、内科

学専攻輸血医学講座となった。 

現在の輸血部の構成は次のとおりである。医師

6 名（内常勤 4 名、非常勤 2 名）、臨床検査技師

10名、看護師 1名（材料部と兼任）、事務員 1名

（医事課）である。 

 

診 療 

輸血部の主な業務は輸血用血液の管理、検査及

び供給である。当院では、全ての輸血用血液は輸

血部で管理されており、適正かつ安全な輸血療法

の実施について院内での指導も行っている。輸血

関連検査、移植関連検査、感染症検査を実施し、

輸血副作用が認められた場合の対応・検査も行っ

ている。また、これまでも自己血輸血を積極的に

実施してきたが、2006 年 1 月より全国に先駆け

て自己血外来を設置し、自己血の普及に努めてい

る。自己血外来では、患者の診察を行い、採血ス

ケジュールを決定し、同意書を作成して採血を実

施している。自己血の管理・供給も行っている。

また、癌患者及び習慣性流産患者の免疫療法、末

梢血幹細胞の採取・保存も積極的に行っている。 

I. 輸血用血液（血液製剤）の管理供給 

II. 輸血関連検査 

1) 血液型検査、交差適合試験、不規則抗体同定

検査； 

2) 赤血球抗体、白血球抗体（HLA抗体、顆粒球

抗体）及び血小板抗体； 

3) 感染症検査（A型肝炎、B型肝炎、C型肝炎、

HIV、ATLAなど） 

4) 骨髄及び臓器移植のための HLA検査（血清学

及び DNAタイピング）； 

III. 臨床 

1) 自己血採血・保存・供給； 

2) 習慣性流産患者のための免疫療法； 

3) 末梢血幹細胞の採取及び保存； 

4) 樹状細胞を用いた癌免疫療法； 

5) 癌の抗血管新生療法。 
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教 育 

医学部学生（6年生）に対して輸血医学の実習

を行っている。学生は 1 グループ 6 名、18 グル

ープに分かれて、3日間の実習を受ける。実習内

容は以下のとおりである。 

1) 輸血部を見学し、当院の輸血用血液（血液製

剤）の管理・検査・供給システムを理解する。 

2) 輸血における血液型（赤血球型、白血球型、

血小板型）の重要性について学ぶ。 

3) 血液型検査及び適合検査の実施方法について

学ぶ。 

4) 輸血における不規則抗体の重要性及びその同

定検査を学ぶ。 

5) 輸血副作用の発症機序、予防及び治療方法に

ついて学ぶ。 

6) 自己血輸血の適応及び実施方法について学ぶ。 

7) 末梢血幹細胞の採取・保存方法及び適応につ

いて学ぶ。 

8) 癌免疫療法について学ぶ。 

9) 輸血に関する法律、血液製剤の使用指針の改

定、輸血療法の実施に関する指針改訂など、近年

の輸血分野での重要な出来事を把握する。 

10）日本赤十字社血液センターを見学し、日本の

献血制度、輸血用血液（血液製剤）の種類及び適

応について学ぶ。 

 

研 究 

当輸血部では、輸血の際に重要な血液型（赤血

球型、白血球型、血小板型）の研究を初め、輸血

副作用、移植免疫、免疫療法、造血幹細胞などに

ついて研究を行っている。血液型に関しては、血

清学的及び遺伝子学的な研究を行っている。骨髄

や臓器移植の際に重要な HLA（白血球型）検査

は、十字猛夫元教授によって国内で積極的に実施

されるようになり、現在でも DNAタイピングが

導入されるなど、研究が進められている。また血

小板型の検査法として本邦で広く利用されてい

る mixed-passive hemagglutination (MPHA)法

は、柴田洋一前教授によって開発され、その研究

は血小板型に限らず、顆粒球型、内皮細胞型の検

査法としても検討が行われている。また、移植免

疫を初め、癌の免疫療法、習慣性流産患者の免疫

療法など、免疫学的な研究も実施している。移植

に関連しては、造血幹細胞の増殖・分化に関する

研究も行っている。最近では、医療材料の開発に

関する研究も開始している。主な研究テーマは下

記のとおりである。 

1. 血小板抗原・抗体検査とその臨床的意義に関

する研究； 

2. 血小板減少性紫斑病（輸血後、新生児）の診

断、予防、治療に関する研究； 

3. 自己血の保存方法、臨床応用に関する研究； 

4. 輸血後 GVHDの発症機序、予防及び治療法に

関する研究； 

5. 新たな血小板クロスマッチ法の開発に関する

研究； 

6. 抗内皮細胞抗体の臨床的意義、検出方法の開

発に関する研究； 

7. 血小板型及び白血球型（HLA及び顆粒球型）

の DNAタイピング； 

8. 新たな血小板機能評価システムの開発に関す

る研究； 

9. 腫瘍血管新生を標的とした新たな癌治療の開

発に関する研究； 

10. 樹状細胞を用いた癌免疫療法の臨床研究； 

11. 造血幹細胞の増殖・分化に関する研究； 

12. 医療材料の開発に関する研究。 
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生殖内分泌学・生殖腫瘍学・周産期医学・

分子細胞生殖医学 

 

 

 

 

 

はじめに 

産科婦人科学講座は生殖・発達・加齢医学専攻

に属し、生殖内分泌学、生殖腫瘍学、周産期医学

および分子細胞生殖医学の４つの専攻分野に分

かれている。前三者は各々産科婦人科学の主要３

臨床部門である生殖内分泌医学、腫瘍医学、周産

期医学に対応し、分子細胞生殖医学は主として基

礎的領域を取り扱う専攻分野として設置された。

また、附属病院の診療科としては、女性診療科・

産科、女性外科を担当しており、また診療部とし

ての周産母子診療部（平成 13年 4月より分娩部

から改称）を運営している。現在の構成員は、教

授：武谷雄二（生殖内分泌学、女性診療科・産科

科長）、堤 治（分子細胞生殖医学）、准教授：上

妻志郎（周産期医学）、矢野 哲（生殖腫瘍学、

女性外科科長）、藤井知行、講師：久具宏司、百

枝幹雄、大須賀穰、八杉利治、助手 18 名、医員

8名、大学院生 26名（海外よりの留学生 1名含）、

留学者 2名、出張者約 80名である（平成 19年 4

月現在）。外来は外来診療棟 1 階、病棟はＡ病棟

3階、医局および研究室は南研究棟 3階及び中央

診療棟 6階に位置する。以下に当教室の教育、研

究、診療の現状について述べる。 

 

教 育 

卒前教育では、当教室は M2 の系統講義、M3

及びM4の臨床統合講義とベッドサイド教育を担

当している。系統講義・臨床講義を通じて、産科

学・婦人科学の基礎から最前線の事項までを、網

羅的な紹介にとどまらずに取り上げている。平成

19 年度の系統講義では、無月経、胎児仮死、絨

毛性疾患、前置胎盤、産科ショック、習慣性流産、

子宮体癌、不妊症、性分化、卵巣腫瘍等を取り上

げた。ベッドサイド教育では、M3は主として都

内の関連病院での見学及び実習を中心とし、非常

勤講師の指導の元に産婦人科臨床の実体が把握

できるように配慮している。またM4では、医学

部附属病院病棟での臨床実習、外来でのポリク

リ・専門外来の見学を通して、産婦人科各専門領

域での先端的かつ実際的な知識の習得に心がけ

ている。 

卒後教育においては、新研修制度の開始により

従来とは異なる教育システムで対応している。ス

ーパーローテートの 2 年目の必修研修医に対し

ては、良性婦人科疾患に対する内視鏡手術や体外

受精・胚移植法を中核とする不妊症診療を行う生

殖勤務、婦人科悪性腫瘍の診療を行う腫瘍勤務、

妊娠・分娩管理を行う周産期勤務に分かれてそれ

ぞれの対象疾患に対して上級医の指導の元に実

地臨床の研修を行う。また、1ヶ月間という比較

的短期間の研修故に必ずしも十分な症例を経験

できない点を補う目的で、計 3 回の problem 

based learning (PBL)を行い、産婦人科プライマ

リケアにおいて不可欠な項目の確認も行ってい

る。2年目で、必修研修に加えて産婦人科を選択

科として複数月の研修を行う者に対しては、生

殖・腫瘍・周産期の全部門を均等に回り、各分野

の実地臨床に参加させるようにしている。 

3年目以降の専門研修においては、産婦人科専

門医となるべく、医学部附属病院及び連携病院と

の間で有機的な連携を保ちながら、臨床経験を積

んでいく環境を整えている。また、実地臨床に携
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わる中で、実際の臨床経験に基づいた臨床研修や

症例報告を教室内あるいは関連各学会において

積極的に発表するようにしている。 

大学院教育は、基本的臨床研修が終了した者を

対象とし、臨床のみならず研究教育面での指導者

の育成を目標としている。各研究プロジェクトに

属し、最先端の基礎的研究に専念する期間とし、

研究課題の臨床との関連を探る期間とのバラン

スをとりつつ研究を進めるようにしている。 

 

研 究 

当教室の研究体制はプロジェクト制を採用し

ており、研究室の仕切にとらわれず研究テーマ毎

に柔軟な研究が行えるよう配慮している。産婦人

科学のカバーする領域は広範であるが、具体的に

は以下のような研究グループを形成し、臨床的・

基礎的研究活動を行っている。 

① 生殖内分泌領域 

② 周産期領域 

③ 悪性腫瘍・感染症領域 

④ 女性のプライマリケア領域 

最近の主な発表論文は、後に示すようなもので

ある。 

 

診 療 

平成 10 年度より診療科の体制を、女性診療

科・産科と女性外科の 2科に分けた。これは少子

高齢化社会における社会の要請としての女性の

ライフステージに応じて生ずる多様な疾病・異常

にお対応できる柔軟な診療体制を整えるための

措置である。 

(1) 外来診療 

月曜日から金曜日までの一般外来の他、妊婦外

来と専門外来とを行っている。一般外来は２診療

科を統一して運用し、専門外来は分担して、不

妊・内分泌外来、ハイリスク妊娠外来、週間流産

外来、超音波外来、子宮内膜症外来、遺伝外来、

ヘルスケア外来 (女性診療科・産科)、腫瘍・感染

症外来、子宮鏡外来 (女性外科)等を開設している。

平成 18 年の外来患者数は、女性診療科・産科が

36778 名(延べ数、うち新来患者約 2600 名)、女

性外科が 8454 名(延べ数、うち新来患者約 380

名)であった。診療は、久具外来医長・百枝外来

医長以下担当医師及び 6 名の看護スタッフが当

たっている。 

(2) 入院診療 

現在、実病床数は 71床で、このうち 43床を主

として婦人科疾患患者(女性外科)、28床を妊婦及

び褥婦(女性診療科・産科)に充てている。平成 18

年の入院患者数は 24085 名(延べ数)、手術数は

657件であり、分娩は平成 17年が 421件で平成

18年は 611件、体外受精・胚移植数は平成 17年

が 228件で平成 18年度は 130件であった〔中央

診療棟 2 期に移転のため実働期間は例年よりも

短縮〕。良性疾患に対する手術には積極的に内視

鏡下手術を行っている(366 件)。分娩及び体外受

精・胚移植は、隣接する周産母子診療部にて行わ

れている。 

手術日は火・木・金曜日で、手術前日の午前中

に術前診察が担当教授または准教授により行わ

れる。また、毎週水曜日には総回診が行われ、生

殖・腫瘍・周産期の各部門毎に准教授が担当する。

さらに、各勤務の勤務者のミーティングが毎週火

曜日の午後に行われ、全体の臨床検討会が隔週の

水曜日に行われる。放射線科と合同の放射線ミー

ティング、病理部と合同の婦人科 CPC、小児科・

小児外科と合同の周産期ミーティングが毎月定

期的に開かれ、診療の連携に努めている。 

 

おわりに 

産科婦人科領域を取り巻く状況は、社会情勢の

変化に伴って大きく変貌しつつある。不妊症治療

においては、体外受精・胚移植法が中核的治療法

として確立したといえるが、先端技術を駆使した
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うえで、さらなる成功率の向上と、一方で多胎妊

娠の減少などの課題を克服していく必要がある。

外科的手術を低侵襲化する手段としての内視鏡

下手術は、普及の一途をたどっているといえ、需

要もさらに多くなってきているが、一方で安全性

の追求及び教育システムの確立などが今後の課

題となっている。少産社会では周産期領域のより

一層の充実が不可欠である。高齢化社会の元での

婦人の健康管理に婦人科医の果たす役割は増大

していく。このような様々な要請に応えるべく、

柔軟な体制で一層の努力を継続して行きたいと

考えている。 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学部小児科学教室は本年で設立118

年目を迎え、わが国で最も長い小児科学教室の歴

史を有する。江戸時代のわが国ではすでに各地に

小児科医が活動していたが、明治 21 年に弘田長

（ひろたつかさ）先生が本学（前身の帝国大学医

学部）にわが国初の小児科学教室を設立し、その

初代教授に就任された。以来当教室は指導的な小

児科医を多数輩出し、わが国の小児科臨床、小児

保健、小児医学研究、小児医学教育のすべての面

において多大の貢献を果たしてきた。 

現在の小児科学教室のスタッフは教授 1、助教

授 2、講師 4、病院講師 3、助手 13、後期（専門）

研修医 11、厚生労働省特別研究員 1、大学院生

11、外国人研究者 2 から構成される。近年は、7

～26 名／年の新たな小児科医が当科に加わって

いる。平成 18年には 11名の後期研修医が加わっ

た。 

 

診 療 

新外来棟 2 階南に小児科外来と小児外科外来

があり、現在両科は小児心理部門と一緒に外来診

療を行っている。午前中は一般外来と専門外来、

午後は専門外来が主体の外来である。平均外来患

者数は 1日に約 100名、救急外来の平均患者数は

10～15 名である。小児科外来は助手以上のすべ

ての常勤小児科医が担当する。さらに、院外から

数名の届け出診療医が主に月数回専門外来を担

当している。 

小児病棟は 96 床の小児用病床を有する。産科

病棟には約 15 の新生児用ベッドがあるため、東

大病院には現時点ですでに 100 床以上の小児用

ベッドがあり、制度的には小児病院と名乗ること

が可能な状態となっている。入院 A 棟の 2 階北

と南に小児用の一般床が、2 階南に Pediatric 

Intensive Care Unit (PICU)が 6床、2階北には

Growth Care Unit (GCU：この用語は欧米では

一般的でなく、レベル 2 の NICU と呼ぶのが正
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しい) が 6 床、3 階南には Neonatal Intensive 

Care Unit  (NICU)が 9床存在する。 

PICUは国立大学病院としてはわが国初の治療

ユニットであり、その設立は国立成育医療センタ

ーよりも早かった点は特記すべき事項である。

PICUには小児科・小児外科の重症患者が入院す

るが、その半数以上が先天性心疾患の術後患者で

ある。 

小児科への新規の入院患者数は年間約 750 名

で、先天性心疾患患者と血液・悪性腫瘍患者がそ

れぞれ約 200 名、新生児患者が約 100 名を占め

る。その他、感染症、神経・筋疾患、免疫・アレ

ルギー疾患、腎疾患患者が主な入院患者である。

小児科入院患者数は 55～65名であり、病床稼働

率は 90%程度を占める。助手、医員、研修医の 3

～5名から構成される 3つの臨床班（〔1〕血液・

悪性腫瘍，〔2〕神経，〔3〕腎・免疫・呼吸・一般 ）

が分担して入院患者を担当する。後期研修医は

NICU, PICU及び前記の 3つの診療グループを 1

～3 ヶ月単位でローテーションし研修を受ける。

また、昨年度に本学に設立された心の発達診療部

には当教室の出身者である医師が助手 1 名と医

員 1 名として参画し、診療・研究に励んでいる。

さらに、当教室の血液・腫瘍班から 1名が無菌治

療部の講師として参画し、診療・研究にあたって

いる。 

月曜、木曜の午前 8時から教室員全員が入院 A

棟のカンファランスルームに集合し、新規入院患

者と重症患者について討議する（モーニングカン

ファランス）。火曜日午後１時からは全入院患者

について経過や治療方針について討議する（チャ

ートラウンド）。終了後、教授、助教授、専任講

師、病棟講師による患者回診が行われる。木曜日

午後 5時 30分からは症例検討会や研究報告会が

行われる。平成 18年 1月～３月までNew Mexico 

University, Children’s Hospitalの Jeffery Fahl

教授（消化器栄養病学）が Visiting Professorと

して前年より引き続き研修医教育にあたられた。 

循環器班、血液・腫瘍班、神経・筋疾患班など

は毎週 1 回専門グループによるカンファランス

と回診を行っている。さらに、循環器班は心臓外

科と毎週臨床検討会を行っている。 

平成 14年 9月から入院 A棟に小児病棟が設立

されてから、当科の小児科医は当院の小児外科医、

産婦人科医、心臓外科医と一緒に診療を行う機会

が可能となった。科の間を結びつけるパイプは現

在極めて太くなっており、極めて良好なコミュニ

ュケーションと協力・信頼関係を保つことが出来

ている。 

小児病棟に入院中の学童・生徒の多くは院内学

級である「こだま学級」に通学している。入院中

であっても教育を受ける権利が患児に確保され

ていることは、患児と親御さんの両方にとって極

めて有用である。また、病院全体のボランティア

組織「にこにこボランティア」に所属するボラン

ティアによる患児と親御さんへの訪問活動も子

供達にとって大変楽しみな行事となっている。特

に、医療関係者以外の人との交流は患児にとって

は安らぎを与えるだけでなく、社会性を身につけ

させる上でも有用である。親御さんにとっても安

らぎを与えると共に、親御さんに私的な行動を保

障する重要な時間を生み出している。平成 18 年

4月からは小児病棟に長年の念願であった病棟保

育士が導入された。 

 

教 育 

M2学生には小児科系統講義と小児科診断学の

実習を行う。学外の非常勤講師の協力なしにこれ

らの教育活動を実施することは不可能である。

M3学生は 2週間の病棟実習を行う。実習期間中

に学生は 2~3名の入院患者を担当し、病歴聴取、

診察、入院診療録の記載、心臓カテーテル検査を

含めた種々の検査の見学などを行う。また、学生

は心身障害児総合医療センターへ訪問し実習す
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る。小児病棟での実習中に、小児神経学、腎臓病

学、輸液、血液・腫瘍学などのクルズスを行う。

M4学生には外来診療を 5日間行う。外来実習の

2 日目、3 日目には現在外来小児科学会で活躍中

の 4名の開業小児科医と外来患者数の多い 5カ所

の公的病院に学生が訪問し、それらの施設の外来

にて学生は外来実習を受ける。大学病院小児科外

来で小児の common diseaseを経験することは現

在難しい状況にある。外部病院と診療所における

外来実習で学生は小児の common diseaseを経験

し、さらに乳児健診や保育園検診を通じて健康小

児に接することができる。なお、東京大学医学部

における臨床実習において開業されている先生

方が非常勤講師となって外来実習を担当してい

るのは小児科だけである。このような実習に対す

る医学部学生からの評判は極めて良好である。ま

た、この様な実習を行うためには東京大学医学部

からの強力な御支援が不可欠であり、このような

プログラムをお認めになった東京大学医学部と

医学部教務委員会に深く感謝する。 

 

研 究 

血液・悪性腫瘍グループは神経芽腫、横紋筋肉

腫、Ewing 肉腫など小児固形腫瘍計 100 例につ

き超高密度オリゴヌクレオチドアレイを用いて、

網羅的ゲノム解析を行った。その結果、これまで

に報告のない欠失や増幅が複数検出された。また

横紋筋肉腫ではMET遺伝子が腫瘍の進展に関与

していることを明らかにした。腎臓グループは国

内の Dent病患者についての遺伝的・臨床的解析

を行い、Dent病の遺伝的多様性を証明し CLCN5
遺伝子および OCRL 遺伝子に多くの新規変異を
見いだした。また糸球体上皮細胞におけるシグナ

ル伝達機序の一端を明らかにし、ネフローゼ症候

群における蛋白尿発生メカニズムの解析を進め

ている。循環器グループはカテーテルインターベ

ンションの PDA ステント留置の新規臨床応用を

進めた。新生児グループは未熟新生児の体液、循

環調節に関しての臨床的研究を続行している。免

疫グループは小児ガン患者における樹上細胞を

用いた免疫療法の臨床応用研究を進めている。 

2006年度には 2nd Asian Society for Pediatric 

Research学会を東大主管で開催し、約 400の一

般演題が発表され活発な討議がなされた。 
 

出版物等 
 
2006 

（１） Chen YY, Takita J, Mizuguchi M, Ida k, Koh 
K, Igarashi T, Hanada R, Tanaka Y, Park M, 
Hayashi Y: Mutation and expression 
analyses of the MET and CDKN2A genes in 
rhabdomyosarcoma with emphasis on MET 
overexpression. Genes Chromosomes Cancer 
16: 348-358, 2006. 

（２） Chen YY, Takita J, Hiwatari M, Igarashi T, 
Hanada R, Kikuchi A, Hongo T, Taki T, 
Ogasawara M, Shimada A, Hayashi Y: 
Mutations of the PTPN11 and RAS Genes in 
Rhabdomyosarcoma and Pediatric 
Hematological Malignancies. Genes 
Chromosomes Cancer 45: 583-591, 2006. 

（３） Inatomi J, Matsuoka K, Fujimaru R, 
Nakagawa A, Iijima K: Mechanisms of 
development and progression of cyanotic 
nephropathy. Pediatr Nephrol 21: 
1440-1445, 2006 

（４） Kanamori Y, Tomonaga T, Sugiyama M, 
Hashizume K, Goishi K, Haga N: Bizarre 
presentation of epigastric heteropagus: 
report of a case. Surg Today 36: 914-918, 
2006 

（５） Kitanaka S, Sato U, Maruyama K, 
Igarashi T: A compound heterozygous 
mutation in the BSND gene detected in 
Bartter syndrome type IV.  Pediatr 
Nephrol 21: 190-193, 2006 

（６） Kitanaka S, Takeda A, Sato U, Miki Y, 
Hishimura A, Ieiri T, Igarashi T: A novel 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 193 

compound heterozygous mutation in the 
thyroglobulin gene resulting in congenital 
goitrous hypothyroidism with high serum 
triiodothyronine levels．J Hum Gene 51: 
379-382, 2006 

（７） Maeda E, Akahane M, Kato N, Hayashi N, 
Koga H, Yamada H, Kato H, Ohtomo K: 
Assessment of major aortopulmonary 
collateral arteries with multidirector-row 
computed tomography Radiat Med 24: 
3738-383, 2006 

（８） Mastroyianni SD, Gionnis D, Voudris K, 
Skardoutsou A, Mizuguchi M: Acute 
necrotizing encephalopathy of childhood in 
non-Asian patients. Report of three cases 
and literature  review. J Child Neurol 21: 
872-879, 2006 

（９） Park MJ, Shimada A, Asada H, Koike K, 
Tsuchida M, Hayashi Y: JAK2 mutation in 
a boy with polycythemia vera, but not in 
other pediatric hematologic Disorders 
Leukemia. 20: 1453-1454, 2006 

（10） Nagayama J, Tomizawa D, Koh K, 
Nagatoshi Y, Hotta N, Kishimoto T, 
Takahashi Y, Kuno T, Sugita K, Sato T, 
Kato K, Ogawa A, Nakahata T, Mizutani S, 
Horibe K, Ishii E: Infants with acute 
lymphoblastic leukemia and a germline 
MLL gene are highlycurable with use of 
chemotherapy alone: results from the 
Japan Infant Leukemia Study Group  
Blood. 107: 4663-4665, 2006 

（11） Okumura A, Kidokoro H, Mizuguchi M, 
Kurahashi H, Hirabayashi Y, Morishima T, 
Watanabe K: The mildest form of acute 
necrotizing encephalopathy associated with 
influenza Neuropediatrics. 37: 261-263, 2006 

（12）Phan TG, Takanashi S, Kaneshi K, Ueda Y, 
Nakaya S, Nishimura S, Sugita K, 
Nishimura T, Yamamoto A, Yagyu F, 
Okitsu S, Maneekarn N, Ushijima H: 
Detection and genetic characterization of 

norovirus strains circulating among infants 
and children with acute gastroenteritis in 
Japan during 2004-2005. Clin Lab 52: 
519-525, 2006 

（13） Saitoh M, Kubota M, Kimura I, Mizuguchi 
M, Igarashi T: A case of panayiotopolos 
syndrome showing an atypical course. 
Seizure 15: 643-648, 2006 

（14） Saito Y, Yamamoto T, Mizuguchi M, 
Kobayashi M, Saito K, Ohno K, Osawa M: 
Altered glycosylation of alpha-dystroglycan 
in neurons of Fukuyama congenital 
muscular dystrophy brains. Brain Res 
1075: 223-228, 2006 

（15） Sekine T, Miyazaki H, Endou H: Molecular 
physiology of renal organic anion 
transporters. Am J Physiol Renal Physiol 
290: 251-261, 2006 

（16） Tsuchida S, Engelberts D, Peltekova V, 
Hopkins N, Frndova H, Babyn P, McKerlie 
C, Post M, McLoughlin P, Kavanagh BP: 
Atelectasis causes alveolar injury in 
nonatelectatic lung regions. Am J Respir 
Crit Care Med 174: 279-289, 2006 

（17） Yamanouchi H, Kawaguchi N, Mori M, 
Imataka G, Yamagata T, Hashimoto T, 
Momoi M, Eguchi M, Mizuguchi M: Acute 
infantile encephalopathy predominantly 
affecting the frontal lobes. Pediatr Neurol 
34: 93-100, 2006 

（18） Yamanouchi H, Mizuguchi M: Acute 
infantile encephalopathy predominantly 
affecting the frontal lobes (AIEF): A novel 
clinical category and its tentative 
diagnostic criteria. Epilepsy Res 70: 
263-268, 2006 

（19）Yamasoba T, Goto Y, Komaki H, Mimaki M, 
Sudo A, Suzuki M: Cochlear damage due to 
germanium-induced itochondrial dysfunction 
in guinea pigs. Neurosci Lett 395: 18-22, 
2006. 

 



194 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

和文 2006 

（１） 小宮山真美，森雅人，山形崇倫，水口雅，桃井
眞里子：口唇口蓋裂，小陰茎，精 
神運動発達遅滞を呈した下垂体前葉欠損の１例. 
小児科臨床 59: 2039-2044, 2006 

（２） 木村美和子，横山美貴，二藤隆春，他：咽頭血
管 腫 に よ り 意 識 消 失 を き た し た

Klippel-Trenaunay症候群の１症例．日本気管
食道科学会会報 57: 378-384, 2006 

（３） 森島恒雄，富樫武弘，中村祐輔，横田俊平，

田代眞人，岡部信彦，奥野良信，布井博幸，

山口清次，細矢光亮，市川光太郎，水口雅，

河島尚志，塩見正司，市山高志，玉腰暁子，

佐多徹太郎，木村宏，山田至康，宮崎千明，  
黒木春郎，鍵本聖一，岩崎琢也，栗原まな，

奥村彰久，前田明彦，中野貴司，荒川浩一，

尾内一信，藤井史敏，安井良則，坂下裕子，

黒川雅代子，瀬藤万里子，井上ひとみ，多

屋馨子，岡田晴恵，二宮伸介，山下信子，

長尾隆志，和田智顕，厚生労働省インフル

エンザ脳症研究班：インフルエザ脳症ガイ

ドライン. 小児科臨床 59: 339-364, 2006 
 
 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 195 

小児外科学 
 

教授  
岩中 督  

講師  
金森 豊  

助手  
杉山正彦、古村 眞、中原さおり、川嶋 寛  

 
ホームページ http://square.umin.ac.jp/pedsurg/index.html 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

小児外科は、1951年（昭和 26年に）第二外科

学講座の小児診療チームとして発足した。その後、

1961年(昭和 36年)当時の第二外科木本誠二教授

の指導で、石田正統講師をチーフとして小児外科

の研究班が結成され、横隔膜ヘルニアの発生学の

研究に心血がそそがれた。 

1971年(昭和 46年)には、国立大学では初めて

診療科として小児外科が認可された。 

1973年(昭和 49年)には、当時の石田正統教授

のもとで中央診療部門として小児術後集中治療

部が新設され、小児外科患児を専門に収容できる

病棟が完成した。斉藤純夫助教授が小児外科診療

科長に就任され、第二外科から独立した。 

1983年（昭和 58年）には斉藤純夫先生が小児

外科専任教授となられた。胆道閉鎖症の術式、術

後管理などの臨床研究が精力的に行われた。 

1985年（昭和 60年）より中條俊夫先生が、教

授に就任され、臍帯ヘルニアの腹壁閉鎖法や胆道

閉鎖症の逆流防止弁など、オリジナルな小児外科

の術式を開発された。これらの術式は、中條法と

して現在も日本の小児外科医に受け継がれている。 

1989 年(平成元年)には、九州大学に引き続き、

国立大学では 2 番目の小児外科学講座として文

部省に認可された。 

1991 年(平成３年)より土田嘉昭先生が教授に

就任され、神経芽腫、悪性胚細胞腫瘍を中心とし

た悪性腫瘍の研究・臨床に携られ、高い評価の論

文を発表された。 

1995 年(平成７年)東京大学の大学院重点化に

伴い、小児外科学教室は生殖・発達・加齢・医学

専攻 小児医学講座 小児外科学分野として再

編された。 

1996年(平成 8年)より橋都浩平先生が、教授に

就任され、第二外科の幕内教授らとともに、小児

の生体肝移植手術を開始された。 

2006 年(平成 18 年)8 月より岩中 督教授が第

6代教授として着任した。現在、教授１、准教授

１、助教４、医員 2、大学院生 3名で教室を構成

している。また各地の小児外科の拠点とされる関

連病院で、20 名以上の教室員が、臨床の最前線

を担っている。 

 

診 療 

外来診療は月曜から金曜まで、主に助教以上の

スタッフが行っている。現在、外来は小児科と共
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通であり、両科で緊密な連携を取りながら診療を

行っている。専門外来として、肝胆道外来、腫瘍

外来を行なっている。最近では、セカンド・オピ

ニオン外来を開設し、慎重、精緻な説明をおこな

い、好評を得ている。 

病棟は、入院 A棟２階南にあり、形成外科など

他の外科系小児症例もこの病棟に入院している。

現在の病床数は 16床で、年間約 400例の入院が

ある。手術症例でもっとも数が多いのは鼠径ヘル

ニアであるが、その他に神経芽腫、ウィルムス腫

瘍などの小児悪性腫瘍、胆道閉鎖症、胆道拡張症

などの胆道疾患、気管狭窄症、肺嚢胞症などの呼

吸器外科疾患、新生児消化管閉塞症などバラエテ

ィに富んでいる。 

他施設の小児外科と較べて特記すべき点は、内

視鏡手術（腹腔鏡手術・胸腔鏡手術）に積極的に

取り組んでいることである。保険に収載されてい

ない小児外科疾患に対しても、先進医療への申請

をめざして様々な術式の開発を行なっている。一

方で、重症心身障害児・神経難病疾患患児の外科

的治療にも積極的に取り組み、患児の生活の質

(Quality of Life：QOL)を改善するために内視

鏡手術を駆使し、在宅療養の支援を行なっている。

また、周産母子診療部との協力により、出生前診

断症例に対しては、出生前治療を行なっており、

小児科（新生児科）との連携も確立している。 

 

教 育 

学部Ｍ１、M2の学生に対しては、研究室配属

とフリークオーターでの指導を行なっている。臨

床の現場に積極的に係わるように指導されてお

り、研究プロジェクトの一部を担当させ、実習の

終わりに成果発表会を行なっている。また、Ｍ２

学生に対しては様々な小児外科疾患の臨床講義

を、Ｍ４学生には、５日間の BＳＬで、１回の手

術見学、１回の小児病院見学、3回のクルズスを

行っている。その中で、ビデオ、医学教育用モデ

ルなどを用いて、学生が理解をし易いよう、また

クルズスにおいても、問題解決型の教育を行うよ

う、スタッフは鋭意工夫を重ねている。 

初期臨床研修では、必修外科研修科として、初

期研修医の教育を担当している。基本外科手技・

術後管理、及び小児外科疾患の基本から輸液管理、

呼吸、循環管理について学ぶことのできるプログ

ラムとなっている。 

 

研 究 

岩中教授が赴任後、再生医療に関する研究をさ

らに積極的に開始した。従来の動物実験のみでは

なく、再生医療部に研究室を新設し、ヒトの気管

再生の研究を開始している。また、低侵襲手術研

究グループを立ち上げ、動物資源研究領域棟に実

験設備を設置し、家兎を用いた小児内視鏡手術研

究およびトレーニングプログラムを開始した。 

従来から存続する腫瘍研究グループでは、腫瘍

発生に関連する遺伝子の解析とその腫瘍を抑制

する遺伝子の探求が行なわれている。また、ウイ

ルスを用いた新たな腫瘍の治療法の開発に取り

組んでいる。 

肝胆道疾患・移植グループは、肝移植･小腸移

植の免疫学的研究と胆道閉鎖症術後の病態解明

に関する臨床的研究を行なっている。 

腸管免疫研究グループは、プロバイオティック

ス・シンバイオティックスを用いた小児消化管機

能賦活療法を世界に先駆けて開始し、臨床的効果

について研究している。さらに、動物実験による

基礎的研究を行なっている。 
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沿革と組織の概要 

当教室は昭和 37 年本邦で初の老年病学教室と

して発足した。医学部附属病院診療科再編成に伴

い、当診療科の呼称を、平成 10年 4月、老人科

より「老年病科」に改めた。当教室は、診療部門

としての診療科、および教育部門としての大学院

講座の双方を担当している。 

診療科としての老年病科は内科診療部門に属

している。老年病科は教授１、助教授１、講師３、

助手４、医員４、大学院生 10、出張者１名より

構成されている。 

大学院講座としての加齢医学講座は、生殖・発

達・加齢医学専攻部門に属している。加齢医学講

座は老年病学分野および老化制御学分野の 2 分

野に分かれ、各々臨床医学的、基礎医学的アプロ

ーチにより加齢医学を究めることを目的として

いる。 

 

診 療 

11 階南フロアを中心に入院診療をおこなって

いる。疾患数は平均 5疾患で多臓器機能障害や在

宅退院が困難なために入院が長期化する症例も

ある。誤嚥性肺炎、睡眠時無呼吸症候群、粥状動

脈硬化性疾患、心不全、骨粗鬆症の診療にも力を

入れており、疾患のみならず患者全体を診る姿勢

を貫いている。 

外来診療は、内科外来フロアで 3 つの診療室

（206、207、208）を利用し月曜日から金曜日ま

で午前、午後行っている。老年病の一般診療に加

えて内科の呼吸器、循環器、神経、骨粗鬆症、糖

尿病、腎臓、消化器、等の専門家がそろっている

体制を活かし、よりきめの細かい診療を行ってい

る。痴呆の疑いなどの患者については、「もの忘

れ外来」において、家族の相談の場を提供してい

る。平成 15 年より、女性医師による女性のため

の女性専用外来（予約制）を開設した。女性特有

の悩みから女性の疾患まですべて対応している。

平成 18年度の新来患者数は 318名、外来患者総

数は 15,548名であった。 

 

教 育 

卒前教育では当教室は他の内科学教室と分担

して M2 の臨床診断学実習と系統講義、症候学、

M3 と M4 の臨床統合講義、M3 に対する臨床実
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習（BSL、クリニカルクラークシップ）を担当し

ており、老年医学に関する教育を行っている。 

系統講義では老年医学総論、次いで老化の概念、

老化に伴う身体諸機能の変化（循環器、神経系、

骨運動器、腎・尿路・内分泌、呼吸器）、高齢者

薬物療法、老年者と社会環境について行った。症

候学は浮腫を担当した。臨床統合講義は、M4で

は脳梗塞、M3では認知症を取り上げ、放射線科

と合同で外部の講師も招いて行った。 

臨床実習ではマンツーマン指導により症例に

ついて学ばせるとともにセミナーを多く設けて

実際的な知識を習得させるよう配慮している。老

年病の特殊性を理解し、全人的見地から患者の病

態把握が出来るようにする。病める患者との接触

を通じ、良き臨床医となるよう、またチーム医療

を行う際に必要な人間性の習得をも期待する。 

卒後教育では、総合内科研修システムに参加し

ており、１ヶ月もしくは２ヶ月ごとに内科研修医

を 2名程度受け入れて、内科・老年病臨床医とし

てのトレーニングを行っている。 

 

研 究 

当教室には臓器別に 4つの研究室があり、呼吸

器疾患、循環器疾患、神経疾患、内分泌・代謝疾

患をより中心に臨床的ならびに基礎的研究を行

っている。最近は、分子生物学的手法および遺伝

子工学的手法を用いた研究も活発に行っている。

主な研究テーマは以下の通りである。 

1)  肺炎・COPD・間質性肺炎・呼吸不全・肺癌

の老年者における早期診断と至適治療 

2)  嚥下性肺疾患の診断と治療 

3)  気道過敏症のメカニズムとメカニクス 

4)  COPDの病因における遺伝子多型性の検討 

5)  老年者の睡眠時呼吸障害の検討 

6)  心血管組織石灰化の分子機序の解明 

i) 培養系血管構成細胞を用いた分子生物学

的アプローチ 

ii) 血管石灰化動物モデルを用いた検証 

iii) 臨床における血管石灰化との関連因子

の検索 

7)  性ホルモンの血管壁細胞に対する作用の分

子生物学的検討 

8)  老化制御の分子機序の解明 ―血管構成細胞

の細胞老化と長寿遺伝子 Sirt1 

9)  アンドロゲンと高齢者の日常生活障害に関

する臨床研究 

10) 高齢者のメタボリック・シンドロームに関す

る臨床研究 

11) 高齢者高血圧患者の至適管理の探索のため

の大規模臨床試験 

12) 認知症の診断、病態解明、および治療法の開

発に関する研究 

13) ショウジョウバエを用いた加齢・神経変性に

関する研究 

14) ストレス応答および細胞死のメカニズムに

関する研究 

15) 骨粗鬆症の危険因子に関する疫学的検討 

16) 骨芽細胞および破骨細胞における核内受容

体の発現とその調節 

17) 骨粗鬆症治療薬の作用メカニズムの研究 

18) 骨粗鬆症ならびに脊椎変形の遺伝因子の解

明 

19) 核内受容体の老化・老年病とがんにおける役

割の研究 
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沿革と組織の概要 

呼吸器外科学のルーツは第二外科学教室であ

る。第二次世界大戦前から第二外科学教室では肺

結核に対する外科療法が行われていた。都築正男

教授は 1934年よりCoryllos氏選択的胸郭形成術

をもとに独自の治療を行った。また肺結核に対す

る肺虚脱療法として 1942年胸腔鏡手術をわが国

で初めて報告した。抗結核薬の登場とともに、呼

吸器外科学は次第に対象疾患を肺癌をはじめと

する胸部悪性腫瘍に移行させた。1964 年 12 月

15 日胸部外科学教室が第二外科学教室から独立

し、教室では心臓外科学と呼吸器外科学を担当す

ることとなった。胸部外科学の教授として木本誠

二（1964. 12.15~1968. 3.31）、三枝正裕（1968.4. 

1~1981. 3.31）、浅野献一（1981.4. 1~1986. 3.31）、

古瀬彰（1986.4. 1~1997. 3.31）が歴任し、1997

年 6月 1日からは高本眞一が教授を勤めている。

大学院大学への移行に伴い、胸部外科学教室は

1998 年から心臓外科学と呼吸器外科学に分かれ

た。呼吸器外科学は胸部臓器のうち肺・胸膜・縦

隔・胸壁疾患に対する外科学と位置づけられる。 

 

診 療 

東京大学医学部附属病院呼吸器外科において,

呼吸器外科専門医 3名{中島・村川・深見}を中心

とした高度な専門的治療をおこなっている。呼吸

器外科学関連疾患として、肺･縦隔悪性腫瘍の治

療に最も重点をおいている。 

原発性肺癌はわが国における癌死の臓器別第

一位を占める疾患であり、さらに死亡数は年々増

加している。非小細胞肺癌に対する外科療法は、

当科における最も重要な課題である。ＥＢＭに基

づいた治療を実践することにより、医学部学生・

大学院生に対する臨床呼吸器外科学の基礎修練、

ならびに卒後研修医ならびに専門医のための修

練医に対する専門教育を行なっている。 

また近年の社会構造変化に伴う患者年齢の高

齢化、心血管疾患や閉塞性肺疾患などを合併した

患者に対する安全な肺切除術に対する臨床的研

究として、当科は全国にも先駆け、1992 年から

内視鏡下手術（胸腔鏡下手術）を導入した。胸腔

鏡における低侵襲性、胸部悪性腫瘍に対する治療

手段として用いた場合の術後成績について、従来

の開胸手術と胸腔鏡手術の比較検討を行なって

いる。 

切除不可能または術後再発非小細胞肺癌に対

する治療は、化学療法および放射線療法であるが、

十分な効果をあげるにいたっていない。養子免疫



204 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

療法、樹状細胞免疫療法がこのような難治性の悪

性腫瘍に対して行なわれてきた。我々は本学免疫

細胞治療学と共同でＴ細胞γδ分画による免疫

療法の安全性を確立するための臨床研究を施行

している。  

転移性肺腫瘍は他臓器の癌・肉腫の遠隔転移と

位置づけられるが、一定の条件において肺切除の

適応となりうる。当科では従来より多数の肺転移

に対する手術を行ない、生物学的予後、低侵襲手

術に関する検討を行なっている。 

胸腺腫・胸腺癌をはじめとする胸腺上皮は縦隔

腫瘍の中では最も多く見られる疾患である。本疾

患は被包された良性腫瘍から、遠隔転移を示す悪

性腫瘍までさまざまな悪性度を呈することから、

様々な分類がなされてきたが、診断・治療方針を

確定する上でさらに研究が必要であると考えら

れる。当科では本疾患に対する 200例以上の手術

経験を有している国内でも有数の施設である。重

症筋無力症や純赤芽球癆などの免疫疾患との関

連についても今後さらに研究発展の余地がある

分野である。 

 

教 育 

高本教授、上記 3名のスタッフおよび 2名の非

常勤講師によって、医学部医学科学生に対する講

義・臨床実習・フリークオーター・研究室配属等

の教育を行っている。同様に大学院生に対して研

究指導を行っている。東大病院研修医に対する卒

後臨床教育については、配属研修医は呼吸器外科

チームの一員として、呼吸器外科学における基本

的な疾患(原発性肺癌、転移性肺腫瘍)にたいする

診断・治療法の基礎知識、術前術後管理・手術手

技の習得を通じて、一人前の臨床医となるための

修練に貢献している。 

呼吸器外科専門医資格の習得を希望する者に

対しては、研修医修了後をめどに専門的修練を開

始する。日本胸部外科学会・日本呼吸器外科学会

合同委員会の定める呼吸器外科専門医資格取得

に必要な手術経験・呼吸器外科専門知識の習得に

ついては、当科のプログラムにおいて十二分に達

成することが可能である。 

 

研 究 

現在の主なテーマとしては肺癌・転移性肺腫瘍

などの肺悪性腫瘍に対する臨床的・基礎的研究、 

胸腺上皮腫瘍の臨床的研究、肺移植、気管移植

に関する基礎的研究、そして癌免疫療法に対する

臨床的研究など幅広い研究が行われている。 

(研究題名) 

・肺悪性腫瘍に対する低侵襲手術(胸腔鏡下手術)

の臨床的検討  

・肺癌における癌抑制遺伝子の機序に関する基礎

的研究 、癌遺伝子の網羅的解析 

・ 胸腺上皮腫瘍の悪性度に関する臨床的研究  

・肺、気管移植の慢性拒絶反応に関する基礎研究 

・γδ－T細胞による肺癌免疫療法の臨床的研究 
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沿革と組織の概要 

心臓外科の沿革は木本誠二先生の時代に遡る

ことができる。助教授であった木本先生は、昭和

26年 6月に動脈管開存症に対する結紮術、7月に

は弓部大動脈瘤切除、10 月には日本で最初のフ

ァロー四徴症に対するブラロック手術を行い、心

臓血管外科の幕を開いた。教授昇任後の昭和 27

年には、腹部大動脈瘤に対して同種アルコール保

存大動脈移植、昭和 29 年には僧帽弁狭窄に対す

る交連切開術を開始された。昭和 30年 1月には、

独自に開発した選択的脳灌流冷却法を用いて、米

国に遅れること約 2年、最初の開心術（心房中隔

欠損閉鎖術）に成功し、以後日本の心臓血管外科

の礎を築かれていった。 

昭和 39年 12月 15日、国立大学として最初の

胸部外科学講座の開設が認められ、木本教授が初

代教授となられた。木本教授のもとではペースメ

ーカーや人工心臓に関する研究も盛んに行われ、

日本をリードする多数の人材を輩出した。大学紛

争の混乱の中で就任された第 2 代三枝正裕教授

は毅然として医局運営を行い、次々と新たな人工

心肺装置の導入を進め、開心術の安全性を高めて

いかれた。第 3代浅野献一教授は、僧帽弁置換に

おける後尖組織温存術式を日本で最初に導入し、

ファロー四徴症では手術成績を著しく向上させた。 

第 4代古瀬彰教授は、多忙極まる胸部外科の病

棟運営や診療システムの整備を行い、手術成績の

さらなる向上を図られた。当時の東京大学の大学

院重点化に伴い、胸部外科学教室は医学系研究科

外科学専攻・心臓外科と同・呼吸器外科に再編成

された。 

平成 9 年 6 月より高本眞一教授が第 5 代教授

（心臓外科・呼吸器外科兼任）として着任された。

診療グループを成人心疾患、大動脈疾患、先天性

心疾患、肺縦隔疾患に分け、急速な心臓・呼吸器

外科の進歩を先取りできる体制を導入した。心臓

外科は、教授 1、助教授 1、講師 3、助手 5、医員

2、大学院生 6 から構成されている。多数の関連

病院を有し、20 名以上の教室員が関連病院で臨

床の最前線を担っている。 

 

診 療 

平日は、毎朝 7時 15分のカンファランスから

始まる。月水金は手術日で、2～3 例並列で手術
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を行い、火木は病棟回診を行っている。心臓大血

管・呼吸器外科は 5階南病棟、小児心疾患は 2階

南病棟、術後管理は 4 階の CCU・ICU または 2

階の PICUと機能の分散化が進むと同時に、症例

数の増加も伴って活発な臨床実績を蓄積してい

る。外来診療については、専門外来、初診外来と

もに月曜から金曜まで毎日行っている。 

2006 年を含め最近数年間にわたり、心臓大血

管手術数年間約 300 例と日本でトップクラスの

手術症例数を有している。手術成績も非常に優れ

ており、名実ともに日本の心臓外科をリードして

いる。成人心疾患（虚血性心疾患、弁膜症、重症

心不全）、胸部大動脈疾患、先天性心疾患の 3 チ

ーム体制で診療を行い、心臓血管外科専門医は 8

名おり、それぞれの分野を得意とする専門医を有

する。得意分野は人工心肺非使用冠状動脈バイパ

ス、僧帽弁形成術、重症心不全に対する補助人工

心臓植込み、自己弁温存大動脈基部置換手術、逆

行性脳灌流を用いた弓部大動脈瘤や広範囲胸部

大動脈瘤の治療、慢性肺動脈血栓塞栓症に対する

血栓内膜摘除術、複雑心奇形に対する手術治療

（Jatene, Fontan, Norwood手術）など多岐にわ

たっている。大動脈疾患症例は特に多く、日本の

みならず、世界に誇れる実績を残している。また、

東大病院組織バンクを開設・運営して、ヒト同種

心臓弁・血管（ホモグラフト）の採取・保存・供

給を積極的に推進して、日本における同種組織治

療の普及にも尽力してきている。ホモグラフトを

使用した手術治療は 2006年より先進医療の認定

を受けた。ホモグラフトによる重症の感染性心内

膜炎・感染性大動脈瘤・人工血管感染においては、

日本をリードしている。2006 年 5 月には国内 7

番目の施設として心臓移植を成功裏に施行した。

これと平行して重症心不全の治療に欠かせない

人工心臓治療を積極的に進め、優れた遠隔成績を

挙げている。 

 

教 育 

学部教育としてはM2の春に心臓外科学系統講

義を行っている。内容は、心臓血管外科学総論お

よび各論（虚血性心疾患、弁膜疾患、先天性心疾

患、大血管）である。M2の秋には臨床診断学実

習の循環器の分野を担当している。M1・M2の夏

休みと春休みにあるフリークオーターおよび研

究室配属では、臨床や実験の現場に積極的に関わ

ってもらっている。 

M3・M4の基礎・臨床統合講義では循環器内科

などと合同で行い、一般臨床における心臓・大動

脈重要疾患の治療の現況とその問題点について

多角的にわかりやすく解説している。M3で行わ

れるBSLでは、学生 1人が 2名の患者を担当し、

診療チームと行動を共にする。見学ではなく、積

極的な参加型の実習を目指し、術前診断・管理、

手術、術後管理を一貫した流れの中で学べるよう

に配慮している。また 2週間の BSLの間には 12

単位のクルズスがあり、心臓解剖・疾患・手術な

どにおける重要ポイントをわかりやすく解説し

ている。M3の最後に行われるクリニカルクラー

クシップでは参加型実習を徹底して、チームの一

員として診療に参加して、手技実習を含んだ充実

した実際的な内容としている。 

卒後スーパーローテーションでは、必修外科研

修も担当しており、基本的外科手技・術後管理は

もちろんのこと、成人心疾患、胸部大動脈疾患、

先天性心疾患各グループで疾患の基本から、手術

手技、呼吸・循環管理にいたるまで学ぶことがで

きるプログラムを組んでいる。 

専門研修を目指す場合は、まず卒後 4年間は東

京大学医学部附属病院の外科系研修プログラム

に参加し（後半 2 年は関連病院）、一般外科を中

心に豊富な幅広い経験を蓄積する。その後、心臓

外科専門プログラムを専攻し、卒後 10 年までに

心臓血管外科専門医を取得できるようにトレー

ニングを行っている。 
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研 究 

心臓、大血管に関する基礎的ならびに臨床的研

究を行っている。基礎研究は、日常の臨床業務の

中で生じた疑問を解決するために着想されるこ

とが多く、臨床的応用を常に視野に入れて進めら

れている。日本の心臓外科の歴史を作ってきた当

教室には数多くの臨床データがあり、また、現在

は大動脈弁温存基部置換、逆行性脳灌流、補助人

工心臓装着、心臓移植、同種心臓弁・血管移植術

などの高度医療を積極的に推進している。これら

のデータ解析に基づく臨床研究も枚挙に暇がな

い。研究成果の発表は、国内学会にとどまらず、

主要な国際学会でも数多く行われている。また、

発表論文も多数あり、そのうちの一部を最後に挙

げてある。毎月 1回リサーチミーティングが持た

れ、研究の進行状況の報告や研究内容についての

活発な討論が行われている。 

研究テーマの主なものを挙げると、1）大動脈

手術における新しい脳保護法の開発と研究、2）

脊髄動脈の同定法の確立と脊髄保護法の研究、3）

3次元エコーを用いた心拍動下心内修復術の開発

と研究、4）凍結保存同種組織移植の基礎研究と

臨床応用、5）補助人工心臓による末期重症心不

全の治療、6）新たな大動脈弁温存基部置換術式

の開発と血流動態の研究、7）胎児心疾患の母体

内治療の開発、8）術後癒着防止膜の開発と研究、

9）心移植後急性および慢性拒絶反応の制御に関

する研究などがある。 
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組 織 

旧第三外科は、1997 年の大学院部局化以降、

消化管外科学と代謝栄養内分泌外科学の二つの

分野として活動している。消化管外科学は現在、

教授１名、講師１名、病院講師１名、助手９名（含

む、海外出張者）、医員３名で構成されており、

これ以外に大学院生、研究生、留学生が研究に従

事している。 

高齢化社会の到来に伴い、癌患者および種々の

合併疾患を伴う重篤な患者が増えており、そうし

た患者に対しては専門的かつ横断的なアプロー

チによる適切な診断と治療がますます必要とな

っている。当教室の臨床活動と研究活動はそのよ

うな観点から代謝栄養内分泌外科学ならびに他

の施設との協力のもとに進められている。 

患者治療にあたっての当教室の基本方針は、術

前・術中・術後にわたる包括的な疾患管理を行な

うと同時に、術後の長期的なケア（終末期におよ

ぶこともまれではない）を提供することにある。

生涯にわたるこうした患者ケアによって新たな

外科的治療法の開発や、臨床的問題の解決のため

に必要な基礎研究の新たな展開が生まれ、外科に

おける診断・治療体系が確立されることになる。 

以上のようなことを通して、臨床的にも学問的

にも必要水準を満たしたよき外科医、そしてよき

科学者を育成することが、当教室の常に変わらぬ

指導理念である。 

 

教育活動 

学部学生に対して、その制度が始まる以前より

クリニカルクラークシップを取り入れ、広く外科

的疾患の基礎を教育するとともに、専門的な疾患

についてはその診断・治療の過程における考え方

を中心に教育している。とくに臨床実習では、学

生である以上に臨床チームの一員であるとの自

覚を持たせ指導している。そして学生は、周術期

の疾患管理に限らず、術後、長期経過後の障害に

対する治療と終末期医療をも含んだ包括的な患

者ケアを学んでいく。当教室の教育制度によって、

学生たちは医学的観点からみて実践に役立つ情

報を豊富に手に入れると同時に、生と死の意味に

ついて深く考察する機会も持つことができる。当

教室の BSL は与えられる課題が多いが、大変役

立ちやりがいのある実習として評価が高い。 
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卒後初期研修については、主な外科的疾患の診

断、治療における基礎的な考え方を教育すると同

時に、基本的な外科的手技ついての修練を行って

いる。初期研修を終えた後は、学外施設にて臨床

修練を数年間継続的に積み、その後、本院の病棟

担当医としてさらなる専門的課題について修練

をし、外科専門医（認定医）を取得した後、より

専門的な分野への道、あるいは大学院生としての

課程を歩むことになる。このように、研修医と学

部学生に対する当教室の教育制度は、先に触れた

理念を反映している。 

 

研究活動 

当教室の研究の基本テーマは「外科と炎症」で

ある。炎症には大きく分けて「慢性炎症」と「急

性炎症」とがあり、それぞれを背景として様々な

外科的疾患が発生する。とくに癌の発生において

は、多種多様な原因による慢性炎症に対する生体

の適応反応からの逸脱がその本態であり、そのメ

カニズムの解析により新たな癌の診断、治療・予

防の展望が開かれてくる。また外科手術や侵襲に

伴う「急性炎症」は、周術期管理において重要な

課題であると同時に、患者の予後にも影響を与え

ることになり、この面での研究も重要であると考

え、代謝栄養内分泌外科学分野と協力して研究を

行なっている。 

以上の考えに基づき、当教室の研究活動は、基

礎的問題から臨床的課題まで広い範囲にわたっ

ている。こうした研究活動は、研究室での成果を

臨床の仕事と密接に関係づけることによって適

切に組織され、数々の成果をあげてきた。とくに、

胃の発癌機序に関する研究においては、愛知県が

ん セ ン タ ー 研 究 所 と の 共 同 研 究 に て

Helicobacter pylori 感染が胃癌発生の強力なプ

ロモーターであることを世界で初めて実験的に

証明してきた。また、胃癌における epigenetic 

change の研究から hypermethylation のみなら

ず hypomethylation も胃癌発生に重要な役割を

果 た し て い る こ と 、 さ ら に 、 bone 

marrow-derived progenitor cellの胃発癌におけ

る意義についても新たな知見を得ている。その一

方で、胃癌治療における分化誘導というユニーク

な観点から、抗糖尿病薬の一種の薬剤が胃癌発生

の予防に役立つことを世界で始めて実験的に明

らかにしている。このような活動を背景に、日本

消化器癌発生学会を 1989年に創立し、２年毎に

国際消化器癌発生学会も開催し、消化器癌の発生

と進展に関する研究の指導的役割を果たして来

ている 

また、社会環境の欧米化に伴い肥満あるいはメ

タボリック・シンドロームに伴う各種の疾患の治

療が重要となるが、肥満に対する内視鏡的、腹腔

鏡的手術による新たな治療を開始し、治療効果の

みならず生体おけるホルモンやサイトカインの

分泌を視野に入れた研究を模索している。このよ

うに、国内、国外の研究機関との共同研究も推進

し、また海外からの研究希望者を受け入れ活発な

研究活動を行なっている。現在の研究課題は以下

の通りである。 

 

臨床活動 

当教室は、入院患者と外来患者用に専門的かつ

横断的な疾患診断システムを採用しており、たと

えば上部・下部消化管の内視鏡検査と超音波内視

鏡検査、超音波診断、バリウムによるレントゲン

撮影などがそれである。こうした多面的な検査に

よって、外科的観点から疾患を系統的に評価する

ことが可能となっている。当教室はまた胃カメラ

発祥の施設であり、豊富な経験に基づいた内視鏡

治療も行なっており、消化器内科との協力による

上部・下部消化管の早期癌に対する内視鏡的治療

には豊富な実績がある。 

病院における担当診療科は胃・食道外科であり

手術症例は、胃癌、食道癌が数多く占めている。
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それ以外にも大腸癌、胆石症などがあり、腹腔鏡

（補助）下手術を積極的に行い患者の QOL向上

を目指した先進的治療を行なっている。 

一週間の勤務スケジュールとしては、まず月曜

日に教授の総回診が行われ、術後、術前の症例検

討会が水・木・金の早朝に、術後経過検討と手術

予定および化学療法予定患者についてのカンフ

ァランスを火曜の夕方に、抄読会が月曜日早朝に

行われている。また月１回内視鏡診断カンファラ

ンスを、２ヶ月に１回上部消化管症例についての

合同カンファランスを消化器内科や病理と一緒

に行なっている。さらに各専門グループは適宜、

症例を中心としたミニカンファや勉強会、腹腔鏡

手術手技訓練を行なっている。 

手術は原則として火曜日、水曜日、木曜日に行

われる。2005年度は胃癌が 120例、食道癌が 25

例などであるが、順調に症例数が増加している。

とくに食道癌症例が増加し、さらに早期胃癌に対

する腹腔鏡補助下手術症例の増加と、その技術の

標準化に向けて着実な実績を上げてきている。教

室員は上下を問わず全員、高い意識をもって患者

のために全力を尽くすべく努力を傾注している。 

 
１.消化器癌の発癌 

1）炎症と消化器癌の発生 

①ヘリコバクターピロリ菌感染と胃発癌 

②胃十二指腸逆流、脱神経と残胃発癌 

③糖尿病と胃発癌 

④PPARγノックアウトマウスにおける胃発癌 

⑤Trefoil Peptideと胃発癌 

⑥バレット食道に関する臨床研究と実験的研究 

⑦腸上皮化生の単クローン性 

⑧癌の転移・再発に及ぼす手術侵襲の影響 

⑨癌発生と Th1/Th2 imbalance 

⑩癌の進展におけるリンパ管増生のメカニズム

の解析 

 

２）消化器癌の分子メカニズム 

①胃発癌と骨髄由来増殖細胞 

②胃癌発生とメチレーション 

③胃癌のマイクロアレイ解析 

④腹水細胞診のマイクロアレイによる治療・予後

予測 

⑤細胞分化誘導剤を応用した消化器癌治療の探

索 

⑥癌に対する化学療法の腸管副作用防止の探索 

⑦テロメラーゼを用いた消化管癌の診断 

 
２.消化管疾患に対する診断・治療 

1）癌に対する minimally invasive surgery 

①内視鏡的切除（胃・食道・大腸） 

②腹腔鏡補助下手術（胃・食道・大腸） 

③リンパ節郭清の最適範囲 

④癌に対するセンチネルリンパ節ナビゲーショ

ン手術とマイクロメタ 

 
2）癌の標準・拡大治療の探索 

①進行胃癌に対する術前化学療法のＲＣＴ 

②進行胃癌に対する組織型別治療 

③切除不能・再発胃癌に対する化学療法の確立 

④抗がん剤感受性の検討 

⑤食道癌に対する術前放射線化学療法 

⑥根治的ＲＣＴ後のｓａｌｖａｇｅ手術 

 
3）消化管機能 

①ペパーミントオイルの消化管運動抑制効果の

臨床応用（特許取得） 

②逆流性食道炎に対する腹腔鏡下外科治療 

③術後障害からみた胃切除後再建法の工夫（ビル

ロート法の廃止） 

④手術前後における胃分泌機能解析 

⑤サイトカイン分泌からみたイレウスの発生機

序についての解析 

⑥術後の QOL評価法の開発 
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はじめに 

肝胆膵外科、人工臓器移植外科学の前身である

第二外科学講座は 1893年に開設されて以来、100

年以上の伝統を持ち、日本外科学会の創立をはじ

めとして、それぞれの時代で日本の外科学の発展

に多大な貢献をしてきている。東京大学の大学院

大学への移行と臓器別診療体制を目指す診療科

再編成の流れの中で、1998 年 6月 1日より旧第

二外科学講座は肝胆膵外科および人工臓器移植

外科に名称を変えて今日に至っている。 

現在肝胆膵領域疾患の診療および研究に、また

生体部分肝移植の臨床と、移植免疫や人工臓器に

関する研究に努力している。以下に当教室の教育、

研究、診療の現状について述べる。 

 

１．教育 

卒前教育は、東京大学外科として一つの方針の

下に、他の外科学講座および内科学講座と協力し

て、Ｍ2 の外科学系統講座、Ｍ3 とＭ4 の臨床総

合講義とベッドサイド教育を担当している。今年

度の系統講義は、肝疾患、臓器移植一般、胆道疾

患、膵疾患、肝移植、門脈・脾疾患について担当

している。また臨床総合講義では、生体肝移植の

実際、肝門部胆肝癌の外科治療、膵腫瘍の診断と

治療、胆嚢胆道癌の外科治療、肝細胞癌の外科治

療を取り上げることになっている。 

ベッドサイド教育では、病棟で症例を担当する

ことにより、診療の実際を学ばせることに主眼を

置いている。外科学は単に教科書的な知識のみで

その本質を知ることはできないと考えており、外

科臨床実習の狙いは、実際の患者の診察、検査を

通じて、外科診断学に基づいた治療（手術）方針

決定の実際、手術、術前術後の管理を体験すると

ころにある。術前管理、術後の集中治療と術後の

経時的な患者の病態の変化を把握し、それに対し

てどのように対応していくかを実地に学ぶこと

によって、外科学の基本的な知識が実際の治療に

いかに生かされているかを学習する必要がある。

一人の患者の入院から退院に至るまでに行われ

た診療を通じて、講義や教科書より得た知識を深

めると共に、デリケートな心理状態になりがちな

外科患者の心を知り、臨床の実体を持って体験し、
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医師の責任の重大さも認識することが重要であ

る。 

卒後教育としては、肝胆膵領域の疾患を持つ患

者や肝移植を必要とする患者を受け持つことを

通して、外科臨床医として要求される基本的人格

（態度）を身につけ、確実な知識を増やし、基本

的な技術を習得することを目指している。 

 

２．研究 

当教室では、肝・胆・膵、人工臓器・移植に関

するあらゆる臨床的ならびに基礎的研究を行っ

ている。以下に研究テーマの主なものを列挙する。 

１）アシアロレセプターに対する核医学的手法を

用いた肝機能の評価 

２）門脈塞栓術後の肝再生に関する TGF‐αと

TGF‐βの関与の研究 

３）抗接着分子抗体による免疫抑制反応の研究 

４）生体肝移植後の急性拒絶反応の新しい診断法 

５）肝移植後の各種サイトカインの変動 

６）免疫抑制剤の中枢神経毒性のメカニズム 

７）生体肝移植後の natural killer活性に関する

研究 

８）生体肝移植後の microchimerism活性に関す

る研究 

９）急性膵炎の発生機序に関する研究 

10）骨髄由来細胞による肝再生の機序とその制御

に関する研究 

11）生体肝移植時の複数の肝静脈再建の適応と意

義に関する研究 

12）膵頭部の解剖学的切除の可能性と意義に関す

る研究 

13）肝細胞癌における EBAGG/RCASIの発現と

その臨床意義に関する研究 

14）肝細胞癌の治癒切除後の血中 AFP mRNA測

定の意義に関する研究 

15）肝硬変症例で、Hepatic arterial butter 

response が維持されているか否かの検討に関す

る研究 

16）肝阻血再灌流障害における、intermittent 

vascular occlusionの意義に関する研究 

17）肝シミュレーション技術を用いたより安全で

正確な手術法の開発 

 

３．診療 

常時 60 名程度の入院患者に対し治療を行って

いる。延べ数では 2004年は 1209名、2005年は

1300 名の入院患者を扱った。それぞれの患者に

ついては、その疾患に応じて専門医からなるチー

ムにより、術前検査、手術、手術管理が行われる。

定時手術は月、水、金の週 3日である。それぞれ

の患者にとって担当医が可能な限り代わること

の無いようにシステムを整えており、退院後の外

来での経過観察も原則として、入院時のチームの

メンバーにより行われることになっている。 

症例検討会は月・火・木曜日の朝 8時 5分より

行われ、入院患者の診断、治療方針が決められる。

また移植患者の症例検討会は月－金曜日は夕方 5

時からまた土日は朝 10 時から行われ、刻々と変

化する移植患者の病態に応じた治療方針が検討

される。病棟回診は火、木、土、日にスタッフに

より行われる。外来診療では腫瘍外科、血液外科

と協力して、一般外来および専門外来（肝胆膵外

科、人工臓器移植外科）を開いている。 
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沿革と組織の概要 

泌尿器科学は外科的、内科的手法を用いて副腎、

腎、尿路、男子性器の疾患を取り扱う臨床医学の

一分野である。更に泌尿器科学に包括される分野

には、小児泌尿器科学、神経泌尿器科学、女性泌

尿器科学（特に腹圧性尿失禁）、腎移植、腎血管

外科学、内分泌外科学、老年泌尿器科学が存在す

る。このために泌尿器科医は腫瘍学、腎臓病学、

内分泌学、男性学、免疫学、小児科学、解剖学、

微生物学、神経学、老年学といった幅広い科学的

知識を持つことを要求される。現在では泌尿器科

学の研究には細胞生物学、分子生物学の知識、手

法が広く用いられる。当教室は泌尿器科学の科学

的進歩に大きく寄与することを目的としている。 

 
近年においても当教室は最新かつ小侵襲性治

療の導入において、国際的にも指導的立場を取り

続けてきた。例としては上部尿路内視鏡手術、尿

路結石に対する ESWL・レーザー砕石術、前立腺

肥大症に対する温熱療法・レーザー療法、開放性

手術に取って代わる鏡視下副腎摘出術・腎摘術・

前立腺摘出術が挙げられる。 

 

診 療 

泌尿器外科は A 棟８階北病棟に 44 ベッドを所

有している。泌尿器科の教授、助教授、講師、助

手、大学院生らは日々外来診療、入院診療に従事

し、また学生教育、臨床研究、基礎研究にも精力

的に力を注いでいる。関連病院からの非常勤講師

は主に学生教育に従事している。研修医は常時入

院患者の診療に当たっている。指導医師は研修医

とチームを組み、一対一の指導のもとに診療を行

う。2006年 1月から 2006年 12月までの入院患

者数は 1,050 例であった。入院患者の半数以上は

悪性腫瘍患者である。尿路結石、前立腺肥大症、

尿失禁、腎移植、その他の疾患の治療も常時行っ

ている。 

 
待機手術は火曜日、水曜日、木曜日に施行され

ている。2006 年の手術件数は 1,096 例であった。

2006 年における主な手術症例数は、膀胱全摘術

19 例、根治的前立腺全摘術 79 例、根治的腎摘術
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20 例、経尿道的膀胱腫瘍切除術（TUR-Bt）121

例、経尿道的前立腺切除術（TUR-P）27例、腹腔

鏡視下手術 37例であった。 

 
毎週水曜日の夕方には問題症例について詳細に

討議・検討し、個々の症例に対して最善の治療法

を決定している。更に毎週水曜日の午前中には教

授回診が施行される。その場では個々の患者のデ

ータが詳細に提示され、適切な治療方針が決定さ

れる。 

 
外来診療は毎週月曜日から金曜日まで行われて

いる。専門外来としては男性不妊外来、排尿障害

外来、尿路結石外来、腎移植外来が設けられ、専

門的な立場から診療が行われている。 

 
2006年 1月から 2006年 12月までの１年間に

おける、延べ外来患者数は 28,438名であった。 

 

教 育 

教授、助教授、講師によりそれぞれの専門分野

に関する 13 回の泌尿器科系統講義が医学部２年

生に対して行われる。臨床講義、ベッドサイド実

習は医学部３年生・４年生に対して行われる。 

 
ベッドサイド実習は患者に対する診療に集約

される。主に泌尿器科患者の術前･術後管理、解

剖学、手術技術に関する解説が教官によって行わ

れる。 

 

研 究 

臨床・基礎研究グループは以下のごとく９グル

ープに分けられる。当科における研究の基本的理

念は QOL（quality of life）の向上、最小侵襲性治

療、最新技術や基礎科学の成果の応用、医療経済

性の追及といった現代医学の潮流に沿ったもので

ある。毎年約 25編の英語論文を発表している。 

腎臓グループ 

尿路結石グループ 

腎移植グループ 

腫瘍グループ 

エンドウロロジーグループ 

神経泌尿器科・老年泌尿器科グループ 

男性科学・内分泌グループ 

免疫学研究グループ 

泌尿器科ウィルス学研究グループ 
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沿革と組織の概要 

大学院講座制に伴い、旧第一外科は腫瘍外科学、

血管外科学を担当することになりました。本教室

は、現在もなお旧外科学講座第一の構成や内容の

多くを踏襲しており、教育・研究・診療に関して

は血管外科と共同で行っている部分が少なくあ

りません。血管外科学分野と併せた構成員は、教

授 1以下、助教授１、講師２、非常勤講師 7、助

手 12、医員 8、大学院生 23、研修医 9、出張者

61、海外への留学 12（平成 18年 4月現在）です。

外来は外来棟 3 階、固有病床は入院棟 A の 8 階

南、医局と研究室は管理研究棟にあります。 

悪性腫瘍をもった患者数は毎年増加の一途を

たどっていますが、その病態は個々の症例により

多種多様です。悪性腫瘍のもつ“多様性"に対応

した最適な診断・治療法を模索しつつ、日々の診

療、研究、教育を行っています。 

 

診 療 

外来診療は月曜日から金曜日まで、一般外来と

専門外来を行っています。大腸肛門疾患を主な診

療としていますが、上部消化管疾患、乳腺疾患の

専門外来も設けています。2006 年の腫瘍外科の

手術件数は、大腸、胃・十二指腸、乳腺等を含め、

365でした。毎週、月、水、金曜日午前に、術前、

術後のカンファレンスがあり、毎週水曜日に教授

回診が行われています。手術日は、月、火、木曜

日です。月曜日に教室全体の研究カンファレンス、

金曜日に英文論文の抄読会が開かれているほか、

各グループでの臨床検討会が週一度の割合で行

われています。グループ別では、週三回、年間約

800例の大腸内視鏡検査を施行しています。大腸

癌の診断、治療に最新の技術を導入しているほか、

炎症性腸疾患の診断、長期にわたるサーベイラン

スを数多く実施しています。また、週二回、年間

約 1000例の上部消化管内視鏡検査を施行してお

り、早期胃癌粘膜病変に対して、内視鏡下粘膜切

除術を積極的に行っています。 

 

教 育 

卒前教育は旧第二、第三外科と分担してM2の

系統講義、M3、M4の臨床講義、M3の臨床実習
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教育を担当しています。系統講義では、腫瘍学、

外科免疫、大腸肛門病学、ヘルニアなどを担当し、

臨床講義では、主に大腸癌、炎症性腸疾患を対象

とした講義を行っています。M3の臨床実習では、

各学生が各チームに配属し、実際の診療の流れを

体験できるような診療参加型の実習を行ってい

ます。このような実習を通じて、基礎となる医学

知識のみならず、医師としての態度（マナー）、

疾患について自ら勉強する姿勢について習得し

てもらうことを主眼にしています。卒後臨床研修

では、三外科に胸部外科を含めた各科で、三か月

ごとに 5～7 名の研修医を受け入れ外科医として

の基礎的トレーニングを行っています。研修医に

は、毎回クルズスを行うことによって、外科の各

種検査法、術前、術後の患者管理について理解を

深めてもらい、個々の患者に必要かつ十分な検

査・処置・治療を実施できるようになることを目

標としています。術前、術後のカンファレンス以

外にも、教室全体の抄読会、外科集談会などにお

いて症例を発表する機会を与えるようにしてい

ます。 

 

研 究 

癌の発生・進展の機構解明から治療に至る広範

囲な領域を、臨床試験をはじめ、分子細胞生物学、

遺伝子工学の手法も含めた様々な解析方法を用

いて、多角的な研究を行っています。毎週土曜日

午前中に大学院生を中心としたプログレスミー

ティングを行っています。本教室では、臨床医と

しての研究は、学位取得や英文誌への論文掲載を

最終目標とするのではなく、個々の研究成果をど

のように日々の診療に生かすことができるのか

ということを最も重要な観点と考えています。こ

の観点からの研究課題の設定、討論、評価を行う

ことを基本的姿勢としています。 

本教室の主な研究テーマを下記に列挙します。 

1) 下部直腸癌に対する術前照射療法 

2) 潰瘍性大腸炎に対する大腸癌サーベイランス 

3) 潰瘍性大腸炎の発癌機構 

4) 腹腔鏡補助下大腸切除術 

5) 大腸癌における局所免疫 

6) 大腸癌と大腸腺腫の遺伝子解析 

7) 早期大腸癌の予後因子 

8) 大腸癌術後のサーベイランスプログラム 

9) 大腸癌肝転移の発現機構 

10)  表面型大腸癌の遺伝子解析 

11)  同時性・異時性多発大腸癌の遺伝子変異 

12)  多発大腸癌発生とマイクロサテライト不安

定性 

13)  樹状細胞を用いた癌免疫療法 

14)  腫瘍血管を標的とした癌免疫療法 

15)  消化管癌の腹膜転移における血管新生阻害

療法 

16)  がん転移における S1P、LPA とその受容体

の役割 

17)  癌の発生、進展と脂質代謝 

18)  ナノ粒子を用いたセンチネルリンパ節同定

法 

19)  抗癌剤感受性と関連する遺伝子解析 

20)  癌と血液凝固、線溶系 

21)  癌とレプチン、アデイポネクチン 

22)  腹膜播種における腹腔内抗癌剤治療 

23)  血管内皮前駆細胞の免疫機能 

24)  炎症性腸疾患における繊維芽細胞増殖因子

(FGF) の役割 

25)  低分化大腸癌の遺伝子解析 

26)  固形癌に対する集束超音波治療 

27)  癌治療における内因性マリファナの応用 
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沿革と組織の概要 

大学院講座制に伴い、旧第一外科は血管外科学、

腫瘍外科学を担当することになりました。本教室

は、現在もなお旧外科学講座第一の構成や内容の

多くを踏襲しており、教育・研究・診療に関して

は腫瘍外科と共同で行っている部分が少なくあ

りません。腫瘍外科学分野と併せた構成員は、教

授 1以下、助教授１、講師２、非常勤講師 7、助

手 12、医員 8、大学院生 23、研修医 9、出張者

61、海外への留学 12（平成 18年 4月現在）です。

外来は外来棟 3 階、固有病床は入院棟 A の 8 階

南、医局と研究室は管理研究棟にあります。 

高齢化社会の到来に伴い動脈硬化性疾患は増

加の一途をたどっており、今後もますます手術治

療を要する症例は増えるものと予測されます。ま

た、下肢静脈瘤を中心とした静脈系疾患も年々増

加しており、血管疾患に対するさらにきめの細か

い教育、診療、研究が求められるものと考えてい

ます。 

 

診 療 

外来診療として月～金曜日の毎日，専門外来を

開いています。水、金曜日には血管超音波検査や

近赤外線分光法などの無侵襲検査のほか、DSA

を中心とした血管撮影検査を行っています。火曜

日には慢性腎不全患者に対する内シャント造設

術などの小手術を行っています。2006 年の血管

外科の手術件数は、PTA 等も含め、274 でした。

手術日は月、火、木曜日であり、毎週、月、水、

金曜日午前に術前術後カンファランスが行われ

ています。月曜日午前に腫瘍外科と合同で主に大

学院生による研究カンファランス、火曜日午後に

血管疾患症例検討会が行われており、金曜日午前

には英文論文抄読会が開かれています。 

 

教 育 

卒前教育は旧第二、第三外科と分担してM2の

系統講義、M3、M4の臨床講義、臨床実習教育を

担当しています。血管外科の対象疾患は、腹部大

動脈瘤、閉塞性動脈硬化症、下肢静脈瘤、リンパ

浮腫など血管疾患の多岐にわたっていますが、学

生に対しては各々の疾患について十分な基礎的

知識が得られるよう教育を行っています。M3の

臨床実習では、学生が血管チームの一員として配

属され、実際の診療の流れを体験できるような診

療参加型の実習を行っています。このような実習

を通じて、基礎となる医学知識のみならず、医師

としての態度（マナー）、疾患について自ら勉強
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する姿勢について習得してもらうことを主眼に

しています。卒後臨床研修では、三外科に胸部外

科を含めた各科で、三か月ごとに 5～7 名の研修

医を受け入れ外科医としての基礎的トレーニン

グを行っています。研修医には、毎回クルズスを

行うことによって、外科の各種検査法、術前、術

後の患者管理について理解を深めてもらい、個々

の患者に必要かつ十分な検査・処置・治療を実施

できるようになることを目標としています。術前、

術後のカンファレンス以外にも、教室全体の抄読

会、外科集談会、日本血管外科学会関東甲信越地

方会などにおいて症例を発表する機会を与える

ようにしています。 

 

研 究 

毎年 2～3 人の血管外科分野の大学院生を受け

入れており、臨床研究では近赤外線分光法

（NIRS）を用いた下肢血行動態の検討を動静脈

疾患に対して行っているほか、基礎研究としては

吻合部内膜肥厚、血管新生などについて遺伝子工

学的ならびに分子生物学的な手法を用いて研究

を行っています。 

本教室の主な研究テーマを下記に列挙します。 

1) 腹部大動脈の 3次元画像構築 

2) 動脈瘤発育の病態生理学的研究 

3) 吻合部内膜肥厚の予防 

4) ステント再狭窄の病態生理学的研究 

5) 血管平滑筋における成長シグナルの細胞間伝

達機構 

6) 近赤外線分光法を用いた組織酸素動態 

7) 近赤外線分光法の頚動脈手術時の脳虚血モニ

ターへの応用 

8) 近赤外線分光法を用いた腎不全患者の下肢動

脈循環評価 

9) 毛細血管透過性に及ぼす PAFの影響 

10)  動物モデルを用いた微小循環の薬学的解析 

11)  骨格筋の虚血準備状態のメカニズム 

12)  血管新生を目指した新しいドラッグデリバ

リーシステムの開発 

13)  エレクトロポレーション法による血管壁細

胞への遺伝子導入法の開発 

14)  ナノテクノロジーを応用した血管壁細胞へ

の遺伝子導入法の開発 

15)  血管形成を伴った人工臓器開発のための基

礎研究 

16)  下肢虚血評価のための新しい診断法の開発 

17)  生体内皮機能自動測定装置の開発 
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組 織 

旧第三外科は、1997 年の大学院部局化以降、

消化管外科学と代謝栄養内分泌外科学の二つの

分野として活動している。代謝栄養内分泌外科学

は現在、教授１名、助教授１名、講師１名、助手

３名で構成されており、これ以外に大学院生、研

究生、留学生が研究に従事している。当教室の理

念と教育活動、職務スケジュールは消化管外科学

教室と同様である。 

 

教育活動 

学部学生に対して、その制度が始まる以前より

クリニカルクラークシップを取り入れ、広く外科

的疾患の基礎を教育するとともに、専門的な疾患

についてはその診断・治療の過程における考え方

を中心に教育している。とくに臨床実習では、学

生である以上に臨床チームの一員であるとの自

覚を持たせ指導している。そして学生は、周術期

の疾患管理に限らず、術後、長期経過後の障害に

対する治療と終末期医療をも含んだ包括的な患

者ケアを学んでいく。当教室の教育制度によって、

学生たちは医学的観点からみて実践に役立つ情

報を豊富に手に入れると同時に、生と死の意味に

ついて深く考察する機会も持つことができる。当

教室の BSL は与えられる課題が多いが、大変役

立ちやりがいのある実習として評価が高い。 

卒後初期研修については、主な乳腺、甲状腺・

副甲状腺疾患の診断、治療における基礎的な考え

方を教育すると同時に、基本的な外科的手技つい

ての修練を行っている。初期研修を終えた後は、

学外施設にて臨床修練を数年間継続的に積み、そ

の後、本院の病棟担当医としてさらなる専門的課

題について修練をし、外科専門医（認定医）を取

得した後、より専門的な分野への道、あるいは大

学院生としての課程を歩むことになる。とくに乳

癌に対する化学療法、分子標的治療の実践やマン

モグラフィー読影医の資格の取得のための勉強

会を行っており、研修医と学部学生に対する当教

室の教育制度は、先に触れた理念を反映している。 

 

臨床活動 

病院においては乳腺・ない分泌外科を担当して

いる。甲状腺・副甲状腺および副腎疾患を対象と

する内分泌外科は、日本ではまだ十分認識されて

いない部分もあるが、欧米諸国ではトップレベル

の外科医によるこの分野の研究が始まってすで

に日が長い。当教室での本格的な活動は 1987年

であるが、この背景には国内外での需要の高まり
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があり、悪性疾患だけでなく機能性疾患の治療が

必要になってきたこと、さらに QOLに対する関

心が高まってきたことがその原因にあげられる。

この分野には、専門家としての高度な技量と内分

泌系疾患に関する広範な知識が求められる。 

一方、これまで東大病院においては、乳腺疾患

に対する診断、治療体制が十分整備されておらず、

その確立が急務であったため、診療科再編に伴い

当教室が乳腺内分泌外科の診療を行なうことに

なった。従って、甲状腺、乳腺、副甲状腺、副腎

の疾患を対象としており、乳腺・甲状腺の診断・

治療に習熟した乳腺外科・内分泌外科医の育成を

目指している。2005 年度における症例は、乳腺

外科としては乳癌が 120例で急増しつつあり、内

分泌外科としては甲状腺癌、副甲状腺機能亢進症、

副腎腫瘍を中心に 60 例である。とくに副腎腫瘍

については腹腔鏡下手術を行い極めて良好な成

績を得ている。 

術後代謝栄養の観点から様々な実績を積み重

ねてきたが、それを基盤に東大病院のＮＳＴ

（nutritional support team）の立ち上げにと

運営を、当教室が中心となって立ち上げ、多角的

な面における患者のＱＯＬの向上と質の高い医

療の実践に向けて活動を開始した。 

一週間の勤務スケジュールとしては、まず月曜

日に教授の総回診が行われ、術後、術前の症例検

討会が水・木・金の早朝に、術後経過検討と手術

予定患者についてのカンファランスを火曜の夕

方に、抄読会が月曜日早朝に行われている。また

放射線技師を交えたマンモグラフィーの読影会、

病理との合同カンファランスを月１回、さらにミ

ニカンファや勉強会を随時行なっている。教室員

は上下を問わず全員、高い意識をもって患者のた

めに全力を尽くすべく努力を傾注している。 

 

研究活動 

当教室の研究の基本テーマは「外科と炎症」で

ある。炎症は大きくわけて「慢性炎症」と「急性

炎症」とがあり、それぞれを背景として様々な病

態が発生する。とくに「手術侵襲」や「外科的ス

トレス」による急性炎症により、多彩な生理学

的・内分泌学的生体反応が惹起され、時には大変

重篤な経過をたどることがある。患者の生命に危

険をおよぼしかねない術中・術後の侵襲やストレ

スを軽減するためには、この「急性炎症」に対す

る生命反応の研究が不可欠である。当教室は日本

におけるこの分野でのパイオニアであり、1965

年に「日本外科代謝栄養学会」を発足させ、上記

の二つのテーマを中心に国内外での研究活動を

活発に行ってきた。 

現在、注目している研究課題は「交叉耐性」の

メカニズムの解析と臨床応用である。生体は致死

的な侵襲を受ける前に少量あるいは亜致死的な

刺激を受けていると、次にもたらされる致死的な

侵襲に対して耐性（tolerance）を獲得し、生き

延びることが知られている。さらにこの現象は異

なった刺激を与えても同様の結果が得られてお

り。これを交差耐性（cross tolerance）と呼んで

いる。このメカニズムを応用することにより、手

術侵襲の軽減がもたらされ、癌に対する拡大郭清

の適応拡大、高齢者に対する拡大手術の可能性が

拡がる。また、外科的侵襲を受けたときの反応に

は性差があることを我々の研究で確認してきた

が、そのメカニズムの解析と臨床応用も視野にい

れて研究している。 

乳癌の外科的治療はほぼ確立したが、ホルモ

ン・化学療法については今度の課題である。とく

に新しい分子標的治療剤やホルモン関連酵素阻

害剤などの適応については、個々の症例に応じた

細やかな治療選択が求められている。それらの感

受性の検索においては、遺伝子レベルのみならず

蛋白レベルでの解析が必要でありプロテオミク

スを応用した検討を開始している。 

乳癌の発生と進展のメカニズムの解析を目的
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に、エストロゲンを中心とした核内受容体の機能

解析、テロメラーゼ長やテロメーラーゼ活性を指

標とした診断・治療、さらには乳癌発生における

myoepithelium の意義についても視野に入れて

研究を行っている。 

甲状腺疾患においては、とくに濾胞腺癌と濾胞

腺腫との鑑別診断が重要であるが、当教室で開発

したテロメラーゼの mRNA に対する in situ 

hybridization による鑑別診断法が確立し、特許

を得ている。今後は対象疾患を拡げ、また化学療

法の評価にも応用の予定である。以下が研究の細

目である。 

 
1.代謝栄養・生体反応 

①術後の様々なストレスに対する交差耐性のメ

カニズム 

②無毒化エンドトキシンの臨床応用 

③エンドトキシン耐性における NF-κBの変化 

④Toll-like receptorを介した生体反応の解析 

⑤ＴＬＲを指標としたエンドトキシン活性測定 

⑥外科的ストレスへの適応に果たすカテコール

アミンの役割 

⑦抗癌剤化学療法時における BT（bacterial 

translocation）とその予防 

⑧外科的ストレスに対する反応の性差 

⑨手術ストレスへ時の低Ｔ3状態のメカニズム 

⑩虚血再灌流における NOの意義 

⑪術後早期経管栄養の意義 

 
2.乳腺・甲状腺疾患 

①乳癌の発生と進展におけるホルモンリセプタ

ー（核内レセプター）の意義 

②DNA 解析、蛋白解析に基づく乳癌に対する抗

癌剤の選択 

③乳癌におけるマイクロメタの検索 

④乳癌における Sentinel Node Navigation手術 

⑤乳癌患者の QOL評価法の確立 

⑥テロメラーゼ in situ hybridization 法による

乳腺、内分泌疾患の診断 

⑦甲状腺癌におけるアポトーシス関連遺伝子の

変化 
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沿革と組織の概要 

1990 年に開講 100 周年を迎えている。現在の

スタッフは教授 1, 助教授 1, 講師 5, 助手 8

である。外来は、新外来棟 4階,病棟は主として 6

階北, 医局及び研究室は管理研究棟 2階にある。

以下に、当教室の教育・研究・診療の現状につい

て述べる。 

 

診 療 

月曜日から金曜日まで一般外来（午前）と専門

外来（午後）を行なっている。専門外来は、アト

ピー性皮膚炎・乾癬・膠原病・皮膚外科・毋斑症・

角化症・脱毛症・真菌症などに加えて、レーザー

外来を行なっている。皮膚科の治療の特徴のひと

つは、各種紫外線（UVA, UVA1, narrow band 

UVB など）による治療を行なっていることもあ

る。このことから、現在は外来診療科名を、皮膚

科・皮膚光線レーザー科としている。生検・小手

術は通常外来手術室で行なっている。毎日、午後

12時 30分から、午前中外来を受診した問題症例

についての ClinicalConference を行なう他、教

室全体として病理組織検討会・外来症例検討会を

定期的に行なっている。教授廻診は、毎週水曜日

午前中に助教授を含め病棟勤務医全員で行なっ

ている。また対象疾患では、アトピー性皮膚炎や

乾癬など外用療法が基本の疾患, SLE や汎発性

強皮症など内臓疾患を伴う膠原病, 悪性黒色腫

や有棘細胞癌など皮膚外科手技を要する疾患壊

死性筋膜炎や真菌症などの感染症など広範な領

域にわたっており常時 40 名以上の入院患者がい

る。皮膚症状は、それを理解できる『眼』ができ

ている場合に意味をもつものであるので病理組

織検査や臨床検査と相俟って『皮疹を正確に把握

できる眼』をもつ皮膚科医を育てるべく力を注い

でいる。 

 

教 育 

卒前教育では、皮膚科学の総論・各論について

系統的な講義を行なう一方、診断学の中で皮膚症

状のみ方についての教育を行なっている。また、

学内外の講師による皮膚疾患についての系統立

った臨床的な講義を行ない、皮膚科学の研究と臨
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床がどのように結びついているかの理解を助け

るようにしている。学生実習では、様々な患者の

診察を通じて、皮膚科の診療の仕方について理解

して、もらえるように配慮している。卒後教育で

は、医療全般についての訓練を充分に行なうとと

もに皮膚科医としての診療の仕方についてのト

レーニングを行なっている。更に、日本皮膚科学

会その他の学会で数多くの発表の機会がもてる

ように配慮している。 

 

研 究 

当教室においては、専門外来を中心として臨床

研究及び基礎的研究を行なっている。研究室とし

ての枠組みはとっていないが、大きく 1)免疫・

アレルギー, 2)膠原病,3)悪性腫瘍, 4)ケラチノ

サイトのグループができている。大学院生は、講

師レベル以上で留学経験のある指導者と共に研

究を始めるようになっている。以下に主な研究内

容を挙げる。 

（1）アトピー性皮膚炎などアレルギー疾患につ

いての臨床研究及び基礎的研究 

（2）乾癬についての臨床的研究,基礎的研究 

（3）膠原病（SLE, 強皮症, 皮膚節炎）の臨床的

研究 

（4）悪性黒色腫,   有棘細胞癌, 隆起性皮膚線維

肉腫に関する臨床的研究（遺伝子診断も含む） 

（5）悪性黒色腫の早期診断（ダーモスコーピー

による検討） 

（6）ランゲルハンス細胞, 樹状細胞の研究 

（7）ケモカインに関する研究 

（8）線維芽細胞からのコラーゲン産生制御に関

する分子生物的検討 

（9）ケラチン遺伝子発現制御 

（10)ビタミン D3, レチノイド, 細胞成長因子の

作用に関する研究 

（11）悪性黒色腫の転移機構の検討 
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形成外科学教室の現在の構成は、教授１名、講

師１名、助手５名、医員５名、後期研修医数名で

ある。 

教室員の多くは関連病院に出張しているが、現

有教室員の総数は約 100名である。外来は新外来

診療棟３階にあり、病棟は新病棟 10 階南に、研

究室は東研究棟に、教授室、教官室、医員室、医

局およびカンファランス室は内科研究棟にある。 

以下に当教室の教育、研究、診療の現状につい

て述べる。 

 

１。教育 

卒前教育では、M2、M3、M4の講義とM4の

BST を担当している。講義の内容としては、形

成外科学総論（先天性、後天性疾患）、創傷治癒、

外傷、植皮、頭蓋顎顔面外科、マイクロサージャ

リー、組織移植、頭頸部再建外科、美容外科など

を取り上げている。BST では、手術見学、病棟

回診、外来見学に加え、非常勤講師によるクルズ

スおよびビデオ学習を行い、教授、講師、助手の

指導のもとに、形成外科が対象とする多様な疾患

に多く触れられるように配慮している。 

卒後教育では、初期研修２年間の後、後期研修

として形成外科全般のトレーニングを行い、卒後

７年間で形成外科認定医の資格が取得できるよ

う指導を行っている。 

 

２。研究 

研究室は東研究棟地下 1階にあり、平成 19年

9月現在、大学院生 3名、研究員 3名が席を置き、

教官とともに研究活動を行っている。 

代表的な研究テーマを下記に列挙する。 

１）微小血管吻合を用いた各種組織移植の基礎研究 

２）脂肪由来幹細胞の血管新生治療、創傷治癒治

療、組織増大治療への応用に関する研究 

３）軟骨細胞、もしくは脂肪由来幹細胞を用いた

軟骨再生に関する研究 

４）毛乳頭細胞、表皮角化細胞を用いた毛髪再生

に関する研究 

５）胎盤、羊膜、臍帯由来細胞の再生医療への応

用に関する研究 

６）神経提細胞を用いた末梢神経再生の関する研究 

７）血小板など自己血液由来成分の再生医療への

応用に関する研究 

８）レチノイドによる色素細胞、表皮角化細胞へ

のシグナルに関わる研究 

９）新規レチノイド、レチノイド DDS 製剤の開

発に関わる研究 
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３。診療 

月曜日から金曜日までの午前中、外来診療を行

っている。外傷、瘢痕、ケロイド、顔面神経麻痺、

乳房、唇、口蓋裂、頭蓋顔面奇形、耳介変形、腫

瘍再建、美容皮膚、美容外科の各専門外来がある。

2006 年の新来患者は約 2,500 名、再来患者は述

べ約 14,000名であった。 

2006 年における手術件数は中央手術部におけ

る全身麻酔手術 350件、外来手術室における局所

麻酔手術約 350 件である。現在利用病床数は 15

床～20 床である。術前検査は外来で行い、術後

も歩行可能となれば抜糸前に退院となるのが普

通である。 

毎週水曜日午前中に教授回診が行われている。

このほかに医局全体のクリニカルカンファラン

ス、抄読会が毎週水曜日夜に、研究抄読会が水曜

日朝に、研究カンファランスが月曜日、金曜日の

夕刻に行われている。 
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沿革と組織の概要 

口腔外科学教室は、本邦における最初の歯科学

講座として、明治 35 年に創設され、これまで日

本の口腔外科の進歩に大きな役割を果たしてき

ました。現在、講座名は東京大学大学院医学系研

究科感覚・運動機能医学講座（口腔外科学分野）、

病院の診療科名は顎口腔外科・歯科矯正歯科と称

しています。顎口腔外科・歯科矯正歯科は、医学

部附属病院の唯一の歯科関連の診療科として、顎

顔面変形症（口唇口蓋裂をはじめとした先天的疾

患や“受け口”のような疾患）や、顎顔面外傷、

口腔内炎症、口腔腫瘍など歯や顎に先天性または

後天性異常のある方を対象としています。医師、

歯科医師、言語聴覚士、歯科衛生士などがチーム

を組んで集学的治療を行っているのが、当科の特

徴です。 

また、研究分野では、多くのスタッフが臨床お

よび基礎的研究にあたっており、特に骨、骨膜、

軟骨、軟骨膜、血管、神経、皮膚などの再生医療

について重点を置いています。東京大学医学部附

属病院にはティッシュ･エンジニアリング部が平

成13年10月に設立され当教室の高戸毅教授が部

長を兼任しておりますが、近い将来の臨床応用を

目標とし、トランスレーショナル・リサーチセン

ターとして機能すべく研究を行っています。口腔

外科学教室では血管再生医療寄付講座(第一三共

株式会社)および軟骨･骨再生医療寄付講座(富士

ソフト株式会社)の 2つの寄付講座がティッシュ･

エンジニアリング部の中にあり、ここで助手や大

学院生が顎顔面領域における再生医療に関する

基礎的研究を日々おこなっています。 

 

診 療 

顎口腔外科・歯科矯正歯科においては主に、口

唇口蓋裂を始めとする先天異常、顎顔面変形症、

外傷、腫瘍など特殊な疾患を持つものを対象とし

ています。また重い全身疾患のある方の歯科診療

も対象としています。外来には、12 の歯科治療

ブースと外来手術室 1室、および言語治療室を備

えており、1 日の再来患者数は現在約 90 名とな

っています。 

実際の診療では、大きく２つの部門に分かれて
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治療にあたっています。 

顎口腔外科部門は、智歯(親知らず)抜歯をはじ

め、口、歯、顎に関連した外科手術を中心に、口

腔関連の炎症や腫瘍の管理なども行っており、歯

科矯正歯科部門では、著しい顎骨変形を持つ患者

の咬合改善、顎の成長のコントロール（矯正歯科）、

また、腫瘍や外傷による歯・顎骨欠損部を、入れ

歯やデンタルインプラント（人工歯根）を用いて

補う治療を行っております（補綴歯科）。 

また月曜日午後の専門外来では、顎口腔外科医、

矯正歯科医、補綴歯科医による臨床カンファレン

スを行っており、その他顎関節症の方を対象にし

た顎関節外来も設けています。 

入院患者は年間 350人ほどで、手術は年間 330

例ほどおこなわれています。口唇口蓋裂、顎変形

症における外科的咬合改善術や骨移植、顎骨骨折

の整復固定、腫瘍切除等が主な手術内容となって

います。最近では、骨延長を顎顔面領域に併用し

て、顎顔面変形に対する咬合改善をおこなったり、 

CT 画像から作成された人工骨を移植して、顎顔

面骨形態の改善を図るようなこともおこなった

りしています。 

 

教 育 

当教室では、教授、助教授、講師および他大学

のエキスパートを含めた非常勤講師がそれぞれ

の専門分野についてM1、M2、M4の学生に対し

て講義・実習を行っています。M２の学生には口

腔外科総論、歯科概論、口唇口蓋裂、嚢胞、腫瘍、

外傷、口腔粘膜疾患、感染症、顎顔面補綴につい

て、M４の学生への臨床実習（BSL)では、歯お

よび口腔顎顔面の構造、う蝕・歯周病・不正咬合

などの歯科疾患、先天異常・腫瘍・嚢胞、感染症、

外傷などの口腔顎顔面疾患についての症例呈示

をおこなって歯科的治療、口腔顎顔面外科的治療

についての理解をしていただき、病棟見学、手術

見学などで、医師として最小限必要な口腔に関す

る知識を深めています。卒後研修としては、現在

は主に歯学部卒業生に対し、歯科研修医として口

腔外科、補綴歯科、矯正歯科各指導医の下、歯科

治療全般にわたる知識・技術の向上を目的とした

研修がおこなえるよう、指導を行っております。

研修期間中に総合的な歯科臨床知識を習得した

上で、積極的に大学院進学も勧めており、臨床・

研究のバランスのとれた各分野の専門医の育成

を目指しております。 

 

研 究 

当教室での研究は当科で扱われる臨床症例と

密接に関連しています。すなわち口唇口蓋裂等の

先天奇形、顎顔面変形症、人工歯根、腫瘍、骨、

軟骨などに関する分野に別れてそれぞれの研究

が行われています。 

臨床研究 

1) 口唇口蓋裂その他の先天異常に伴う顔面変形

に対する集学的治療 

2) 顎顔面変形、外傷および顎関節症に対する集学

的治療 

3) 頭頚部領域における悪性腫瘍に対する集学的

治療 

4) 骨延長法を用いた顎骨延長 

5) 口唇口蓋裂患者の顔面変形に対する形成 

6) 口唇口蓋裂患者の言語障害 

7) 頭蓋顎顔面部の先天異常における成長発育 

8) 口唇口蓋裂に対する治療評価 

9) 悪性腫瘍に対する外科･化学・放射線治療につ

いて 

10) 新素材デンタルインプラントの開発 

11) 顎顔面変形に対する外科的矯正治療 

12) 顎関節症に対する治療効果 

13) 顎顔面領域の咀嚼運動機能 

14) 顎顔面外傷に対する非観血的治療 

15) 顎顔面領域への再生骨による修復 
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基礎研究 

1) 骨膜による骨再生に関する研究 

2) 軟骨膜の再生能に関する研究 

3) 成長板軟骨細胞を用いた骨再生に関する研究 

4) 骨軟骨細胞分化制御機構における細胞周期関

連分子の役割 

5) スフェロイド培養による骨髄間葉系幹細胞の

骨・軟骨分化誘導 

6) 人工歯根における歯周組織再生 

7) 再生医療による顎顔面領域の骨･軟骨再生 
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沿革と組織の概要 

本講座は 1906 年に日本で初めての整形外科学

講座として開講され、本年でちょうど 100年の歴

史を刻んだことになる。初代教授はドイツとオー

ストリアに留学した田代義徳であり、「整形外科」

の名称は田代教授が提案し、採用されたものである。 

開講当初、主な対象疾患はポリオや脊椎カリエ

スなどの感染症と、内反足や先天性股関節脱臼な

どの先天性疾患であった。このため 1910 年の調

査では、整形外科が対象とする患者は、当時の東

大病院の外科受診患者の 3.3%に過ぎなかった。 

しかしながら、その後本講座は、社会の要請に

対応することで発展した。例えば田代教授は外傷

を整形外科の治療対象と認識し、門下を教育した。

これが、飛躍的に増加した交通事故や労働災害に

よる外傷の治療や予防につながった。また田代教

授と高木憲次教授（第 2 代）は肢体不自由児の療

育事業を推進し、それは本邦におけるリハビリテ

ーション医学の源流へと発展した。また、高木教

授による関節鏡の発明は、現在の小侵襲手術の基

礎となった歴史的な業績である。近年では、社会

の高齢化の急速な進行を踏まえた骨粗鬆症や変形

性関節症などの研究、難病である脊柱靱帯骨化症

や関節リウマチの研究、骨・関節のバイオメカニ

クスの研究など、本講座は広い意味での運動器を

対象とする学科となっている。 

最新の厚生労働省の国民生活基礎調査で見ても、

国民が訴える自覚症状の上位 3位は腰痛、肩こり、

関節痛であり、すべて運動器疾患である。また、

高齢者が介護のための支援を必要とする疾患の第

１位は「関節疾患」であり、健康寿命の延伸の面

でも整形外科への期待は高まっている。 

こうした社会的要請のさらなる高まりに対応す

べく、本講座は、平成 7 年に始まった医学部の大

学院重点化に伴って大学院医学系研究科外科学専

攻感覚運動機能講座の中の整形外科学専門分野と

なり、学術の発展を推進している。 

平成 19 年 4 月現在の教職員は、教授 1 名、准
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教授 2名、講座専任講師 1名、講師 3名、助教 13

名、医員 12名、客員研究員 5名、学外非常勤講師

11名である。 

 

教 育 

卒前教育としては医学部医学科学生、同保健学

科学生に対し、卒後教育としては医学系大学院学

生、初期臨床研修医（スーパーローテーター）、

後期臨床研修医、学会認定医資格取得前の医師、

同取得後の医師、および他院の理学療法士の教育

を行った。 

医学科学生の教育は、学部 2年生に対して、系

統講義、診断学実習、症候学講義、チュートリア

ルを行った。系統講義は、教授、助教授、講師に

より運動器疾患全般をカバーする計 12 コマの講

義を行った。これには、骨軟部腫瘍、脊椎疾患、

関節疾患（手、肘、肩、股、膝、足）、小児整形、

リウマチ性疾患、スポーツ整形外科、外傷学が含

まれている。診断学実習は、講師 2名により四肢

の疾患、脊椎疾患の診断手技、画像診断の実習を

行った。症候学講義は腰背部痛を担当し、チュー

トリアルは学生参加型の 12 週の実習のうちの１

グループを担当した。 

学部3年生に対しては、BSL、Clinical clerkship、

研究室配属を行った。BSLは 10日間の臨床実習

で、学生各自に整形外科実習の手引を配布し、講

師 2名を専任者として、病棟、外来、手術室では

見学のほか可能な限り診療にも参加させた。学生

のためのカンファランスを行い、重要な疾患の診

断学、治療学を学んでもらった。病棟では、専任

者以外の助手、医員、研修医なども学生教育に協

力した。Clinical clerkship では学生を病棟のチ

ームに配属し、病棟医長の指導責任のもと、手術

を含めた入院患者診療に参加させた。また、救急

外傷への対応にも参加した。研究室配属には平成

18年度は 2名が参加し、2週間にわたり研究室で

の実験活動の実際に触れてもらった。 

学部 4 年生に対しては臨床統合講義を行った。

平成 17年は変形性関節症、平成 18年には転移性

骨腫瘍を取り上げて疾患の理解、診断学、研究の

動向につき統合的な内容の講義を行った。 

大学院学生は、講座内で教育研究スタッフの直

接に指導を受ける者、学内の寄附講座や関連講座

に所属して指導を受ける者、学外に国内外留学し

ている者がおり、いずれも世界の最先端の研究に

従事している。 

平成 18年度は 3名のスーパーローテーターが

当科で初期研修を行った。医学部附属病院におい

て整形外科学の初期研修を行うとともに、救急医

学講座の好意により救急医療の研修も行った。土

曜日の午後には、系統的に重要な運動器疾患につ

いての参加型講義を年間を通して行った。 

学会認定医資格取得前（卒後 6-7年まで）の医

師の教育は、専門外来診療カンファランスおよび

サーチカンファランスへの参加によって行い、認

定医資格取得者の教育は、教授らが個別に行う指

導のほか、専門的なテーマを取り上げている教室

の研究会および研修会によって行った。これらの

出席によって、学会認定医資格継続に必要な研修

点数が加算された。 

保健学科学生の教育は、看護コースの臨床実習

の一部を担当した。主として病棟で行っており、

看護婦長はじめ看護職員が直接の指導にあたった。 

 

診 療 

外来は、月・水・金の午前・午後、火・木の午

前中に一般外来を行い、火・水・木・金の午前・

午後に専門外来を行っている。平成 1７年度の外

来患者は延 43,282 人、うち新来患者 3,752 人で

あった。 

専門外来グループが担当症例の検討会を毎週

行っているほか、一般外来と病棟でもそれぞれカ

ンファランスを行って、症例ごとに診断、治療方

針等を検討している。専門外来は脊髄脊椎、股関
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節、リウマチ、腰痛、腫瘍、脊柱側弯、四肢再建・

脚延長、膝関節、先天股脱、手の外科、肘関節、

肩関節、スポーツ外傷、末梢神経、骨系統疾患の

各外来である。 

病棟入院患者数は概ね 55-65 床の間で推移し

ており、平成 18 年度の入院手術件数はそれぞれ

664件で、その内訳は、頚椎・胸椎手術 89件（う

ちコンピューターナビゲーション手術 44件）、腰

椎手術 54件、側弯症手術 12件（うちコンピュー

ターナビゲーション手術 12件）、関節リウマチ手

術 63件、股関節手術 78件、膝関節手術 63件（う

ちコンピューターナビゲーション手術 19件）、肩

関節手術 12件、手の外科 97件、脚延長・変形矯

正 6 件、骨・軟部腫瘍 71 件、外傷 88 件などで

あった。 

特色ある治療法としては、三次元画像表示によ

るナビゲーションシステムを用いた脊椎・関節手

術、棘突起縦割法脊柱管拡大術、棘突起還納型腰

椎椎弓形成術、創外固定器による四肢変形の矯正、

変形性股関節症に対する寛骨臼回転骨切り術、膝

十字靭帯損傷の内視鏡的修復、高度な関節破壊を

きたした関節リウマチ患者に対する人工関節置

換術などを行なっている。また、検査法としては、

3 次元 CT および 3 次元造型モデルを用いた術前

手術計画を行っている。このうち、脊椎と膝関節

のナビゲーション手術と、股関節疾患の診断なら

びに術前計画は高度先進医療の認可を受けている。 

 

研 究 

最先端の生物学的および工学的手法を駆使し

て、各種運動器疾患の病態解明および治療におけ

る世界的な業績をあげている。特に、骨・軟骨の

分子生物学的研究では、世界をリードする存在と

なっている。基礎的研究は南研究棟を中心に行っ

ているが、特に国際的に高い評価を受けている研

究としては、reverse & forward geneticsからの

骨軟骨疾患の分子メカニズムの解明、破骨細胞の

分化・アポトーシスシグナルの解明、脊柱靭帯骨

化症の病態解明、関節リウマチの関節破壊の分子

メカニズムの解明、変形性関節症の分子メカニズ

ムの解明、有限要素法を用いた非侵襲的骨強度測

定システムの開発、サイトカインによる骨形成の

臨床応用、加齢による骨粗鬆化の分子メカニズム

の解明、などがあげられる。 

また、22 世紀医療センターに 2 講座、ティッ

シュエンジニアリング部に 1 講座の寄附講座を

持っている。前者では、世界に類を見ない規模の

変形性関節症の統合型データベースの作製、およ

びそれを用いたゲノム疫学研究を行っている。後

者では、分子生物学的手法を駆使した骨・軟骨再

生医療を行っている。また、疾患生命工学センタ

ーおよび医工連携部との共同研究で、長寿命型人

工関節の開発と臨床応用の研究、インテリジェン

ト型人工ウイルスを用いた遺伝子導入による関

節疾患治療の研究を行っている。 

学外の施設においても、国内外の複数の一流研

究施設に大学院生を研究生として派遣しており、

頻繁に学術的交流を行っている。 
 

出版物等 
 
（１） Anamizu Y, Seichi A, Tsuzuki N, 

Nakamura K. Age-related changes in 
histogram pattern of anterior horn cells 
in human cervical spinal cord. 
Neuropathology 2006; 26: 533-539. 

（２） Fukui N, Ikeda Y, Ohnuki T, Hikita A, 
Tanaka S, Yamane S, Suzuki R, Sandell JL, 
Ochi T. Pro-inflammatory cytokine 
TNF-alpha induces BMP-2 in chondrocytes 
via mRNA stabilization and transcriptional 
up-regulation. J Biol Chem 2006; 
281:27229-27241 

（３） Hikita A, Yana I, Wakeyama H, Nakamura 
M, Kadono Y, Oshima Y, Nakamura K, 
Seiki M, Tanaka S. Negative regulation of 
osteoclastogenesis by ectodomain shedding 



256 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

of receptor activator of NF-kappaB ligand. 
J Biol Chem 2006; 281: 36846-36855. 

（４） Hiraki S, Nakamura I, Okazaki H, 
Nakamura K, Kurokawa T. Skin behavior 
during leg lengthening in patients with 
achondroplasia and hypochondroplasia: a 
short-term observation during leg 
lengthening. J Orthop Sci 2006; 11: 
267-271. 

（５） Hiraoka H, Kuribayashi S, Fukuda A, 
Fukui N, Nakamura K. Endoscopic 
anterior cruciate ligament reconstruction 
using a computer-assisted fluoroscopic 
navigation system. J Orthop Sci 2006; 11: 
159-166. 

（６） Horikoshi T, Maeda K, Kawaguchi Y, Chiba 
K, Mori K, Koshizuka Y, Hirabayashi S, 
Sugimori K, Matsumoto M, Kawaguchi H, 
Takahashi M, Inoue H, Kimura T, 
Matsusue Y, Inoue I, Baba H, Nakamura K, 
Ikegawa S. A large-scale genetic 
association study of ossification of the 
posterior longitudinal ligament of the spine. 
Hum Genet 2006; 119: 611-616. 

（７） Hoshikawa A, Nakayama Y, Matsuda T, 
Oda H, Nakamura K, Mabuchi K . 
Encapsulation of chondrocytes in 
photopolymerizable styrenated gelatin for 
cartilage tissue engineering.Tissue Eng 
2006; 12: 2333-2341. 

（８） Imai K, Ohnishi I, Bessho M, Nakamura K. 
Nonlinear finite element model predicts 
vertebral bone strength and fracture site. 
Spine 2006; 31:1789-94 

（９） Kamekura S, Kawasaki Y, Hoshi K, 
Shimoaka T, Chikuda H, Maruyama Z, 
Komori T, Sato S, Takeda S, Karsenty G, 
Nakamura K, Chung UI, Kawaguchi H. 
Contribution of runt-related transcription 
factor 2 to the pathogenesis of 
osteoarthritis in mice after induction of 
knee joint instability. Runx2 contributes to 

pathogenesis of osteoarthritis in mice after 
induction of knee joint instability. Arthritis 
Rheum 2006; 54: 2462-2470 

（10） Katagiri M, Ogasawara T, Hoshi K, 
Chikazu D, Kimoto A, Noguchi M, 
Sasamata M, Harada S, Akama H, 
Tazaki H, Chung UI, Takato T, 
Nakamura K, Kawaguchi H. Suppression 
of adjuvant-induced arthritic bone 
destruction by cyclooxygenase-2 selective 
agents with and without inhibitory 
potency against carbonic anhydrase II. J 
Bone Miner Res 2006; 21: 219-227. 

（11） Kawaguchi H, Akune T, Ogata N, Seichi A, 
Takeshita K, and Nakamura K: 
Contribution of metabolic conditions to 
ossification of the posterior longitudinal 
ligament of the spine. in "OPLL - 
Ossification of the Posterior Longitudinal 
Ligament – 2nd Edition". edited by K. 
Yonenobu, T. Nakamura, and Y. Toyama. 
2006 (Springer-Verlag Tokyo): 37-40 

（12） Kawaguchi H. Molecular backgrounds of 
age-related osteoporosis from mouse 
genetics approaches. Rev Endocr Metab 
Disord 2006; 7: 17-22. 

（13） Koshizuka Y, Ogata N, Shiraki M, Hosoi T, 
Seichi A, Takeshita K, Nakamura K, and 
Kawaguchi H: Distinct association of gene 
polymorphisms of estrogen receptor and 
vitamin D receptor with lumbar spondylosis 
in postmenopausal women. Eur Spine J 
2006; 15: 1521-1528. 

（14） Koyama Y, Miyashita M, Kazuma K, 
Suzukamo Y, Yamamoto M, Karita T, 
Takatori Y. Preparing a version of the 
Nottingham adjustment scale (for 
psychological adjustment) tailored to 
osteoarthritis of the hip. J Orthop Sci 2006; 
11: 359-64. 

（15） Kugimiya F, Ohba S, Nakamura K, 
Kawaguchi H, Chung UI. Physiological role 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 257 

of bone morphogenetic proteins in 
osteogenesis. J Bone Miner Metab 2006; 
24: 95-99. 

（16） Mabuchi A, Nakamura S, Takatori Y, 
Ikegawa S. Familial osteoarthritis of the hip 
joint associated with acetabular dysplasia 
maps to chromosome 13q. Am J Human 
Genetics 2006; 79: 163-168. 

（17） Maruyama T, Kitagawa T, Takeshita K, 
Seichi A, Kojima T, Nakamura, Kurokawa 
T. Fusionless surgery for scoliosis: 2-17 
year radiographic and clinical follow-up. 
Spine 2006; 31: 2310-2315. 

（18） Maruyama T, Takeshita K, Seichi A, 
Kitagawa T, Kojima T, Nakamura K, 
Kurokawa T. Multiple vertebral wedge 
osteotomy for adolescent idiopathic 
scoliosis. Stud Health Technol Inform 2006; 
123: 283-8. 

（19） Matsuyama J, Ohnishi I, Sakai R, Suzuki 
H, Harada A, Bessho M, Matsumoto T, 
Nakamura K. A new method for 
measurement of bone deformation by echo 
tracking. Med Eng Phys 2006; 28: 588-595. 

（20） Miyazaki T, Tanaka S, Sanjay A, Baron R. 
The role of c-Src kinase in the regulation of 
osteoclast function. Mod Rheumatol 2006; 
16:68-74. 

（21） Moro T, Takatori Y, Ishihara K, Nakamura 
K, Kawaguchi H. Grafting of biocompatible 
polymer for longevity of artificial hip joints. 
Clin Orthop Rel Res 2006; 453: 58-63. 

（22） Muraki S, Yamamoto S, Ishibashi H, 
Nakamura K. Factors associated with 
mortality following hip fracture in Japan. 
J Bone Miner Metab 2006; 24:100-4. 

（23） Nakagawa T, Hiraoka H, Fukuda A, 
Matsubara T, Nakayama S, Nakamura K. 
Symptomatic cyclops lesion after rupture of 
the anteromedial bundle of the anterior 
cruciate ligament. J Orthop Sci 11: 537-540, 
2006 

（24） Nakamura K. Professor Yoshinori 
Tashiro's contribution to orthopedic surgery. 
J Orthop Sci 2006; 11: 115-117. 

（25） Oda H, Nakamura K, Matsushita T, 
Yamamoto S, Ishibashi H, Yamazaki T, 
Morimoto S. Clinical use of a newly 
developed calcium phosphate cement 
(XSB-671D). J Orthop Sci 2006; 11: 
167-174. 

（26） Ogata T, Yamamoto S, Nakamura K and 
Tanaka S. Signaling Axis in Proliferation 
and Differentiation of Schwann Cell. Mol 
Neurobiol. 2006; 33:51-62. 

（27） Ogihara S, Seichi A, Hozumi T, Oka H, 
Ieki R, Nakamura K, Kondoh T. Prognostic 
factors for patients with spinal metastases 
from lung cancer. Spine 2006; 
31:1585-1590. 

（28） Ohori Y, Yamamoto S, Nagao M, Sugimori 
M, Yamamoto N, Nakamura K, Nakafuku 
M.  Growth factor treatment and genetic 
manipulation stimulate neurogenesis and 
oligodendrogenesis by endogenous neural 
progenitors in the injured adult spinal cord. 
J Neurosci 2006; 26: 11948-11960. 

（29） Oka H, Kondoh T, Seichi A, Hozumi T, 
Nakamura K. Incidence and prognostic 
factors of Japanese breast cancer patients 
with bone metastasis. J Orthop Sci 2006, 
11: 13-19 

（30） Oka H, Yoshimura N, Kinoshita H, Saiga 
A, Kawaguchi H, Nakamura K. Decreased 
activities of daily living and associations 
with bone loss among aged residents in a 
rural Japanese community: the Miyama 
Study. J Bone Miner Metab 2006; 24: 
307-313. 

（31） Oshima Y, Okutsu I, Hamanaka I, 
Motomura T. Carpal tunnel syndrome 
accompanying radial dysplasia due to 
thalidomide embryopathy. J Hand Surg 
[Br] 2006; 31 :342-344. 



258 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

（32） Saito T, Kondo T, Hozumi T, Karasawa k, 
Seichi A, Nakamura K: Results of 
posterior surgery with intraoperative 
radiotherapy for spinal metastases. Eur 
Spine J 2006, 15: 216-222. 

（33） Sakanishi H, Hoshi K, Nakajima S, Akune 
T, Takeshita K, Yamamoto M, Kawaguchi 
H, Nakamura K, Seichi A. Vertebral 
hemangioma compressing the thoracic 
spinal cord. J Orthop Sci 2006; 11: 294-297. 

（34） Sato K, Suematsu A, Okamoto K, 
Yamaguchi A, Morishita Y, Kadono Y, 
Tanaka S, Kodama T, Akira S, Iwakura Y, 
Cua DJ, Takayanagi H. Th17 functions as 
an osteoclastogenic helper T cell subset 
that links T cell activation and bone 
destruction. J Exp Med 2006; 
203:2673-2682. 

（35） Sawada Y, Tamada M, Dubin-Thaler BJ, 
Cherniavskaya O, Sakai R, Tanaka S, 
Sheetz MP. Force Sensing by Mechanical 
Extension of the Src Family Kinase 
Substrate p130Cas. Cell. 2006; 
127:1015-1026. 

（36） Seichi A, Takeshita K, Kawaguchi H, 
Matsudaira K, Higashikawa A, Ogata N, 
Nakamura K. Neurologic level diagnosis of 
cervical stenotic myelopathy. Spine 2006; 
31: 1338-1343. 

（37） Shinoda Y, Yamaguchi M, Ogata N, Akune 
T, Kubota N, Yamauchi T, Terauchi Y, 
Kadowaki T, Takeuchi Y, Fukumoto S, 
Ikeda T, Hoshi K, Chung UI, Nakamura K, 
Kawaguchi H. Regulation of bone 
formation by adiponectin through 
autocrine/paracrine and endocrine 
pathways. J Cell Biochem 2006; 196-208. 

（38） Takeshita K, Lenke L, Bridwell K, Kim 
YJ, Sides B, Hensley M. Analysis of 
patients with nonambulatory 
neuromuscular scoliosis patients 
surgically treated to the pelvis with 

intraoperative Halo-femoral traction. 
Spine 2006; 31: 2381-5. 

（39） Takeshita K, Maruyama T, Matsudaira K, 
Murakami M, Higashikawa A, Nakamura K. 
Validity and reliability of SRSI and SF-36 in 
Japanese patients with scoliosis. Stud 
Health Technol Inform. 2006; 123: 337-42. 

（40） Takeshita K, Maruyama T, Murakami M, 
Higashikawa A, Hashimoto H, Hara N, 
Seichi A. Nakamura K. Correction of 
scoliosis using segmental pedicle screw 
instrumentation versus hybrid constructs 
with hooks and screws. Res into Spinal 
Deformities 2006; 5: 571-573.  

（41） Takeshita K, Maruyama T, Murakami M, 
Higashikawa A, Hashimoto H, Hara N, Seichi 
A, Nakamura K. Correction of scoliosis using 
segmental pedicle screw instrumentation 
versus hybrid constructs with hooks and 
screws. Stud Health Technol Inform 2006; 123: 
571-6. 

（42） Tanaka S, Miyazaki T, Fukuda A, 
Akiyama T, Kadono Y, Wakeyama H, 
Kono S, Hoshikawa S, Nakamura M, 
Ohshima Y, Hikita A, Nakamura K. 
Molecular mechanism of the life and 
death of the osteoclast. Ann N Y Acad 
Sci 2006; 1068:180-186. 

（43） Tanaka S, Suzuki H, Yamauchi H, 
Nakamura I and Nakamura K. Signal 
transduction pathways of 
calcitonin/calcitonin receptor regulating 
cytoskeletal organization and 
bone-resorbing activity of osteoclasts. 
Cell Mol Biol 2006; 52: 19-23. 

（44） Yamada T, Kawano H, Koshizuka Y, 
Fukuda T, Yoshimura K, Kamekura S, 
Saito T, Ikeda T, Kawasaki Y, Azuma Y, 
Ikegawa S, Hoshi K, Chung UI, 
Nakamura K, Kato S, and Kawaguchi 
H: Carminerin contributes to chondrocyte 
calcification during endochondral 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 259 

ossification. Nature Med 12: 665-670, 2006. 
（45） Yamaoka H, Asato H, Ogasawara T, 

Nishizawa S, Takahashi T, Nakatsuka T, 
Koshima I, Nakamura K, Kawaguchi H, 
Chung UI, Takato T, Hoshi K. Cartilage 
tissue engineering using human auricular 
chondrocytes embedded in different 
hydrogel materials. J Biomed Mater Res A 
2006; 78: 1-11. 

（46） Yoshimura N, Kinoshita H, Hori N, 
Nishioka T, Ryujin M, Mantani Y, Miyake 
M, Takeshita T, Ichinose M, Yoshida M, 
Oka H, Kawaguchi H, Nakamura K, 
Cooper C. Risk factors for knee 
osteoarthritis in Japanese men: A case 
control study. Mod Rheumatol 2006; 16(1): 
24-29. 

 
 



260 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

眼科学 
 

教授  
新家 眞  

助教授  
玉置泰裕 , 加藤聡  

講師  
富所敦男，相原一，永原幸，蕪城俊克，出田隆一  

助手  
臼井智彦，柳靖雄，野田康雄，重枝崇志，林恵子，杉崎顕史，三嶋弘一，

井上裕治，廣瀬晶，新卓也，今野伸介、三村達哉  
 
ホームページ http://plaza.umin.ac.jp/oph/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

1871 年（明治 4 年）8 月、プロシアよりレオ

ポルド・ミュルレル（外科）、テオドール・ホフ

マン（内科）が着任。ミュルレルが眼科学を兼任

したことにより東大眼科開講となる。以来、梅錦

之丞、河本重次郎、石原忍、庄司義治、中島實、

萩原朗、鹿野信一、三島済一、増田寛次郎、新家

眞 現教授らが東京大学眼科学教室の教授を歴任

してきた。東京大学眼科学教室は臨床科として眼

科学講座,附属病院角膜移植部からなり,その構成

は教授 1,助教授 2, 講師 4, 助手 13, 医員 10, 

技官 1, 大学院生 7, 留学生 4, 非常勤講師 9

である.外来は外来診療棟 3 階,病棟は入院棟Ａ7

階,医局は第一研究棟 2階にある. 

 

診 療 

一般外来（月～金曜）および専門外来（角膜,

緑内障,ぶどう膜 ,網膜,斜視外来,糖尿病 ,神経眼

科）が特定の曜日に行われている. 一般外来は

紹介状の有無に関わらず来院患者のすべてを対

象とし,専門外来は専門的検査・治療を要する症

例を対象に一般外来と重複する症歴を作成し診

察を行っている.従って全ての症例が一般外来で

の治療経過の把握が可能である一方, 病院病歴

の書き換え期間を超える長期経過例については

専門外来病歴（専門外来管理）により容易に把握

することが可能となっている.外来手術は水曜日

を定時手術とし斜視,外眼部疾患を中心に行われ

た.必要に応じて定時以外にも手術を行っている.

平成 16年度の新来患者数は約 3千５百名,再来患

者数延べ約７万５千名であった. 

病床数は 44 床で平成 1６年度入院患者数は約

1,７00 名,手術件数は約 1530 例であった.病棟は

月曜朝助教授回診,木曜朝教授回診,火,金（全日）

が定時手術日となっている.手術症例としては白

内障が最も多く,次いで緑内障,網膜剥離,重症糖

尿病網膜症を中心とする眼底疾患,角膜移植手術

となっている.症例数及び緊急を要する症例が多

く定時手術枠内での手術は不可能で慢性的に臨

時,救急手術を中央手術室や外来手術室に依頼せ

ざるを得ない状態となっている. 
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教 育 

卒前教育としてはＭ2 の系統講義（14 単位）,

臨床診断学実習（16回），PBL(12回)、Ｍ3のク

リニカルクラークシップ，Ｍ4 の統合講義(２単

位)，臨床実習（16週）等を担当している.ベッド

サイド教育の骨子は眼科の特殊性と他科領域と

の関連,老齢化社会に向かっての眼科の役割につ

いて理解を深めることとし,講師にはシニアレジ

デント～スタッフが幅広く担当することとした.

系統講義においては眼科の基礎知識を,臨床講義

にあっては他科領域との問題も含めた代表的な

眼科的疾患をスライド,ビデオを用いて行ってい

る.卒後教育としては従来からの伝統として医局

員（入局 4年以内）は患者中心主義（同一患者は

外来,入院を問わず同一医師が担当する）により

疾患の病態像の理解を深めることを基礎として

いる.新入医局員に対しては 6,7 月の 2 か月間,一

般医局員に対しては 10月から 3月までの 6か月

間夕方,教室内外の同窓先輩等を講師に依頼し,ク

ルグスを実施した. 

毎週水曜日,午前 8 時～9 時クリニカルカンフ

ァレンスを行っている.教室外から 1回 1～2名の

講師を依頼し例年行う茶話会（日本眼科学会専門

医制講習会認定）も本年度は 8 回主催し.卒後教

育の充実,教室内外との交流をはかった.研修期間

内における研修の補足,充実をはかっている. 

 

研 究 

研究は専門外来を基盤として研究内容（角膜,

緑内障,ぶどう膜,神経眼科,網膜等）の他,形態,薬

理,生理,分子生物学,免疫学的方法による研究,ま

た非侵襲的検査,研究方法の開発がなされている.

その主なものは 

1）レーザースペックルによる虹彩,眼底血流動態

解析法の開発 

2）低眼圧緑内障の病態研究 

3）房水動態の解析と薬理 

4）緑内障に対する薬物効果の検討 

5）緑内障（特に正常眼圧緑内障）早期診断法,臨

床病態像の解明 

6）ティッシュ・エンジニアリングによるバイオ

再生角膜作成 

7）角膜形状の臨床的解析 

8）角膜移植術への遺伝子導入法の応用 

9）糖化最終産物の各種眼疾患における役割 

10）エキシマレーザー屈折矯正手術,その臨床及

び基礎研究 

11）網膜変性疾患の分子遺伝学的研究 

12）色覚異常と視機能との関係 

13）薬物の網膜に対する影響について電気生理学

的検討 

14）眼内レンズと生体適合性・眼内レンズ手術の

改良 

15）原田病,ベーチェット病の免疫遺伝学的検討 

16）ベーチェット病における免疫抑制剤の効果・

免疫学的発病機序 

17）糖尿病網膜症の臨床病態像および分子生物学

的アプローチによる検討 
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沿革と組織の概要 

耳鼻咽喉科学教室の現在の構成員数は教授 1，

講師 4，助手 10，医員２，研修医 10，大学院生

８，出張者 49，外国留学者１（中国）である。

外来は新外来棟 3階，病室は新病棟 10階北ウィ

ング，医局と研究室は南研究棟 2階と旧外科病棟

5階にある。脳神経医学専攻の認知言語学講座の

第 4 部門として協力講座の感覚運動神経科学分

野を持ち，助手 2と大学院博士課程の学生１の計

３名が所属している。3号館に無響室，南研究棟

1階に研究室を持つ。 

 

診 療 

月曜日から金曜日まで一般および専門外来を

行っている。専門外来には，腫瘍，難聴，中耳炎，

小児難聴、人工内耳、めまい，顔面神経，鼻，音

声言語，気管食道，ABR，補聴器の外来がある。 

病棟は新病棟 10 階北ウィングにあり，病床数

は 44，手術は毎週月曜日 2列，水曜日中手３列，

金曜日中手２列で行われる。耳手術は月・金，腫

瘍は月・水，鼻副鼻腔は水，音声，気食は金曜日

である。 

入院患者の診療は，手術は各専門コースの責任

者のもとに研修医と医員が受け持ち，シニアの助

手が担当している。毎週火曜日夕方に術前検討会、

木曜日早朝に手術報告会，火曜日午前の助教授回

診，木曜日午前に教授回診が行われている。入院

患者の内訳は，中耳疾患，人工内耳，頭頸部悪性

腫瘍，鼻副鼻腔疾患，咽頭，扁桃疾患，音声･障

害，喉頭疾患，気管・食道などの手術症例が大部

分を占めるが，悪性腫瘍の放射線・化学療法や急

性の難聴やめまいの保存的治療例も含まれる。当

領域の患者の特色は，生命的予後と機能的予後の

両面の配慮を要することにあり，診療に当たって

は特にヒューマンなコミュニケーションを重視

している。人工内耳手術は成人よりも小児が多く

なり，すでに 140例を越えた。 

 

教 育 

卒前教育では、M2の系統講義、M2～４の基礎

統合講義、M4 の臨床統合講義、M3 の Clinical 

clerkship、M4 の臨床実習（BSL)を担当してい

る。現在，系統講義は 11 コマで，耳科学，聴覚

医学，平衡神経科学，鼻科学，口腔・咽頭科学，

喉頭科学，音声言語医学，気管食道科学，頭頸部

腫瘍外科学について行っている。M4の臨床統合
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講義、M2～M4 の基礎統合講義と M４の臨床統

合講義では人工内耳，頭蓋底外科などについて実

施した。臨床学習の BSL は実質 7 日間，M4 に

対し 1班 6名のグループごとに外来実習，病棟実

習，手術見学，セミナー，教授・助教授によるカ

ンファランスなど，いきいきとした内容で行われ

ている。他に M1－M2 の特別実習であるフリー

クォーター，研究室配属では耳鼻咽喉科学は人気

があり，聴覚の進化を中心に各 2名の教育を行っ

ている。M3のクリニカルクラークシップでは毎

月 2 名の参加があり研修医に近い臨床実習を行

っている。 

初期臨床研究教育では，スーパーローテーと制

度により 2 年目に 3 ヶ月～8 ヶ月研修医が来る。

平成 1８年度は３名が耳鼻科研修を選択した。専

門教育は専門コース制度をとって行っている。耳，

腫瘍，気管食道，外来と 4つのコースに分け厳し

い教育を行っている。また，火曜日早朝の抄読会，

木曜早朝の手術報告会，夕方の医局集談会，各コ

ース・専門外来・研究グループごとのカンファラ

ンスや抄読会を行っている。 

 

研 究 

耳鼻咽喉科領域，細胞生理，誘発電位，超微細

形態，側頭骨病理，分子生物学，腫瘍，組織培養，

発生と発達，成長，加齢，認知科学，言語，EMG

等の研究グループがあり，さらに工学部、農学部、

代謝生理化学講座、認知言語講座にも御協力を願

って，形態学・生理学・分子生物学などの各種の

基礎的研究を行っている。関連領域との共同研究

を重視している。さらに，各専門コース・専門外

来においては，臨床から着想を得た基礎的研究を

行っている。以下に主な研究テーマを挙げる。 

１）中耳・内耳の形態と病理 

２）難聴のモデル動物の作成と病態生理 

３）内耳の耳音響反射，DPOAE，CM，蝸電図な

どの電気生理 

４）聴覚および前庭誘発筋原電位の起源の解明と

応用 

５）内耳奇形症例における三半規管無形成と回転

検査，平衡の発達の研究 

６）嗅上皮の発生と発達 

７）嗅覚障害の発症機序と治療 

８）鼻アレルギーモデル動物作成と評価システム

の構築 

９）内視鏡的副鼻腔手術の研究および嗅覚障害の

診断・治療 

10） 新生児聴覚スクリーニング，乳幼児の難聴の

早期診断と難聴児の前言語期の喃語の音響分

析 

11）先天性難聴児の人工内耳術後の聴覚言語発達 

12）嚥下障害の手術療法の開発と嚥下圧筋電図モ

ニターによる生理学的研究 

13）顔面神経麻痺の電気生理学的予後研究 

14）頭頸部悪性腫瘍に対する頭蓋底外科手術の改

良と開発 

15）頭頸部腫瘍の側頭骨転移の研究 

16）聴覚皮質障害と言語音および音楽認知のMEG

による研究 

17）Auditory Nerve Disease の研究 

18）Binaural hearing による音源定位と音像定位

能力を用いた研究 

19）傾斜知覚への迷路障害と体性感覚障害の影響 

20）両側小耳症のための超磁歪骨導システムによ

る高品質聴覚実現のための研究 

21）音響鼻腔通気度計の臨床応用 

22）単離前庭感覚細胞のパッチクランプによる研究 

23）マウスのカロリー制限による聴力の老化予防

の研究 

24）脳磁図，聴覚誘発電位による聴皮質の研究 

25）ABI（聴性脳幹インプラント）の開発のための

基礎と臨床応用 

26）嗅上皮の老化のメカニズム 

27）新生児聴覚スクリーニング後の長期追跡研究 
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28）EBウィルスと上咽頭癌の解明 

29）無喉頭者のための口腔内発声装置の開発 
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沿革と組織の概要 

リハビリテーション医学分野が外科学専攻の

中に設置されたのは 2001年 4月である。東大病
院では、全国の大学病院に先駆けて中央診療施設

の 1部門としてリハビリテーション部が 1963年
に開設された。しかし、文部科学省が認める名称

は理学療法部であった。理学療法の歴史は古く、

東京大学でも整形外科や物療内科において、約

100 年前から手がけられてきた。後者は 1926 年
に設置され、かつての英文名称は物理療法そのも

の(Department of Physical Therapy)であり、主
として、関節リウマチなどの骨関節疾患あるいは

運動器疾患が対象であった。しかし、リハビリテ

ーション医の専門性が誕生した背景は、近代医学

の展開により救命技術が劇的に進歩したことに

ある。 
脳卒中、外傷性脳損傷、脊髄損傷などの肢体不

自由だけでなく、心筋梗塞や慢性閉塞性肺疾患な

どの内部臓器の障害を有する人々の早期退院と

社会統合を支援、促進するためには、包括的介入

とチームアプローチが必要である。したがって、

リハビリテーション科は疾患特異性の診療科で

はなく、日常生活活動を制限する障害を標的とし

た横断的な診療科である。チームを構成する各種

医療職（コメディカル）の養成と発展も必要であ

るが、わが国では未だ遅れが目立つ。 
2001 年にリハビリテーション医学が設置され

たとき、人員配置は配慮されなかったため、スタ

ッフは教授 1名のみである。 大学院学生は 2001
年 4月から受け入れ、2006年までに 9名が入学
し、3名が学位を取得して卒業した。しかし、教
員スタッフが配置されないだけでなく、研究室も

配備されていないので、研究は学内外の関連施設

の協力により遂行してきた。 
医師スタッフは充足されていないこともあり、

リハビリテーション科は未だ病棟を運営してい

ない。診療活動は中央診療施設のリハビリテーシ

ョン部と一体であり、教育と研究に関しても同様

である。 
 
診療 

2006年 11月にリハビリテーション部は旧中央
診療棟 2階から新中央診療棟 6階に移転した。病
棟からのアクセスも改善し、新しい建物の中での

診療が軌道に乗っている。 
リハビリテーション部は中央診療部として活

動し、原則として入院患者を対象としているが、

一部患者については退院後も外来で治療を継続

したり、経過の追跡をしたりする。また、紹介外

来患者の診療も行う。東大病院は、1996 年度よ
りリハビリテーション診療総合承認施設に指定

され、保険診療を行ってきた。2006 年 4 月にリ
ハビリテーションに関わる保険診療システムは

大きく変わり、疾患別リハビリテーションの体制

となった。この中で東大病院リハビリテーション

部は、脳血管疾患等リハビリテーション料、運動

器リハビリテーション料、呼吸器リハビリテーシ

ョン料の施設基準認可を受け、理学療法および作

業療法を行っている。 
年間の新患数はおよそ 1,000人で、入院患者の

約 15％に相当する 150 人程度を常時担当し、リ
ハビリテーション治療を行っている。外来通院で

の訓練対象は 1日約 15人である。入院患者への
サービスのニーズ拡大に対応することを優先す
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るため、外来通院患者数の比率は減少傾向にある。

臨床各科からの依頼に応じて入院患者の診療を

行うのが主であり、ほぼ全科から依頼がある。診

療件数の多い主な診療科は、整形外科、精神科、

神経内科、脳神経外科、小児科などである。 
近年の東大病院の対象患者の特徴は、重症疾患

が多く、安静臥床による運動障害が目立つことで

ある。悪性腫瘍を有する患者も増加し、全体の約

20％に達している。肢体不自由だけでなく、呼
吸・循環など全身の医学的管理と運動量コントロ

ールを必要とする例が大半を占める。訓練開始時

にはリハビリテーション部の訓練室まで来られ

ない患者も多く、各セラピストが病棟に出張して

訓練する例が増加している。毎週木曜の午前中に、

その前 1 週間の入院新患患者の回診を教授以下
の医師により行っている。 
精神疾患のリハビリテーションについては、作

業療法士 2名が専門的に担当している。精神科作
業療法室は主として入院患者の治療を分担して

いる。また、精神科デイホスピタルは精神科より

移籍した医師を中心に、精神科の医師スタッフ等

と連携して外来でのデイケアを施行している。デ

イケアでは主として統合失調症を有する人々が

約 40 名登録されている。彼らはメンバーと呼ば
れ、月曜から金曜まで来院し、さまざまな活動に

参加している。 
鍼灸は東洋の伝統的治療手技であり、東大病院

でも過去数十年来にわたり実施してきた。2005
年 4 月からは自由診療として外来診療を行って
いる。 
この他、2006 年度には東大病院として、他の

診療科に所属していた言語聴覚士、視能訓練士を

リハビリテーション部へ所属変更する方針が示

され、徐々にその作業が進んだ。これにより今後

より包括的なリハビリテーション医療を提供で

きるようになると考える。 
 
教育 

卒前教育はＭ２への系統講義、Ｍ３の臨床実習、

そしてＭ３とＭ４に対する統合講義を行ってい

る。系統講義は、リハ医学総論と福祉制度、義肢・

装具、代表的疾患としての脳血管障害、神経筋疾

患、骨関節疾患、脊髄損傷・二分脊椎、脳性麻痺

のリハビリテーションをテーマとして年間 7 単
位行っている。臨床実習は各グループに対して水

曜から金曜までの 3日間行っている。この必修の
臨床実習に加えて、数名の希望者に対して専門病

床を有する外部機関(国立身体障害者リハビリテ
ーション・センター、国立療養所東京病院、東京

都リハビリテーション病院、荏原病院)の協力に
より、4週間のクリニカルクラークシップを実施
している。さらに、コメディカルの学生教育とし

て、年間 20 名以上の長期臨床実習生を受け入れ
指導を行っている。 
医師卒後臨床教育としては、全国に先駆けてリ

ハビリテーション部を発足させた当時は他大学

からの研修希望者を多く受け入れていたが、近年

は私学を中心として他大学にリハビリテーショ

ン医学講座が増えてきたこともあり、入局者は以

前に比べ少ない。初期研修は、卒後初期 2年間の
臨床研修義務化に伴い、2年目のローテート研修
医数名を受け入れ指導している。後期研修希望者

に対しては、いくつかの協力施設との連携により

研修プログラムを設定し、臨床医として学会専門

医の取得を目標とした教育を行っている。 
2001 年度に、大学院にリハビリテーション医

学分野が設置されたことから、正式に大学院生を

受け入れている。2006 年にはリハビリテーショ
ン医学に初めて研究室が設置され、大学院生に対

する教育体制を整えつつある。 
 
研究 

リハビリテーションが新中央診療棟２に移転

するとともに、研究室の設置が初めて認められた

こともあり、リハビリテーション部としての研究

体制は整いつつある。特に今までも利用していた

動作解析システムが一部更新され、運動器の障害

に対する研究を中心に発展させていく予定であ

る。また、リハビリテーションという多くの分野

にまたがる医学・医療の特長を生かして、病院内

の他診療科、東大の他学部、外部の各種機関との

共同研究を進めている。以下に、2006 年現在進
行中、あるいは開始予定の研究を幾つか挙げる。 
１） 3 次元動作解析を用いた下肢関節疾患患者
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の歩行に関する研究 
２） 人・機械・相互適応システムを用いた運動補

助の評価に関する研究 
３） 他動運動による下肢血流の変化に関する研

究 
４） 立位バランスの評価と外部刺激による影響

に関する研究 
５） 肢体不自由者（児）の日常生活における動作

およびエネルギー消費に関する研究 
６） 二分脊椎症乳児における非侵襲的下肢運動

機能評価法に関する研究 
７） 高齢者の介護予防運動に関する研究 
８） 骨系統疾患患者の障害に関する研究 
９） 物理療法による鎮痛・知覚閾値の変化に関す

る研究 
10） 高次脳機能障害の評価に関する研究 
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沿革と組織の概要 

麻酔学教室の 2007 年 6 月 20 日現在の構成員

は教授山田芳嗣、助教授西山友貴、講師折井亮、

張京浩、小松孝美、特任講師（病院）関山裕詩、

小川真、助手伊藤伸子、齋藤勇一郎他 18 名、医

員塩崎秀弥他 7名、大学院生 3名である。外来は

外来棟 2 階、病棟は A 棟 6 階北、医局と研究室

は東研究棟にある。 

以下に当教室の診療、教育、研究の現状につい

て述べる。 

 

診 療 

大きく分けて手術室での麻酔業務と、外来およ

び病棟でのペインクリニック業務がある。 

手術患者の麻酔業務は、術前・術中・術後管理

を含めた診療になる。月曜から金曜までの定時手

術の麻酔と、週間を通した救急手術の麻酔に対応

している。その他、主として手術室内で発生した

緊急事態にも対処している。近年、poor risk 患

者や老年患者の手術数が増加している。また、長

時間手術（8 時間以上）の症例も著増しており、

全体の約 2割（全手術数約 8000症例／年）にも

達している。平成 19年 1月より、新中央診療棟

二期棟手術室も使用されるようになり、手術の列

数が増加した。 

月曜日～金曜日まで痛みセンター（ペインクリ

ニック）外来を行っている。各種疼痛疾患患者（他

科入院患者を含む）を対象に神経ブロックを中心

とした診療と共に術前患者のコンサルトを行っ

ている。 

2006 年度 4 月から 2007 年 4 月までの外来患

者数はおよそ 1万名であった。そのうち、新来患

者は 440名である。現在の病床数は 3床である。

麻酔科入院患者は約 60 名であり、他科入院患者

の疼痛管理は、約 720名であった。また、術前コ

ンサルト数は約 950名であった。 
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教 育 

卒前教育では、M2 の系統講義、M4 の臨床統

合講義とベッドサイド教育を担当している。今年

度の系統講義は、麻酔の歴史と概論、麻酔の機序、

吸入麻酔、静脈麻酔、麻酔と呼吸、麻酔と循環、

体液バランス、酸塩基平衡、麻酔と筋弛緩薬、患

者管理、モニター、蘇生法、ペインクリニック、

痛みの病態と治療、呼吸と循環のモデルをとりあ

げた。ベッドサイド教育の内容は、①手術麻酔実

習、②ペインクリニック実習、③クルズスで構成

されている。手術麻酔実習では、術前診察・麻酔

管理法の立案・手術麻酔管理に参画することで、

周術期の生体管理に必要な診察・検査手技ならび

に生理学・薬理学の知識に関して、臨床の現場で

学習することを目的としている。ペインクリニッ

ク実習では、様々な難治性疼痛の成因ならびに神

経ブロック療法を中心とした鎮痛方法に関して

理解を深めることを目的としている。クルズスの

内容としては、麻酔学総論・気道確保および気管

挿管・中心静脈穿刺・脊髄くも膜下麻酔・ペイン

クリニックの５項目を取り上げ、麻酔科医が担う

医療において必要とされる基本的知識の修得を

目標としている。なお、気管挿管・中心静脈穿刺・

脊髄くも膜下麻酔に関してはシミュレーターを

用いた実技実習も行っている。ベッドサイド教育

の総括として、手術麻酔症例に関するレポートと

麻酔薬・循環作動薬に関するレポートを提出させ

るとともに、それらの内容に関する発表と討論を

行っている。 

卒後教育では、3 ヶ月ごとに研修義務化による

研修医を受け入れて、麻酔管理を含む、術前・術

中・術後管理のトレーニングを行っている。救急・

蘇生の基本的技術と知識の修得には役立っている

ものと思われる。年間 50名程度の研修医の卒後教

育を行っている。研修期間中にでも、意欲のある

研修医には、社）日本麻酔科学会地方会程度の学

会で発表や論文投稿させるように配慮している。 

研 究 

当研究室には、大きく 7つの研究グループがあ

り、呼吸、循環、疼痛機構、免疫、ショックなど

の臨床ならびに基礎的研究を行っている。 

以下研究テーマの主なものを列挙してみる。 

1) 急性肺障害におけるサイトカインシグナルの

役割 

2) 呼吸不全患者における至適換気モードの検討 

3) 麻酔薬による免疫機能の修飾 

4) 敗血症及び虚血—再灌流傷害における細胞障

害機構 

5) ショックの病態の解明 

6) マウス下肢虚血再灌流後臓器障害の脂質受容

体による制御機構 

7) 痛覚過敏病態形成における脂質シグナル分子

の解明 

8) α２アゴニストの抗痛覚過敏効果と止痒効果

の検討 

9) 炎症によって惹起される神経因性疼痛の成立

における脊髄グリア細胞の役割 

10) 脊髄鎮痛機構 

11) 末梢性及び中枢性掻痒メカニズムの検討 

12) 慢性疼痛患者でのブブレノルフィン舌下錠の

dose-escalationの検討 

13) 麻酔中の脳波解析 

14) 新しい挿管器具の開発と評価 

15) 心臓手術と中枢神経障害の検討 

16) 地球温暖化防止のための余剰麻酔薬処理シス

テムの開発と評価 
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沿革と組織の概要 

昭和 36年 2月、東大病院を訪れる救急患者に

対応するため、中央手術室の管理下に外科病棟 1

階に救急処置室が設置され、救急患者、時間外受

診患者の診療が全てここで行なわれるようにな

った。この救急処置室は昭和 38年 4月、中央手

術部から離れて救急部として独立した中央診療

施設の一つとなり、当時導入された救急告示病院

制度に本院も参画した。昭和 52年 4月には所謂

11 人セットと呼ばれる予算配置が講じられ、医

師、看護婦を含む 11人の予算が救急部についた。

昭和 50 年代に入って、厚生省による救急医療制

度の見直しが行なわれるようになり、当院でもこ

れに呼応し、地域三次救急応需を企画して、外科

病棟 3階に重症患者室の整備を開始、続いて昭和

56年 1月から専業方式の診療を開始した。以来、

当部は東京都の三次救急医療ネットワーク、熱傷

ネットワークの指定施設となっている。 

平成 2年 4月には国立大学では 2番目の救急医

学講座が新設され、平成 3年 4月初代教授が着任

し、救急部長を兼任することとなった。これを機

に救急医学の診療、研究、教育が実質的に開始さ

れた。卒前教育では M２に系統講義と BLS、M

４に臨床講義と ACLS 及び救急車同乗実習を行

なっている。卒後教育では、各科からの研修医を

受け入れ、救急医学、集中治療医学の短期教育を

行ない、臨床医に不可欠な救急患者診療及び重症

患者管理の初歩を修得させている。 

救急診療に関しては、平成 3年 10月の病院科

長会議において東大病院が地域救急要請にコミ

ットすることが確認され、一次から三次までの救

急患者を積極的に受け入れるようになった。その

後、救急用 CT の整備、放射線部、臨床検査部、

輸血部などの救急医療を支える組織の体制作り、

また夜間緊急入院手続きの簡略化、各科当直医の

意識の変化などが大きく寄与し、救急部受診患者

は毎年増加している。地域の救急患者の初診、各

科の再診患者は各科の当直医が、東京都の救急医

療ネットワークから依頼される三次救急患者と

所属科を問わず救急外来で急変した救急患者に

は当救急部の医師が対応している。 

平成 3年以来、救急部は院外からの三次救急患
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者のみならず、各科に収容できない救急患者、院

内で発生した集中治療を要する重症患者も、ベッ

ドの余裕がある限り積極的に受け入れてきた。特

定機能病院指定に当たり、小児術後集中治療部か

ら集中治療部に名称の訓令改正が行なわれ、救急

部内に集中治療部が併設されることになり、平成

5年 5月には救急部病床の内 4床が特定集中治療

病床として認可され稼働を開始した。この後は、

院内の重症患者の入室が大幅に増加した。 

平成 13年 9月に新病棟が開設され、救急医学

講座の業務が ICU・CCU14 床、外科系 HCU36

床の管理運営へと大幅に拡張されたことに伴い、

集中治療部に助手 7名が配置された。その後一次

二次まで含めた救急外来運営や病院全体の病床

管理へと業務を拡張しており、救急外来患者数も

急増している。 

 

診 療 

救急医学講座が担当している診療業務は、（1）

救急診療、（2）集中治療、（3）病床管理、（4）危

機管理、の 4つに大別される。 

（1）救急診療 

救急診療としては、院外からの三次救急患者の

みならず、一次・二次救急患者であっても、全身

状態や意識状態などから必要とみなされた場合、

常時対応している。平成 16 年の救急外来受診患

者数は、総数 17,370 件、うち救急車 6,452 件で

あった。 

平成 18 年 11 月に完成した新救急外来は、旧施

設の約 4倍の面積を有し、一般診察室 5、特殊診察

室 4（歯科、耳鼻咽喉科、眼科、産婦人科）、初療

室 2、手術室 1、観察ベッド 11などが設置された。 

（2）集中治療 

集中治療としては、ARDS等の重症呼吸不全・

敗血症・多臓器不全･ショック等の重症患者、高

侵襲の術後患者、救急外来から搬入された三次救

急患者の管理・治療などを主な業務とし、内科・

循環器科・整形外科・外科・脳外科・麻酔科など

それぞれの専門性を有するスタッフが治療にあ

たる Semi-closed ICUの形をとる。また最新のエ

ビデンスに立脚した治療を重視している。平成

16 年度の集中治療部入室患者数は約 1,000 名で

あった。 

平成 19年には、これまでの集中治療室 16床に

増床し、術後管理を中心とした Surgical ICU 

24床が新設予定である。 

（3）病床管理 

東大病院には重傷度に応じて、ICU、HCU、

一般病棟の 3段階の病棟がある。急性期病院とし

ての機能を最大限活用するためには、院外からの

患者受け入れ、重傷度に応じた入院床の決定、急

性期離脱後の速やかな転床・転院を推進する必要

がある。これを可能にするために、外科系 HCU

が中心となって病院全体の病床管理を行なって

いる。 

（4）危機管理 

危機管理は大きく院内と院外に分けられる。院

内危機管理としては、院内で急変が起きた時に発

令されるコードブルーへの対応を始めとして、24

時間 365 日院内で起きる患者状態変化に対応し

ている。院外危機管理としては、東大病院は災害

拠点病院であると共に、災害派遣医療チーム

（DMAT）の設置を依頼されている。 これを受

けて災害時の患者受け入れや医療チーム派遣に

向けて、院内の災害対策マニュアルの抜本的な改

訂、災害医療に関するセミナーや災害訓練などが

進行中である。また、新救急外来の廊下には災害

時に多数の傷病者を受け入れるべく、酸素および

吸引設備をあらかじめ設置している。 

 

教 育 

M2への系統講義では、病院前救急、外傷初療、

災害医療、重症感染症、医療機器などの救急集中

治療分野に関わる最新の知見を講義し紹介する。
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また実習ではシミュレーターによる心肺蘇生法

（BLS）の習得を行なっている。 

M3ではクリニカルクラークシップを受け入れ、

特に救急外来での実際の診療への参加や

ICU/HCUでの入院患者の診療を経験する。また

クリニカルクラークシップ参加者には日本救急

医学会認定 ACLS 基礎(ICLS)プロバイダーコー

スを開催し、合格者には ICLSプロバイダーコー

ス修了証を授与している。 

M4では臨床統合講議において、重症救急患者の

診断と治療「ショック、意識障害、外傷、中毒、感

染症、熱傷、体温異常、痙攣など」についてケース

スタディーを提示し活発な議論を展開し、また脳死、

災害医療などの最近のトピックにも言及する。更に

全員に ACLS を習得してもらった上で救急車同乗

実習を行ない、救急医療の最前線を体験させている。

また、東大病院救急部・集中治療部のみならず、都

立墨東病院救命救急センター、公立昭和病院救急医

学科、さいたま赤十字病院救命救急センターなどの

救急医療の現場で、スタッフと共に 2日半行動を共

にし、救急医療の現場を実習する。 

平成 16 年度から卒後臨床研修が必修化され、

全ての研修医が救急部門の研修を受けることが

義務付けられた。厚生労働省の研修指針に則り、

救急外来における一次から三次まで包括した総

合診療的救急医療を学習・実践している。また心

肺停止症例に対し、その適切な科学的な対処法に

ついて、日本救急医学会認定 ACLS 基礎(ICLS)

プロバイダーコースを救急部配属期間中に開催

し全ての研修医に正しい心肺蘇生法を習得させ、

実際の救急現場で実践できるよう指導している。 

また初期臨床研修医を集中治療業務にも配属

し、病態生理や内科学的な観点から集中治療につ

いて理解できるように教育を行なっている。 

平成 18 年度から後期臨床研修が開始となり、

外傷初療や、多臓器不全やショック、各臓器不全

に対する機械的補助など、応用的な危機管理医学

について教育する予定である。 

災害危機管理については、研修医向けに英国か

ら世界に広まりつつある MIMMS（Major 

Incident Medical Management and Support）

に基づいた講義やトリアージ訓練、無線機を使用

した災害時の情報伝達訓練などを行なっている。

また、病棟看護師を対象に大地震の際の医療対応

に関するセミナーも開催している。 

 

研 究 

基礎実験としては、電解活性水の臨床応用への

基礎研究、救急医療用MRIシステムの基礎研究、

動画像伝送を用いた病院前救護システムの構築、

心臓マイクロダイアリシス法による心筋局所の

交感神経活動の評価、心室スパイラルエントリー

の成立機構の研究等を継続的に行なっている。 

臨床実験としては、薬剤部、検査部、感染症内

科と研究協力を行ない、血漿分画製剤中に含まれ

るβ-D グルカンの体内動態についての疾患によ

る検討を行なっている。また血液浄化部との研究

協力で、CHDF膜による色々な薬剤の排泄率の in 
vivo、in vitroでの比較研究が現在進行中である。 
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沿革と組織の概要 

健康社会学（専門分野）は、1997（平成 9）年

度の大学院部局化によって、旧保健社会学講座が

二つに分かれた一方の分野である。2007 年 3 月

31 日現在（平成 18 年度末）現在、准教授 1 人、

大学院生は修士課程 14人、博士後期課程 20人、

計 34 人（うち外国人 2 人、看護師有資格者 18

人）、研究生 3 人から成り、スタッフ 1 人という

事態を余儀なくされて 7年になる。教室には、こ

の他に客員研究員 40 数人が出入りし、また、事

務補佐員 2 人が旧保健社会学講座の事務を担当

している。 

 

教 育 

健康科学・看護学専攻の大学院生に対しては、

健康社会学教室の山崎助教授が夏学期には「健康

社会学特論Ⅰ：健康社会学の理論とアプローチ」、

冬学期には「健康社会学特論Ⅱ：保健医療看護に

おける調査研究の方法論」を開講している。特論

Ⅱは、山崎准教授と中山非常勤講師（聖路加看護

大学教授）とで担当し、ここ数年は、「人間社会

研究のための多変量解析法入門」と題し、初心者

向けに、実践的な理解と習得を目的として、因子

分析、分散共分散分析、重回帰分析、ロジスティ

ック回帰分析、共分散構造分析(構造方程式モデ

ル SEM)をとりあげている。2006（平成 18）年

度の受講生は、健康科学･看護学専攻の院生を中

心に、国際保健学専攻等の院生も加わり、各年と

も、特論Ⅰでは 30 名を超え、特論Ⅱでは約 25

名であった。 

当教室では、教室メンバーの論文を発表し討議

する場として、毎週、健康社会学研究会を開き、

また、国際誌の最新論文の抄読会を、社会ジャー

ナルクラブ（JC）と呼んで、教室メンバーを中

心に毎週行っている。当教室では、2006 年度の

この 1年間に、計 5名が修士論文を提出し合格、

計 2名が課程博士論文を新たに提出、計 3名が合

格し博士号を授与された。さらに、計 3名の当教

室院生が大学教員または研究員として世に送り

出された。 

学部生の教育に関して、健康社会学教室が分担

している教科目は、健康社会学、社会調査実習、

卒業論文（以上、必修）、人間・社会関係論、社

会福祉・社会保障論、保健行動調査実習、原書購

読（以上、選択）である。学部学生に対する講義

の大部分は、山崎准教授と田村、高木、坂野の 3

人の非常勤講師とで担当しているが、一部の講義

や社会調査実習や卒業論文などには、多数の大学

院生がティーチングアシスタントまたはアシス

タントとして参加している。当教室は、この 1年

間に、計 1人の卒業論文の指導を分担した。 

 

研 究 

健康社会学教室と各メンバーが進めている研究

は、対象やテーマの点で多様多彩であるが、概括

すれば健康・病気と保健・医療に関する社会学的・
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心理学的・行動科学的研究、つまり、健康・病気

と保健・医療をめぐるさまざまな問題の解明に、

行動、生活、集団、組織、地域、社会・文化など

に関する社会学や心理学、行動科学の概念・理論

及び方法を応用した研究ということができる。 

2004(平成 16)年度から 2005(平成 17)年度にか

けたこの 2 年間に当教室メンバーが共同で進めた

研究には、以下のようなものがある。 

「健康生成論 salutogenesis と健康保持能力概

念 SOC(Sense of Coherence)に関する研究」では、

アントノフスキーの著作の訳書の重版（山崎・吉

井監訳『健康の謎を解く－ストレス対処と健康保

持のメカニズム』有信堂、280 頁、2004 年）、健

康生成論と SOC及びその類似概念ホープ(希望)な

どに関する理論研究、講演、執筆を行うとともに、

われわれが開発した SOC やホープの日本語版ス

ケールを用いて、日本の住民、患者・遺族、産業

労働者、学生、親子などを対象に、SOCやホープ

の分布と要因ならびに機能と効果に関する実証研

究を行ってきた。さらに、SOCの国際比較研究と

クロアチア紛争後生存女性の SOC に関する質的

研究も行ってきた。 

1997年にスタートした「非加熱血液製剤による

HIV感染被害と救済に関わる調査研究」では、一

貫して、調査研究の立案からまとめに至るまで当

事者と研究者が共同で行う当事者参加型リサーチ

方式と、質的研究と量的研究を併用した方法論的

トライアンギュレーションが取られてきた。2006

年度には、2001～03年度にわれわれが行った遺族

調査の結果を受けて厚生労働省に設けられた

「HIV感染被害者遺族等に対する健康被害等の対

応に係る調査研究会」に参加し遺族救済策につい

て提言をまとめるとともに、全国の薬害HIV感染

生存患者とその家族を対象として 2005 年度に実

施した面接調査と質問紙調査の分析結果を相次い

で発表している。 

以上の研究の一部も含めた研究プロジェクト

「病気・障害・ストレスへの積極的対処と人生再

構築に焦点化した健康社会学的研究」（代表:山崎、

分担:小澤東洋大教授他 12 名）は、文部科学省か

ら 2006年度より 3年に亘る研究助成金を受けて、

様々な慢性疾患の患者・障害者、その家族・遺族、

さらに産業労働者を対象に、生存、生活、人生と

いうライフの全次元に及ぶ困難のみならず、回

復・対処・再構築の営みやそれを推進する上で力

となるもの（「健康への力」とも呼称）を明らかに

する調査研究が行われている。同様の研究は、院

生や研究生のそれぞれが代表になって民間の財団

から助成金を得た研究プロジェクトにおいて、難

病患者、乳がん患者、小児がんの患児とその家族、

車イス利用高齢者、家族介護者などを対象に行わ

れた。 

健康社会学教室におけるもう一つの伝統的な研

究プロジェクトは、「転換期の医療者-患者関係と

ヘルスケアシステムに関する研究」である。2006

年度において、一つには、患者中心医療やペイシ

ェントアイズ、ヘルスリテラシー等に関する文献

研究と調査研究が、もう一つには、高齢者の心理

社会面の改善に力点を置いた新しい介護予防プロ

グラムの評価研究が行われた。後者は、当教室に

おける介入・評価研究の増加と介入･評価研究方法

論の発展につながっている。 

産業保健分野の研究としては、産業社会の変動

が労働者の「働き方」「生き方」やワークファミリ

ーバランスと疲労・ストレスにどのような影響を

及ぼしているのかという観点から、産業労働者の

ストレス研究が継続的に行われている。看護職や

介護職、保育職などヒューマンサービス職におけ

る心身負担特性と職務満足度との関係、ならびに

疲労・ストレスや職務満足度と医療事故や利用者

満足度との関係に関する実証研究や講演、執筆に

も取り組んでいる。この他、トンネル建設従事経

験者における重症じん肺多発の要因に関する研究

も行っている。 
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この他、学外の研究者とも研究チームを組んで、

「日本の健康の社会的格差・不平等とその形成要

因に関する研究」や「精神障害へのスティグマと

まなざしに関する国際比較研究」を行ってきた。 
 

出版物等 
 
（１） Yamazaki Y, Asakura T. Health Sci-ences 

for Ways of Living. 4th Edition, Yushindo 
Publisher. 2007. (in Japanese) 

（２） Hirano Y, Yamazaki Y, Sakita M, Kawai K, 
Sato M. The Herth Hope Index (HHI) and 
related factors in the Japanese gen-eral 
urban population. Japanese Journal of 
Health Human Ecology. 2007; 73(1): 31-42. 

（３） Mizota Y, Ozawa M, Yamazaki M. Daily 
difficulty and Desire of the bereaved: A 
study of bereaved families of HIV-infected 
Hemophiliacs in Japan. Bulletin of Social 
Medicine. 2006; 24:43-56.(in Japanese) 

（４） Inoue Y, Yamazaki Y, Kihara M, 
Wa-kabayashi C, Seki Y, Ichikawa S. The 
intent and practice of condom use among 
HIV-Positive men who have sex with men 
in Japan. Aids Patient Care and STD. 
2006;20(11):792-802. 

（５） Kawai K, Yamazaki Y. The effects of 
pre-entry career maturity and support 
networks in workplace on newcomers’ 
mental health. Journal of Occupational 
Health. 2006; 48:451-461. 

（６） Kawai K, Yamazaki Y. Newcomers’ 
sup-port network structure and mental 
health. Japanese Journal of Health 
Education and Promotion. 2006; 
14(2):71-81. (in Japanese) 

（７） Togari T, Yamazaki Y, Koide S, Miyata A. 
Examination of association between 
Perceived Health Competence Scale 
Japanese version and socio-economic 
status. Japanese Journal of Health 
Education and Promotion. 2006; 

14(2):82-96. (in Japanese) 
（８） Mizota Y, Yamazaki Y, Inoue Y. Ozawa M. 

Psychosocial problems of bereaved families 
of HIV-infected hemophiliacs in Japan. 
Social Science & Medicine. 2006; 62(10): 
2397-2410. 

（９） Seki Y, Yamazaki Y. Effects of working 
conditions on intravenous medication 
errors in a Japanese hospital. Journal of 
Nursing Management. 2006; 
14(2):128-139. 

（10） Hirano YM, Yamazaki Y, Shimizu J,  
Togari T, Bryce TJ. Ventilator depend-ence 
and expressions of need: A study of patients 
with amyotrophic lateral scle-rosis in 
Japan. Social Science & Medi-cine. 2006; 
62:1403-1413. 

（11） Ishikawa H, Roter DL, Yamazaki Y,  
Hashimoto H, Yano E, Patient’ percep-tions 
of visit companions’helpfullness during 
Japanese geriatric medical visit. Patient 
Education Counseling. 2006; 61:80-86. 

（12） Togari T, Yamazaki Y, Koide S, Miyata A. 
Reliability and validity of the modi-fied 
perceived health competence scale(PHCS) 
Japanese version. Japanese Journal of 
Public Health. 2006; 53:51-57. 
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助教授  
島津  明人（2006 年 10 月～兼担）  

助手  
森 俊夫  
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学

専攻精神看護学分野の前身は 1957（昭和 32）年

に医学部衛生看護学科に開設された臨床医学看

護学第四講座である。その後、1965（昭和 40）

年の衛生看護学科から保健学科への改組に伴い

東京大学医学部保健学科精神衛生学教室となっ

た。精神衛生学教室という名称での活動が長く続

いていたが、1992（平成 4）年 4月、保健学科が

健康科学・看護学科に移行すると同時に精神衛

生・看護学教室となった。そして大学院重点化構

想に基づく大学院講座制への移行に伴い、1996

（平成 8）年 4月に精神衛生・看護学教室は組織

上、東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護

学専攻健康科学講座精神保健学分野および看護

学講座精神看護学分野の２つの分野となった。 

しかし平成 8 年の大学院講座化以降も精神保

健学分野の教授が精神看護学の教授を兼任して

おり、教室は教職員も院生も精神保健学分野と精

神看護学分野が一体となって活動している。また、

学部教育は従来の学部講座の担当を引き継いで

いるため、医学部健康科学・看護学科での教育活

動は精神衛生・看護学教室として、あたっている。 

精神保健学分野は、教授 1、助教授１、助手 1、

大学院生 8（博士課程 10、修士課程 7）、客員研

究員、研究生らによって構成されている。 

当分野の課題は、精神看護学分野との協力体制

のもとに、より広い視野を持ちながら、なおかつ

精神保健学領域の専門性を深めることのできる

教育と研究体制を推進することである。 

 

教 育 

精神保健学および看護学に関わる諸問題を研

究及び実践の対象としている当分野の学部教育

は講義と実習からなり、上述の通り、精神衛生・

看護学教室として精神保健学分野と精神看護学

分野が一体となって行っている。 

学部の講義は精神衛生・看護学教室の教員及び

非常勤講師全員によって行われている。学部での

講義は、精神疾病論(必修 2単位)、精神保健学(必

修 2単位)、人間心理学(必修 2単位)、行動測定評

価論(選択 2単位)、精神看護学(看護学コース必修

2 単位)を担当している。実習は精神保健学実習

(必修 1 単位)および精神看護学実習(看護学コー

ス必修 3 単位)を担当している。精神保健学実習

及び精神看護学実習では、多くの施設の協力を得

て、大学院生のティーチングアシスタントなども

関与して行われている。 
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大学院教育は、精神保健学特論Ⅰおよび精神保

健学特論Ⅱが開講されており、平成 18 年度はそ

れぞれ職場のメンタルへルスおよび精神保健疫

学の研究方法論をトピックスとして取り上げた。

また、精神保健学分野と精神看護学分野共通の教

室セミナーとして、毎週水曜日夕方に、教室所属

の大学院生と研究生を対象にして、教員が参加す

る外国文献抄読と、適宜、学外講師による講義を

行った。教室セミナーでは、大学院生の研究計画

に関する発表と議論も行っている。 

 

研 究 

当分野では、心の健康問題とストレスの研究を

国際的視野から推進している。WHO国際共同研

究の一環である世界精神保健日本調査は、わが国

最大規模の地域住民を対象とした精神疾患の疫

学調査である。労働者を対象とした職業性ストレ

スの健康影響およびこれへの対策の効果評価研

究も当分野の中心的な研究活動の１つである。当

分野の研究テーマはさらに、精神科リハビリテー

ション、臨床心理学、心理療法、児童・思春期精

神保健など、多様な分野に及んでいる。これらの

研究の多くは国内外の機関や大学の研究者たち

との共同研究で行われている。 
 

出版物等（2006.1-12 月） 
 
（１） Shimazu A, Umanodan R, Schaufeli W B.: 

Effects of a brief worksite stress 
management program on coping skills, 
psychological distress and physical 
complaints: a controlled trial. Int Arch 
Occuo Environ Health. 2006; 80: 60-69. 

（２） Wada K, Satoh T, Tsunoda M, Aizawa Y, 
and The Japan Work Stress and Health 
Cohort Study Group: Associations of health 
behaviors on depressive symptoms among 
employed men in Japan. Industrial Health. 
2006; 44: 486-492. 

（３） Takao S, Tsutsumi A, Nishiuchi K, 

Mineyama S, Kawakami N. Effects of the 
job stress education for supervisors on 
psychological distress and job 
performance among their immediate 
subordinates: A supervisor-based 
randomized controlled trial. Journal of 
Occupational Health. 2006; 48: 494-503. 

（４） Honjo K, Kawakami N, Takeshima T, 
Tachimori H, Ono Y, Uda H, Hata Y, 
Nakane Y, Nakane H, Iwata N, Furukawa 
TA, Watanabe M, Nakamura Y, Kikkawa T.  
Social class inequalities in self-rated health 
and their gender and age group differences 
in Japan. J Epidemiol. 2006; 16(6):223-32. 

（５） Ishizaki M, Kawakami N, Honda R, 
Nakagawa H, Morikawa Y, Yamada Y; Japan 
WorkStress and Health Cohort Study Group. 
Psychosocial work characteristics and 
sickness absence in Japanese employees. Int 
Arch Occup Environ Health. 2006; 79(8): 
640-6. 

（６） Koyama T, Tachimori H, Osada H, Kurita 
H. Cognitive and symptom profiles in 
high-functioning pervasive developmental 
disorder not otherwise specified and 
attention- deficit/ hyperactivity disorder. J 
Autism Dev Disord. 2006; 36(3): 373-80. 

（７）  Naganuma Y, Tachimori H, Kawakami N, 
Takeshima T, Ono Y, Uda H, Hata Y, 
Nakane Y, Nakane H, Iwata N, Furukawa 
TA, Kikkawa T. Twelve-month Use of 
Mental Health Services in Four Areas in 
Japan: Finding from the World Mental 
Health Japan Survey 2002-2003. 
Psychiatry and Clinical Neurosciences. 
2006; 60(2):240-8. 

（８） Honjo K, Tsutsumi A, Kawakami N. What 
accounts for the relationship between 
social class and smoking cessation? Results 
of a path analysis. Social Science and 
Medicine. 2006; 62: 317-28. 

（９） Kawakami N, Takao S, Kobayashi Y, 
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Tsutsumi A. Effects of web-based 
supervisor training on job stressors and 
psychological distress among workers: A 
workplace-based randomized controlled 
trial. Journal of Occupational Health. 
2006; 48: 28-34. 

（10） Kawakami N, Tsutsumi A, Haratani T, 
Kobayashi F, Ishizaki M, Hayashi T, Fujita 
O, Aizawa Y, Miyazaki S, Hiro H, 
Masumoto T, Hashimoto S, Araki S. Job 
Strain, Worksite Support, and Nutrient 
Intake among Employed Japanese Men 
and Women. Journal of Epidemiology. 
2006; 16: 79-89. 

（11） Kondo K, Kobayashi Y, Hirokawa K, 
Tsutsumi A, Kobayashi F, Haratani T, 
Araki S, Kawakami N. Job strain and sick 
leave among Japanese employees: A 
longitudinal study. International Archives 
of Occupational and Environmental Health. 
2006; 79: 213-9. 
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生物統計学 
 

教授  
大橋靖雄  
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松山 裕  

助手  
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沿革と組織の概要 

平成 19年 4月 1日現在の構成員は、教授 1(大

橋靖雄)、准教授 1(松山裕)、助教兼任 1(伊藤陽一)、

特任助教 2（飯室聡、原田亜紀子）、技術官 1(白

銀和子)、大学院生 28、事務補佐員 1、研究生４、

客員研究員７、非常勤講師９である。 

 

教 育 

平成 4 年度から、疫学･生物統計学に関してわ

が国では唯一といえる学部から体系化された教

育コースが実現している。この一連のコースとし

て担当する講義は、疫学･生物統計学、統計情報

処理実習、応用数理、疫学研究の計画と解析･同

実習、医学データ解析･同実習であり、他に、医

学科における統計学（M0）を担当し、さらに平

成 18 年度までは医学系研究科クリニカルバイオ

インフォマティクス研究ユニット主催の教育プ

ログラムのうち臨床疫学・統計関連プログラムを

担当した。 

疫学･生物統計学(必修)では、健康科学の基本の

一つである健康･疾病現象の数量的把握について

基礎的講義を行い、統計情報処理実習(必 

修)では、整腸薬薬理作用や肩こり軽減機器の

二重盲検試験、アトピーやアレルギーに関するケ

ースコントロール研究などの研究テーマに対し

て、医学研究の計画から発表までを主体的に体験

させている。文献検索と批判的吟味、プロトコル

作成、データの収集、コンピュータ利用による統

計解析、レポート作成、発表と討論という一連の

プロセスを体験することによって、研究の実際を

肌で感じることが目標である。疫学研究の計画と

解析(選択)では、臨床試験、栄養疫学、環境疫学

も含む疫学方法論をやや上級のレベルで講義し

ている。同実習は、卒論生を対象として、現在進

行中のプロジェクトに関する紹介と討議を行っ

ている。医学データ解析･同実習(選択)では、統計

パッケージ SAS を用い、医学研究で頻用される

統計手法の講義と実習を行っている。応用数理

(選択)は線型代数･数理統計という生物統計学の

基本の講義と演習である。 

大学院生に対しては、生物統計学特論Ⅰ、Ⅱ、

疫学･予防保健学特論Ⅰ、Ⅱを開講している。こ

れらは、他学部卒業生も対象とした入門的講義と

専門書の輪読からなっている。他に、医学系研究

科全体に対する共通講義として医学統計入門を

担当している。また平成 14 年度に開設された東
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京理科大学（経営工学専攻）医薬統計修士コース

とは、特別研究学生制度を利用し講義の相互聴講

を行っている。 

平成 18 年度は卒業論文･修士論文･博士論文を

それぞれ 6人、5人、1人の学生･院生に対して指

導を行った。 

 

研 究 

当教室で研究を行っているテーマは、大別すれ

ば、(1) 臨床試験の方法論、(2) 動脈硬化を主な

対象とした（前向きメタアナリシスによる）大規

模疫学研究のコーディネーションとデータ解析、

(3) time-to-event データの解析や因果推論など

の医学データ解析の方法論、(4) QOL調査票や評

価尺度の信頼性・妥当性の研究、およびこれらを

用いた実証的研究、 (5) ゲノム統計学および

cDNAアレイデータ解析、(6) 医療技術の経済的

評価に関する研究に分けられる。 

平成 13 年度に当教室の教官が中心となり、研

究者主導の疫学・臨床研究を支援することを主な

目的として NPO 日本臨床研究支援ユニット

(J-CRSU)が設立された。主な活動として、日本

動脈硬化予防研究基金による日本動脈硬化縦断

研究（JALS）のコーディネーション、財団法人

パブリックヘルスリサーチセンターによる乳癌

臨床研究支援事業のデータマネージメント、細胞

移植治療臨床試験のデータマネージメント、厚生

労働省班研究で行われている大規模な糖尿病臨

床試験のデータマネージメント、移植学会の委嘱

による腎移植登録・追跡事業、乳癌学会の委嘱に

よる乳癌登録事業、前立腺予防財団による PSA

検診評価事業のデータマネージメントなどを行

っている。研究室の研究活動はこれらの J-CRSU

の活動と密接に連携しており、研究計画や統計解

析の支援を研究者側に与える一方で、方法論上の

新しい研究テーマが見出されるという共存の形

が生まれている。 

当教室では、基礎･臨床あるいは予防を問わず、

医学研究の統計的側面に関し多くの研究指導･研

究協力を他教室および学外の研究者に対して行

っている。指導･協力の形態もデータ解析からよ

り本質的な研究計画立案に重みが移行しつつあ

る。生物統計学の分野は、わが国では欧米(とく

にアメリカ、イギリス)に比べ極端な人材不足で

あり、また生物統計の重要性が研究者に浸透する

につれ、これらコンサルテーションの負担は大学

の 1講座では耐えられない状況になっている。今

後は学内に対しては平成 19 年度開設予定の寄附

講座（臨床試験データ管理学）と共同でこれを行

い、外部の本格的な研究者主導の臨床試験に対し

ては前述の J-CRSU が支援を行う形としていき

たい。 
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沿革と組織の概要 

今世紀、医学は急速に発展し、医療技術によっ

て、それまで不治とみなされていた感染症が克服

され、乳児死亡・妊産婦死亡が激減するようにな

った。しかし、逆説的ではあるが、現在ほど医学

の進歩が人間を幸福にするという命題に疑問が

持たれ、また、医療技術の適用について意思決定

困難な問題が山積している時代はなかったと思

われる。 

たとえば、高齢者の平均余命の延長は近年、著

しいが、その内容を詳細に検討すると、必ずしも

心身ともに健康な余命が延長しているわけではな

いことが明らかになっている。高齢者では種々の

疾患の有病率が高く、現代では、仮に寝たきり状

態や植物状態になっても、いろいろな延命技術（感

染症のコントロール、栄養補給など）によって、

かなりの期間、延命することが可能となっている。 

人生の最期の時期（終末期）の医療においても

同様の問題が生じている。完治不能のがん患者で

あっても、種々の延命技術を駆使することにより、

かなりの期間、延命することが可能である。この

ような中で、臨床医は延命を重視するのか、症状

のコントロールを最優先するのかという困難な

決断をせまられる。近年、終末期医療における生

活の質（quality of life）ににわかに関心が集まっ

ているが、これは、従来の極端な延命至上主義に

対する批判にもとづくものであろう。 

医療倫理をめぐる問題では、医療の有用性に対

する疑念がしばしば表明される。生殖医療、遺伝

子診断などの新医療技術は人類に幸福をもたら

すものなのだろうか、道徳的な観点から考えて正

当化しうるものなのだろうか。 

目を世界に転じてみると、いわゆる先進国では、

医療技術の恩恵によって、人々の健康水準は向上

しているようにみえるが、世界の人口の大多数で

は、十分な保健・医療サービスが受けられずにい

る状態が続いている。 

当分野は、現代の医学をめぐるこれらの諸問題

（高齢者保健、終末期医療、医療倫理、国際保健）

に対して、心理学、社会学、文化人類学、政策学、

経済学などの学際的な視点に立ち、それらの学問

の理論、方法論を適用し、(1)人間の心身の健康を

向上すること、(2)上述のような意思決定困難な問

題への対応を提言すること、を最終的な目標とし

て研究をおこなっている。 

平成 19 年 3 月末現在、教授 1、助手 2、客員

研究員 24、大学院生 14、研究生 1となっている。

境界領域であるため、さまざまな backgroundの

者が集まっている。 

 

教 育 

大学院については、特論「老年社会科学」を開
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講し、高齢者についての社会科学研究の最前線の

成果について紹介している。また、高齢者研究を

題材にしながら、社会科学研究一般にも通じる基

本的な方法論（研究デザイン作成、スケールの開

発と選択、データ解析、質的研究の進め方など）

についても講義をおこなっている。この他、修士

課程、博士課程の院生に対して演習、実習を開講

している。 

学部教育については、講義「健康教育（職域、

地域）」、「産業保健・看護」、「保健行動論」、「意

思決定論」、「健康科学・看護学概論」および実習

「社会調査実習」、「保健行動調査実習」を担当し、

心理・社会的要因と健康（および健康行動、健康

に関する意識）との関係などについて教育をおこ

なっている。 

 

研 究 

当分野は、上記したように、高齢者保健、終末

期医療、医療倫理、国際保健を主な研究分野とし、

これらの問題に対して、心理学、社会学、文化人

類学、政策学、経済学などの学際的な視点に立ち、

それらの学問の理論、方法論を適用する研究をお

こなっている。この分野はまだ発展中であり、概

念上、方法論上、研究を進める上でのむずかしい

問題が多いが、種々の backgroundの研究者を受

け入れる用意がある。 

具体的には、たとえば、以下のようなテーマで

研究がおこわれている。 

1) 高齢者におけるソーシャル・サポート授受と主

観的幸福感 

従来のサポート研究では高齢者は主としてサポー

トを受ける側とされていたが、この研究では高齢

者が若い世代にサポートを提供するという側面に

着目し、調査をおこなった。この成果をふまえ、

文科省および厚労省の科学研究費の援助を受け、

世代間交流、転居高齢者についての介入研究を実

施している。 

2) 活動的余命（disability-free life expectancy）

の測定 

身体活動度を quality of lifeの指標として開発さ

れた活動的余命を長野県佐久市の大規模コホート

研究のデータについて算出し、新しい健康指標と

して使う可能性を示した。新しい健康指標を提唱

したこの研究成果は社会的に広く注目された。現

在、活動的余命に関連する心理・社会的要因につ

いて検討をおこなっている。 

3) 乳がん患者に対する心理・社会的援助 

がん患者に対する心理・社会的援助の研究、実践

については、わが国は欧米と比較してたち遅れて

いる。このプロジェクトでは、心理・社会的援助

についての乳がん専門医の意識調査、患者間の

self-help groupについての質的調査、術後の乳が

ん患者の夫婦関係について研究をおこなっている。 

4)わが国における倫理委員会の構造と機能 

わが国においては、病院、研究機関、学会などに

倫理委員会が設置されるようになった。欧米の倫

理委員会が、研究倫理審査委員会（IRB）と病院

倫理委員会（HEC）のふたつの流れから発生して

きたのに対し、わが国の倫理委員会はこの両者と

も一致しない独特のものである。各レベルにおけ

る倫理委員会の実態を調査し、あるべきすがたに

ついて提言をおこなうことを目的としている。 
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医療倫理学・健康増進科学 
 

教授  
赤林 朗  

講師  
李 廷秀  

助手  
児玉 聡、松井健志  

 
ホームページ http://www.ethps.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

医療倫理学・健康増進科学分野の前身は保健管

理学教室である。 

旧保健管理学教室は、1967年に設立され、1974

年に田中恒男博士が最初の主任教授として着任

した。田中教授は日本の地域健康管理システムの

開発に大きく貢献し、地域健康管理に関する保健

管理システムとデータ管理システムの理論に関す

る多数の論文を発表するとともに、健康科学・看

護学科の前身である保健学科の設立に携わった。 

1985 年に、郡司篤晃博士が二代目教授として

着任した。郡司教授は、大きく二つの研究プロジ

ェクトを担当した。一つ目は、身体活動と不活動

の健康影響に関する国際研究、二つ目は保健管理

システムに関する研究で特に保健経済と保健管

理の質に関する研究である。 

1996 年に、保健管理学教室は健康増進科学分

野と旧保健経済学分野の二つの分野に分離され

た。両分野は大学院医学系研究科に設立された。

1996 年から健康増進科学分野は川久保清博士が

助教授として担当し、1998 年に保健経済学分野

の教授として小林康毅博士が着任した。小林教授

は主に日本の医療政策に関する研究を行った。 

2001 年に、小林教授は同大学大学院医学系研

究科公衆衛生学の主任教授として異動した。 

2002 年からは、現在の主任教授である赤林朗

博士が小林教授の後任として着任し、保健経済学

分野は医療倫理学分野となった。健康増進科学分

野は、川久保清助教授の転任に伴い、赤林朗教授

が兼任することとなった。 

医療倫理学・健康増進科学分野の平成 18 年度

の構成員は、教授 1、講師 1、助手 2、技術専門

職員 1、事務補佐員 3人である。その他、客員研

究員 9人、学部非常勤講師 5人、大学院非常勤講

師 3人で、研究・教育にあたっている。 

大学院生は、医療倫理学分野の博士課程 2 人

（外国人 1人）、修士課程 3人（外国人 0人）、健

康増進科学分野の博士課程 3人（外国人 0人）、

修士課程 1人（外国人 0人）である。 

 

教 育 

学部教育：医療倫理学・健康増進科学分野が平

成 18 年度に担当した健康科学・看護学科の学部

講義・実習は以下の通りである。 

 
1）医療倫理学（3年、必修、2単位） 

2）保健健康管理（3年、必修、2単位） 

3）保健福祉行政Ⅰ、Ⅱ（3年、選択必修、2単位） 
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4）保健労働行政･法制（3年、必修、1単位） 

5）保健･医療管理論（3年、選択、2単位） 

6）健康増進科学（3年、選択、1単位） 

7）保健･医療管理実習（4年、選択、2単位） 

その他、健康科学・看護学概論の講義の一部を

担当した。 

卒業論文を指導したものは、3人であった。 

教員は、東北大学医学部（医の社会学）、順天

堂大学医学部（社会と医療）など他大学の教育の

協力をおこなった。 

大学院教育：医療倫理学分野では、医療倫理学

特論Ⅰ、Ⅱ、演習Ⅰ、Ⅱ、実習Ⅰ、Ⅱを、健康増

進科学分野では、健康増進科学特論Ⅰ、Ⅱ、演習

Ⅰ、Ⅱ、実習Ⅰ、Ⅱを担当した。 

修士論文を指導したのは 1人、博士論文を指導

したのは 3人であった。 

また、毎週医療倫理学・健康増進科学共同の研

究会とともに健康増進科学に関する抄読会を行

い、教室員の教育･研究指導に努めている。 

 

研 究 

医療倫理学分野  

医療倫理学分野では、医療に関わる政策決定や

臨床現場での倫理的判断の基礎となる倫理・哲学

的理論、生命・医療倫理学のトピックスについて、

人文・社会科学的方法論を用いて多彩な教育研究

を行っている。授業では、医療倫理学に関する諸

問題を理解するだけにとどまらず、倫理的な考え

方を身に付けることを重視しているため、全体講

義や文献講読のほか、グループ・ディスカッショ

ンや演習などにも重点を置いている。 

なお、生命・医療倫理人材養成ユニット

(http://square.umin.ac.jp/CBEL)では、生命・医

療倫理学の分野における研究者および医療現場

における倫理的助言を行うことができる人材養

成を目的に、社会人を対象とする倫理コンサルタ

ントと、学部学生と大学院生を対象とする研究者

に分けて、それぞれの人材養成を行っている。 

 
主な研究テーマ 

(1) 医療倫理学総論・歴史 

(2) 倫理学の諸理論(規範理論とメタ倫理学) 

(3) 政治理論(正義論) 

(4) 医療資源の配分 

(5) 臨床研究や疫学研究における倫理 

(6) 倫理委員会 

(7) インフォームド・コンセント 

(8) 守秘義務 

(9) 情報開示 

(10) 脳死・臓器移植 

(11) 遺伝子医療 

(12) 安楽死・尊厳死 

(13) 人工妊娠中絶の倫理性 

など 

 
健康増進科学分野  

健康増進科学分野では、健康科学の中でもとり

わけ人々の生活習慣と疾病との関係、その予防・

健康管理活動に係わる調査・研究を通して、広い

意味での健康政策提言を目指した研究活動を行

っている。そのため、人々の健康の維持・増進に

資する科学的根拠を提示するための研究活動を

基本としており、地域・職域における健康づくり

の効果的方法・評価法の開発を行っている。研究

の主なキーワードは 3つに絞ることができる。す

なわち生活習慣病、生活習慣、健康管理である。

これらのキーワードをもとに、実験的あるいはフ

ィールド調査研究をおこなっている。生活習慣の

中では健康管理への応用の面から、日常生活にお

ける身体活動・食生活についての評価方法ならび

に各種生活習慣病に及ぼす影響、またこれらの生

活習慣の変容による短期的・長期的効果、さらに

は行動変容の長期継続に関わる個人的・環境的要

因などについて、職域・地域において明らかにし
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ようとしている。生活習慣病の領域では、特に肥

満を中心に血圧、糖・脂質代謝に関する研究を生

活習慣との関連から研究している。健康管理の領

域では、健康管理の費用・効果、地域・職域の健

康づくりのための社会的・物理的環境評価に関す

る研究を行っている。 

 
主な研究テーマ 

(1) 効果的な健康づくりプログラムの開発 

(2) 居住環境が生活習慣に及ぼす影響 

(3) 健康づくり支援環境の評価法の開発 

(4) 健康増進プログラムの費用効果に関する研究 

(5) 生活習慣変容が医療費削減に及ぼす影響 

(6) 身体活動量（運動を含む）評価ツールの開発  

(7) エネルギーバランスの変動に及ぼす生活環境

要因の定量化 

(8) メタボリックシンドロームと生活習慣に関す

る研究 

(9) メタボリックシンドロームの評価に関する研究 

(10) 肥満の予防・改善に有効な食品摂取パターン

など 
 

出版物等 
 
（１） Akabayashi, A., Slingsby, B.T. Informed 

consent revisited: Japan and the U.S. 
American Journal of Bioethics 2006: 
6(1):9-14. 

（２） Fujita, M., Akabayashi, A., Slingsby, B.T., 
Kosugi, S., Fujimoto, Y., Tanaka, K. A 
model of donors’ decision-making in 
adult-to-adult living donor liver 
transplantation in Japan: ‘Having no 
choice.’ Liver Transplantation 2006; 
12(5):768-74. 

（３） Slingsby, B.T., Yamada, S., Akabayashi, A.  
Four physician communication styles in 
routine Japanese outpatient medical 
encounters. J Gen Intern Med 2006; 
21(10):1057-62. 

（４） Sato, H., Akabayashi, A., Kai, I. Appraisal 
of the policymaking process in Japan for 
gene therapy: Results of national surveys 
of academic societies, hospitals, and 
medical schools. Med Sci Monit 2006; 
12(9):PH7-15. 

（５） Slingsby, B.T., Kodama, S., and 
Akabayashi, A. Scientific Misconduct in 
Japan: The Present Paucity of Oversight 
Policy. Cambridge Quarterly of Healthcare 
Ethics 2006; 15(3):294-297. 

（６） Lee JS, Kawakubo K, Park CM and 
Akabayashi A. Rapidly increasing 
prevalence of obesity and their confident 
determinants in Korea. Korean J Health 
Educ Promot 2006; 23:1-11. 

（７） Slingsby, BT. Professional approaches to 
stroke treatment in Japan: A qualitative 
study. Journal of Evaluation in Clinical 
Practice 2006; 12(2):218-26. 

（８） 鈴木 清美，小堀 悦孝，相馬 純子，小野田 愛，
齋藤 義信，尾形 珠恵，李 廷秀，森 克美，
川久保 清．藤沢市における個別健康支援プロ
グラムの有効性の検討 厚生の指標 2006; 
53(11):12-18. 

（９） 齋藤 義信，鈴木 清美，田中 歩，小川 芳弘，
高橋 健，山口 幸雄，小堀 悦孝，李 廷秀，川
久保 清．藤沢市「国保ヘルスアップモデル事
業」における運動支援を中心とした個別健康支

援プログラムの有効性について－第2報：医療
費との関連－ 体力科学 2006; 55(6):798. 

（10） 児玉 聡，前田 正一，赤林 朗．富山県射水
市民病院事件について‐日本の延命治療の中

止のあり方に関する一提案．日本医事新報 
2006; 4281:79-83 

（11） 松井 健志，岡村 智教．個人情報保護と患者
情報の扱い方：（１）個人情報保護法の要点と

医療機関におけるその対応．臨床栄養 2006; 
109(2):225-8. 

（12） 松井 健志，岡村 智教．個人情報保護と患者情
報の扱い方：（２）臨床研究における情報の扱

い方と倫理 臨床栄養 2006; 109(3):361-4. 
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看護管理学/看護体系・機能学 
 

教授  
菅田勝也  

助手  
佐々木美奈子、小林秀行  

 
ホームページ http://nurs-adm.m.u-tokyo.ac.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

当教室の 2006 年 3 月現在における構成員は、

教授１（菅田勝也）、助手２（佐々木美奈子、小

林秀行）、学部非常勤講師６、大学院非常勤講師

３、大学院博士課程２、大学院修士課程７、研究

生１である。 

この分野が対象とする領域は、看護の原理や理

論などの概念枠組みをはじめ、対象の理解や技術

の適用に必要な具体的方法論などである。さらに、

看護師が質の高いケアを効率的に提供すること

ができる組織や体制、管理・経営、および政策に

関する問題についても幅広く取り組んでいる。 

 

教 育 

（１）学部教育 

健康科学・看護学科全体の必修科目では、3年

生を対象とした、救急処置（講義・演習：1単位）

を開講している。講義と学内演習により、救急シ

ステム、First Aid、心肺蘇生法について学ぶ。 

看護学コースにおける必修科目としては、3年

生では、基礎看護学Ⅰ（講義：2単位）で看護の

概念、実際、体制、制度、教育、理論、研究、歴

史、展望などについて学び、基礎看護学Ⅱ（講義：

2単位）で対象の理解に必要な看護過程、発達課

題、コミュニケーション、アセスメント、ケアの

あり方などを学ぶ。基礎看護学Ⅲ（講義：4単位）

では、実際に看護を行う上で基本となる技術を講

義および学内演習で学び、基礎看護学実習（実

習：2単位）で 1人の患者を 1週間受け持ち、以

上のことについての理解を深める。4 年生では、

看護管理学（講義・実習：2単位）で、看護制度、

ケア提供システム、看護組織、体制、業務につい

て、その現状と展望を学ぶ。また、選択科目とし

て、看護研究（講義：2単位）で看護的介入に対

する対象の健康に対する反応に関する様々なア

プローチについて学習する。 

（２）大学院教育（修士課程） 

看護管理学特論Ⅰ（2単位）では、国内外の看

護をめぐる社会・経済的動向、課題などについて

学び、看護管理学特論Ⅱ（2単位）では、その課

題解決の方策を検討する。 

看護体系・機能学特論Ⅰ（２単位）では、ベナ

ーの看護理論にもとづいた院内教育モデルの文

献を輪読・ディスカッションを通して学び、看護

体系・機能学特論Ⅱ（2単位）では、看護師に必

要な能力およびその評価方法について、講義およ

びディスカッションを通して学ぶ。 

 

研 究 

看護研究は、人間の健康生活の中から生じる各

種問題を解決しようとする視点から出発する。し

たがって、研究方法としては、自然科学的方法の
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みならず、社会科学的・人文科学的方法の双方の

アプローチが必要となる。 

当講座の研究分野はおおむね次の 5 領域から

なる。 

（１）看護の質に関する研究 

医療制度改革が行われる中、看護の役割が従前

にも増して重視されるようになり、看護ケアの効

果を明らかにし、ケアの質を保証・改善するシス

テムを構築する必要がある。具体的な研究課題と

しては、看護の質の評価と改善、看護の成果管理

などに関する研究を行っている。 

 
（２）マネジメント方法に関する研究 

安全管理、リスクマネジメントの方法に関する

研究といった病院レベルでのマネジメント方法

についての研究に加え、病棟における患者管理・

クリティカルパス、患者分類システムなどについ

ての研究を行っている。 

 
（３）対象の理解および看護技術に関する研究 

対象の理解と技術の適用に必要な概念や方法

論に関する研究として、対象の心理的・身体的反

応に関する基礎的研究を行っている。たとえば、

患者の安楽を保つ援助方法に関する研究、在宅療

養者の介護者の負担に関する研究などがある。 

 
（４）医療従事者の安全衛生に関する研究 

質の高い医療・看護サービスを提供し続けるた

めには、看護師など医療従事者の安全と健康を保

持することも重要である。職業感染防止、ラテッ

クスアレルギー対策と共に、看護師のストレスや

職務満足に関する研究を行っている。 

 
（５）政策に関する研究 

病院・病棟における看護業務、看護要員の分析、

看護サービスの費用効果に関する研究を通し、看

護および関連政策の検討を行っている。 
 

出版物等 
 
（１） Sasaki M, Kanda K：Glove Selection as 

Personal Protective Equipment and 
Occu-pational Dermatitis among Japanese 
Mid-wives. Journal of Occupational Health 
48:35-43, 2006. 

（２） 渡邉芳乃，武村雪絵，佐々木美奈子，菅田勝
也：看護師の職場環境と看護実践との関連性．

看護管理  16(8): 653-658, 2006. 
（３） 李廷秀，菅田勝也，綿貫成明，矢野正子：ノ

ルウェーにおける医療・看護サービスの質管

理データベース．看護管理 16(1): 72-77. 
2006. 

（４） 綿貫成明，菅田勝也，李廷秀，矢野正子：デ
ンマーク医療の質改善計画・質指標調査結果

の活用と質改善の取り組み．看護管理 16(2): 
152-157, 2006. 
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家族看護学 
 

助教授  
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講師  
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助手  
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沿革と組織の概要 

家族看護学講座は、平成 4年度に新設され、平

成 18 年度の構成員は、助教授１、講師 1、非常

勤講師 5、助手 2、技術官 1、大学院博士課程 7、

修士課程 5、客員研究員 8、研究生 3である。 

 

教 育 

医学部健康科学・看護学科学部学生を対象にし

た教育では、看護学コースの学生を対象に小児看

護学（3 年生は講義１単位、保育所実習 1 単位、

4 年生は講義 1 単位、病棟実習 2 単位）、助産学

コースの学生を対象に助産学Ⅲ（講義 2 単位）、

健康科学コースをあわせた全学生を対象に家族

看護学 2単位、病態生理免疫学 1単位を担当し、

全体で講義 7単位、実習 3単位の教育を行なって

いる。これに加えて大学院を対象に家族看護学特

論 I、II各 2単位と家族看護学演習 I、II、実習 I、

II, 各 4単位計 16単位を担当している。 

 

研 究 

当講座は、看護学の中で小児看護学領域、およ

び健康科学系を含めた家族看護学、病態生理免疫

学を担当しており、基本的にこれらの領域のテー

マに関する研究が展開されている。 

当教室・分野では、いわゆる健常な家族および

看護や介護を必要とする家族員を抱えた家族に

関して、周産期から高齢期までさまざまな発達段

階にある家族を対象とした研究を行なっている。 

 
現在進行中のテーマは、 

1） 小手術を受ける子どもの心理的混乱・心理

的準備に関する研究 

2） 小児がんの子どもの症状マネジメントに関

する研究 

3） 小児がんサバイバーの PTSD/晩期障害に関

する研究 

4） 子どものための QOL尺度開発 

5） 家族の形成期に関する質的研究 

6） 産後うつと育児困難に関する研究 

7） 子どもを亡くした家族の喪の過程に関する

研究 

8） 慢性疾患をもつ子どもの家族・きょうだい

の研究 

9) 保育所における看護職の活動に関する研究 

10) 高校生のメンタルヘルスに関する研究 

 
中でも「小児がんサバイバーにおける心理社会

的晩期障害の実態」に関する研究は、平成 16 年
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度から文部科学省科学研究費補助金を受けてお

こなわれており、全国の小児がん研究者や患者・

家族支援団体との交流を活発に行なっている。 

さらに、家族ケア症例研究会、および家族ケア

フォーラムを定期的に開催し、近隣の看護系大学

や医療機関、教職員との連携をもとに家族看護の

実践に関する理解を深め、家族看護学の臨床・研

究の質の向上および家族看護学の確立をめざし

ている。 
 

出版物等 
 
（１） Kamibeppu K. Clinical psychologist in General 

Hospitals – Focusing on consultation-liaison 
psychology. Japanese Journal of Clinical 
Psychology. 2006;6(1):14-9. (in Japanese) 

（２）Kamibeppu K. Childhood cancer and PTSD. 
The Japanese Journal of Child Nursing. 
2006;29(12):1637-1641. (in Japanese) 

（３） Kamibeppu K, Sato I, Hoshi Y. The 
narratives of adolescents after losing 
siblings to pediatric cancer: a qualitative 
analysis. 2006;21:13~27. (in Japanese) 

（４） Matsui N, Sugai Y. Systematic Review of 
Accidental Falls in Institutional Settings in 
Japan. Japanese Journal of Geriatric 
Psychiatry. 2006;17(1):65-74. (in Japanese) 
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Mothers’ Experiences during end-of-life 
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Journal of Japanese Society of Child 
Health Nursing. 2006;15(2):39-45. (in 
Japanese) 

 



300 東京医学・第 11４巻・平成 1９年 10 月 

地域看護学/行政看護学 
 

教授  
村嶋幸代  

講師  
永田智子  

助手  
田口敦子  

 
ホームページ http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/chn/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

地域看護学教室は 1992年に新設講座として発

足し、平成 10 年に地域看護学分野と名称が変更

された。平成 18 年度より、健康科学・看護学専

攻に保健師コース・看護師コースが新設されたこ

とにより、教授は行政看護学分野も兼担している。

当分野の平成 18年度の構成員は、教授 1名、講

師 1 名、助手 1 名、大学院生 16 名(うち修士 11

名、博士 5 名)である。他に研究生 1 名、客員研

究員 14名、非常勤講師 5名である。 

 

教 育 

本分野が担当している学部学生に対する教育

内容は以下の通りである。なお、保健師国家試験

受験希望者には全て必修科目である。 

1) 地域看護学(3年看護学コース、4単位) 

地域看護学は地域で生活している個人、家族、

特定集団を対象に、健康増進、疾病の予防と回復、

日常生活や社会生活への適応を図るための支援

方法を探求する学問である。そのための対象論と

方法論について講義する。内容は、地域看護の概

念・機能、地域看護の発展過程、地域看護活動の

対象・場の特性、地域看護診断の方法と地域看護

活動の実際などである。 

2) 地域看護学実習(4年看護学コース、3単位) 

地域看護活動が展開されている場で実践活動

に参加、もしくは見学することによって、人々の

健康を守るしくみを理解する。また、実習先の活

動を通して地域看護の原則、及び共通する技法な

どを具体的に理解し、将来看護職として幅広く活

動できる基本的能力を養う。具体的には、保健セ

ンター・保健所などでの臨地実習を行なう。 

3) 老人地域看護学(4年看護学コース、2単位) 

高齢者をとりまく社会状況や保健医療福祉の

しくみについて理解を深める。また、訪問看護ス

テーションの業務を見学させていただくことに

より、在宅療養者の生活とそのケアの実際に触れ、

在宅ケアに対する理解を深める。 

4) 保健指導論(4年看護学コース、2単位) 

地域で生活する人々の健康の保持増進を図る

ための支援技術である、保健指導の方法と実際を

学ぶ。具体的には、個別指導、集団指導、家庭訪

問、健康診査等であり、集団指導実施演習も行う。 

 
大学院生に対する教育内容は以下の通りである。 

1) 地域看護学特論Ⅰ (2単位) 

コミュニティレベルの健康およびその理論・実

践・研究と地域看護活動の方法論の一つである地
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域組織活動の理論と応用を学ぶ。 

2) 地域看護学特論Ⅱ(2単位) 

地域看護学に関する研究の現状と課題、および

地域看護学研究の方法論について学ぶ。 

3) 行政看護学特論Ⅰ(2単位) 

修士レベルの欧米の教科書を使い、地域看護の

上級実践である地区診断について学ぶ。 

4) 行政看護学特論Ⅱ(2単位) 

修士レベルの欧米の教科書を使い、地域看護の

上級実践である地区診断について学ぶ。 

5)地域看護学演習Ⅰ、Ⅱ、同実習Ⅰ、Ⅱ 

さらに、毎週火曜日の午前には抄読会を行い、

学術論文の抄読や、研究計画・進捗状況をしてい

る。また、毎月第 3金曜日の夕刻には、地域看護

学に関連した学際的な研究分野の外部講師を招

聘し、様々なテーマで教室研究会を行っている。

そのほか、学部学生の卒業論文、大学院学生の論

文指導にあたっている。 

 

研 究 

本分野では、地域で生活する人々を、個別に、

また家族や集団、地域全体としてとらえ、その健

康や QOLの向上をめざした研究を展開している。

また、保健師の技術の抽出と体系化に関する研究

にも重点を置いている。文部科学省・科学研究費、

厚生労働科学研究費等のほか、民間の財団からも

助成金を得て研究を実施している。 

 
現在、本分野において進行中の主な研究プロジ

ェクトは以下の通りである。 

1) 保健師の活動モデル、地域看護活動の用語体

系の構築 

地域看護学に関連する用語の標準化を目指し、

地域看護（まずは行政保健師）の活動モデルを開

発することを目的としている。ブレーンストーミ

ングや妥当性の検証を重ね、保健師活動を説明す

る用語を体系化することにより活動モデルを開

発することを目指している。 

2) 保健師の支援技術の明確化と標準化 

個別指導・施策化などに焦点を当てて、保健師

の支援技術を明確化・標準化することを目指して

いる。具体的には、熟練保健師の面接内容の記

述・分析、支援内容の抽出、既存理論との比較検

討、実態調査、支援に関連する要因探索研究等を

行っている。 

3) 地域ケアシステムの構築と評価 

地域や組織において、新たなサービスやシステ

ムを創出したり、既存のシステムの改善を行うと

ともに、その効果を様々な手法で評価する研究を

実施している。自治体における 24 時間在宅ケア

システム、病院からの退院支援システムなどを、

実践者と密接に協力しながら構築し、その効果を

評価している。また、住民組織活動・組織間ネッ

トワークの推進に向けた研究も行っている。 

特に、24 時間在宅ケアシステム研究において

は、訪問看護ステーションにおけるモデル事業を

通して、24 時間訪問看護サービス体制の構築方

法の明確化と効果の検証を行っている。また、退

院支援研究と連動して、訪問看護必要者の早期発

見に向けたチェックシートの開発・検証に取り組

んでいる。 

4) 訪問看護活動の拡大と充実 

「認知症高齢者グループホームへの訪問看護

の提供に関するモデル事業」、「へき地における訪

問看護の現状と課題に関する研究事業」などを通

して、看護を提供する場の拡大と充実に向けた取

り組みを行っている。 

5) 退院支援に関する研究 

退院支援とは、患者・家族が療養場所を円滑に

移行できるようにするための、多職種による支援

プロセスであり、その必要性はますます高まって

いる。当教室では、退院支援内容の明確化・標準

化、退院支援のアウトカム指標の開発、病棟看護

師に対する退院支援教育プログラムの開発、退院
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支援体制のあり方に関する研究などに取り組ん

でいる。 

6) 子育て支援 

地域保健における母親の育児不安の予防･軽減、

地域および産業保健分野での、就労する母親･父

親の仕事と育児の両立支援に寄与するために研

究を行っている。具体的には、ワーク・ファミリ

ー・コンフリクト日本語版尺度の開発、就労女性

の家庭と仕事の両立、共働き世帯での父親の仕事

と育児、子育て支援サービスの利用と育児不安の

関係などをテーマに取り組んでいる。児童虐待防

止に向けた多職種によるネットワークの構築に

関する研究も行っている。 

7) 疾患や障害とともに生きる人々の健康やQOL

の向上をめざした研究 

様々な疾患や障害とともに生きる人々の健康

や QOLの向上をめざした研究も行っている。平

成 18 年度は、卒業論文・修士論文として、多剤

耐性結核患者の病気の受けとめと入院生活での

経験に関する研究、小児がん経験者が仕事を続け

るための対処行動に関する研究が行われた。 
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沿革と組織の概要 

成人保健・看護学教室は，平成 4年の保健学科

から健康科学・看護学科への改組に伴う看護学講

座の拡充により，それまでの成人保健学教室の伝

統を引き継いで設けられた，約 40 年の歴史を持

つ教室である．平成 9年の大学院重点化以降，成

人看護学分野とターミナルケア看護学分野とい

う 2分野構成となり，平成 18年度からターミナ

ルケア看護学分野は緩和ケア看護分野と名称が

変更になった．平成 18 年度より新設された修士

コースである看護師コース「移植看護など」も担

当している． 

 

教 育 

学部教育では，成人看護学に関する講義・演

習・実習ならびに成人看護学の基盤となる疾病論

I・IIの教育責任を教室として預かっている． 

大学院教育についても 2 分野協力して運営し，

特に，研究の基礎を体験を通して学ぶ博士課程前

期（修士課程）では，両分野の効果的・効率的な

運営を心がけている．大学院生は教室の両分野，

専攻あるいは医学系研究科が提供する研究に関

する種々の講義・演習を踏まえて，各自の興味・

関心を研究疑問として発展させて，あるいは教員

の持っているさまざまなプロジェクトに参加し

て，修士論文や博士論文を作成している．その過

程そのものを看護学の研究者養成教育の一環と

して捉え，特に教室での修士論文・博士論文作成

に関するゼミに力を注いでいる． 

 

研 究 

成人期における看護についてさまざまな視点

から研究に取り組んでいる．ひとつは疾病のコー

スに沿った看護という視点であり，慢性期を中心

として，回復期からターミナルの時期まで，さら

には，遡って発症前の予防段階へも眼を向けた，

非常に幅広い期間における看護である．この期間

において看護を要する人々がどのような状態に

あるのかの理解に資する研究や，それらの人々に

対する効果的・効率的な看護ケアについての研究

を行なっている． 

別の重要な視点として，研究・開発した看護ケ

アをどうしたら人々にうまく届けることができ

るかという看護提供システムに関しての課題が

ある．慢性期およびその前後の未発症段階や回復

期の人々，あるいはターミナル期の人々を対象に

するということで，外来，在宅あるいは緩和施設

など，人々に看護ケアが提供されるさまざまな場
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での看護提供のあり方やその継続性について検

討を重ねてきている．また，それらの場で看護に

携わる看護職を対象に，ケア上で遭遇する困難に

ついても，その解消・改善がケアの向上に関わる

重要な事柄と捉えて，取り上げている． 

また，以上の研究において必要となる評価の指

標や尺度の開発も，課題として行なってきている． 

 
以下に挙げた研究領域は，今までに手がけてき

たものである．成果の詳細，研究費獲得状況など

は，本教室ホームページの研究業績および教室年

報を御覧頂きたい．また，これまでの研究のなか

で開発した評価尺度などは，広く活用されるよう，

本ホームページ上で「著作・開発尺度」として公

開している． 

 
1)慢性病(chronic illness) をもつ人々への看護 

慢性病の人々が病をもちながら日常生活を送

る上では症状コントロールのための自己管理が

必須である．看護には，人々がそれぞれの生活の

中で自己管理を継続してその人らしく生きてい

くことを支える重要な役割がある． 

これまで，いくつかの疾患について人々が経験

している日常生活上の困難を把握する方法を開

発し，それを用いて困難の実態を記述してきた．

あわせて困難を軽減するための症状コントロー

ル支援に関わる研究を行なってきた． 

以下，その概要について，一部，論文公表準備

中のものも含めて述べる． 

・糖尿病（ＤＭ）：糖尿病の食事関連ＱＯＬ尺

度を開発し，そのＱＯＬ関連要因を検討した．血

糖コントロール維持・改善のための看護支援（個

別看護相談）の効果検証と経済評価のためのＲＣ

Ｔを東大病院糖尿病代謝内科の協力を得て実施

した．現在、患者の家族（子世代）の発症予防プ

ログラム提供の効果に関する研究に取り組んで

いる。 

・循環器疾患：心不全患者のセルフケア行動に

着目し，ヨーロッパ心不全セルフケア行動尺度日

本版の作成と妥当性・信頼性の検証，セルフケア

行動関連要因の探索を行った．現在セルフケア行

動が再入院に及ぼす影響の追跡調査を行ってい

る．また，虚血性心疾患に対する血行再建術を行

う患者のＱＯＬ評価のための尺度の日本版の作

成と妥当性・信頼性の検証に取り組んでいる． 

・炎症性腸疾患：潰瘍性大腸炎(UC)とクロ－ン

病(CD)に関して，UC患者の生活困難感尺度を開

発し，困難感の関連要因を探索し，困難感を軽減

するうえでの示唆を得た．CDについて，再燃要

因としての食事に注目し，１年間の追跡調査を行

った． 

・骨・関節疾患：慢性関節リウマチ(RA)につい

て，症状コントロールのための自宅での運動実施

の実態と関連要因を検討した．変形性股関節症

（変股症）について，非手術症例が経験している

困難感とＱＯＬについての記述と関連要因の探

索を行った．現在，手術症例を含めて対象を拡大

し、調査を行っている． 

・高齢者の身体活動：米国で開発された身体活

動測定尺度の日本版の開発（日本版の作成と妥当

性・信頼性の検証）を行った．これはソウル大学

のメンバーとの日韓共同研究の一環として行っ

たもので，開発した尺度を用いて高齢者の身体活

動の実態記述と関連要因を探索した． 

 
2)消化管術後患者の適応促進のための看護 

消化管切除再建はがん治療の大きな柱であり，

がん以外の疾患（UCなど）に対しても行なわれ

る．術後の問題は，切除再建による多彩な後遺障

害があることである．看護の役割は切除再建に対

する適応行動を支援し，患者が経験する後遺障害

をできるだけ少なくすることである． 

がんによって永久人工肛門を造設した患者の

生活安定感尺度を開発し，安定感を向上させる要
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因として，「ストマ外来開催頻度」と「看護師か

らのサポートがあること」を示した．現在，その

尺度を用いてストマ保有者の生活安定感に関す

る縦断的研究を行なっている． 

UCは、内科的治療の時期には脂肪摂取が制限

される。大腸全摘術後は、その制限が不要になる

ことにより、食事内容が大きく変わり、脂肪を過

剰摂取する可能性と、大腸全摘に伴う症状が出現

するが、それらは調べられていない。大腸全摘術

後患者について，食事調査と術後の症状、および

対処行動（症状軽減のための摂食行動）について

詳細に記述した． 

 
3)先端医療（移植）患者・ドナ－の看護 

先端医療としての移植医療では患者・ドナーと

もに，さまざまな新しい困難を経験する．その軽

減も看護の重要な役割である．東大病院は生体肝

移植，骨髄移植に関して世界あるいは全国有数の

施設であり，東大病院での症例を対象に以下を行

なっている． 

成人生体肝移植患者のＱＯＬの記述，ドナ－の

術前・術後を通した経験の記述を行った．骨髄移

植後の慢性期の困難とその軽減のための支援に

関する研究に着手した． 

 
4)外来看護提供システム 

近年，入院期間の短縮化、慢性疾患の増加、お

よび高齢人口の増加により、病院外来や在宅ケア

の領域における看護の役割は大きく変化してき

ている。成人看護学分野では，そのような状況の

中で特に慢性疾患の自己管理を支援する上での

外来での相談･指導の役割に注目し，全国規模で

の調査を行い，外来での看護活動推進に関する啓

発活動を行ってきている． 

今後の急増が懸念される糖尿病に関しては，全

国の病院外来での看護支援に関する実態と課題

を明らかにした． また，外来での相談・指導の

プロトコールを作成し，全国の施設で利用できる

よう、公開している。同じく、HIV/AIDSに関し

ては，患者の服薬アドヒアランスを高める看護支

援について，他施設との共同研究を推進し，全国

に発信して相談･指導活動の普及に努めている。 

 
5)専門緩和ケアサービスの評価と質保証 

わが国の緩和ケアサービスは主として一般病

棟における緩和ケアチーム，緩和ケア病棟，在宅

緩和ケアで供給されている．我々は，症状コント

ロール，コミュニケーション等を中心とした，緩

和ケアサービスの評価の研究を行っている．具体

的には英国で開発された評価尺度の日本語版で

ある STAS-Jの開発と普及活動，遺族による評価

尺度 Care Evaluation Scaleの開発への参画，緩

和ケアチームの実態調査と評価に関する研究を

行っている．わが国では未普及の血液腫瘍患者へ

の緩和ケアの評価にも意欲的に取り組んでいる． 

 
6)緩和ケアシステムの連続性 

終末期がん患者の療養場所として，一般病棟，

緩和ケア病棟，在宅がある．この療養場所の移行

に関するシステム整備のための研究を行ってい

る．具体的には療養場所に対する選好やその関連

要因の探索，一般病棟もしくは緩和ケア病棟から

在宅へのシームレスな移行を可能にする要因の

探索である． 

 
7)わが国における望ましい死 

近年，欧米では緩和ケアの目的の１つである望

ましい死の概念化と実態調査が行われている．我々

は質的研究を行ったのち，一般集団，遺族を対象と

した量的研究を行い，日本人の望ましい死の概念化

を行った．次のステップはその実現の実態とバリア

を調査し，介入の方策を立案することである．一般

集団への啓発も重要な課題と考えている． 
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8)在宅緩和ケア 

多くの患者が終末期の在宅療養を希望するが，

現実的には困難が多く，わが国の緩和ケアにとっ

て最も重要な課題のひとつである．我々は先駆的

な在宅緩和ケア施設との共同研究により，在宅緩

和ケアを受けている患者・家族調査による療養実

態に関する研究，遺族調査による看取り体験の記

述・評価研究を行った． 

 
9)看護研究の基盤整備に関わる領域 

看護研究の方法に関する課題や看護学構築の

基礎となる看護用語に関して，継続して検討して

いる． 
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沿革と組織の概要 

母性看護学・助産学分野は、平成 14 年に設置

されました。 

平成 18年度の構成員は、教授 1名、講師 2名、

助手 1名、非常勤講師 6名、大学院生 4名（修士

課程 2名、博士課程 2名）、研究生 1名です。 

 

教 育 

学部および大学院教育として、母性看護学・助

産学の単位を担当しています。 

学部教育では、看護学コースの学生を対象とし

て母性看護学の講義 2 単位（3 年生）、実習 2 単

位（4 年生）の計 4 単位を行っています。また、

助産学教育課程を専攻した学生を対象として助

産学の講義 6単位、実習 8単位（4年生）の計 14

単位を担当しています。 

大学院教育では、母性看護学・助産学特論Ⅰ、

Ⅱ、同演習Ⅰ、Ⅱを行っています。 

 

研 究 

当分野は、周産期における母子の健康だけでな

く、女性の生涯を通じた健康づくりに焦点を当て

て研究に取り組んでいます。現在、進行中の主な

研究プロジェクトは以下の通りです。 

1) 妊娠中の日常生活習慣と酸化ストレスとの関連 

妊娠中の酸化ストレスについて、適切に評価で

きる生化学的パラメーターを探索し、日常生活習

慣との関連を調べ、適切な保健指導を考察するた

めの基礎資料を得ることを目的としています。 

  
2) 妊娠中の母体体組成と新生児体重に関する研究 

母体体重、体組成、脂質代謝系の測定、および

日常生活習慣や食習慣の調査により、妊娠中のよ

り適切な体重管理や生活習慣について検討して

います。 

  
3) 妊娠・産褥期における母体の栄養・体重管理

に関する研究 

妊娠栄養・体重の管理システムを見直すため、

妊婦外来での栄養指導および母体体重管理方法

の現状を調査し、問題点を考察しています。 

 
4) 女性の睡眠時姿勢についての研究 

月経中や妊娠中において、普段とは異なる姿勢

を強いられることは睡眠に影響を及ぼす重要な

要因であり、睡眠中の姿勢と睡眠の質との関連に

ついて研究しています。 
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5) 産後・更年期の女性のヘルスケアを促す援助

に関する研究 

産後にみられる育児不安、うつ病など、問題の

発生する前に予防的な援助としての効果的なヘ

ルスケアについて検討しています。 

 
6) 妊婦における生活の質の評価への ICF（国際

生活機能分類）の活用 

ICF（国際生活機能分類）を活用し、妊娠・産

褥期での日常生活活動の「活動と参加」における

障害状況を把握し、「環境」を整えるための必要

要件を探ることを目的としています。 
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沿革と組織の概要 

東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護学

専攻精神看護学分野の前身は 1957（昭和 32）年

に医学部衛生看護学科に開設された臨床医学看

護学第四講座である。その後、1965（昭和 40）

年の衛生看護学科から保健学科への改組に伴い

東京大学医学部保健学科精神衛生学教室となっ

た。精神衛生学教室という名称での活動が長く続

いていたが、1992（平成 4）年 4月、保健学科が

健康科学・看護学科に移行すると同時に精神衛

生・看護学教室となった。そして大学院重点化構

想に基づく大学院講座制への移行に伴い、1996

（平成 8）年 4月に精神衛生・看護学教室は組織

上、東京大学大学院医学系研究科健康科学・看護

学専攻健康科学講座精神保健学分野および看護

学講座精神看護学分野の２つの分野となった。 

しかし平成 8 年の大学院講座化以降も精神保

健学分野の教授が精神看護学の教授を兼任して

おり、教室は教職員も院生も精神保健学分野と精

神看護学分野が一体となって活動している。また、

学部教育は従来の学部講座の担当を引き継いで

いるため、医学部健康科学・看護学科での教育活

動は精神衛生・看護学教室として、あたっている。 

精神看護学分野は、教授 1（兼任）、講師 1、大

学院生 8（博士課程 5、修士課程 3）、客員研究員、

研究生らによって構成されている。 

当分野の課題は、精神保健学分野との協力体制

のもとに、より広い視野を持ちながら、なおかつ

精神看護学領域の専門性を深めることのできる

教育と研究体制を推進することである。 

 

教 育 

精神保健および看護学に関わる諸問題を研究

及び実践の対象としている当分野の学部教育は

講義と実習からなり、上述の通り、精神衛生・看

護学教室として精神保健学分野と精神看護学分

野が一体となって行っている。 

学部の講義は精神衛生・看護学教室の教員及び

非常勤講師全員によって行われている。学部での

講義は、精神疾病論(必修 2単位)、精神保健学(必

修 2単位)、人間心理学(必修 2単位)、行動測定評

価論(選択 2単位)、精神看護学(看護学コース必修

2 単位)を担当している。実習は精神保健学実習

(必修 1 単位)および精神看護学実習(看護学コー

ス必修 3 単位)を担当している。精神保健学実習

及び精神看護学実習では、多くの施設の協力を得

て、大学院生のティーチングアシスタントなども

関与して行われている。 

大学院教育は、英文文献抄読を通じて今日の精

神保健看護について検討する精神看護学特論Ⅰ

および精神看護学特論Ⅱが開講されている。また、

精神看護学分野と精神保健学分野共通の教室セ
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ミナーとして、毎週水曜日夕方に、教室所属の大

学院生と研究生を対象にして、教員が参加する外

国文献抄読と、適宜、学外講師による講義を行っ

ている。大学院生の研究計画に関するディスカッ

ションも教室全体で行っている。また、ジャーナ

ルクラブや、大学院生や研究生、教室出身の

OBOG らが参加し、精神保健看護学領域に関す

る最新の実践についてその実施方法やエビデン

スについて取り上げる、有志による勉強会を行っ

ている。 

 

研 究 

当分野の教員および大学院生は、精神保健およ

び精神看護学全般に関わる諸問題を研究の対象

として活動している。 

研究テーマは多岐にわたり、精神疾患を有する

人の地域生活支援（精神科訪問看護、地域での包

括支援等）に関する研究、家族介護者の介護負担

に関する研究、精神科クリニカルパス、認知症高

齢者の行動心理学的症候（BPSD）に関する研究、

精神保健領域における疾病自己管理に関する研

究、精神疾患を有する人にとってのリカバリーに

関する研究、精神科医療に対する患者満足度の研

究などに取り組んでいる。 
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沿革と組織の概要 

老年看護学教室は、平成 15年 6月に開講され

た教室である。平成 18 年度構成員は、教授 1、

講師 1、助手 1、学部非常勤講師 2、大学院非常

勤講師 3、大学院生 9（修士 7、博士後期 2）、研

究生 3である。平成 18年度より、創傷看護学分

野が開講され、現在は２分野の教育・研究活動を

行なっている。教室の基本方針は、"エビデンス

に基づいた老年看護学の実践と展開"である。 

 

教 育 

1.学部 

1）「老年看護学」（３－４年次，4単位） 

３年次の学習目標は、「高齢者の身体的、心理

的、社会的特徴を理解し、老年看護の基本に必要

となる理論を学ぶ」である。平成 18 年度の主な

内容は、①高齢者模擬体験演習，②高齢者の身

体・心理・社会的特徴，③高齢者の健康生活とそ

れをとりまく社会・保健・医療政策，④介護保険

制度の理解と高齢者ケア，⑤老年期における特徴

的な病態の理解，⑥高齢者の生活機能における一

次予防・二次予防・三次予防である。 

また、4 年次の学習目標は、「高齢者に適切な

看護を提供するために必要となる高齢者特有の

疾患・病態について学習する」である。平成 18

年度の主な内容は、①高齢者の薬物療法，②高齢

者の栄養管理，③加齢に伴う身体の変化，④加齢

と呼吸器疾患，⑤加齢と腎泌尿器疾患，⑥加齢と

認知症疾患，⑦加齢と循環器疾患，⑧加齢と骨粗

鬆症，⑨高齢者のフィジカルアセスメント，⑩認

知症高齢者のアセスメントとケアである。 

なお、４年次の授業は、本学医学部加齢医学講

座および医学部附属病院の教職員による協力の

下に展開している。 

2）「老年看護学実習」（４年次，3単位） 

実習目標は、「介護老人保健施設の高齢者を通

して、高齢者看護のあり方を学ぶ」である。平成

18年度は、医療法人社団龍岡会 龍岡介護老人保

健施設の協力の下に展開した。 

3）卒業論文（4年次，6単位） 

平成 18 年度の実績は、以下の通りである（2

題）。 

'Nutritional status and mutable associated 

factors in the free-living elderly’ 

'Quantitative evaluation of elderly skin based 

on digital image analysis’ 
2.大学院 

1）「老年看護学特論Ⅰ」（夏期，2単位） 
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2）「老年看護学特論Ⅱ」（冬期，2単位） 

学習目標は、「老年看護学に関連する主要なテー

マについて最新の研究の動向や課題を理解する」で

ある。「特論Ⅰ」では、独創性の高い海外の原著論

文を参加者による抄読形式で展開している。平成

18 年度は、高齢者の認知症予防・ライフスタイル

におけるリスクファクターについての文献を抄読

した。 

「特論Ⅱ」では、主に非常勤講師による講義形式

で展開している。平成 18年度の主な内容は、①老

年症候群総論，②高齢者の閉じこもり予防・支援，

③認知症高齢者の世界体験，④アジアの高齢者問題，

⑤自然災害時の高齢者ニード，⑥高齢者における褥

瘡，⑦高齢者の一人暮らしであった。 

3)「創傷看護学特論Ⅰ」（夏期，2単位） 

4）「創傷看護学特論Ⅱ」（冬期，2単位） 

学習目標は、「創傷看護学に関連する主要なテ

ーマについて最新の研究の動向や課題を理解す

る」である。「特論Ⅰ」では、抄読を通して、最

新の褥瘡研究手法を学ぶことを目標とし、D. 

Baderらの Pressure Ulcer Research (Springer- 

Verlag Berlin・Heidelberg, 2005)を用いて、基

礎から臨床に至る褥瘡研究の手法を学んだ。 

「特論Ⅱ」では、主に非常勤講師による講義形式

で展開している。平成 18 年度の主な内容は、①

皮膚潰瘍一般，②下腿潰瘍治療の最前線，③糖尿

病のフットケア，④褥瘡と栄養，⑤体圧分散寝具

の種類と選択，⑥TIMEを理解するための創傷治

癒，⑦血流による血管機能調節，⑧超音波の原理

と体表エコーの画像評価，⑨重度褥瘡と難治性潰

瘍の管理と治療，⑩胎仔の創傷治癒である。 

5）修士論文 

平成 18 年度の実績は、以下の通りである（1

題）。 

'Interface pressure distribution of elderly 

Japanese people in the sitting position 

 

研 究 

当教室では、高齢者の残存機能の維持・拡大を

はかり、自立・自主性を重視したニーズを満たす

ための新しい技術や機器の開発を目標とした研

究に取り組んでいる。具体的には、高齢者の褥瘡、

失禁、低栄養、疼痛（痛み）、うつ、認知症等の

老年症候群といわれる症状／病態について、看護

学の立場から予測、予防、診断、治療する技術や

機器の開発をテーマとしている。なお、多くの研

究は、産学連携の共同研究により展開している。 

また、高齢者の多様性に配慮しつつ、高齢者が

自立した生活をできるだけ長く維持するための

プログラムやシステムの開発を目標とした研究

にも取り組んでいる。例えば、わが国で特に今後

増加が見込まれている虚弱高齢者や、一人暮らし

高齢者などに対し、おのおのの特性や環境条件等

を勘案したケアプログラムやシステムの開発を

テーマとしている。具体的な研究テーマは、以下

の通りである。 

 
1.高齢者の生理的ニーズの充足や残存機能の拡

大に向けての創傷管理技術・機器の開発と評価

に関する研究 

・褥瘡発生の予測と予防方法 

・創傷管理技術・機器 

・創傷と痛みのコントロール方法 

 
2.高齢者の自立した生活を支援するためのケアプ

ログラム／システムの開発と評価に関する研究 

・独居高齢者（高齢者のみ世帯）における健康

増進のためのプログラム 

・虚弱高齢者における介護予防のためのプログ

ラム 

・認知症高齢者における日常生活適応促進に向

けたプログラム 

・高齢者における回想（法）を取り入れたプロ

グラム 
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沿革と組織の概要 

国際保健計画学分野は 1992 年に設立され、

2002年 4月より黒岩宙司が教室主任に就任、新

スタートした。平成 18年 5月現在の構成員は，

助教授［黒岩宙司］，助手［モアザム・アリ］，勤

講師 7名，博士課程院生 6名，修士課程院生８名，

研究生 2名、客員研究員 9名である。 

 
理念 

新自由主義がもたらすグローバリゼーションは

貧富の格差を拡げ、環境を破壊し、特に社会的弱

者の健康は危うい状態にある。このような背景の

中、国内外の様々な分野と連携を取り、東洋の道

徳心を規範とした積極的な国際保健政策の発信

が求められている。 

 
教室の目標 

・ 国際保健政策の分析・策定能力を持つ世界的

な指導者を育成する。  

・ 中立の立場で問題点を分析し、地球環境にダ

メージを与えず、貧しい人たちや弱者に裨益

する保健医療システム・政策研究を行う。 

 
教室の特徴 

・ 青年海外協力隊、JICA プロジェクト専門

家・リーダー、WBプロジェクト等で現場を

知った国際保健学教室  

・ 保健システム・政策のフレームワークに基づ

いた研究、論文 

・ リーダー育成：英語討論、プロジェクト研究、

保健政策勉強会 

・ 国際色豊かな学生：日本、ラオス、モンゴル、

中国、インド、バングラデシュ、インドネシ

ア、台湾、イラン 

・  連携事業：（１）国立国際医療センター派遣

協力課、名古屋大学大学院国際保健医療学教

室との政策検討会、（２）東大基金によるラ

オス医科大学公衆衛生外学院との研究交流

拠点事業、（３）アジアから世界への発信を

目指した国際医学雑誌、BioScience Trend

のManaging editor、中国病原生物学雑誌の

編集委員、（４）中国山東大学・公衆衛生教室

との共同研究：客員教授、（５）途上国保健プ

ロジェクトと研究の連携（カンボジア、ザン

ビアなど）、（６）ASNET（日本アジアに関す

る教育研究ネットワーク）リレー講義「アジ

アにおけるリスクと国際協力」、（７）NPO国

際緊急医療・衛生支援、理事、（８）メコンウ

ォッチ、ナマケモノ倶楽部、TICO など環境

活動を行う NGO・NPOとの研究交流 

 

教 育 
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教室会議（英語）毎週月曜日 

1時～2時：抄読会（研究に関連のある論文） 

2時～3時：研究発表（計画・結果）、 

3時～3時 30分：Bulletin of the WHO、policy

勉強会 

ゲストスピーカーによる公開ゼミ（英語、第三月

曜日、午後 6時～7時 40分） 

 
外部講師（途上国の現場の報告）月一回 

授業（英語） 

国際保健政策、システム入門、Child survival、

日本の保健システム、ODA および援助の潮流、

EPI・感染症根絶対策に学ぶ、アジアのリスク：

地球温暖化と感染症 /生物化学兵器/医療廃棄物/ 

UN（WHO）の保健システム・政策/新自由主義

と国連保健政策・日本の評価、ヘルスセクターリ

フォーム・SWAPs、Health Policy, Process & 

Power、学生発表（innovative health policy）、

グリーンレボリューション（学生参加による援助

の現実を経験する） 

 
感染症と保健政策 

グローバル・ファンド、官民協働、感染症根絶疾

患の理論と実際（天然痘、ポリオ、麻疹）、生物

化学兵器に対応する公衆衛生、日本の感染症サー

ベイランス、マラリアコントロール、結核コント

ロールと PHC/ARI、HIV対策、栄養政策 

 

研 究 

これまでの主な業績 

１）ポリオ根絶後の拡大予防接種事業計画及び麻

疹制御に関する研究（国際医療協力研究委託費） 

２）多国間協力事業の進捗管理及び評価手法のあ

り方に関する研究（厚生労働省科学研究費補助金） 

３）ラオスなど途上国における予防接種の問題に

関する研究（文部科学省科学研究費補助金） 

４）小児疾患包括的対策のモニタリング評価に関

する研究（国際医療協力研究委託費） 

５）アジア地域における国際保健政策と医療廃棄

物の現状とマネージメントの研究（環境省廃棄物

処理等科学研究費補助金） 

 
現在の主な研究テーマ 

１）国際保健政策・システム分析（MDGs、統合

的小児疾患マネージメント IMCI、ODA/NGOs、

グローバリゼーションがもたらす貧困や弱者の

健康ダメージ） 

２）子どもの健康（予防接種、IMCI、母乳栄養） 

３）環境衛生（医療廃棄物と保健政策、安全注射、

援助と環境破壊） 

４）リプロダクティブヘルス、ジェンダー（バイ

オレンス） 

５）感染症（HIV, マラリア、結核） 

６）途上国のアレルギー疾患、喘息 

７）緊急医療 
 

出版物等 
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（３） Phathammavong O, Ali M, Kuroiwa C. 
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Lao PDR. Journal of Paediatrics and Child 
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（４） Gai R, Huang Y, Xu L, Tang W, Kuroiwa C. 
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Journal of Pathogen Biology (in press). 
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children in rural Lao PDR: who are the 
most vulnerable? European Journal of 
Clinical Nutrition;59:887-890. 
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and reproductive health in rural Pakistan: 
the case for increased male participation. 
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Reproductive Health; 9:260-266. 
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沿革と組織の概要 

国際地域保健学教室は大井玄教授(1993年 4月

-1996年 3月)、ソムアッツ・ウオンコムトオン教

授(1996年 6月-1999年 3月)、若井晋教授(1999

年 8月-2006年 3月)、神馬征峰教授（2006年 6

月-現在）によって運営されてきた。 

本教室にとって国際保健学とは「公正」と「社

会正義」の実現を目指す「学」である。「社会正

義」実現のための科学的根拠を探求し、その根拠

を具体的な行動と政策へとつなげていくことが

この「学」の大きな課題である。 

国際保健学が投げかける問いは、「国と国の間、

また国のなかで、人々の健康状態、社会・経済状

態に何故不公正が存在するのか？ 持てる者と

持たざる者の格差がなぜこれほどまでに存在す

るのか？ それを取り除くにはどうしたらよい

のか？」ということである。 この問いは私たち

がよって立つ学問的、政治的立場を問いかけてい

る。 

誰のために、何のために私たちは学問としての

「国際保健学」に携わり、行動としての「国際保

健」に関わって行こうとしているのか？ 常にこ

の問いを念頭において本教室は教育と研究を続

けてきた。本教室の具体的な目的は、国際保健の

質的向上のための人材育成と研究を行い、臨床に

かわる活動としての国際協力活動を実践するこ

とである。2007 年度の構成員は、教授 1 名、講

師 1 名、助手 2 名、非常勤講師 6 名、博士課程

12名、修士課程 16名、研究生 6名、客員研究員

16名である。 

 

国際協力 

主に JICAのプロジェクト支援としてニカラグ

ア、ラオス、カンボジア、タイ、ベトナム、ブラ

ジルとの国際協力活動を実施した。昨年のラオス

に引き続き、カンボジアにおいて、現地教育省、

保健省、ユネスコやWHOとの協力により、国レ

ベルでの包括的学校保健ポリシーを完成させた。 

 

教 育 

教育目標は具体的には以下の 3 項目にまとめ

られる。 

1) 国際協力分野で働こうとする人材の育成 

2) 国際保健学に寄与しようとする研究者の育成 

3) 国際保健に関心のある一般学生への教育 

大学院教育カリキュラムは大きく「国際地域保

健学特論」「国際地域保健学演習」「国際地域保健

学実習」からなっている。具体的な内容は、１）
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国際保健（学）の歴史と現在、２） ヘルスプロ

モーション、３）保健経済学、４）研究倫理、５）

プロジェクト・マネジメント、６）リプロダクテ

ィブ・ヘルスである。  

外国人留学生が多いので講義、実習、討議はす

べて英語で実施している。また、保健医療のバッ

クグランドを持たない学生も多いため、基本的な

入門事項から専門的内容まで広くカバー出来る

ように工夫している。 

大学院外でも、海外からきた JICA研修員への

教育、他大学での国際保健学の講義等を数多く実

施している。 

 

研 究 

本教室では、発展途上国や欧米の諸研究機関や

国際機関、JICA,NGO などと協力して研究を行

っている。現在の研究課題の重点はプライマリ・

ヘルスケア、ヘルスプロモーション、学校保健、

健康と人権（在日外国人の健康問題を含む）、外

傷予防、紛争と健康、HIV/AIDS、結核、ハンセ

ン病などである。対象となる国・地域は、東南ア

ジア、南西アジア（バングラデシュ、カンボジア、

ネパール、タイ、インドネシアなど）、ニカラグ

ア、ブラジルがあげられる。 
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沿革と組織の概要 

人類遺伝学分野は平成４年に新設された。平成

18年度の構成員は、教授（徳永勝士）、助教授（土

屋尚之）、助手（大橋 順、宮寺浩子）、大学院生

17、研究員・研究生 6、実験・事務補佐員 9名の

ほか、本学あるいは他大学の臨床各科の医員を 3

名程度研究のため受け入れている。 

 

教 育 

大学院生の教育としては、人類遺伝学において

重要な英文論文抄読会あるいは英文教科書の輪

読を英語で行う（人類遺伝学特論Ⅰ、Ⅱ）。 

学部学生の教育としては、医学科M0の学生へ

の人類遺伝学の講義のほか、M4の学生への社会

医学コースの一部を分担する。健康科学・看護学

科では、人類遺伝学Ⅰ（必修）において、人類遺

伝学全般を概括する基礎的講義を行い、人類遺伝

学Ⅱ（選択）において、より深く、先端的内容を

含んだ、各論的講義を行っている。 

 

研 究 

1) ゲノム解析のアプローチを用いた、リウマチ

性疾患・免疫関連疾患の病因・病態の解明 

関節リウマチ、全身性エリテマトーデスに代表

されるリウマチ性疾患は、その本質的な病因や治

療法が未解明の、比較的有病率の高い疾患群であ

り、それらの解明は、現在の医学の大きな課題の

一つである。 

当教室では、ヒトゲノム計画の進展とともに、

めざましい発展を見せているゲノム解析のアプ

ローチから、これらの疾患の解明を目指して、研

究を続けている。 

まず、これまでに、多数の免疫系機能遺伝子を

候補遺伝子と設定し、そのゲノム DNA の系統的

多型スクリーニングと、疾患との関連解析を施行

してきた。この結果、解析したほとんどの遺伝子

に 新 た な 多 型 を 検 出 し 、 う ち 、

TNFR2(TNFRSF1B), Fcγ受容体 IIb (FCGR2B), 

CD72多型と全身性エリテマトーデス、CD19多
型と全身性エリテマトーデスおよび強皮症、

LILRB1と関節リウマチ、KIRと顕微鏡的多発血
管炎などの関連を新たに報告した。 

また、上記遺伝子の多型を含め、機能的変化が

予想される、あるいは、興味が持たれる多型につ

き、細胞レベル、蛋白レベル、mRNA レベルに

おいて、多型との関連を検討している。 

また、ゲノム研究のもう一方の柱である遺伝子

発現解析を利用して、病変組織における遺伝子発
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現プロファイリングを施行し、発現の有意な変化

が見られ、病態上興味深いと考えられる遺伝子に

つき、細胞レベルにおける遺伝子産物の機能解析

を施行している。たとえば、遺伝子発現解析によ

り、関節リウマチ滑膜組織中の血管内皮細胞に発

現 上 昇 を 観 察 し た Id (inhibitor of 

differentiation/DNA binding)が VEGF誘導性血

管新生に必須の因子であり、関節リウマチや腫瘍

の分子標的となることを見出した。 

 
2) 睡眠リズム障害感受性遺伝因子の探索 

睡眠リズム障害は、患者の社会生活活動に大き

な支障をきたすばかりでなく、一般社会において

も産業事故や交通事故の原因と成りえる無視で

きない疾患である。睡眠リズム障害の発症メカニ

ズムは複雑で、環境因子と遺伝因子が互いに関与

し合って発病すると考えられている。当教室では、

代表的な過眠症であるナルコレプシーなどを対

象として発症関連遺伝因子の単離・同定を目指し

ている。本年は、ナルコレプシーについて世界に

先駆けてゲノムワイド関連分析の成果を報告し

た。現在引き続いて、検出された候補領域の絞り

込みを実施している。これらの遺伝因子から得ら

れる情報は、複雑な睡眠リズム障害の発病メカニ

ズムの解明に貢献するばかりでなく、これらの疾

患の早期予防、新たな治療法の開発にも貢献でき

ると考えられる。 

 
3) アジア・オセアニア集団におけるゲノム多様

性解析 

国内外の他施設と共同し、日本の地域集団を含

めたアジア系集団やオセアニア系集団（ソロモン

諸島、トンガ、パプアニューギニアなど）におけ

る HLA 遺伝子および ABO 式血液型遺伝子など

の多型マーカー解析を行っている。また、マラリ

ア感受性・抵抗性と関連する遺伝子変異を同定す

べく、タイ人マラリア患者を対象に、免疫関連遺

伝子を中心に多型解析を行っている。これらの解

析により、アジア・オセアニア集団の形成過程お

よび生体防御系遺伝子からみた微生物環境への

遺伝的適応の研究をしている。 

 
4） タンパク質相互作用解析法の構築 

ゲノム解析により得られている疾患感受性遺

伝子多型の機能変化を明らかにする目的で、蛍光

相関分光法を用いたタンパク質相互作用解析法

の構築を行っている。蛍光相関分光法は、解析対

象となる分子を蛍光標識し、そのブラウン運動の

速度変化の測定により、溶液中での分子間相互作

用を検出する方法である。多因子疾患は、複数の

原因遺伝子の機能変化の蓄積によって発症に到

ることから、個々の感受性遺伝子の多型による機

能変化は比較的微小であると予測される。本方法

による相互作用解析により、既知の生化学的手法

では検出が困難である多因子性疾患感受性遺伝

子多型の機能変化を明らかにし、ゲノム解析から

得られた知見を個々の疾患における病因の解明、

治療法の開発へ発展させることを目指している。 

 
5) 各種複合疾患の遺伝要因の探索 

単一塩基多型（SNP）を解析するための独自の

マルチプレックス解析技術を開発するとともに、

先端的な大規模ゲノム・遺伝子多型システムを確

立した。これを用いて、糖尿病、高血圧などの生

活習慣病、パニック障害などの精神疾患といった

各種の複合疾患（多因子疾患）に関する多施設共

同研究グループに参加し、大規模ゲノム多型解析

を担当している。 
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沿革と組織の概要 

旧母子保健学講座は 1966年に設立され、わが

国で最初に発足した講座であった。大学院化に伴

い発達医科学と名称を変更した。母子保健とは、

母子の心身の健康を保持、増進するためのすべて

の活動をいい、その基盤となる学問が母子保健学

である。1998 年発達医科学分野となり、さらに

関連領域が広まった。実験系では神経，感染・免

疫，ホルモン，代謝など，調査系では発達，母子，

保健などに関する幅広い研究である。2007 年に

教授を含めスタッフが大幅に入れ替わり、今後は

発達障害の研究に重点を移してゆく。 

現在の構成員は、教授 1、准教授 1、助教 2、

事務補佐員（非常勤）1、非常勤講師 11、客員研

究員 8、大学院生 18（うち外国人留学生 12名）、

研究生 3名である。 

学部の講義、大学院生への講義のほか、研究グ

ループごとの会合、外部の研究者・学内の他の教

室等との交流を深めるための会合を行なってい

る。外国の研究者を招待し東京医学会との共催で

のセミナー・集会も行なっている。 

海外との共同研究を、米国、ドイツ、中華人民

共和国、タイ、ベトナム、マレーシア、バングラ

デシュ、韓国、台湾、パキスタン、スリランカ、

極東ロシアなどと行っており、人事交流も盛んで

ある。世界の母子および家族の健康を向上させる

ため、そして人間の生活と環境の調和のために研

究をするとともに人材の養成を目的とする。 

 

教 育 

医学部健康科学・看護学科学生に対する講義と

して (1) 人間発達学、(2) 微生物・医動物学、

(3) 母子疾病論、 (4) 免疫学、(5) 母子保健学、

(6) 学校保健・看護を担当している。さらに、(7) 

国際保健学の一部を受け持っている。実習は保健

学実験・検査法実習のうち、血液検査一般・感染

症学（細菌学・ウイルス学）・免疫学の分野を担

当し、学内外の母子疾病論実習が加わる。医学科

の講義や実習も受持つ。さらに、健康科学・看護

学科の卒論生に対して卒論指導を行なっている。 

大学院に関しては、国際保健学専攻修士課程の

1年生を中心に、発達医科学特論 (Ⅰ) (Ⅱ)を通年

にわたり開講している。さらに、院生・研究生を

対象に毎週１回教室内カンファレンスを開講し

ており、これは院生に対しては、発達医科学演習

となっている。 

 

 



332 東京医学・第 11４巻・平成 1９年 10 月 

研 究 

当教室では、実験系では神経、代謝、感染症、

免疫、ホルモン等を、調査系では発達、母子、保

健に関する幅広い研究を行なっている。いずれも

国際的視点で行なっている。研究テーマの主なも

のを以下に列挙する。 

(1) 発達期脳障害に関する研究。とくに結節性

硬化症における神経細胞の分化異常・サイ

ズ調節異常の分子病理学的研究 

(2) 神経細胞移動を制御する分子（doublecortin、

cdk5など）の機能と相互作用に関する分子

細胞生物学的、遺伝学的手法およびポスト

ゲノミックアプローチによる研究 

(3) 周生期脳障害における炎症、細胞死と可塑

性の研究 

(4) 急性脳症の臨床病理学的研究。とくに急性

壊死性脳症、けいれん重積型急性脳症の病

因解明と治療の開発 

(5) 先天代謝異常症（ペルオキシソーム病）、神

経変性疾患（脊髄性筋萎縮症）の分子生物

学的、生化学的研究。 

(6) 栄養（母乳栄養など）と発育、乳幼児のケ

アに関する調査研究 

(7) 感染症の分子疫学的研究、例えば HIVの遺

伝子変異、薬剤耐性、下痢症ウイルス（ロ

タウイルス、アデノウイルス、ノロウイィ

ルス、サポウイルス、アストロウイルス）

肝炎ウイルスの分子疫学 

(8) 成人病胎児期発症のフィールド調査。その

分子機序のエピジェネティクスの視点から

の解析 

(9) 百日咳菌菌体成分を用いた免疫応答の調節

に関する研究―ワクチンの改良、副反応の

機序解明 

(10) 都市型住居環境（高層高密度居住環境など） 

(11) 学校保健教育の活性化に関する研究 

(12) 国内外の少数民族の母子の健康に関する研究 

(13) 児童・生徒および海外在住母子のメンタル

ヘルスに関する研究 
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沿革と組織の概要 

2006 年度は、教授渡辺、助教授梅崎、助手山

内、助手清水の体制で教室運営をおこなった。

2007 年３月末現在、上記の教員以外に、特任助

教１名（蒋 宏偉）、秘書２名、大学院博士課程

２名（内、外国人１）、修士課程５名（同１）、大

学院研究生１名、客員研究員３名が在籍している。

また、学部・大学院あわせて９名の非常勤講師が

いる。 

 

教 育 

大学院においては、国際保健学専攻の一領域と

して、「人類生態学特論Ｉ」では、人類生態学の

基礎的な構成要素である人口・栄養・環境につい

て講義を行い、「人類生態学特論 II」では、人類

生態学およびその関連分野における最近の研究

の様子を、主として外部から招いた非常勤講師が

紹介する形式で講義を行った。大学院レベルでの

教育は、国際保健学と人類生態学の相対的な位置

づけが明らかになるように工夫しつつ、人類生態

学分野で取り組んでいる課題を紹介し、本領域の

アプローチの特色が理解されることを目的とし

た。大学院レベルの教育は、英語で実施している。  

学部においては健康科学・看護学科において、

「人類生態学」（必修）、「環境保健学」・［人口学」・

「国際保健学」（選択）を担当した。また、当分

や分野が責任担当するが、講義の全てあるいは大

半を非常勤講師が担当している科目として「薬

理・毒性学」・「生理学」・「解剖学」（必修）、「環

境工学・人間工学」（選択）を実施した。学部教

育では、今日の人口・食糧・環境など人類全体・

地球規模で起こっている諸問題の重要性につい

て、日本・アジア太平洋地域において様々な集団

が直面している生存・健康問題との関連、あるい

は人間活動と化学物質汚染という視点から解説

した。 

そのほかには、医学科公衆衛生実習、東京大学 

日本・アジアに関する教育研究ネットワーク

（ANSET）の日本・アジア学講座の開講ならび

に協力をおこなった。 

 

研 究 

人類生態学では、環境保健学的な課題、ヒト個

体群生態学的な課題、あるいはその両方にまたが

る課題を扱い、目的に応じてフィールドワークと

実験を行っている。フィールドでは、アジア・オ

セアニアを主とした地域を対象に、生業の変容に

ともなう化学物質の流入とその生体影響を評価
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することを目的とした研究をおこなった。実験で

は、胎生期における重金属などへの曝露が生体に

及ぼす影響について、これを修飾する要因に着目

して解析した。平成 18 年度に実施された、ある

いは引き続き継続中の主要なプロジェクトは以

下の通り。 

 
１．周生期における化学物質の発達神経毒性： 

現代の人類は産業社会であるか否かにかかわ

らず、極めて多種の化学物質を生活に使用し、こ

れらの化学物質に曝露されている。こうした化学

物質は、現代の人間にとって重要な環境要因とな

っている。化学物質に対する感受性が高い場合が

多いとされる周生期の曝露が、出生後に及ぼす影

響に着目した研究を行った。複数の国内研究機関

との共同研究により、微量曝露が現在のわが国で

も問題となっている重金属（水銀・カドミウム）、

ならびにいわゆる内分泌かく乱化学物質に焦点

をあて、行動機能から遺伝子発現まで、個体ある

いは細胞を用いて、多層的に影響を検索する実験

的研究を実施し、メタロチオネインによる発達毒

性の修飾、微量カドミウムによる発達神経毒性発

現の可能性を示した。また、フィールド調査で得

られた知見に基づき、砒素と必須微量栄養素（セ

レン）欠乏との周生期における相互作用を検討し、

甲状腺ホルモン環境への影響、体内動態における

両者の相互作用を報告した。 

 
２．生業転換にともなう化学物質の使用とその生

体影響評価： 

中国をはじめとするアジア諸国の農村部では，

在来農耕から換金作物栽培への転換が急速かつ

広範に進行している。こうした農村の市場経済化

は，農薬や食品添加物など化学物質の地域生態系

へ放出・蓄積という側面をともない，農村部に居

住する住民の健康・生存の持続性に影響すること

が懸念されている。 

本研究課題は，プロジェクトメンバーがこれま

で調査経験を有するアジア地域の６カ国（バング

ラデシュ，インドネシア，中国＜海南省／雲南省

＞，ベトナム，パプアニューギニア，ネパール）

の約 30 村落を対象に，生業転換を引きおこす要

因（例えば，農業・環境政策），生業転換の程度，

その環境影響（特に化学物質の蓄積と健康リス

ク）を記述的に整理し，さらには統計解析による

生業転換の要因分析を通して，アジア地域におい

て進行する生業転換と化学環境転換との相互関

連性を明らかにすることを目的とした。化学物質

の探索的定量には，熊本県立大学の有薗幸司教授

が稼働させている約 500 種類の化合物を同時に

定量できるシステムを応用した。 

 
３．開発と生業、生業転換と適応： 

アジア・太平洋地域の多くの国では、経済発

展・資源獲得・観光など多様な目的のもとに開発

事業が実施され、これにともなって住民の生業・

資源・生態系は大きな外力を受けて変化を起こし、

住民の生活・栄養あるいは健康の状態、疾病構造

などを変えつつある。このような開発と住民の生

活との関連について、中国ならびにソロモン諸島

において調査を行なった。中国では生業転換が実

際に起こるプロセスを世帯レベルの違いに焦点

をあて、世帯レベルでの適応戦略の決定要因の同

定を試みた。なお、生業転換と土地利用の関連を

解析するため、GIS（地理情報システム）/GPS

を応用した。 

 
４．発展途上国における栄養・成長・身体活動に

関する研究： 

バングラデシュ農村部において、食物摂取、栄

養状態ならびに活動状態の性差について検討し、

食物摂取に関して、女性が男性に比較して不利な

状況にあることを示した。 

インドネシア農村部において思春期前の栄養
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状態と出生時の諸要因との関係について解析し

た。また、肥満の率が高いトンガにおいて、思春

期女子の身体計測を行い、肥満に寄与する要因を

検討した。 

 
５．発展途上国における水・大気環境と健康の問題： 

アジア・ラテンアメリカ諸国を中心に多くの途

上国では、飲料水として用いる地下水の汚染が問

題となっている。これまでバングラデシュで起こ

った大規模な砒素による地下水汚染の健康影響

について調査を行ってきたが、同じ水系にあるネ

パールで調査を実施、国外の共同研究者の協力を

得て、特に栄養状態との関連について検討を行っ

た。バングラデシュの調査で示された性差を確認

するとともに,低栄養状態と砒素毒性とが相互に

増悪しあうという関係を見出した。 

インドネシアでは、水質、特に農薬・金属・生

活排水のもたらす複合的汚染が健康に及ぼす影

響についての調査に着手した。その背景となる水

質調査を海外の研究機関と共同で実施し、実態を

報告した。 

水質問題とともに大気汚染の問題もアジアの

都市部では深刻である。インドネシア都市部にお

ける鉛汚染の実態について調査を行い、鉄栄養が

鉛の体内負荷の修飾要因になる可能性を示した。 
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沿革と組織の概要 

生物医化学教室は国際保健学専攻に属し、平成

10年３月に北 潔が教授に就任した。平成 19年

３月現在の構成員は教授（北 潔）、助教授（渡

邊洋一）、助手（坂元君年、吉成茂夫）、ポスドク

2名（網野比佐子、稲岡健ダニエル）秘書（長井 

由美子）と大学院生（博士課程 10 名、修士課程

5名）、卒業研究生 1名、国費留学生（研究生）1

名および客員研究員 4名となっている。 

研究室の方針は「基礎研究を通して人類の向上

と福祉をめざす事」であり、代謝調節と生体膜の

生化学および分子生物学などの純粋な基礎生物

学的研究とともに国際的な医療問題に対する共

同研究を含めた指導、調査による研究室外の活動

（南米、東南アジア、アフリカ等の発展途上国や

欧米の先進国）も積極的に進めている。 

 

教 育 

医学部の健康科学・看護学科において生化学、

分子生物学、実験・実習などの必修科目および栄

養学、生理化学・神経科学、医化学、国際保健学

などの選択科目、また医学科の寄生虫学を担当し

ている。国際保健学専攻においては生物医化学特

論および熱帯医学特論の講義を行っている。 

研 究 

代謝調節、とくにエネルギー代謝における「低

酸素適応の分子機構」についてヒト、寄生虫およ

び細菌類を用いて呼吸鎖成分の構造と機能、核と

ミトコンドリアの協調的遺伝子発現の調節機構、

遺伝子や酵素の進化について明らかにする目的

で研究を行っている。さらに、多細胞動物ミトコ

ンドリアのタンパク質合成系および RNAの成熟

化についても、寄生虫および自由生活性の進化的

に近縁な生物、さらに古細菌を材料に研究を進め

ている。またこれらの研究から得られる情報をも

とに新規の「抗感染症薬の開発」を試みると同時

に、分子進化の原理に基づいた「新しい生物機能

の探索と創製」をめざしている。以下に研究の概

要を述べる。 

 
1. ヒトミトコンドリア 

近年、ミトコンドリアの機能異常に起因するい

わゆるミトコンドリア脳筋症の発症機構の解析

が進み、ミトコンドリア DNAの欠失や点突然変

異について明らかになってきた。一方、核 DNA

の変異に起因する報告は少なく研究が遅れてい

る。我々は遺伝子が核 DNAにコードされ、TCA

回路と呼吸鎖電子伝達系を直接結び付けている
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コハク酸脱水素酵素複合体（SQR）について研究

を進めている。この中でヒト SQR の４つのサブ

ユニット全ての cDNAのクローニングを行い、触

媒サブユニットに変異を持つ症例の研究を進め

ている。また、この触媒サブユニットにアイソフ

ォームを見出したが、これはイントロンのない遺

伝子にコードされており、その生理的意義につい

て解析中である。 

 
2. 回虫および C. elegans 

生物は独立した生命を持ち独自の生活を営ん

でいるが、一方他の生物と深い関わりを保ちつつ

生存している。寄生現象もこの様な関係のひとつ

と考えられ、自由生活型の祖先から出発し、寄生

生活に移行してからの進化の過程において宿主

内の環境に適応し、宿主特異性や臓器特異性をそ

なえた種々の寄生虫が成立したと考えられる。こ

の点から寄生虫は真核生物における適応現象の

研究を進めるうえで極めて良い研究対象であり、

特にエネルギー転換系の様な全生物に共通の代

謝系の適応や進化、また基本的な反応機構を理解

するうえで最適な系のひとつと考えられる。当研

究室ではこの様な観点から、寄生虫や大腸菌を用

いて酸素適応機構の解明を目的として研究を進

めてきた。特にエネルギー代謝における酸素適応

機構の解明という観点から生活環の中で好気・嫌

気の環境への適応を示す回虫ミトコンドリアを

モデル系として研究を進め、ミトコンドリアの複

合体 II にそれぞれコハク酸酸化、フマル酸還元

を触媒するアイソザイムが存在する事を初めて

見出した。これらの特徴を明らかにする目的で結

晶解析を行なっている。これまでの低酸素適応に

関する成果を踏まえ、さらに酸化ストレス、老化

や寿命の問題も含め以下のテーマを中心に研究

を進めている。 

 

 

1）酸素適応における核およびミトコンドリア

遺伝子の発現調節機構 

2）複合体 IIアイソフォームの構造と機能 

3）条件嫌気性細菌のフマル酸還元酵素の解析

とロドキノンの生合成機構 

4）C. elegans 短寿命および長寿命変異株ミト

コンドリアの遺伝生化学的解析 

5）C. elegans を用いた遺伝子導入および遺伝

子破壊 

 
3. マラリア、トリパノソーマ、クリプトスポリ

ジウム 

マラリアは地球上の 5億の人々が感染し、発展

途上国の将来を担うべき子供達が数百万の単位

で亡くなっている極めて重要な熱帯感染症であ

る。ところがこの様な流行地の国々にマラリアを

制圧するための研究を進める余裕はない。ワクチ

ンの開発にまだ時間が必要とされる現状で化学

療法は最も効果のある治療法である。しかし細菌

における薬剤耐性と同様にマラリアにおいても

薬剤耐性マラリアの出現は重大な問題になって

おりWHOがマラリアの「根絶」をあきらめ、「制

圧」へと目標を後退したのも主に特効薬クロロキ

ンに対する耐性株の出現による。そこで我々は新

しい抗マラリア剤の開発を目的として、特に性質

が宿主と非常に異なっているミトコンドリア電

子伝達系を標的とする薬剤の探索を行っている。

マラリアと同様に原虫による寄生虫疾患である

アフリカ睡眠病はヒトの感染に加え、家畜の被害

が甚大でありアフリカの政治、経済の混乱の背景

となっている。当研究室では病原体であるトリパ

ノソーマに対する化学療法剤についても開発を

試みているが、原虫に特有なシアン耐性酸化酵素

を特異的に阻害するアスコフラノンを見出し、

WHO や DNDi との共同研究を含めて阻害機構、

臨床への実用化をめざしている。最近、このシア

ン耐性酸化酵素がクリプトスポリジウムを含む
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様々な寄生性原虫に存在する事を見い出し、抗原

虫薬の標的として解析を進めている。 

 
4. 大腸菌コハク酸脱水素酵素複合体 

大腸菌は豊富な分子遺伝学の背景を持ち、生物

に共通な生命現象を解析する上で、最適な実験系

である。我々は膜タンパク質のフォールディング

とアセンブリーのモデル系として大腸菌のコハ

ク酸脱水素酵素複合体を選び、アセンブリーにお

けるヘムなど補欠分子族の役割や複合体内の電

子伝達機構を調べて来たが、立体構造についての

情報を得る目的で結晶構造解析を行なっている。 

 
5. ミトコンドリア蛋白質合成系 

ミトコンドリアのタンパク質合成は、ミトコン

ドリア DNA にコードされるリボソーム RNA

（rRNA）および tRNAと核ゲノムにコードされ

る多くのタンパク質因子が協同して行われる。こ

のうち rRNA と tRNA は一般的なものと比べ鎖

長が著しく短小化しており、また生物種間でも変

化が大きい。我々はこれらの RNAと協調して働

く核コードのタンパク質も RNAの変化に対応す

るため、その構造や特異性を変化させていること

を、ペプチド延長因子やリボソームタンパク質の

例において明らかにしてきた。そこで、これらの

因子の生物種間における変化をさらに明らかに

すると共に、特に寄生性真核生物を目標とした薬

剤の開発を視野に入れながら、研究を進めている。 

 
6. 古細菌 RNA成熟化の研究 

古細菌は原核生物でありながら、遺伝情報伝達

系に関しては、真核生物との共通点を数多く持つ。

tRNA イントロンのスプライシング機構もその

ひとつである。一方、われわれは、古細菌の、RNA

転写後修飾に関わる核小体低分子RNA-タンパク

質複合体のホモログの研究から、古細菌のタンパ

ク質遺伝子のイントロンの最初の例を見出した。

このイントロンのスプライシングは、われわれの

研究から、古細菌の tRNA あるいは rRNA イン

トロンのスプライシング機構と同じ機構により、

進行することが明らかになった。この研究過程で、

現在同定されているタンパク質遺伝子イントロ

ンを持つ古細菌には、今までとは異なるサブユニ

ット構造を持つスプライシングエンドヌクレア

ーゼが存在し、これが、それまで古細菌で見出さ

れていた酵素と、真核生物 tRNAイントロンのス

プライシングエンドヌクレアーゼと、サブユニッ

ト構造および基質認識機構が、ちょうど中間的で

あることを見出した。われわれは、このヌクレア

ーゼの更なる解析を進めるとともに、古細菌およ

び真核生物の tRNA スプライシング機構におい

て、未解明である古細菌型および動物型 RNAリ

ガーゼの同定を目指している。 
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附 属 病 院 
 

 

 

 

 

 

 

１．敷地･建物 

敷地総面積は、113,853 ㎡、建物総面積は、

243,463㎡である。 

 

２．組 織 

病院長の下に、６診療部門（37診療科）、薬剤

部、看護部、検査部、手術部、放射線部、救急部、

企画情報運営部等の中央診療部門および事務部

（総務課、管理課、経営戦略課、医事課）等から

なり、常勤職員数は教員 573 名、看護師･医療技

術職員 1,146 名、事務職員等 186 名の計 1,905

名（平成 19年３月 31日現在）である。 

平成 16 年４月からの国立大学法人化により、

大幅な組織変更を行い、病院諮問機関として病院

運営審議会を設置した。この病院運営審議会は、

主要予算と人事、定員再配置、組織再編成につい

て、執行部からの諮問に答申し、執行部はその答

甲を尊重して執行する。病院運営審議会は総長指

名２名、医学系研究科長、医学系副研究科長各１

名、病院長、副院長、病院長指名２名、外部有識

者２名の計 10 名から構成され、病院執行部は、

病院長と副院長５名、事務部長、看護部長、その

他病院長の指名による若干名により構成され、病

院運営審議会の指導の下に、病院運営に関する最

終的な意思決定を行う。また、診療科（部）長は

病院長指名とし、任期１年を設定し、適宜、病院

体制の見直しが出来るようにした。さらに、各診

療科（部）の運営は、診療支援組織（外来診療運

営部、入院診療運営部、中央診療運営部）と運営

支援組織（人事部、医療評価･安全･研修部、企画

経営部、教育研修支援部）の指導下に入り、各診

療科（部）は病院全体の機能と調和しながら、そ

れぞれの役割を果たしている。 

平成 18 年度においては、心臓弁・血管のバン

クであり、24 時間体制でドナー情報に対応する

「組織バンク部」、診療科等と産業界との間で行

われる共同研究や知的財産の取扱いを支援する

「産学連携室」、教職員の接遇向上を図ることを

目指した「接遇向上センター」、患者からの相談

のみならず医療者側からの相談にも応じる「患者

相談・臨床倫理センター」、横断的な癌診療を行

うための「キャンサーボード」、予防医学の実践

を行うための「検診部」、血管に関する総合的な

診断を行う「バスキュラーボード」を設置するな

ど、新たな医療体制に向けての準備および実践を

進めてきた。 

 

３．診療実績 

平成 18年度の入院延患者数は 381,609名、１

日平均 1,046名、外来延患者数は 765,330名、１

日平均 3,124名であった。 

臨床検査件数は、6,494,172 件、うち血液学的

検査 1,409,086 件、生化学的検査 3,560,098 件、

内分泌学的検査 94,657件、免疫学的検査 428,247

件、微生物学的検査 72,983 件、生理機能検査

522,255 件、採血･採液等検査 173,852 件、内視

鏡検査 20,665件であった。 

X 線撮影件数は 236,988 件、うち X 線 CT 

37,611件、MRI9,916件であった。 

分娩件数は 773 件、うち正常分娩 460 件、異

常分娩 313件であった。 

手術件数は 9,097 件、麻酔件数は 12,962 件で
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あった。 

救急患者は 17,594件、うち疾病等 13,780件、

妊娠 307件、事故 3,507件であった。 

平成 18年度中の死亡患者数は 393名、うち病

理解剖を行ったものは 75件、剖検率は 19.0％で

あった。この他、外部からの受託解剖が 2件あっ

た。 

 

４．病院再開発計画 

本院の再開発は昭和 56 年以来、将来計画委員

会病院部会を軸として営々と継続されており、そ

の一環として昭和 63 年に中央診療棟１、平成６

年に外来診療棟がオープンした。その後、平成

13 年７月には本院・分院の組織統合が行われ、

同年９月に入院棟Ａがオープンし、本院は大きく

変わった。さらに、旧中央診療棟において診療を

行っていた救急部や光学医療診療部、生理学検査、

リハビリテーション部等の診療体制の充実を図

るための中央診療棟Ⅱ期工事が平成 14 年度から

計画され、平成 17年度末に竣工、翌 18年度より

順次運用が開始された。この新しい中央診療棟に

は、旧中央診療棟に配置されている部門や手術部、

病理部、臨床試験部、院内学級、組織バンク、CPC

等の部門が配置されている他、国立大学法人化後

の平成16年より活動を開始した22世紀医療セン

ターの拠点ともなっている。22 世紀医療センタ

ーは、本院をフィールドとして新たな臨床医学や

医療関連サービスの研究と開発を行う組織であ

る。本センターは予防医学、疫学研究、臨床試験、

医療安全、機器等をテーマとする 22 の寄付講座

（平成 19年３月 31日現在）によって構成されて

おり、すべて企業からの寄付を基礎として設置さ

れており、産学連携の一大拠点ともなっている。 

本開発計画は、今後、精神病床を含めた入院棟

Bの改築（入院棟Ⅱ期計画）および老朽化した臨

床研究棟の整備計画の完成をもって、一応の完了

となる。 
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一 般 外 科 
 

 

 

 

 

 

 

組 織 

一般外科は、外来診療における外科疾患の初期

診療を行う組織として 1994年発足した。一般・

消化器外科を構成している胃食道外科、大腸肛門

外科、肝胆膵外科、人工臓器移植外科、乳腺内分

泌外科、血管外科の６の診療科が交代で担当して

いる。 

 

業 務 

月曜日から金曜日まで毎日、２つの外来ブース

（初診 322、再診 324）を用いて、上記の６つ

の診療科から適宜、派遣された医師が分担して診

療に当たっている。主に一般外科的な疾患を取り

扱っているが、急性疾患についても最初に診察し、

必要に応じて各診療科に振り分ける。おおよそ毎

日 10～20 人の患者を行っており、年間のべ約

3000 人の患者を診察している。なお、一般外科

としては病棟を持っていないため、入院が必要な

場合は各診療科に依頼する形をとっている。 
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検査部（臨床病態検査医学） 
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沿革と組織の概要 

昭和 30 年（1955 年）6 月 15 日、東大病院の

近代化の一環として臨床検査を中央化して熟練

技術者の手により、大量かつ高度の検査を集中的

にしかも迅速精密に行い、総合病院としての医療

水準を向上させる目的で東大病院に臨床検査部

が開設された。  

当初は、一般・細菌・血清・病理組織・生化学

の 5検査室にすぎなかったが、その後設備の充実

に伴って各種の臨床生理、臨床血液、内視鏡など

の諸検査室が逐次開設活動を始めた。昭和 34 年

（1959年）4月より 2部の組織に分けられ細菌・

血清・病理組織・生化学の検体を主として扱う 4

検査室は中央検査部に、Ｘ線診断を含め、患者を

扱うその他の検査室は中央診療部に包括された。

昭和 38年（1963年）7月中央検査部にフォトセ

ンターの業務が新たに加わり、昭和 45年（1970

年）1月リハビリテーション部が独立するのに伴

い中央診療部は解消し、中央検査部は検体検査の

第 1部と患者検査の第 2部で構成されることにな

った。管理機構としては病院長に直属する部長・

副部長（現在は大学院医学系研究科臨床病態検査

医学分野の教授・助教授が併任）が全体を統括し、

各検査室では教員、非常勤講師はじめ、必要に応

じ各領域の専門家の協力を得てこれを運営して

いる。昭和 50 年（1975 年）10 月、検査第 1 部

の病理組織検査室が病理部として分離独立した。 

昭和 57年（1982年）7月中央検査部に専用の

汎用コンピュータが導入されて、まず生化学検査

室業務が、昭和 59年（1984年）7月からはそれ

以外の検体検査部門のシステム化が行われた。昭

和 58年（1983年）4月医事システムのオンライ

ンシステム化が行われるに際して、中央検査部検

体総合受付が設けられて、医事システム、診療科

情報システムと中央検査部システムが結合し、相

互に情報を利用できるようにして、事務作業の合

理化が図られた。また、検体部門では検査機器の

発展に伴って作業内容が年々変わってきている。

これらの変化に対応するため、昭和 58年（1983

年）4月一般検査室は、生化学 2検査室、従来の
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生化学検査室は生化学 1 検査室に改称するとと

もに作業の合理化が図られた。昭和 63年（1988

年）1月から新中央診療棟に検体検査部門が移っ

た。昭和 63年 6月病院科長会の中に検査部運営

委員会が設置された。昭和 63年 10月検査部の機

構を改め、新たに検体管理部門、緊急検査室、微

量物質分析検査室が設置された。昭和 63 年 11

月 1 日より各科共通の外部委託検査の窓口が検

査部となり、これらの検査結果も検査部内の検査

結果と同様にデータベースに貯えられ、オンライ

ン検索できるようになった。 

また、医療の 24 時間態勢に臨み、平成元年

（1989 年）3 月から時間外及び休祝日検査体制

を試行し、同年 6月より宿日直業務が開始された。

次いで平成 4・5 年度の両年に亘り総合検体検査

システムが導入されることになり検体自動搬送

検査システムが構築稼働し、検査オーダリングと

検査結果報告の迅速化が実現した。また平成 5年

10 月から外来患者の採血を主として検査部技師

が担当し、平成 6 年度（1994）から遺伝子検査

室を開設した。平成 8年（1996年）10月 1日か

ら生理検査総合受付（24）が開設した。平成 8

年（1996 年）各科配属の技師が中央化され、検

査部・輸血部・病理部に所属する臨床検査技師系

職員は技師長のもとに一元化され一体となって

運営されるようになった。平成 10年（1998年）

に総合検体検査搬送システムが更新されること

になり、平成 11 年（1999 年）10 月に同システ

ムは完成し稼働した。更新に際して一般検査室と

採血室にも搬送システムが導入された。平成 11

年（1999 年）4 月より輸血部・検査部の技師に

よる輸血検査の宿日直業務を開始した。 

平成 13年（2001年）4月、細菌検査室が感染

制御部のもとに移され、検査部・輸血部・病理部・

感染制御部の四部は、それぞれ独立した組織では

あるが、技師人事なども含め、お互いに連携をと

りながら一体となって運営されることになった。

平成 13年 4月に本院と分院が組織的に統合され、

実質的には 7月より分院の職員が加わった。同年

4月消化器内科に技師を 2名派遣し腹部超音波検

査を開始した。同年 9月 22日、新入院棟が完成

し、それに伴い各科から検査部への検体搬送は、

中型搬送システムを用いて行われることとなり、

また緊急検査室へはエアーシューターが使われ

ることとなった。分院との統合により検体数が増

加した。さらに病棟に常駐して検査を実施するた

め病棟検査部門を新設し、平成 14年（2002年）

12 月より 2 名の病棟検査技師を配置した。平成

15年（2003年）4月からは 3名に増員した。国

立大学病院検査部門の人事交流が開始され、平成

14年度（2002年）は東大と筑波大・山梨大との

間で、平成 15年度（2003年）は東大と筑波大・

東京医科歯科大との間で技師を 1名ずつ 1年間入

れ換え配置し、交流を実施した。平成 15年 7月

から病棟採血血管システムが稼動し、検査部で入

院患者の翌日分の採血・採尿管を準備して病棟へ

配信するサービスを開始した。 

平成 16年（2004年）4月、国立大学が法人化

になったのに伴い、人事院規則から労働基準法に

準拠することになり、公務員は非公務員となり、

従来の当直は夜勤として位置づけられ、教員の講

師以上は裁量労働制になるなど、労働形態が大き

く変化した。また病院の独立採算制推進により、

検査においても従来にも増して検査の適正化、医

療経済の観点からの効率化が求められるように

なった。さらに平成 16 年度からスタートした研

修の必修化と、特定機能病院における DPC の導

入によってもさまざまな影響が出現している。

2005年 4月、東大病院検査部は創立 50周年を迎

えた。1955 年に設立された東大病院検査部が歩

んできたこの半世紀は、そのまま我が国の臨床検

査の歴史でもあった。東大病院検査部も先駆けと

なった中央検査システムの導入は、その後の我が

国の医療の発展に大きな貢献をなし、以後、全国
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の大学病院を中心に次々と中央検査部が作られ

ることとなった。今後も、臨床検査医学、さらに

は中央診療施設としての検査部の発展に努める

べく、検査部員一同、気持ちを新たにした。 

2005年 10月 22日、東京神田の学士会館にて、

記念式典を開催した。創立以来 50 年の東大検査

部の歴史を振り返り、また、この年の 3月に定年

退職されるまでの 10 年間を検査部の発展に御尽

力いただいた中原一彦教授・部長に感謝申し上げ、

加えて、検査部の将来を展望させていただくため

のものであった。土曜日で悪天候にもかかわらず、

約 160名の方々のご出席をいただいた。現役部員

は、東大検査部の諸先輩が我が国の臨床検査医学

の発展において果たしてこられた重大な役割を

改めて認識するとともに、その責任の重さを痛感

した。 

2006 年 8 月、検査部遺伝子検査室において、

個別薬物療法支援のための薬剤感受性遺伝子多

型検査を開始した。臨床ゲノム診療部、薬剤部、

企画情報運営部、消化器内科と共同して、プロト

ンポンプ阻害薬の代謝に関与するCYP2C19遺伝

子多型検査をスタートすることになった。これを

皮切りに、治療薬投与時の薬剤動態、反応性、副

作用発現の可能性を予測でき、安全で効果的なテ

ーラーメード医療への貢献が期待できる薬剤反

応性遺伝子検査を拡充していく予定である。 

2006年 11月、検査部生理検査部門が新中央診

療棟 2へ移転した。これまで、旧中央診療棟に分

散していた生理検査室は、有機的に統合されるこ

ととなった。この長年の念願が達成できるととも

に、以下の拡充・新設がなされた。1) Vascular 

Board支援のための無侵襲血管検査の拡充（頚動

脈・下肢血管エコー、ABPI/CAVI）、2) 腹部エコ

ー検査中央化、3) 生理機能検査の依頼状・結果

報告の電子化、4) 光トポグラフィー、磁気刺激

（CMCT）検査の開始、5) He併用フローボリュ

ム曲線（アイソフロー）検査の開始 

2007 年 1 月、検査部検体検査部門が、ISO 

15189「臨床検査室-品質と能力に関する特定要求

事項」の認定を受けた。本規格は、臨床検査室の

質の向上と認定のための国際基準を提供する目

的で作成されたもので、国際的に臨床検査室の認

定基準として広く受け入れられているものであ

る。東大検査部は、本規格の品質マネジメントシ

ステムにより、臨床検査室としてのさらなる質の

向上を目指すとともに、臨床検査のグローバルな

標準化や検査データの共有化に寄与したいと考

えている。 

 

診 療 

主な業務は臨床検査業務である。そのほか、教

員は総合内科外科を検査部として週 2 回担当し、

一部の教員は内科の専門外来診療にも従事して

いる。生理機能検査では、教員が臨床検査技師を

指導しながら、実際の検査業務も行っている（心

エコー：竹中、負荷呼吸機能検査：高井）。以下、

臨床検査業務の現状を述べる。 

 
検査部の構成と業務内容 

検査部は、検体部門、生理検査部門より構成さ

れる。 

検査部門は検体管理、電算機システム、一般、

生化学、微量分析、免疫、血液、凝固、遺伝子、

緊急の作業班により成る。細菌検査室は，より一

層の機動性を発揮させるため平成 13年 4月に感

染制御部のもとへ移管した。検査結果の迅速返却、

検体の随時受付、外来での診察前検査の実施、ま

た外来採血の検査部での完全実施、遺伝子検査や

新しい検査項目の導入、検査インフォメーション

の開始など、多方面のわたっての業務拡大を可能

とした総合検体搬送システムも、機械の老朽化が

進んだため平成 11年 11月に第 2世代の総合検体

搬送システムを導入。この完成により採血室と搬

送ラインの連結、尿検査への搬送システムの導入、
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自動車ロボットの設置など、さらに機能的な検査

が可能になった。平成 13 年には本院と分院が統

合し、さらに新入院棟が完成したため検体数の増

加を認めたが、それにも十分に対応している。 

緊急検査室は常時オープンしており、夜間・休

日は宿日直者を配置して対処している。 

平成 11年 4月からは輸血部と協力して輸血当

直を開始した。平成 13年 4月より技師 2名が消

化器内科に出向し、腹部超音波検査を開始した。

また平成14年12月より病棟に技師が常駐する病

棟検査部門を設置した。当初 2名、4月以降 3名

の技師が ICU を中心にベッドサイド検査を実施

している。 

生理検査部門は、平成 18年 11月より中央診療

棟２の２階に循環機能、呼吸機能、神経筋電図、

腹部超音波全てが統一して配置された。 

 

教 育 

教員は、臨床検査医学の講義を担当するほか、

M3のベッドサイド教育に携わっている。各部署

ごとに勉強会やカンファレンスを開いており、検

査部全体としては症例検討会を適宣開催し、学会

前には予行を行っている。臨床各科のカンファラ

ンスにも出席して研讃を積んでいる。当検査部で

は、検査技術学校（東京文化医学技術専門学校、

文京女学院医学技術専門学校）の学生の教育実習

を引き受けており、主任技師が中心となって実習

指導を行っている。また時に、諸外国や JICAか

ら研修実習の依頼があり協力をしている。 

 

研 究 

病院検査部と大学院臨床病態検査医学は密な協

力関係の本、臨床検査に関するテーマを中心とし

て研究を行っている。新しい検査法の開発・改良、

各種病態の臨床検査を通した解析を行っている。

具体的には、以下の研究テーマが進行中である。 

・ リゾリン脂質性メディエーターの病態生理

学的意義の解明とその測定の臨床検査医学

的応用  

• 血小板生物学の構築と臨床検査医学的応用  

• 網血小板比率と幼若血小板比率（IPF）の

臨床的意義についての検討 

• 肝臓の線維化と虚血再灌流障害 

• 遺伝子検査  

• 生理活性ペプチドとくにアドレノメデュリ

ンの研究  

•  酸化ストレスと臓器障害  

•  超音波による心機能の解析  

• 呼吸機能と種々の病態との関連  

• 脳磁図による視聴覚統合の神経機構の研究 
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はじめに 

手術部では手術医学に関する教育、研究、およ

び周術期の診療活動を行っている。手術部の現在

の構成員は部長、副部長、非常勤講師、各 1 名。

文部教官助手２名、看護師長 1名、主任副師長 3

名、副師長４名、看護職員４８名、職員 20名(行

一 3 名、行二 3 名、日々雇用 3 名、時間雇用 11

名)計 81名である。 

さらに、医事課より医事課職員 2名、検査部よ

り臨床検査技師 1名、医療機器管理部より臨床工

学技士 4-5名が、連日手術部へ派遣されている。 

平成 13年 7月の本院と分院との統合により、

本院手術部と分院手術部も統合した。本院と分院

との統合および平成 13年 9月の新病棟開設によ

り手術件数が増加したため、新中央診療棟 2が完

成するまでの措置として、平成 13年 10月から新

病棟 4階の ICU･HCU処置室を手術室 15号室と

して、さらに外来棟 1階の整形外科外来の手術室

を手術室 16号室として使用した。尚、手術室 16

号室においては、整形外科の外来手術も合わせて

行った。 

手術列に関しては平成 13年 9月までは 9.2列/

日であったが、平成 13 年 10 月からは手術室 2

室の増設に伴い 12 列/日とした。平成 19 年１月

からは新中央診療棟 2の完成により 14列/日、平

成 19年 6月からは 16列/日で使用している。 

 

診 療 

手術部は、入院患者及び救急入院患者、すなわ

ち入院した患者さんの手術の場を受け持ってい

る、2006 年の総手術件数は 8322 例(うち救急手

術は 1129例)であった。 

手術申込および術後の手術情報の管理は、現在、

コンピユータ化されている。1999 年 5 月より、

手術申込は各診療科の診療用コンピュータ端末

より申し込むようになった。そして、2000 年 3

月より術後の実施入力も、手術部内のリカバリー

に設置した専用のコンピュータ端末から行って

いる。 

また、1997 年 5 月より翌日の手術予定を手術

部のホームベージに掲載していたが、さらに

2000年 11月からは翌週の各診療科の週間手術予

定を手術部のホームベージに掲載し、手術枠のさ

らなる有効利用に役立てている。 

最近の手術の特徴として移植手術の施行、先進

的な手術機器の使用、HIV、HB、HCVなどの感
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染症症例の手術の施行があげられる。先進的な手

術機器を使用する手術としては、レーザー照射術、

DSA 透視装置を用いた大動脈瘤のステント留置

術、ASDや VSDなどの先天性心臓奇形症に対す

る heart-port system を 用 い た minimally 

invasive surgery、虚血性心疾患に対する

minimally invasive surgeryであるMIDCAB手

術、経食道プローベを用いた術中三次元超音波診

断法、および脳神経外科、整形外科、耳鼻科手術、

美容外科手術へのナビゲーション手術の応用な

どである。 

これらの高度先進医療の安全かつ確実な遂行

のために、手術部の看護職員、臨床工学士および

非看護職員への教育は益々重要になっている。ま

た、HIV、HB、HCVなどの感染症症例の手術の

施行においては、院内感染および職業性感染を止

するために医師、看護職員、手術部非看護職員な

どへ standard precautions に関して教育し、

standard precautions の実践を周知徹底してい

る。さらに、針刺し事故を防止するために術野に

neutral zoneを設置するなどの工夫も、各診療科

と協議し実行している。 

 

教 育 

医学部学生の教育として、M2の学生を対象に

外科系統講義と手術部実習を担当している。系統

講義では無菌操作、滅菌法、消毒法、感染防止法

などについて講義し、外科系のベットサイド教育

が開始される前に手術時手洗い法、ガウンテクニ

ック、周術期感染防止法などについて実習指導し

ている。 

さらに、1999年 6月より術野の動画像を LAN

を介して各診療科の教室へリアルタイムで配信

するとともに、術中写真および標本写真などの静

止画像も 1997 年 2 月より LAN を介して各診療

科の教室へ配信し教育に役立てている。 

新研修医の教育として、毎年 5 月に無菌操作、

滅菌法、消毒法、感染防止法、手術時手洗い法、

ガウンテクニック、周術期感染防止法などについ

て講義している。さらに、手術時手洗い法につい

ても指導している。また同時に、手術申込および

術後の手術情報の管理を行うコンピュータシス

テムについても指導している。さらに、先進的な

機器が手術部に導入されたときには、関連診療科

の医師を対象に講習会を適宜開催し、正しい機器

の取扱法を周知徹底している。 

看護職員の教育としては、新規入職者を対象に

手術介助の基本ならびに無菌操作、滅菌法、消毒

法、感染防止法などをマンツーマン方式で教育し

ている。さらに、新人期間をすぎた後においても、

手術介助技術のより一層の向上をめざして、より

高度な手術部看護技術を教育している。 

看護学生への教育としては、手術介助の基本な

らびに無菌操作、滅菌法、消毒法、感染防止法、

手術室の建築学などについて講義を行っている。 

臨床工学技士および臨床工学技士専門学校生

には各種手術用ME機器、特に手術用電気メス・

レーザー機器、手術室電気安全工学、体外循環法

などについて講義および実習を行っている。また、

手術用ME機器のマニュアルを作成し、看護職員

を対象に手術用 ME 機器の安全な使用方法を周

知徹底している。 

手術部非看護職員の教育としては、特に新規採

用者を対象に滅菌法、消毒法、感染防止法、手術

に使用する手術器械の保守点検法、医療廃棄物の

取扱方法などについて指導している。さらに、重

要事項を記載したマニュアルを各新規採用者に

配布している。また、新人期間をすぎた後にも減

菌法、消毒法、感染防止法、手術に使用する手術

器械の保守点検法、医療廃棄物の取扱方法などに

ついて適宜、再教育している。 

 

研 究 

次のような課題について研究を行っている。 
(1) 手術の安全性確保について 



354 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

(2) 手術計画の効率化について 
(3) 周術期における感染制御について 
(4) 手術用ME機器(安全性を中心として) 
(5) 手術用電気メス・レーザー機器 
(6) 縫合材料特性について 
(7) 手術材料工学 
(8) 手術空調工学 
(9) 手術室電気安全工学 
(10)減菌法･消毒法 
(11)医療用不織布について 
(12)手術器材管理法について 
(13)バーコード及びＲＦＩＤ活用について 
(14)手術照明について 
(15)術中汚染ガス(麻酔ガス、レーザーメスによ
るガス)対策 
(16)術中画像記録システムの開発、運用 
(17)手術侵襲と生体反応 
(18)その他。 
 
おわりに 

手術手技および手術を取り巻く技術の急速な

進歩により手術は益々、高度化、複雑化、長時間

化している。それにともない、手術に用いられる

器械や器材も急速に進歩している。このような大

きな変化のなかで、安全性確保および手術患者へ

のサービスの向上とともに、手術室を効率的に運

用することは、今後の手術部の重要課題となって

いる。 
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93:697-703, 2005 
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沿革と組織の概要 

放射線部は，中央診療施設の一つとして 1964

年（昭和 39 年）８月に新設された。現在は，放

射線診断部門（画像診断），核医学部門，放射線

治療部門の３部門および管理業務を行う診療放

射線管理室からなる。放射線部の構成員は，大友

邦教授（部長，併任）１名，増本智彦講師（副部

長）１名，稲生信一助手（医局長）１名，美馬技

師長以下診療放射線技師 52 名，技術職員２名，

放射線管理担当技術専門職員１名である。これに

放射線科教官や放射線科医師（大学院生，研修医）

が加わり，さらに各診療科の医師や診療検査部所

属の看護師が協力して，各種画像検査・放射線治

療・放射線安全管理等の放射線診療業務に従事し

ている。近年放射線診療業務は増加傾向にあり，

業務の効率化・人員配置の最適化・新規装置の導

入等によって対応を図っている。 

放射線診療の進歩・改善のための技術開発は，

医師や診療放射線技師が協力して行っている。画

像検査や放射線治療の分野はもちろんのこと，近

年では画像管理システムの構築，画像処理や画像

転送システムの開発が重要なテーマとなってい

る。放射線オーダーおよび画像診断レポートの電

子化が平成６年になされており，これに加えて平

成 15 年４月からは放射線部のみならず院内全体

でフィルムレスシステム（picture archiving and 

communication system，PACS) が稼動している。 

 

診 療 

１）放射線診断部門 

業務内容： 単純 X線撮影（骨・胸腹部・頭部・

小児・乳腺・骨盤計測），各種造影検査（消化管・

尿路），手術室撮影，救急外来，病室出張（ポータ

ブル）撮影，歯科口腔撮影，骨塩定量，CT，MRI，

血管造影・interventional radiology（IVR），頸部

超音波検査，画像解析・画像処理（３D画像作成等） 

大部分は中央診療棟１の１階にある放射線診断

部門で施行され，一部は中央診療棟２のMRI室・

手術室・救急部や２，３の診療科でも行われている。

近年，いずれの検査においても撮影件数は増加傾向

にあり，特に CTおよびMRIの件数が飛躍的に増

加している。CTは，５台のマルチスライス CT装

置（うち３台は 64列 CT）で検査に対応している。

MRIは平成18年度秋の中央診療棟２の開設に伴っ

て増設され，地下１階のMRI室に６台の装置が設

置されている（３T MRI×２台，1.5T MRI×４台）。 

２）核医学部門 

業務内容： 各種核医学検査（ガンマカメラ・
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一般撮影（単純） 79082 人 78043 人 157125 人

一般撮影（造影） 3340 1709 5049

血管造影検査 3118 227 3345

Ｘ線ＣＴ検査 13932 23679 37611

ＭＲＩ検査 3219 6697 9916

骨塩定量 828 4842 5670

超音波検査 77 42 119

診断部門　小計 103596 115239 218835

ＳＰＥＣＴ 353 710 1063

全身シンチグラム 338 564 902

部分（静態）シンチグラム 102 83 185

甲状腺シンチグラム 10 14 24

部分（動態）シンチグラム 95 88 183

ポジトロン断層撮影（ＰＥＴ） 573 962 1535

核医学部門　小計 1471 2421 3892

ガンマナイフ定位放射線治療 13 84 97

高エネルギー放射線治療 7915 5914 13829

直線加熱器定位放射線治療 52 48 100

全身照射 210 0 210

内部照射 68 58 126

その他 17 1 18

治療計画 254 401 655

治療部門　小計 8529 6506 15035

合計 113596 124166 237762

入院 外来 計

SPECT・PET），放射線医薬品管理，放射性汚染

物管理 

中央診療棟１の地下１階にある核医学部門で

業務を施行している。各種核医学検査には，骨・

腫瘍・腎・甲状腺シンチグラフィ，心筋 SPECT

や脳 SPECTが含まれ，トレーサ法を応用した機

能画像も診療に供されている。この他，小型サイ

クロトロンで製造したポジトロン核種（11C, 13N, 

15O, 18F）で標識したトレーサを用いる PET検

査が血流・代謝の評価やレセプターイメージング

に利用されている。平成 14 年度より FDG-PET

が保険適応となり，悪性腫瘍症例を中心に院内外

からの PET 検査依頼が増加している。また，中

央診療棟２の開設に伴い，PET-CT装置の導入お

よびサイクロトロンの増設が行われた。 

３）放射線治療部門 

業務内容： 深部放射線治療，ガンマナイフ治

療，密封小線源治療，永久挿入治療 

中央診療棟２の開設に伴い，外来を含む全ての機

能が新棟地下３階に移設された。ここでは，ライナ

ック２台，イリジウム小線源治療装置，前立腺癌永

久挿入小線源装置，頭部定位放射線照射用ガンマナ

イフ，治療計画専用 CT撮影装置，治療計画装置等

を用いた放射線治療を行っている。治療計画装置は，

原体照射，ノンコプラナー照射，定位照射，強度変

調放射線治療にも有効である。また，移設に伴って，

コーンビーム CT を撮影可能なライナック装置が

国内で初めて導入され，精度の高いイメージガイド

下放射線治療が可能となっている。 

４）その他 

診療放射線管理室にて，院内の X線発生装置の

管理・放射性汚染物の管理・放射線教育・健康管

理（ガラスバッジ管理等）を扱っており，医療法・

障害防止法等に沿った管理運営を行っている。 

 

おわりに 

平成 14 年度には放射線部の画像診断装置のフ

ルデジタル化、平成 15年 4月より病院情報シス

テムを介した画像及び診断レポート配信による

フィルムレス化を達成している。また、平成 18

年秋には中央診療部門の二期工事も終了し、部門

の移転や最新機器の導入など、様々な点で刷新さ

れる。今後も放射線部は診断各科に対するサービ

スの向上を通じて東大病院の診療レベルの向上

に寄与すべく努力を続けていく。 

 
論文発表は，放射線医学講座の項を参照されたい。 
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組織の沿革 

薬剤部の 2006年度の構成員はスタッフ 10名、

薬剤師職員 47名、薬剤師研修生 23名、薬学研究

科大学院生 9名、同薬学部 4年生 5名である。急

速に発展している医学・医療に対応するため、新

たな業務展開を行っているところである。 

 

臨床業務 

薬剤部は以下の６部門に分類される。 

１） 情報・研究部門 

医療従事者からの医薬品に関する質疑に対す

る薬品情報の提供、入院患者への薬剤管理指導業

務の実施と支援を行っている。また、薬事委員会

で薬剤の採用・削除の審議を行うための資料作成、

および定期的に「臨床医のためのくすりの時間」

「薬品情報ニュース」「薬品情報ニュース速報」

「DIニュース」などを作製、刊行している。 

２） 調剤部門 

適正使用に基づいた全ての処方せんの鑑査の後

に調剤が行われる。患者に対して窓口、或は個室に

て医薬品の適正使用のための情報提供を行ってい

る。調剤に際しては効率化を目的にコンピュータを

導入したオーダリングシステムおよびこれらとリ

ンクした自動分包機、バーコードラベルプリンター、

注射薬に関しては自動調剤機が導入されている。 

３） 製剤部門 

注射剤、点眼剤、消毒剤等の無菌製剤ならびに

錠剤、カプセル剤、軟膏剤、坐剤等の一般製剤、

入院患者および在宅療養患者のための中心静脈

栄養 (IVH) 輸液の調製を行っている。また、抗

悪性腫瘍剤の注射薬の調製を、処方鑑査支援シス

テム（各診療科から提出されたプロトコル、患者

情報、調剤済み処方せんをデータベース化）を利

用した厳重な処方鑑査の上で行っている。ICU・

CCU、外科系 HCU、内科系 HCU、血液・腫瘍

内科および無菌病棟を対象とした混合調製を病

棟のスタッフステーションで行っている。高度先

進医療をサポートするため、必須であるが市販さ

れていない製剤の開発および患者個別の特殊製

剤の開発、それらの物理的特性試験および含有量

均一性試験、安定性などの品質管理試験を行い、

品質保証された薬剤の安定供給を行っている。 
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４） 薬務・薬品管理部門 

薬務室は病院採用医薬品（院内、院外採用）の

定期的見直し、薬剤部内の購入物品等の帳票の処

理、薬剤業務の諸統計資料作成、薬事委員会事務

ならびに部内外との連絡調整などの事務的な事

項の処理を行っている。薬品管理室は院内取扱い

医薬品約 2,170品目の供給・管理（医薬品管理シ

ステム）、外来診療棟において繁用される処置薬

の供給・管理（外来処置薬管理システム）、手術

部における術式毎の麻酔関連の医薬品の供給・管

理（手術部医薬品集中管理システム）及び各病

棟・処置室における管理医薬品（筋弛緩薬、向精

神薬、毒薬）の管理を行っている。 

５） 麻薬管理部門 

麻薬管理者（薬剤部長）の指導・監督の下に、

麻薬・覚せい剤について管理、記録、報告、鑑査、

指導などを行い、調剤用薬および注射剤を調剤室、

各診療科にそれぞれ定数配置している。 

６） 病棟部門 

以下の業務を通じて、薬剤師の立場から得られ

た情報を医療スタッフ間で共有し、あるいは薬剤

師の専門的立場から情報を提供し、チーム医療に

貢献している。 

①入院時の持込薬や副作用歴・アレルギー歴等の

調査 

②病名等の患者基本情報の入手、および薬歴の作

成と評価 

③ カンファレンスへの参加 

④ 患者ごとの注射薬の取り揃えと混合 

⑤ 患者に対する服薬指導、副作用のモニタリン

グ、および指導記録の作成 

⑥ 担当医師への薬剤情報提供、処方設計支援、

および服薬指導内容の報告 

⑦ 病棟在庫薬の調査・管理 

現在、薬剤管理指導業務を展開する病棟は 12

フロア、17診療科におよんでいる。 

 

数値データ（2005年度） 

院内採用薬品       約 2,150点 

処方せん枚数  

 外来   479,589枚 

  院外 : 407,032枚 

  院内 : 67,175枚 

  化学療法 : 5,378枚* 

  *:2006年度下半期より推定 

 入院   410,027枚 

  経口、外用： 193,421枚 

  注射 ： 191,232枚 

  IVH ： 19,638枚 

  化学療法 ： 5,736枚 

TDM件数（年間）  18,263件 

薬剤管理指導件数   3,533件 

 

教 育 

医学部附属病院薬剤部では、本学医学部医学科、

医学部健康科学・看護学科、および薬学部の学生

の医療薬学関連の教育を担当するとともに、独自

の 1年間の薬剤師卒後研修制度を主宰している。 

医学部医学科学生の教育としては「病因・病理

学」の選択講義を担当し、薬物療法に関する基盤

知識、特に臨床的に重要な薬物動態学的および薬

力学的な考え方を教育している。3・4 年次学生

については、フリークオーターとして年間数名を

2週間受け入れ、分子生物学・生化学の実験技術、

動態学的思考力を育成している。また、5・6 年

次医学部臨床実習の一部として、3日間の臨床薬

剤学実習を実施し、適正な処方設計とそのリスク

マネジメントなど薬物療法を実践するために必

須な知識を教育している。医学部健康科学・看護

学科学生に対しては、必須講義「薬理・毒性学」

の臨床薬物動態学を担当している。 

一方、薬学部学生に対しては、3・4 年次にそ

れぞれ「医療薬学Ⅰ」（必須）、「医療薬学Ⅱ」（選

択）の講義を通し、臨床現場での薬剤使用に関し
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て、薬理学、薬物動態学的知識を教育している。

薬学系大学院では、臨床薬物動態学講座の協力講

座として、講義「医療薬学特論」（隔年開講）を

担当し、薬剤部の業務展開および将来の方向性を

紹介し、医療における薬学の実践を教育している。

また、年間のべ約 10 日間の病院実習を担当し、

調剤や服薬指導など薬剤師の基盤技能を教育し

ている。なお、薬学部からは卒業研究、修士及び

博士課程の学生多数を受け入れ、活発な研究活動

を行なわせている。 

平成 18 年度の薬剤師卒後研修制度の修了者は

23 名であった。これは、あらゆる病院薬剤師業

務を実践させて優れた技能を習得させるもので

あり、内容的に 2年後に控えた薬学部 6年制教育

を先取りするものと言える。また、外部に対して

毎月「調剤技術研究会」を開催し、地域医療を担

う薬剤師のレベルアップを図るなど、薬剤師の生

涯教育の一端をも積極的に担っている。 

 

研 究 

薬剤の適正使用には科学的根拠が求められ、薬

剤と相互作用する生体内因子の理解が必要不可

欠である。しかし、既に臨床で用いられている薬

剤ですら薬効標的、副作用標的の不明なもの、体

内動態主要支配因子の定量的な議論が不十分な

ものが多く存在し、薬剤の適正使用を行っていく

上では解決されるべき問題点として残されてい

る。また、治療法そのものの確立されていない疾

患も未だ多く存在し、それら疾患においては発症

機構の解明、薬効標的の探索といった基礎研究が

急務である。薬剤部においては、薬剤治療に関連

する様々な問題点を受け、疾患の発症機構解明と

治療法の確立に向けた基礎研究、患者個々の遺伝

的背景に応じた最適な薬物療法、投与法を提供す

るいわゆる個別化医療に向けた研究を中心に進

めている。現在取り組んでいる研究は、以下に挙

げた輸送体・シグナル分子の制御機構解析と、薬

効／薬物動態を支配する輸送体および代謝酵素

の遺伝的多型に基づく個人差の解析、更には薬剤

適正使用に関する医療情報研究である。 

１）栄養吸収並びに生体内の脂質恒常性の維持

に重要な胆汁酸およびコレステロール輸送シス

テムの転写・機能調節機構の研究 

２）消化管、肝臓に発現する輸送体群に関して、

その構成因子の網羅解析、およびネットワーク制

御に関する研究 

３）骨代謝を制御するシグナル分子群に関して、

その細胞内トラフィッキングや発現の制御機構

を解明し、新規治療法の開発を目指す研究 

４）薬物代謝酵素、輸送体の遺伝子多型に着目

し、各因子の遺伝子多型に基づく、定量的な薬物

体内動態を予測する研究 

５）添付文書情報、相互作用情報、患者データ

情報などのより有効な活用法、医療過誤、調剤過

誤を未然に防ぐための方法論の構築とそれを実

践する環境を開発する研究 
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沿革と組織の概要 

リハビリテーション部は昭和 38年(1963年)に

リハビリテーションの診療を目的として中央診

療部に運動療法室が開設されたことに由来する。

その後 1966年に水治療法室、作業療法室等を増

設整備してリハビリテーション・センターと改称、

さらに 1970年からリハビリテーション部と改称

されたが、いずれも院内措置による。1984 年に

専任部長職(教授)が設置されたが、正式名称は理

学療法部のままであった。リハビリテーションは

患者の生命の延長だけでなく生活の充実を重視

するようになった近代の保健医療サービスの流

れに中で誕生した診療部門である。20 世紀半ば

に主として米国より導入されたが、わが国独自の

医療環境によりニーズの急速な拡大にもかかわ

らず、普及が遅れた。厚生労働省によりリハビリ

テーション科が標榜科名として認可されたのは

1996年のことである。 

本学においてはようやく大学院医学系研究科

外科学専攻感覚運動機能医学講座内にリハビリ

テーション医学分野が設置された 2001年度に病

院理学療法部もリハビリテーション部への名称

変更が文部科学省により認められた。しかし、教

員の配置は配慮されないまま今日に至っている。

したがって、大学院のスタッフは教授１名のみで、

大学院生数名が在籍する。 

部の名称変更に伴い、関連職種を統合し、診療

部としての整備が行われた。関連して 2002年度

から精神科デイホスピタル部門（DH）がリハビ

リテーション部の所属となった。現在のスタッフ

として、医師部門は教授 1名、助手３名、医員２

名である。コメディカルスタッフについては、理

学療法部門はかつて整形外科に所属していた職

員を合わせて理学療法士 14 名となった。作業療

法部門は旧来どおり作業療法士 5名である。さら

にアレルギーリウマチ内科に所属していた鍼灸

マッサージ師 5名が加わった。その他にDHには、

看護師、臨床心理士などが活動している。さらに

2006 年度には東大病院として、他の診療科に所

属していた言語聴覚士、視能訓練士をリハビリテ

ーション部へ所属変更する方針が示され、徐々に

その作業が進んでいる。 

 

診 療 

2006年 11月にリハビリテーション部は旧中央

診療棟 2階から新中央診療棟 6階に移転した。病

棟からのアクセスも改善し、新しい建物の中での

診療が軌道に乗っている。 

リハビリテーション部は中央診療部として活

動し、原則として入院患者を対象としているが、

一部患者については退院後も外来で治療を継続

したり、経過の追跡をしたりする。また、紹介外
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来患者の診療も行う。東大病院は、1996 年度よ

りリハビリテーション診療総合承認施設に指定

され、保険診療を行ってきた。2006 年 4 月にリ

ハビリテーションに関わる保険診療システムは

大きく変わり、疾患別リハビリテーションの体制

となった。この中で東大病院リハビリテーション

部は、脳血管疾患等リハビリテーション料、運動

器リハビリテーション料、呼吸器リハビリテーシ

ョン料の施設基準認可を受け、理学療法および作

業療法を行っている。 

年間の新患数はおよそ 1,000人で、入院患者の

約 15％に相当する 150 人程度を常時担当し、リ

ハビリテーション治療を行っている。外来通院で

の訓練対象は 1日約 15人である。入院患者への

サービスのニーズ拡大に対応することを優先す

るため、外来通院患者数の比率は減少傾向にある。

臨床各科からの依頼に応じて入院患者の診療を

行うのが主であり、ほぼ全科から依頼がある。診

療件数の多い主な診療科は、整形外科、精神科、

神経内科、脳神経外科、小児科などである。 

近年の東大病院の対象患者の特徴は、重症疾患

が多く、安静臥床による運動障害が目立つことで

ある。悪性腫瘍を有する患者も増加し、全体の約

20％に達している。肢体不自由だけでなく、呼

吸・循環など全身の医学的管理と運動量コントロ

ールを必要とする例が大半を占める。訓練開始時

にはリハビリテーション部の訓練室まで来られ

ない患者も多く、各セラピストが病棟に出張して

訓練する例が増加している。毎週木曜の午前中に、

その前 1 週間の入院新患患者の回診を教授以下

の医師により行っている。 

精神疾患のリハビリテーションについては、作

業療法士 2名が専門的に担当している。精神科作

業療法室は主として入院患者の治療を分担して

いる。また、精神科デイホスピタルは精神科より

移籍した医師を中心に、精神科の医師スタッフ等

と連携して外来でのデイケアを施行している。デ

イケアでは主として統合失調症を有する人々が

約 40 名登録されている。彼らはメンバーと呼ば

れ、月曜から金曜まで来院し、さまざまな活動に

参加している。 

鍼灸は東洋の伝統的治療手技であり、東大病院

でも過去数十年来にわたり実施してきた。2005

年 4 月からは自由診療として外来診療を行って

いる。 

この他、2006 年度には東大病院として、他の

診療科に所属していた言語聴覚士、視能訓練士を

リハビリテーション部へ所属変更する方針が示

され、徐々にその作業が進んだ。これにより今後

より包括的なリハビリテーション医療を提供で

きるようになると考える。 

 

教 育 

卒前教育はＭ２への系統講義、Ｍ３の臨床実習、

そしてＭ３とＭ４に対する統合講義を行ってい

る。系統講義は、リハ医学総論と福祉制度、義肢・

装具、代表的疾患としての脳血管障害、神経筋疾

患、骨関節疾患、脊髄損傷・二分脊椎、脳性麻痺

のリハビリテーションをテーマとして年間 7 単

位行っている。臨床実習は各グループに対して水

曜から金曜までの 3日間行っている。この必修の

臨床実習に加えて、数名の希望者に対して専門病

床を有する外部機関(国立身体障害者リハビリテ

ーション・センター、国立療養所東京病院、東京

都リハビリテーション病院、荏原病院)の協力に

より、4週間のクリニカルクラークシップを実施

している。さらに、コメディカルの学生教育とし

て、年間 20 名以上の長期臨床実習生を受け入れ

指導を行っている。 

医師卒後臨床教育としては、全国に先駆けてリ

ハビリテーション部を発足させた当時は他大学

からの研修希望者を多く受け入れていたが、近年

は私学を中心として他大学にリハビリテーショ

ン医学講座が増えてきたこともあり、入局者は以
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前に比べ少ない。初期研修は、卒後初期 2年間の

臨床研修義務化に伴い、2年目のローテート研修

医数名を受け入れ指導している。後期研修希望者

に対しては、いくつかの協力施設との連携により

研修プログラムを設定し、臨床医として学会専門

医の取得を目標とした教育を行っている。 

2001 年度に、大学院にリハビリテーション医

学分野が設置されたことから、正式に大学院生を

受け入れている。2006 年にはリハビリテーショ

ン医学に初めて研究室が設置され、大学院生に対

する教育体制を整えつつある。 

 

研 究 

リハビリテーションが新中央診療棟２に移転

するとともに、研究室の設置が初めて認められた

こともあり、リハビリテーション部としての研究

体制は整いつつある。特に今までも利用していた

動作解析システムが一部更新され、運動器の障害

に対する研究を中心に発展させていく予定であ

る。また、リハビリテーションという多くの分野

にまたがる医学・医療の特長を生かして、病院内

の他診療科、東大の他学部、外部の各種機関との

共同研究を進めている。以下に、2006 年現在進

行中、あるいは開始予定の研究を幾つか挙げる。 

１） 3 次元動作解析を用いた下肢関節疾患患者

の歩行に関する研究 

２） 人・機械・相互適応システムを用いた運動補

助の評価に関する研究 

３） 他動運動による下肢血流の変化に関する研

究 

４） 立位バランスの評価と外部刺激による影響

に関する研究 

５） 肢体不自由者（児）の日常生活における動作

およびエネルギー消費に関する研究 

６） 二分脊椎症乳児における非侵襲的下肢運動

機能評価法に関する研究 

７） 高齢者の介護予防運動に関する研究 

８） 骨系統疾患患者の障害に関する研究 

９） 物理療法による鎮痛・知覚閾値の変化に関す

る研究 

10） 高次脳機能障害の評価に関する研究 
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沿革と組織の概要 

病院病理部と病因病理学専攻人体病理学・病理

診断学分野（＊）は，一つのユニットとして機能

し，東大病院の病理診断業務（剖検・病理診断）

と，人体病理の教育，研究に当たっている．  

病理部固有のスタッフの構成は，講師 1名，病

院講師 2名，助手 2名，医員 2名であった． 

また，新中央診療棟 II への移転を 2006 年 12

月末に行った．現在の東大病院の規模にふさわし

く，次世代の病理診断を担える設備となった．こ

の移転に際しては，福嶋副部長，金子主任技師が

先頭に立って尽力した． 

 

診療（病理診断・剖検） 

2006年は，生検 12,527件，細胞診 18, 547件，

迅速診断 620件，迅速細胞診 335件，剖検 84件

（剖検率 20%）であった． 

剖検症例に関する検討会（病院 CPC）を，病

院において毎月 1回行い，毎回 2症例について検

討している． 2006 年には第 126 回から 136 回

が行われた．また，胸部，上部消化管，脳外科，

肝臓，胆膵，泌尿器，婦人科，乳腺，整形外科の

腫瘍，ならびに肝臓，腎臓，皮膚生検について，

臨床各科との定期的カンファランスを行ってい

る． 

我々の業務上の目標は，正確な診断を可能な限

り早く臨床に提供することであり，新たに開発さ

れた迅速組織標本作製装置を用い， one-day 

pathologyを実現するべく，検討を重ねている． 

また，ヴァーチャルスライド・スキャナーを導

入し，院外からの標本をデジタル情報として保存

している．今後，病理画像を院内に広く提供する

ことを目指している．この件については，宇於崎

講師が中心となって取り組んでいる． 

厚生労働省「診療行為に関連した死亡の調査分

析モデル事業」に協力して，法医学分野とともに
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9事例について「診療関連死」解剖評価を行った．

高澤病院講師が大いに尽力した． 

 

教 育 
M2を対象に系統病理学講義，実習を対して行

っている．クリニカル・クラークシップ，ベッド

サイドラーニング（BSL）をそれぞれ M3，M4

に対して行っている． 

卒後臨床研修について新しい制度が導入され，

研修医は一例について CPC レポートを提出する

ことが義務付けられている．また，研修後半のプ

ログラムとして，2006 年には，5 名の研修医を

病理部に受け入れた． 

 

研 究 
東京大学先端科学技術研究所ゲノムサイエン

ス部門と共同で，癌特異抗体の開発を行っている．

種々のヒト癌の DNAアレイデータをもとに，候

補遺伝子産物に対するモノクローナル抗体を作

製している．スクリーニングの過程を促進するた

め，腫瘍，非腫瘍組織の組織アレイを構築してい

る． 
 

出版物等 

人体病理学・病理診断学分野の該当項参照． 
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角膜移植部 
 

 
助教授  

天野史郎  
 
ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts/kakumaku.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

角膜移植部は角膜移植手術の実施と角膜に関

する研究の発展,進歩を目的として昭和 51年に東

大病院中央診療施設内に設置された部である.構

成は部長（助教授：天野史郎）1名からなる. 

 

診 療 

診療は眼科診療科の一部として運営され,特に

角膜移植および角膜疾患に関する面を重点的に

担当しているが,一般外来,病棟の助教授回診時の

眼科一般診察も担当している. 

専門外来としては水曜（午前）に角膜外来を担

当し,角膜移植手術の適応の決定,術後の管理のほ

か,角膜疾患全般の外来診療を行っている.また,

特殊症例に対するコンタクトレンズ外来を水曜

午後に行っている.昭和 46年に角膜外来として発

足して以来の登録患者数は 5000 名を超えた.ま

た,平成 16年末までの角膜移植手術症例数は延べ

1,506 件となり,平成 16 年の移植症例数は 40 件

であった.移植提供眼は保存期間内に可能な限り

速やかに移植手術を行う必要があるため,原則と

して臨時（救急）手術として行っている. 

角膜移植部の活動として,附属病院での角膜移

植手術の実施以外に,各地のアイバンクの協力の

もとに提供眼の摘出,医学的検査,移植眼を必要と

している他の医療機関への眼球の再送があげら

れる.さらに,現在当移植部では角膜移植手術の安

全性と術後成績を向上させるため,以下の点につ

いて重点的に検討を行っている. 

１）スペキュラーマイクロスコープによる角膜上

皮および内皮細胞の術前検査を中心とする提

供眼の評価 

２）角膜提供者の感染症,特に肝炎ウィルス,梅毒,

その他感染症の判明率の向上,提供者の生前

の病歴については,当該医療機関への問い合

わせを徹底し,また動脈血採血による検査を

組み合わせることによりほぼ 100％の判明率

が得られている.また,ウィルスやＭＲＳＡに

よる眼球の汚染を迅速に判明する目的で

Polymerase Chain Reaction（ＰＣＲ）を応

用して眼球保存液の検査をすすめている. 

３）従来は,摘出眼球は全眼球保存法で保存され

ていたが,この方法では死後 48時間から 72時

間以内に移植しなければ角膜内皮細胞の不可

逆的な機能障害をきたすため,手術時期の設

定や,他施設への移送などに強い制約があっ

た.我々の施設では,摘出眼球から直ちに強角

膜片を作製し,強角膜片として保存する方法

を採用した.この方法により摘出後最長 1週間

は保存可能となった. 

 

教 育 

教育は,角膜疾患および角膜移植に関するもの

を重点的に行い,学生への講義（[角膜の生理と病
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理],[角膜移植]）および外来診療実習を担当して

いる. 

 

研 究 

研究は、臨床的には培養輪部上皮あるいは培養

口腔粘膜上皮を用いた眼表面の再生医療による

再建術の検討を行っている。化学外傷、スティー

ブンスジョンソン症候群、眼類天疱瘡などでは、

従来の角膜移植による視力回復は困難であった。

角膜上皮などの組織幹細胞を含む細胞を培養で

増幅しこれを眼表面の再建に使う角膜再生医療

が新しい治療法として登場している。角膜移植部

ではいち早く角膜再生医療を実践し、成果を挙げ

てきた。また、角膜移植拒絶反応や長期成績に関

する統計学的検討,cyclosporinＡの応用と術後成

績への効果の検討などを行っている.また、ドラ

イアイの原因として注目されているマイボーム

腺機能不全の病態を解明するために、赤外線カメ

ラと赤外線フィルターを用いた新しいマイボー

ム腺観察装置を開発した。この新しいマイボーム

腺観察装置を用いて、正常人におけるマイボーム

腺の性差、加齢の影響などを検討している。また

角膜形状解析データの定量的評価法を開発し ,

種々の眼疾患あるいは眼手術による角膜形状変

化を定量的に解析している.その他,エキシマレー

ザーによる角膜手術の基礎的および臨床的研究

を行っている.基礎的には培養角膜内皮細胞を用

いた創傷治癒に関する研究,角膜移植片の拒絶反

応における種々の接着分子やサイトカインの役

割に関する研究などを行っている. 
 

出版物等 
 
（１） Miyata K, Otani S, Miyai T, Nejima R, 

Amano S. Atelocollagen punctal occlusion 
in dry eye patients. Cornea 25:47-50, 2006 

（２） Yamagami S, Ebihara N, Usui T, Yokoo S, 
Amano S. Bone marrow-derived cells in 
normal human corneal stroma. Arch 

Ophthalmol 124:62-69, 2006 
（３） Hamada N, Kaiya T, Oshika T, Kato S, 

Tomita G, Yamagami S, Amano S. Optic 
disc and retinal nerve fiber layer analysis 
with scanning laser tomography after laser 
in situ keratomileusis. J Refract Surg 
22:372-375, 2006 

（４） Amano S, Fukuoka S, Usui T, Honda N, 
Ideta R, Ochiai M, Yamagami S, Araie M, 
Awaya Y. Ocular manifestations of 
congenital insensitivity to pain with 
anhidrosis. Am J Ophthalmol 141:472-477, 
2006 

（５）Amano S, Honda N, Amano Y, Yamagami S, 
Miyai T, Samejima T, Ogata M, Miyata 
K.Comparison of central corneal thickness 
measurements by rotating Scheimpflug 
camera, ultrasonic pachymetry, and 
scanning-slit corneal topography. 
Ophthalmology 113:937-941, 2006 

（６） Yokoo S, Yamagami S, Mimura T, Ono K, 
Amano S, Saijo H, Mori Y, Takato T. 
UV-absorption in human oral mucosal 
epithelial sheets for ocular surface 
reconstruction. Ophthalmic Res 38:350-354, 
2006 

（７） Mimura T, Funatsu H, Usui T, Yamagami 
S, Noma H, Amano S. Topical ocular drug 
delivery to inner ear disease and sinusitis. 
South Med J 99:1287-1289, 2006 

（８） Osakabe Y, Yaguchi C, Miyai T,  Miyata K, 
Mineo S, Nakamura M, Amano S. 
Detection of streptococcus species by 
polymerase chain reaction in infectious 
crystalline keratopathy. Cornea 
25:1227-1230, 2006 
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無菌治療部 
 

助教授  
千葉 滋  

講師  
滝田順子  

助手  
熊野恵城  

 
ホームページ http://www.h.u-tokyo.ac.jp/mukin/index.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

無菌治療部は 1995年 6月に院内措置によって

設置され、1996 年 5 月に文部省（当時）により

助教授１、講師１、助手１という構成で正式に東

大病院中央診療施設として承認され現在に至っ

ている。発足時は旧北病棟（現 B病棟）8階に無

菌室 8室（8床）を有する無菌病棟が設置された

が、新病棟 5階にやはり 8室（8床）の無菌室を

有する無菌病棟が設備され、現在では新病棟で造

血幹細胞移植を中心とした医療を行っている。 

 

診 療 

同種および自家造血幹細胞移植を中心とした診

療を行っている。1995年以降 2006年末まで 464

例の造血幹細胞移植を行ってきた。尚、1996 年

に骨髄移植財団認定施設、1998 年に国際間骨髄

移植認定施設、2000年に HLAミスマッチ骨髄移

植認定施設となっている。移植患者は成人４：小

児１の割合である。成人患者（あるいはドナー）

については血液腫瘍内科が、小児患者（あるいは

ドナー）については小児科（血液腫瘍グループ）

が担当科となり、両科・グループが緊密に無菌治

療部スタッフと連携をとりながら診療にあたっ

ている。また、末梢血幹細胞採取に関しては輸血

部スタッフと、骨髄採取に関しては手術部スタッ

フとの連携が重要であり、その他無菌集中治療に

関係する各診療科・診療部との緊密な協力のもと

に運営されている。無菌室というハードを使うこ

とだけが当部の役割ではない。造血幹細胞移植や

細胞医療に関わるさまざまな方法、医療や看護の

体制など、ソフト面でのノウハウを構築・実践し、

より多くの血液疾患あるいは腫瘍性疾患患者の

治療成績を向上させることが重要な任務である。 

 
同種造血幹細胞移植：ドナーから採取した骨髄細

胞または末梢血幹細胞のほか、臍帯血バンクから

供給を受けた臍帯血を移植片とする同種造血幹

細胞移植を行っている。骨髄は全身麻酔下で、末

梢血はサイトカインにより末梢血に幹細胞を動

員し、体外循環により必要な細胞を濃縮して採取

する。ドナーは血縁者の場合と公的骨髄バンク

（国内では日本骨髄移植推進財団）に登録された

非血縁者の場合とがある。対象とする患者は主に

造血器腫瘍、骨髄不全症、先天性免疫不全症など

の血液疾患患者である。一部臨床試験レベルでは、

手術不能の膵癌にも強力な免疫細胞療法として

同種造血幹細胞移植を行っている。 
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自家造血幹細胞移植（自己造血幹細胞による救援

を伴う大量化学療法）：通常の化学療法では治癒

困難な造血器腫瘍患者および小児固形腫瘍患者

の中には、大量化学療法を行うことにより治癒が

可能と考えられる例がある。このような患者に対

しては、あらかじめ自己の造血幹細胞（成人患者

では多くの場合末梢血幹細胞）を採取して-196°

Cで保存し、骨髄破壊的ないし準破壊的な大量化

学療法を行った後に保存しておいた自己造血幹

細胞を輸注する治療法を選択する。 

 

教 育 

無菌治療部のスタッフは、M2を対象とする血

液内科学系統講義、M3を対象とするベッドサイ

ドラーニング、M4を対象とするクリニカルクラ

ークシップといった学生教育においても、血液腫

瘍内科および小児科・血液腫瘍グループのメンバ

ーと共同して取り組んでいる。 

 

研 究 

新しい造血幹細胞移植法開発を目指した臨床

的および基礎的研究に重点を置いているが、必ず

しも「移植」に限定せず、造血器腫瘍に対する新

たな免疫療法の開発なども視野において研究を

進めている。さらに、造血幹細胞のより基礎的研

究や造血器腫瘍発症機構の研究も一部行ってい

る。また、特に小児領域では、乳児白血病、神経

芽細胞腫や横門筋肉腫などの固形腫瘍の発症機

構の研究に注力している。 
 

出版物等 
 
（１） Chiba S. Notch signaling in stem cell 

systems. Stem Cells 24:2437-2447, 2006 
（２） Hosoya N, Sanada M, Nannya Y, Nakazaki 

K, Wang L, Hangaishi A, Kurokawa M, 
Chiba S, Ogawa S. Genomewide screening 
of DNA copy number changes in chronic 
myelogenous leukemia with the use of 

high-resolution array-based comparative 
genomic hybridization. Genes Chromosomes 
Cancer 45:482-494, 2006 

（３） Nishiyama U, Yoshino T, Ozai M, Yoshioka 
R, Fujisawa M, Ogasawara Y, Kitahori M, 
Yoshioka E, Kubo K, Komeno Y, Kurokawa 
M, Ogawa S, Chiba S, Osawa T, Kuwaki T, 
Hirai H, Miwa A. Antineoplastic effect of a 
single oral dose of the novel Flt3 inhibitor 
KRN383 on xenografted human leukemic 
cells harboring Flt3-activating mutations. 
Leuk Res 30:1541- 1546, 2006 

（４） Asano-Mori Y, Kanda Y, Oshima K, 
Watanabe T, Shoda E, Motokura T, 
Kurokawa M, Chiba S. Pharmacokinetics 
of ganciclovir in haematopoietic stem cell 
transplantation recipients with or without 
renal impairment. J Antimicrob 
Chemother 57:1004-1007, 2006 

（５） Nakagawa K, Kanda Y, Yamashita H, 
Hosoi Y, Oshima K, Ohtomo K, Ban N, 
Yamakawa S, Nakagawa S, Chiba S. 
Preservation of ovarian function by ovarian 
shielding when undergoing total body 
irradiation for hematopoietic stem cell 
transplantation: a report of two successful 
cases. Bone Marrow Transplant 37:583-587, 
2006 

（６） Haraguchi K, Takahashi T, Nakahara F, 
Matsumoto A, Kurokawa M, Ogawa S, Oda 
H, Hirai H, Chiba S. CD1d expression level 
in tumor cells is an important determinant 
for anti-tumor immunity by natural killer 
T cells. Leuk Lymphoma 47:2218-2223, 
2006 

（７） Nakagawa M, Ichikawa M, Kumano K, 
Goyama S, Kawazu M, Asai T, Ogawa S, 
Kurokawa M, Chiba S. AML1/Runx1 
rescues Notch1-null mutation-induced 
deficiency of para-aortic splanchnopleural 
hematopoiesis. Blood 108:3329-3334, 2006 

（８） Oshima K, Kanda Y, Nakahara F, Shoda E, 
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Suzuki T, Imai Y, Watanabe T, Asai T, 
Izutsu K, Ogawa S, Motokura T, Chiba S, 
Kurokawa M. Pharmacokinetics of 
alemtuzumab after haploidentical 
HLA-mismatched hematopoietic stem cell 
transplantation using in vivo alemtuzumab 
with or without CD52-positive 
malignancies. Am J Hematol 81:875-879, 
2006 

（９） Suzuki T, Yokoyama Y, Kumano K, 
Takanashi M, Kozuma S, Takato T, 
Nakahata T, Nishikawa M, Sakano S, 
Kurokawa M, Ogawa S, Chiba S. Highly 
efficient ex vivo expansion of human 
hematopoietic stem cells using Delta1-Fc 
chimeric protein. Stem Cells 24:2456-2465, 
2006 

（10） Yamashita H, Izutsu K, Nakamura N, 
Shiraishi K, Chiba S, Kurokawa M, Tago M, 
Igaki H, Ohtomo K, Nakagawa K. 
Treatment results of chemoradiation 
therapy for localized aggressive 
lymphomas: A retrospective 20-year study. 
Ann Hematol 85:523-529, 2006 

（11） Chen Y, Takita J, Hiwatari M, Igarashi T, 
Hanada R, Kikuchi A, Hongo T, Taki T, 
Ogasawara M, Shimada A, Hayashi Y. 
Mutations of the PTPN11 and RAS genes 
in rhabdomyosarcoma and pediatric 
hematological malignancies. Genes 
Chromosomes Cancer 45:583-591, 2006 
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光学医療診療部 
 

助教授  
川邊隆夫  

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

病院検査部に所属していた内視鏡部門は、1996

年 4月より院内措置として、1997年 4月より正

式に光学医療診療部として独立した活動を行っ

ている。消化管内視鏡検査を中心に年間一万件を

超す内視鏡検査が行われている。専任の教員は助

教授 1名であるが、消化器内科、胃食道外科、大

腸肛門外科、肝胆膵外科、呼吸器内科、胸部外科、

耳鼻咽喉科、女性外科等の医師が検査を担当して

いる。 2006 年 10 月に新しい検査棟（中診２）

へ移った。 

 

診 療 

上部消化管内視鏡検査、下部消化管内視鏡検

査、気管支鏡検査、喉頭鏡検査、婦人科検査等

が行われている（表１）。近年は、食道静脈瘤結

紮術、胃や大腸の腫瘍切除術、総胆管結石の内

視鏡治療、閉塞性黄疸に対する内視鏡的減黄術

等の治療内視鏡が増加しつつある。 

この他に、光学医療診療部では、外来、手術室、

放射線科等他部門で使用される全ての内視鏡の

洗浄消毒を行っている。 

 

教 育 
消化器内科や外科における学生教育の一部と

して、内視鏡に関する教育を、光学医療診療部で

行っている。卒後教育については、各診療科の教

育プログラムに沿って、内視鏡の研修が行われて

いる。 

 

研 究 

消化器内科と協同で、上部・下部消化管、胆膵

の多岐にわたる研究を行っている。 

 

 

Table 1. 光学医療診療部検査件数の年次推移   
  1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006

上部消化管内視鏡検査  4384 5555 5667 5923 6346 7324 7920 7597 8265 8131

下部消化管内視鏡検査  1398 2415 2472 2799 3212 3529 3873 3728 4084 4327

気管支鏡検査  190 239 282 233 194 220 207 194 212 201

超音波内視鏡検査  347 562 569 470 479 583 586 476 461 438

腹腔鏡検査  19 7 2 0 - - - - - -

耳鼻咽喉科検査  131 96 99 115 154 93 68 61 89 127

婦人科検査  272 213 153 149 181 103 124 139 88 58

合計 l 6741 9087 9244 9689 10566 11852 12778 12195 13199 13282
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はじめに 

本部門は本院中央診療施設の一つとして平成１

２年に設置、稼働するようになったもので、東京

大学医学部附属病院としては新しい部門の一つで

ある。 

従来、腎不全は各科でそれぞれ対応してきたが、

このような対応は設備・人的資源の面から非効率

的であるため、関係各科の連携を企図して設立さ

れ、６床で業務開始した。昨年年末には、新透析

室をオープンし、病床数は重症感染症用個室１を

含む１３床となった。新透析室では当院の特殊性

に対応し、血液透析のみならず、血漿交換療法，

免疫吸着療法等の浄化療法を網羅的に実施する過

程で、器械情報・生体情報・会計情報を電子情報

として確保し、当院の院内システム HISへと情報

のリンクを可能とした。同時に当部門が業務担当

している ICU透析，持続透析，血漿交換等の器械

情報・生体情報についても、血液浄化療法部のみ

ならず多方面よりモニター可能で、さらに機器統

一を図ることで、高度の安全性・透明性・教育性

を確保している。 

 

① 教 育 

卒前教育はＭ２の系統講義を行っており、内容

は腎不全の病態の理解、腎疾患の自然経過と治

療、近年透析導入患者の第一位疾患として急増

している糖尿病性腎症の病態と臨床研究につ

いてである。BSL は血液浄化療法部としては

行っていないが、腎臓・内分泌内科での教育に

加味されており、腎不全治療に関しての内容を

分担している。卒後研修教育では、前期研修２

年目の希望者を中心に透析治療の基本的考え

方から、日々行われている持続的血液浄化療法

部濾過透析、血漿交換、DFPP、LCAP、GCAP

などの特殊治療における病態の把握と処方の

決め方を実践的に教えている。 

 

② 診 療 

末期腎不全の透析導入、各科に検査・治療目的

で入院した維持血液透析患者の入院透析、ICU

急性腎不全症例の持続的血液濾過透析及び血

液透析、神経疾患・自己免疫疾患・肝移植前後

の血漿交換、免疫吸着療法、白血球除去療法な

ど多彩な血液浄化療法を行っている。 

 

③ 研 究 

当院の特殊性を生かして、肝移植後に血漿交換

療法を行った症例における予後を決める因子の

解明を移植外科の協力の下に行った。また、パ

ルスフォトメトリー法を用いた無侵襲ヘモグロ

ビンメーターの開発を行い、開発を進めている。

更に、進行性腎障害に関与する候補遺伝子解析

を行っており、現在 whole genomeでの解析を

進行している。近年 Cardio-renal-anemia 

syndromeが進行性腎障害での臨床的なトピッ

クとなりつつあるが、その存在を基礎的に解明

した研究はないため、動物実験モデルでの検証

を行った。基礎研究では、急性腎不全の病態解
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明、急性腎不全モデルを用いた再生医療の研究、

マウス進行性腎障害モデルの樹立等をおこな

い、ヒト型 L-FABP を中心とした腎疾患バイ

オマーカーと病態の分子生物学的、生理学的研

究、更には尿バイオマーカーによる国際協力を

広く行っている。 
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沿革と組織の概要 

臨床試験部は、平成 13年４月、従来の「治験管

理センター」を改組して、医薬品等の製造承認を

得るために行う治験に加えて、研究者主導の臨床

試験（自主臨床試験）をも支援する組織として、

正式に文部科学省より予算化された。平成 19年 3

月現在の構成員は、教授１名（併任）、助教授１名、

助手１名、専任の薬剤師 6名（特定有期雇用 2名

を含む）、看護師 6名（特定有期雇用 4名を含む）、

事務員３名（非常勤２名を含む）、および薬学部大

学院修士課程 1年 1名である。 

また、平成 14年度、臨床試験部の理念を以下の

ように定めた。 

１）臨床試験部は治験および自主臨床試験の支援

を通して、先端医療を患者様により早く供給

できるよう貢献します。 

２）医師、薬剤師、看護師、事務職員からなる専

任のスタッフが、患者様の人権と安全が守ら

れながら質の高い臨床試験が適正かつ円滑に

行われるよう支援します。 

 

診 療 

臨床試験部は、治験審査委員会の事務局業務を

含め、申請前の相談から、実施の支援、試験の終

了まで幅広い支援業務を行っている。 

臨床試験部では、平成 14 年度より従来からの

治験に加えて薬物治療に関する自主臨床試験お

よび未承認薬等の臨床使用に対する支援を開始

した。未承認薬等の臨床使用とは、研究ではなく、

未承認薬等を特定の患者さんへ使用するものの

うち、倫理的検討を要するものをさす。これらの

質の向上を図るため、世界的標準である

ICH-GCP を準用することとし、以下の指針、手

順書、様式、手引き等を整備した。 

１）自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用の

指針 

２）自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用の

手順書 

３）自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用に

関する様式 

４）自主臨床試験の実施計画書作成の手引き 

５）自主臨床試験等の同意説明文書作成の手引き 

６）医師主導の治験ならびに自主臨床試験等にお

ける患者の費用負担の取扱要領 

また、平成 14 年度、部内にコンサルテーショ

ン部門を新設し、これらに対する申請前のガイダ

ンス・コンサルテーション業務（実施計画書等の

作成支援）を開始した。また、事務部門、治験薬・
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安全性情報管理部門、およびコーディネーター部

門でも、受付業務、自主臨床試験に使用する試験

薬の管理・安全性情報報告支援、一部の自主臨床

試験を対象にしたコーディネーター業務などの

支援体制を整備した。 

治験についても、申請から承認までの期間を短

縮し、かつ審査機能を充実させるために、ピアレ

ビューシステムを導入し、平成 14年 5月から運

用を開始した。このシステムを導入したことによ

り、最短 35 日で承認が得られるようになり、ま

た、治験審査委員会で再審査となることを減少さ

せることができるようになった。 

治験審査委員会事務局業務として、平成 18 年

度治験については、新規申請 30 件（うち医師主

導の治験 1 件）、平成 17 年度からの継続申請 60

件、一部変更申請 362件、有害事象・安全性情報

報告 561件、終了・中止・中断報告 40件であっ

た。自主臨床試験および未承認薬等の臨床使用に

ついては、新規申請件数は 45 件（臨床試験 37

件、臨床使用 8件）、一部変更申請 61件、有害事

象・安全性情報報告 1件、終了・中止・中断報告

47件であった。 

治験の新規申請に先立って行うピアレビュー

会議はのべ 25 回、自主臨床試験および未承認薬

等の臨床使用の申請前に行うガイダンスは 33 回、

コンサルテーションはのべ 50回であった。 

臨床試験部では、いわゆる未承認薬問題を解決

し日本での臨床開発の遅れを解消するためには

国際共同試験に参画できる体制の整備が必要と

考え、平成 18年 2月に関東地区６国立大学（東

京大学、新潟大学、群馬大学、筑波大学、東京医

科歯科大学、千葉大学）の治験管理部門により、

大学病院臨床試験アライアンス  (UHCT 

Alliance) を設立した。幹事校は平成 18年度東京

大学が担当し、推進室事務局も東京大学に設置し

た。アライアンスでは、共同して治験を誘致し円

滑に申請できる体制を整備した。また、国際共同

試験にむけたスタッフの教育体制も確立した。10

月よりモデル的に 4 試験を導入して運用を開始

し、手順の整備を進めた。平成 19年 3月までに

10件の治験を導入し、うち国際共同試験は 5件、

アライアンス推進室が実施施設の選定に協力し

たものは 3件であった。また、共同でピアレビュ

ー会議を開催したのは、4件（うち、東大が参加

したのは 3件）であった。 

臨床試験部で試験薬等を管理・調剤するプロト

コール数は、平成 18年度治験 67件、製造販売後

臨床試験 5 件、医療機器 2 件、自主臨床試験 12

件、未承認薬の臨床使用 12 件であった。処方枚

数は、治験・製造販売後試験 1001件、自主臨床

試験等 390件であった。また、臨床試験部では安

全性情報受領時の一次評価や臨床試験に関する

データベース管理を行っている。当部で独自に運

用していた治験管理データベースは、平成 18 年

3月に診療システムと連携した治験システムに移

行し、診療端末から試験スケジュールや臨床試験

に関する情報を得られるようにした。 

治験コーディネーターは、平成 14 年度から医

療機器を含む原則すべての治験・製造販売後臨床

試験を担当するようにした。また、平成 16 年度

自主臨床試験 4 件についても一部の業務を支援

した。平成 17 年度には、自主臨床試験に対し受

益者負担による治験コーディネーター支援の制

度を整備し、公募に基づき 2件の試験の支援を採

択した。担当する患者数は毎年増え続け、平成

16年度は 2959人であったのに対し、平成 18年

度のべ 3777人であった。モニタリング応対件数

も平成 14 年度より全症例のモニタリングを実施

するようになったこと等により増加し、平成 18

年度 546件となった。 

患者への啓発活動等の一環としては、当部患者

向けホームページの更新、パンフレットの作成・

外来各受付カウンター等への配置を行った。また、

これらに被験者募集中の試験の情報を掲載して
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いる。 

平成 18 年 11 月には新中央診療棟 II 期稼働に

伴い治験外来を移動し、患者相談コーナーや専用

の待合を備えた臨床試験外来を開設した。 

 

教 育 

平成 18年度、臨床試験部は薬学部 4年生 50名

の病院実習を薬剤部に協力して担当した。また、

薬学系研究科修士課程医療薬学コースの院生 2 名

の 1 週間実習を受入れた。一方、外部からの治験

コーディネーター実習受入れ件数としては、薬剤

師研修センターから1週間実習計3名を受入れた。 

CRC養成研修の講師として、2回講演を行った。

また、荒川は、薬学系研究科修士課程院生を対象

とした「臨床薬理学特論」を担当した。 

臨床試験部では、毎年病院内外の臨床試験関係

者を対象に、今後の展開を図る上で参考となるト

ピックスをテーマにセミナーを開催している。平

成 18年度は平成 19年 3月 23日に、第 7回東大

病院臨床試験セミナー「トランスレーショナルリ

サーチから治験へ：今何が求められるか」という

テーマで開催し、200名あまりの関係者が参加し

た。 

 

研 究 

平成 18年の学会等研究発表・講演件数は、26

件であった：日本臨床薬理学会 2件（荒川、渡部

歌織）、CRCと臨床試験のあり方を考える会議 2

件（渡部歌織，永松）、日本医療薬学会 2 件（青

木、恩田）、Digestive Disease Week-USA １件

（渡部宏嗣）。その他臨床試験に関する招待講演

等（荒川 17回、渡部歌織２回、恩田 1回）。 

投稿論文等出版物については、欧文原著 4 報、

和文原著 4報、和文総説 6報、教科書編集 1冊、

であった。その他特許 1 件（荒川）、新聞報道 2

件（荒川）、賞 1 件（荒川、日本臨床薬理学会優

秀演題賞）であった。 
 

出版物等 
 
（１） Morisawa Y, Takayama S, Okushi K, 

Nakamura T, Fukuda K, Arakawa Y, and 
Toyama Y. Quantitation of neurotrophin 
mRNA in skeletal muscle: Changes during 
the process of peripheral nerve 
regeneration. J. Musculoskeletal Res. 
2006;10: 131-140. 

（２） Watabe H, Yamaji Y, Okamoto M, Kondo S, 
Ohta M, Ikenoue T, Kato J, Togo G, 
Matsumura M, Yoshida H, Kawabe T, 
Omata M. Risk assessment for delayed 
hemorrhagic complication of colonic 
polypectomy; polyp-related factors and 
patient-related factors. Gastrointest 
Endosc. 2006;64:73-8. 

（３） Yamaji Y, Mitsushima T, Ikuma H, Watabe 
H, Okamoto M, Yoshida H, Kawabe T, 
Wada R, Omata M. Right-side shift of 
colorectal adenomas with aging. 
Gastrointest Endosc. 2006;63:453-8. 

（４） Yamaji Y, Mitsushima T, Yoshida H, 
Watabe H, Okamoto M, Wada R, Ikuma H, 
Kawabe T, Omata M. The malignant 
potential of freshly developed colorectal 
polyps according to age. Cancer Epidemiol 
Biomarkers Prev. 2006;15:2418-21. 

（５） 渡部宏嗣．選択的COX-2阻害薬投与に伴う、
心血管イベントの発生．臨床雑誌「内科」

2006;97:178-80. 
（７） 渡部宏嗣、小俣政男、川邊隆夫、池田均．検

査じょうほう室－腫瘍マーカー：CEA．検査
と技術 2006;34:279-80. 

（８） 渡部宏嗣、山地裕、光島徹、小俣政男．H.pylori
抗体とペプシノゲン検診から予想される

H.pylori 陰性胃癌．臨床消化器内科 
2006;21:1177－83. 

（９） 渡部宏嗣、光島徹、小俣政男．胃癌高危険群
に対する効果的な検診法『ペプシノゲン法に

よる高危険群設定の有用性』．消化器科

2006;43:91-95. 
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（10） 荒川義弘：医療機器治験の特殊性と臨床試験

部による支援体制．特集「医療機器の治験と

臨床工学技士の役割」．Clinical Engineering 
17, 246-251（2006）． 

（11） 荒川義弘：グローバルスタディ参画に向けて
の課題～大学病院の取組み～．特集「臨床試

験をめぐる話題～世界標準の臨床研究基盤の

整備とグローバルスタディへの参画～」（荒川

義弘、小俣政男企画）、医薬ジャーナル 42, 
101-105 (2006)． 

（12）荒川義弘：臨床研究に係わる倫理と倫理審査．

月刊薬事７月臨時増刊「薬剤師による臨床研

究の進め方」 月刊薬事 48, 1155-1161 
(2006)． 

（13）荒川義弘：大学病院における臨床研究のあり

方．特集「臨床医学研究の発展のために」．学

術の動向 2006年８月号 37-42 (2006). 

（14） 荒川義弘：「大学病院臨床試験アライアンス」

の設立の背景と現状．月刊薬事  48, 
1915-1921（2006） 

（15） 荒川義弘：臨床試験の質の向上を目指して．

臨床倫理学４（プロジェクト研究「医療シス

テムと倫理」＋東北大学２１世紀 COE
「CRESCENDO」編集・発行）68-78, 2006. 

（16） 大橋靖雄、荒川義弘編：臨床試験の進め方．

262頁．南江堂（2006）． 
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企画情報運営部 
 

教授  
大江和彦  

助教授  
今村知明  

講師  
美代賢吾  

特任講師（病院）  
渡辺宏樹  

助手  
山口泉、井出博生、康永秀生、田中勝弥  

研究プロジェクト特任教員（助手）  
荒牧英治、今井健、佐藤恵、中橋望、  
新田見有紀、星本弘之、松谷司郎、渡部晃久  

 
ホームページ http://www.m.u-tokyo.ac.jp/medinfo/ 

       http://www.h.u-tokyo.ac.jp/patient/depts.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

企画情報運営部は、東京大学医学部附属病院が

医療制度のさまざまな変革や大学病院組織の変

革の動きに対して戦略的かつ迅速に対応すると

ともに医療情報を最大限活用した運営を行うた

め、2002 年度まで中央医療情報部、新病院整備

企画室（院内措置）、経営改善企画室（院内措置)、

医事課、管理課などに分散していた病院運営支援

部門を統合し、2003年（平成 15年）4月に新設

された。前身である中央医療情報部は、1975年、

東京大学医学部附属病院に院内措置として設置

された情報処理部をその前身としている。1983

年、文部省（当時）により正式に東京大学医学部

附属病院の中央診療施設のひとつとして中央医

療情報部が設置された。同時に大学院第一基礎医

学として博士課程の学生の受け入れが可能とな

りました。初代教授、中央医療情報部長は日本の

医療情報学を確立した開原成允（現名誉教授）で

あり現在は二代目である。1997年には中央医療情

報部に所属していた教授１と助教授１が大学院重

点化に伴い大学院を本務とするようになり、2003

年に前述したように企画情報運営部となった。 

企画情報運営部では、これまで中央医療情報部

が行ってきたオーダリングシステムを中核とす

る病院情報システムの調達、開発、導入、運用を

行っていくことに加えて、電子カルテシステムの

導入などにより診療情報の電子化を進めていき

ます。さらに病院全体での戦略的な情報管理・分

析を行い、それにもとづいた運営支援を行うとと

もに、中長期計画の立案とその実行支援、企画調

整をも任務としている。 

具体的には 
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１）オーダリングシステムと電子カルテシステム

の導入による診療データの電子化管理  

２）診療データと経営データを含めた病院情報の

一元化をすること  

３）一元管理された病院情報の活用による病院運

営分析、及びそれに基づいた経営企画案及び

経営戦略案の策定を病院執行部の諮問を受け

て提示すること  

４）病院執行部が決定した運営方針に基づいた施

設整備計画案、物品の調達案などの策定をす

ること  

５）診療スタッフが安全で質の高い医療を、ゆと

りをもって実践できる環境づくり、及びその

ために必要な部門間意見調整と運営支援を行

うこと  

などの業務を行っている。 

 
以上の業務を円滑に行うため、企画情報運営部

は「医療情報管理部門」と「企画室（企画調整部

門）」の２つで構成されている。 

 
■「医療情報管理部門」の職務 とスタッフ 

・電子カルテシステムなど病院情報管理システム 

・運用・管理・開発指導・運用監督  

・情報化に関わる院内教育  

・プライバシー保護教育等  

・各種病院情報管理システムの運用に関する日常

管理業務全般  

・各種病院情報管理システムの仕様見直しに関す

る業務  

・経営分析に関する各種資料・データ収集  

・各種病院情報管理システムの運用に関する事務

業務全般 

  
担当：大江教授、美代講師、渡辺特任講師、山口

助手、田中助手、波多野賢二助手（疾患生命工学

センター）、北川陽一郎技術専門員 

■「企画調整部門」の職務  

関係部署とともに企画経営部に参画し、下記の

業務をおこなう。  

・病院経営情報の分析  

・戦略的管理会計分析  

・機動的検討チームの運営  

・論点整理・解決策提示  

・病院経営分析手法の研究・教育  

・財務諸表の作成・分析  

・病院経営シミュレーション実施による将来分析  

・院内・院外広報業務の企画  

・院内各種プロジェクトへの助言・コーディネート  

・病院将来計画に関する院内意見調整・ヒアリン

グ等  

・調査・統計、整備計画に関する企画事務  

・診療報酬等病院収入及び決算に関する調査・分・

析・統計類の作成  

・経営改善案に関する調査、分析、報告書の作成  

 
担当： 今村助教授、井出助手、康永助手、天羽

宏治技術専門員 

 

業 務 

医療情報システム関係では、2006年は新しく、

電子温度板マルチ chartシステム（3月）がん登

録システム（8 月）、注射実施入力システムでの

輸血・点滴バーコード照合の全病棟実施（10月）、

第 2 期中央診療棟の開院に伴う部門情報システ

ムの移動と新運用などが開始されました。 

企画調整部門では、第 2 期中央診療棟の開院

（10月～）、日常の経営分析などを継続して遂行

しました。 

 

教育･研究・出版物等 

社会医学専攻医療情報経済学分野を参照くだ

さい。 
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大学病院医療情報ネットワーク研究センター
 

教授  
木内貴弘  

助教授  
青木則明  

 
ホームページ http://www.umin.ac.jp/umin/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

昭和の終わり頃には、すべての国立大学病院に

電算機が導入されるようになっていた。当時東大

病院中央医療情報部長だった開原教授らによっ

て、これらの計算機をネットワークで接続して情

報共有やコミュニケーションに活用することが

構想されるようになった。開原教授他関係者の努

力によって、文部科学省に予算が認められ、大学

医療情報ネットワーク（UMIN=University 

Medical Information Network、後に現在の名称

に改称）が、東京大学医学部附属病院中央医療情

報部内に設置され、平成元年３月に公式にサービ

スの運用が開始した。その開設目的としては、下

記が掲げられていた（６は後に追加） 

  
１．最新の医学・医療情報の提供 

２．医学・医療上の交流の支援 

３．大学病院共通の作業の共同化 

４．医学研究の情報支援   

５．データ標準化及び諸統計の収集 

６．医学教育及び臨床研修の情報支援 

 
当初のシステムは、大型汎用機をＮ１という無

手順のプロトコールで相互接続するものであっ

た。平成元年５月の櫻井恒太郎が新設されたＵＭ

ＩＮ専任の助教授ポスト（純増）として着任した。 

平成６年度には、当時普及が始まっていたイン

ターネットによるサービスを開始した。電子メー

ルを中心に利用者･利用件数が次第に増加してき

た。 

平成８年度には、北海道大学に栄転した櫻井

恒太郎に代わり、木内貴弘が着任し、システム

は全面的にWebベースのものに更新していった。

その後、インターネットの急速な普及の助けも

あり、飛躍的に利用者・利用件数が増加してい

った。主要な情報サービスとして、医療・生物

学系電子図書館（ELBIS）のサービスが 1997

年より、インターネット医学研究データセンタ

ー（INDICE）が 2000年より、オンライン臨床

研修評価システム（EPOC）が 2004年より、開

始されている。 

平成 14年４月には、院内措置により、大学病院

医療情報ネットワーク研究センターとして、中央

医療情報部から独立した。平成 15年度には、文部

科学省から正式に予算措置がなされ、大学病院医

療情報ネットワーク研究センターが設置された。

純増によって教授ポスト１が認められ、平成 16

年４月１日付で、木内貴弘が昇任した。また平成

16 年 10 月１日には、助教授ポストを下方流用し

た助手のポストに松葉尚子が着任した。平成 18

年３月末に松葉尚子が退職し、平成 18年４月１日

には、米国テキサス大学健康情報科学大学院の
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Assistant Professorの青木則明が助教授として着

任した。 

 

診 療 

本センターは、制度上、東京大学医学部附属病

院の中央診療施設として位置づけられているが、

いわゆる診療活動は実施しておらず、全国の医

学・医療関係者に対してサービスを行っている。

現在、登録利用者数約 27 万名、月間ＷＷＷアク

セス件数 4000万ページビューに達しており、世

界最大規模のアカデミック医学情報センターに

発展している。そのサービスは、研究・教育・診

療・病院業務等にまたがり、下記のように非常に

多岐に及んでいる。 

 
○研究 http://www.umin.ac.jp/research 

 
AC - 学会情報 

ELBIS - 医療・生物学系電子図書館 

FIND - 各種助成等公募情報   

INDICE - インターネット医学研究データセン

ター 

ROCOLS - 教職員・学生公募情報 

 
○教育 http://www.umin.ac.jp/education/ 

 
Web-QME - オンライン医学教育評価システム 

SUPERCOURSE  - オンライン講義集 

VHP – 人体画像データ集 

EPOC - オンライン卒後臨床研修評価システム 

Debut – オンライン歯科卒後臨床研修評価シス

テム 

 
○診療 http://www.umin.ac.jp/uhosp/ 

 
中毒データベース 

HIV感染症マニュアル 

医薬品添付文書デーベース 

服薬指導データベース 

薬剤情報提供データ 

医療材料データベース 

標準看護計画 

文部科学省文書広報システム 

大学病院に関する統計資料収集システム群 

国立大学病院関係医事紛争記録集 

高度先進医療申請データ集 

各種業務担当者・委員会等名簿 

各種官職指定・業務指定ＨＰ及びML 

 
○総合 

(1)情報提供・検索 

 
医療・生物学系リンク集 

医療用語集 

医学研究機関・医療機関データベース 

 
(2)情報提供支援 

 
一般公開ホームページサービス 

会員制ホームページサービス 

永久保存ホームページサービス 

VOD動画像配信サービス 

 
(3)情報交流支援 

 
電子メール 

メーリングリスト開設 

ニュース 

電子会議室 

 

教 育 

大学院博士課程では、社会医学専攻医療情報経

済学分野を兼担し、医療情報経済学実習・演習を

実施している。 
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学部教育では、医学部医学科学生向けの医療情

報学の講義を１コマ（「医学文献情報学（木内）」

を担当している。 

UMINのシステムの普及・広報を中心とした一

般向けの説明会・シンポジウムを随時実施してい

る。2005 年には、臨床試験登録システム、歯科

臨床研修評価システム、2006 年には、医薬品有

害事象報告システム、サリドマイド使用登録シス

テムの説明会・シンポジウムを開催した。これら

は、MINCS衛星放送システムで全国の放映され

た他、VOD 等の蓄積型放送によって随時視聴が

可能となっている。 

 

研 究 

 
1)情報ネットワーク・コミュニケーションの研究 

医学・医療情報関係の研究部門の中で、インタ

ーネット等の情報ネットワーク・コミュニケーシ

ョンを専門に研究する全国唯一の部門となって

いる点が特徴である。 

 
2)医療でなく、医学を主たる対象としていること 

日本の医学分野における情報学の研究部門が、

病院情報システムを中心とした「医療」関係の情

報システム（病院情報システム、電子カルテ、遠

隔医療、レセプト電算化等）の研究を主として行

っているのに対して、「医学」関係の情報システ

ム（医学文献データベース、医学研究データ収集、

医学教育用情報システム等）の研究を主体として

いることに大きな特徴がある。  

新たな医療コミュニケーション学の研究及び

従来から継続して行っている情報システムの構

築・運用に関連した研究の具体的な内容は、下記

である。 

 
（1）ヘルスコミュニケーションに関する研究 

様々な臨床研究の成果は、実際に臨床あるいは

社会の中で活用されることで初めてアウトカム

の改善に結びつくため、近年、医療と社会のコミ

ュニケーションという視点が重要視されている。

この点を踏まえ、我々は、臨床と社会のニーズを

集め、研究成果を医療従事者あるいは一般国民、

患者に広く伝えるために必要な「情報」と「コミ

ュニケーション」に関する知識と技術に関する研

究を行なっている。 

 
(2)医療分野の Information and Communication 

Technology (ICT)活用に対する医療技術評価 

情報技術は医療や健康増進に対して、大きな役

割を果たすと考えられるが、その費用効果性を含

めた包括的な有用性の評価は不十分である。我々

は 2003年のレビューで、テレメディシンは 1990

年代より臨床応用が進められているが、費用効果

分析が少ないことを指摘した。その結果を踏まえ、

テレメディシンをはじめとした、医療における情

報技術の包括的評価に取り組んでいる。 

 
（3）エデュテインメントに関する研究 

一般国民・患者に対する健康教育・医学情報を

分かりやすい形で提供する場合には、正確な情報

であることに加えて、「分かりやすいこと」、そし

て「受け取りたい」と思ってもらうことが重要な

要素となる。 

我々は、情報を分かりやすく伝達するためのメ

ディアやエンターテイメント、インターフェイス

の活用方法に関する研究と、具体的なアプリケー

ションの開発と評価に取り組んでおり、1型糖尿

病患者向けのエデュテインメント（エンターテイ

メントとエデュケーションから出来た言葉）シス

テムの開発と評価を行なった。 

 
(4)医療マネジメントに関するリサーチ 

最適なアウトカムを達成するためには、情報を

正しく判断し、意思決定をしていくこと、即ち、
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マネジメントが重要となる。しかし、医療分野で

は、質改善、医療安全、医療マネジメントに関す

る研究や評価はまだ黎明期である。我々は、情報

の活用という視点から、マネジメント理論である

Theory of Constraint（TOC）に注目し、医療事

故防止への応用可能性や質と効率性の最適化に

関する研究を進めている。 

 
(5)UMINに関するもの 

UMINで開発・運用されている多くの情報シス

テムが研究の対象となっており、先進的なもの・

学術的に特徴のあるものについて、論文・学会発

表等を行っている。他の分野の研究者との共同作

業によって構築されているシステムも多い。 

 
(6)臨床・疫学研究のための情報システム  

臨床・疫学研究のための情報システムの開発・

運用の研究を行ってきた。最近では、CDISC 等

の治験の電子化・標準化への取り組みを中心に行

っている。UMINにおいても、この成果を生かし

て、インターネット医学研究データセンターの運

用を行っている。 

 
（7）情報ネットワークのセキュリティに関する

研究  

全国の医療機関を VPN で結ぶ、医療 VPN、

Web メールを用いた暗号電子メールの運用等の

研究を行っている。UMINの運用の上でもセキュ

リティは非常に重要な要素であり、研究成果を

UMIN運営に役立てている。 

 
(8)臨床研究の研究計画策定・統計解析  

臨床家と共同して、臨床研究等の研究計画の策

定、統計解析を行ってきている。また、既存のデ

ータからの情報の抽出や知識の発見、予後予測モ

デルの構築を目的としたデータマイニング的ア

プローチによる研究も行なっている。さらにそれ

らの結果を臨床で応用するための意思決定支援

システムの構築と評価にも取り組んでいる。 

 
（9）医療の質向上を目的とした患者レジストリ

システム 

電子カルテを含めた既存の病院情報システム

には多くのデータが蓄積されているが、そこから

質改善や患者安全、あるいは医療マネジメントに

必要な情報が適切に抽出され、活用されていると

は言いがたい。我々は、医療マネジメントのため

の情報提供を目的としたデータバンクの構築と

評価に関する研究に取り組んでおり、現在、外傷

及び糖尿病に関する診療達成目標（ quality 

indicator: QI）のフィードバックシステムに関す

る研究を進めている。 
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臓器移植医療部 
 

 

 

 

 

 
臓器移植医療部は，平成 15年（2003）４月よ

り，中央診療施設の一つとして，活動を開始して

いる。欧米においては，肝臓，腎臓，心臓，肺，

膵臓，小腸等の移植医療は，一般的な治療法とし

て広く受け入れらており，年間 20,000 例を越え

る移植が行われている。一方，本邦では平成９年

（1997）10 月，臓器移植法が施行され，国家的

プロジェクトとして，臓器の分配機関，臓器提供

施設，臓器移植実施施設等の体系的な基幹整備の

枠組みが構築された。しかし，脳死ドナーからの

移植は年間５-６例の実施に留まっている。今後，

臓器提供者や移植施設の確保等，環境整備及び啓

蒙活動が課題となっている。移植医療では，概し

て全身状態不良の臓器不全患者に対し移植手術

を行うものであり，術後も拒絶反応，感染症，血

栓症等，さまざまな合併症に気を配る必要がある。

すなわち，通常の外科手術に比べ，術後早期に死

亡する危険も高い。 

東大病院では，これまで臓器移植医療に積極的

に関与している。昭和 41 年（1966），慢性腎不

全に対する移植としては，本邦初の成功を収めた。

また，平成８年（1996）１月より，生体肝移植の

実施を開始し，平成 19年（2007）3月までに 397

例施行している。その成績も良好であり，５年生 

存率は 85%と全国平均 70%を大きく上回ってい

る。東大病院は，本邦における心臓移植実施６施

設の１つでもあり，他に治療法のないと診断され

た末期重症心不全患者の治療に積極的に取り組

んでいる。平成 18 年（2006）5 月には脳死心移

植を実施した。余命数ヶ月以内の特に重症な心不

全に対しては，人工心臓の植込みも積極的に行っ

ている。このように，臨床成績のさらなる向上を

目指し，国内はもとより国際的にも通用する積極

的な基礎そして臨床研究活動を行っている。 

我が国の特徴として，心臓以外の臓器移植は，

生体ドナーがほとんどを占めているという状況

がある。ドナーの受ける肉体的，精神的負担は決

して軽視できるものではなく，レシピエント，ド

ナー家族を含めた社会的，精神的サポートも必要

となる。臓器移植医療部には，レシピエント移植

コーディネーターが配置され，主に生体移植を受

けるレシピエント，生体ドナーそして家族に対す

る意思決定の支援を行っている。また，院内外に

おける移植医療のマネージメントに関与し，社会

的支援体制も築いてきた。今後も，いまだ発展途

上にある臓器移植医療の一層の拡充を目指し，機

能していく必要がある。 
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ティッシュ・エンジニアリング部 
 

部長・教授  
高戸 毅  

客員助教授  
小川誠司、小山博之、鄭 雄一（副部長）、菱川慶一、星 和人、山上 聡 

客員助手  
池田敏之、小笠原徹、緒方直史、大庭 誠、鈴木隆浩、横尾誠一、丸茂丈史 

 
ホームページ http://square.umin.ac.jp/t-e/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

東京大学医学部附属病院において、平成 13 年

10 月に特殊診療部としてティッシュ・エンジニ

アリング部が設立され、入院棟 B８階に約 800㎡

の完備した研究室が設置された。ティッシュ・エ

ンジニアリング部は、骨・軟骨再生医療寄付講座

（武田薬品工業株式会社）、血管再生医療寄付講

座（第一製薬株式会社）、造血再生医療寄付講座

（麒麟麦酒株式会社）、角膜組織再生医療寄付講

座（アルブラスト株式会社）、腎臓再生医療寄付

講座（持田製薬株式会社）、富士ソフト ABC 軟

骨・骨再生医療寄付講座（富士ソフト ABC 株式

会社）の６つの寄付講座から構成され、各方面の

優秀な人材を国内外から招聘した。各講座には１

名の客員助教授と１－２名の客員助手が配置さ

れ、多くの大学院生とともに研究を遂行している。

今後数年以内の臨床応用を目標とし、トランスレ

ーショナル・リサーチの拠点として機能すべく研

究を行っている。 

現在、国家的プロジェクトとして認識されてい

る再生医療の実現には、企業とのタイアップと技

術移転、開発技術の特許化、GMP レベルでの治

療用材料の生産、安全性の評価研究、治験のため

の組織化などが必要とされている。産学官連携が

強く求められるとともにベンチャーカンパニー

の設立・運営も必須とさえ言われており、まさに

国レベルでの取り組みが必要と思われる。広くテ

ィッシュ・エンジニアリング技術あるいは再生医

療が発展することにより、内科、外科を問わず、

すべての領域の治療や創薬に大いに寄与するこ

とが期待される。 

 
2001年 10月東京大学医学部附属病院に特殊診療

科としてティッシュ・エンジニアリング部が設立 

2002 年 6 月   HOYA ヘルスケア（株）の寄

付により角膜組織再生医療寄附講座が設立 

2002年 7月  第一製薬（株）の寄付により血管

再生医療寄付講座が設立 

2002年 7 月   武田薬品工業（株）の寄付により

骨・軟骨再生医療寄付講座が設立 

2002年 9 月   麒麟麦酒（株）の寄付により造血

再生医療寄付講座が設立 

2002年 11月  持田製薬（株）の寄付により腎臓

再生医療寄付講座が設立 

2002年 11月  メニコン（株）の寄付によりメニ

コン軟骨・骨再生医療寄付講座が設立 

2003年 3月    入院棟 B8階に細胞プロセシング

センター部研究室開設 
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2005年 6月   アムニオテック（株）（現 ア

ルブラスト（株））の寄付により角膜組織再生医療

寄付講座（アルブラスト）更新 

2005年 7月   武田薬品工業（株）の寄付に

より骨・軟骨再生医療寄付講座更新 

2005年 9月   麒麟麦酒（株）の寄付により

造血再生医療寄付講座更新 

2005 年 11 月  持田製薬（株）の寄付により

腎臓再生医療寄付講座更新 

2005年 11月  富士ソフト ABC（株）の寄付

により、メニコン軟骨・骨再生医療寄付講座から

富士ソフト ABC軟骨・骨再生医療寄付講座へ更新 

 

研 究 

角膜再生に関しては、再生角膜の構築・眼表面

再建のための角膜上皮移植の臨床応用・角膜内皮

細胞移植法の確立と臨床応用を目標としている。

これらを達成するために、作成された培養細胞の

機能の検討・代用角膜実質、培養上皮、内皮細胞

を用いた角膜構築・角膜の組織幹細胞研究・眼表

面再建のための羊膜移植と羊膜の免疫学的役割

の解析を行っている。 

血管再生に関しては、有効で安全な治療的血管

新生療法の開発とその臨床応用・血管新生療法の

応用による低侵襲軟部組織再建法の開発・再生臓

器に対する血行誘導法の確立を目標としている。

これらを達成するため、アデノウイルスベクター

を用いた血管新生遺伝子治療の研究・非ウイルス

ベクターを用いた血管新生遺伝子治療の研究・新

しいドラッグデリバリーシステムによる血管新

生療法の開発・軟部組織に対する血行誘導法の研

究を行っている。 

骨・軟骨再生に関しては、骨・軟骨分化を簡便・

正確・非侵襲的に検出するシステムの開発・骨・

軟骨分化に必要十分なシグナルの決定・骨・軟骨

の細胞シート培養法の開発・血管新生をともなう

骨誘導法の開発・骨・軟骨誘導薬のスクリーニン

グ・非ウイルス性遺伝子導入法の開発・再生骨・

軟骨の作製と移植を目標としている。これらを達

成するために、骨軟骨生物学・発生学・幹細胞生

物学・再生医学の研究を行っている。 

腎臓再生に関しては、腎臓由来体性幹細胞の臨

床応用・腎臓再生へ向けた新しい足場素材の臨床

応用・臍帯血を利用した腎臓再生を目標としてい

る。これらを達成するために、腎臓再生領域の体

性幹細胞生物学・腎不全における幹細胞不全の包

括的研究・３次元培養による後腎誘導法の開発を

行っている。 

造血再生に関しては、臍帯血造血幹細胞の有効

な増幅法の開発とこれを用いた臍帯血造血幹細

胞移植技術の確立・造血幹細胞および ES細胞か

ら効率的に血球分化を誘導する技術の確立を目

標としている。これらを達成するために、造血幹

細胞の増殖、自己複製、および分化のメカニズム

に関する研究・造血幹細胞の可塑性に関する研

究・造血幹細胞の体外増幅法・分化誘導法の臨床

応用に関する研究を行っている。 

富士ソフト ABC 寄附講座においては、安全性

と実用性に優れた再生軟骨、再生骨の作出・現実

的な生産体制と品質管理法の確立・臨床治験の推

進と日常診療への導入を目標としている。これら

を実現するために、間葉系組織の成人幹細胞に関

する細胞生物学・軟骨の組織修復に関する分子生

物学と再生医療への応用・軟骨・骨再生における

新規足場素材の開発・再生組織への三次元形態付

与方法の開発・生体内における軟骨・骨再生組織

の動向の評価・軟骨・骨再生組織の臨床治験と医

療導入の研究を行っている。 

 

ヒト ES 細胞を使った基礎研究活動 

また、より先の将来への応用を睨んでヒト胚性

幹（ES）細胞の基礎研究を進めるべく、腎臓再

生医療寄附講座及び骨・軟骨再生医療寄附講座に

おいて京都大学再生医科学研究所からヒト ES細
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胞の分与を受ける申請を進めており、近日中に認

可を得る予定である。 

 

臨床研究 

研究成果として特に注目すべき点は、基盤研究

の結果として、臨床研究が４つの講座で開始され

ていることである。造血再生寄附講座においては、

ヒト臍帯血造血幹細胞増幅の臨床研究（倫理委員

会承認番号＃351）をすでに開始している。血管

再生寄附講座においては、末梢性血管疾患による

間欠跛行肢と重症虚血肢に対して臨床研究を開

始（承認番号＃825及び 826）し、大きな副作用

もなく推移している。角膜再生寄附講座では、眼

表面再建のための羊膜上培養自己口腔粘膜上皮

移植及び、角膜内皮細胞数減少に対する角膜内皮

幹細胞移植術の臨床研究（承認番号＃363 及び

898）を開始している。骨軟骨再生医療寄附講座

では、非荷重部の骨欠損に対するヒト臨床研究

（承認番号＃1310）を開始している。このように、

組織工学・再生医学の医療現場への展開に向けて、

順調にトランスレーショナル・リサーチ活動を進

めていると考えられる。 

 

病院に対する貢献 

ティッシュ・エンジニアリング部は、病院の共

同研究施設として、共焦点レーザー顕微鏡・細胞

解析装置・細胞ソーター等の非常に高価で各研究

室で揃えることの難しい特殊機器を共用として

病院の職員に開放し、若干のコスト負担で使用で

きるようにしている。実際に、この施設を利用し

て、形成外科等が研究を進めている。 
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沿革と組織の概要 

近年、日本の医療システムは変革期を迎えてお

り、大学病院も大胆な改革を迫られている。質の

高い先進医療の開発と実践、卒前卒後教育、臨床

研究などを効率よく推進し、その成果を国民に具

体的に明示することが、これまで以上に求められ

ている。2004年 4月、国立大学法人法(平成 15年

法律第 112 号)により東京大学が国立大学法人東

京大学と改称すると同時に、医学部附属病院はド

ラスティックな組織再編を行った。病院執行部の

設置とともに、4つの運営支援組織（企画経営部、

人事部、医療評価・安全・研修部、教育研究支援

部）および 3 つの診療運営組織(入院診療運営部、

外来診療運営部、中央診療運営部)を立ち上げた。 

中でも企画経営部は、企画情報運営部の教員 3

名が専任となり、薬剤師 2 名（併任）・看護師 2

名（併任）・技術系職員 1名(専任)および事務職員

10 数名からなる陣容を誇る、病院経営の中核的

な実働組織である。 

 

診 療 

企画経営部は、東大病院の組織的・戦略的な経

営の実務全般を一手に担い、診療関連業務として

以下のような業務を行っている。 

(1) 病院経営分析 

病院会計の情報管理・分析を行い、経営データ

と一元化された病院情報の活用による病院経営

分析を行っている。 

(2) 企画･戦略立案 

病院経営分析に基づいて、短期的な経営企画・

戦略案を策定し、病院執行部による迅速な経営意

思決定を実効的に支援している。さらに、中長期

計画の立案も担っている。企画経営部が深く関与

した病院運営の実績は以下の通り。 

・「22世紀医療センター」立ち上げ 

・新中央診療棟Ⅱ期の立ち上げ 

・入院棟機能の拡大(ICU/CCUの拡大、精神神経

科の増床) 

・平均在院日数の適正化と病床利用率改善 

・薬剤費・医療材料費のコスト削減 

その他にも、患者用クレジットカードの導入、

商業店舗の院内誘致、病院建築物のライトアップ

など、既成概念を打破した患者サービスの向上に

努めている。同時に、診療スタッフが安全で質の
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高い医療を、ゆとりをもって実践できる環境づく

りを行っている。 

(3) 医療政策提言 

東大病院の経営のみならず、日本の医療システ

ム改善、および医療の規制緩和に向けた政策提言

を積極的に実践している。 

さらに、日本の医療保険制度の問題点をエビデ

ンスに基づいて指摘し、それらの改善に向けたメ

ッセージを常に発信しつづけている。 

 

教 育 

大学院教育として、医学系研究科社会医学専攻

医療情報経済学・博士課程の大学院生１名、医学

系研究科クリニカルバイオインフォマティクス

研究ユニット・修士課程の大学院生 1名、同・研

究生１名を受け入れている。 

大学院生・研究生は、医療経営学・病院管理学

のみならず医療経済学・医療政策学といった幅広

い研究領域の中から、自ら研究課題を発掘し、内

外の先行文献・資料をレビューし、研究デザイン

の構築・データ収集を主体的に実施する。定期的

な研究経過報告、教員による論文執筆指導が徹底

され、学会発表も励行されている。 

 

研 究 

当部における研究活動は、医療経営学・病院管

理学にとどまらず、医療政策学・医療経済学など

の幅広い領域をカバーしている。 

（1）医療経営学研究 

特 定 機 能 病 院 に お け る DPC(Diagnosis 

Procedure Combination)に基づく包括評価が医

療現場に与える影響を診断群分類ごとにシミュ

レートし、同システムが在院日数などに及ぼす効

果を推計する研究を行った。 

また、医療設備の効率的利用に関連して、手術

室稼働および病床数の関連を研究した。 

医療経営学の体系化を試み、標準的な教科書を

編纂した。さらに、医療経営学教育プログラムの

開発研究を行っている。 

(２)医療政策学研究 

日本の医療保険制度に関する評価、特に DPC

に基づく包括医療制度の改善案とその有効性に

関する研究を実施した。 

さらに先進各国と日本の医療制度の比較研究、

医療機器の内外価格差に関する実証研究、医師の

キャリアパスに関する研究などを行っている。 

(3)医療経済学研究 

仮想評価法(contingent valuation method)を

用いて、医療・保健サービスの便益評価に関する

研究を行っている。さらに、費用分析および費用

便益分析を用いた保健医療サービスの配分効率

に関する実証研究を行っている。 

また、予防医学・医療の推進による国民医療費

の抑制効果に関する経済分析を行っている。 

さらに、医療安全の経済分析（医療事故の費用

分析に関する研究、医療安全対策の費用効果に関

する研究）も行っている。 

(4)健康に関するリスク分析研究 

リスク分析は、リスク評価、リスク管理、リス

クコミュニケーションで構成されており、あらゆ

る被害を最小限度に抑えるための新しいアプロ

ーチ手法である。この手法に基づき、健康危機事

件による被害を最小限度にとどめるために何が

必要かについて調査分析を行っている。近年は、

テロリズムの脅威から国民を防衛する必要性が

高まっている。我々は特に、食品を媒介としたバ

イオ・テロおよびケミカル・テロに対する有効な

対策を開発する研究を行っている。また、近年の

グローバル化にともない、食品の安全水準(food 

safety standard)について、各国の基準を調和さ

せ、統一的な国際基準を作ることが重要な課題と

なっている。国際基準は、Codex Alimentarius 

Commission (CAC)において討議・決定される。

我々は、CAC で審議される食品安全に関するさ
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まざまな課題について、リスク分析の手法を用い

た研究を行っている。 

リスクコミュニケーションについて言えば、政

府機関が発表した公的情報と報道機関が流した

情報との格差に関する研究や、健康危害発生時に

おける危機管理としてのリスクコミュニケーシ

ョンに関する研究、などを行っている。また、リ

スクコミュニケーションによって実際に被害を

軽減できるかどうか実証的に明らかにすること

を目的に、食品のパッケージにアレルギー物質を

表示することによる食物アレルギーの発症数減

少効果に関する調査研究を行っている。 

(5)保健統計学研究 

多くの保健医療にかかわる統計調査・分析を行

っている。一つは、カネミ油症事件のコホートス

タディである。近年、検査技術の向上によりダイ

オキシン類の血中濃度が測定できるようになっ

たことから、カネミ油症患者の血中ダイオキシン

濃度と臨床症状との関連についての調査分析を

行っている。 

また、アレルギー疾患・症状の実態を把握する

住民調査や、原因物質究明のための追跡調査など

も行っている。 
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沿革と組織の概要 

「こころの発達」診療部は、特別教育研究経費

による「こころの発達」臨床教育センターに対応

する診療部門として、2005 年 4 月に、院内措置

で開設されました。「こころの発達」臨床教育セ

ンターは、児童精神医学・脳科学を基礎としなが

ら幅広い職種における「こころの発達」に関する

専門家を養成することを目指すものです。精神神

経科（小児部）での 37 年間にわたる発達障害の

治療教育などの蓄積を踏まえつつ、精神神経科、

小児科はもちろん教育学研究科、さらには「ここ

ろの発達」や発達障害に関わる他の教育機関・診

療機関とも連携して活動を展開しています。「こ

ころの発達」診療部は、このセンターの実践的な

教育･育成の場であると同時に、こころの発達に

関わる様々な問題を有する患者の診療の場でも

あります。また、診療と教育の質の向上を目指し

て研究も推進しています。 

 

診 療 

「こころの発達」診療部では、2006 年度には

専任の児童精神科医 3名を初めとして常勤・非常

勤を合わせて 10 名の医師、常勤・非常勤を合わ

せて 10名の心理職が診療を担当してきました。 

診療の対象は、こころの発達に関する多様な問

題であり、その中でも発達障害に比較的に重きを置

いています。ここで言う発達障害とは、自閉症を中

心 と す る 広 汎 性 発 達 障 害 （ pervasive 

developmental disorders: PDD）、注意欠陥多動性

障害（ attention-deficit/hyperactivity disorder: 

AD/HD）、学習障害（learning disabilities: LD）、

精神遅滞（mental retardation: MR）、さらにはチ

ック障害やその近縁の小児強迫性障害までも含

めたかなり幅広いものです。新来患者は 2005年

度には 300 名以上でしたが、2006 年度には 470

名以上と約 1.5倍に増大しました。その内訳をみ

ると、PDDが最も多く、LDを加えた心理的発達

の障害全体で約 45%でした。次いでチック障害

（約 15%）、AD/HD（約 10%）、ストレス関連障

害（約 10%）の順でした。年齢については幼児期

後期から学童期前期が最も多いものの、幼児期前

期から成人期まで幅広く受診していました。再来

患者でも心理的発達の障害全体で約 45%でした。

次いでチック障害、ストレス関連障害、AD/HD、
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気分障害の順でした。年齢としては再来患者の約

半数が成人であり、特に 20歳代は約 20%と最多

でした。発達障害患者の診療では長期間フォロー

がしばしば必要なことが示されました。 

診療の形態は、一般外来と治療教育に大別され

ます。 

一般外来は、専門医による外来で、薬物療法や

精神療法だけでなく、心理教育、学校などの関連

機関との連携を含めて行っています。 

治療教育は、発達心理外来と短期グループから

なります。発達障害児を対象として、認知発達治

療を基本にしつつ一人一人の患者に合わせて心

理職が行っています。発達心理外来では、(1)発達

の評価、(2)療育指導（患児に対して、教育的手段

を用いて精神機能の障害や行動の異常の改善を

図る）、(3)療育相談（親を中心とする関係者に対

して、適切な対応法などの相談にのる）を主治医

と相談しつつ行っています。短期グループは、発

達心理外来に通院中の患児数名を組み合わせて

約 10回行う集団療育です。 

 

教 育 

医学生及び研修医に対して、新来患者の見学と

短期グループの参加を行っています。 

「こころの発達」臨床教育センターの活動とし

ては、精神科医や小児科医を含めてこころの発達

の問題に関する様々な職種に就いている方及び

それを目指す大学院生に対して、Aコース（講義

を主体としつつも演習や臨床検討会を盛り込ん

だ受講者参加型のコース）と Bコース（治療教育

や心理検査を含めた診療場面での研修に重点を

置く、より密度の濃いコース）を設定しています。 

Aコースは 1回 3時間の講義が 11回で 1シリ

ーズとして年に 2 シリーズを行い、2006 年度は

合計約 140 名が参加しました。参加者の職種は、

医師を始めとする医療職、心理職、教育職、福祉

職など多様であり、こころの発達の問題で重要な

多職種連携の基礎作りとしても有用でした。また、

アンケート調査では、約 80%から研修が有用との

高い評価を得ました。 

Bコースは週に 3日またはそれ以上の研修を半

年単位で行うものであり、2006 年度は精神科医

や小児科医など数名が修了しました。 

さらに、より多様な関係者の研修や啓発の機会

として、公開セミナー及び公開シンポジウムを

各々年に 1 回開催することにしており、2006 年

度には公開セミナー「発達障害と社会」には約

200名が参加し、公開シンポジウム「治療教育を

考える」には 600名以上が参加しました。 

 

研 究 

これまで精神神経科が発達障害に関わる他の

研究機関・教育機関・診療機関と連携して行って

きた PDDや AD/HD の原因究明と効果的発達支

援・治療法の開発を目指す研究に引き続き参加し

ています。同時に、「こころの発達」診療部の診

療活動の特性を生かした研究も進めています。 

 
臨床評価、治療 

治療教育を行っているという特性を生かして、

認知発達治療に対応する発達段階分けである太

田ステージの信頼性・妥当性の再検討、PDD 児

を対象とした治療教育効果の検討を行っていま

す。治療教育効果の検討にあたっては無作為に分

けた２群間で個別療育と小集団療育の相違を多

面的な評価に基づいて検討しています。また、ト

ゥレット症候群（多様な運動チックと音声チック

を有する慢性のチック障害）や小児強迫性障害を

対象としてチックや強迫症状などを評価して症

状間の関連を検討する研究も進行しています。 

 
神経心理 

PDD、AD/HD、トゥレット症候群を対象とし

た神経心理学的研究が行われており、臨床評価と
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の関連を検討したり、患者の健常同胞との比較を

行ったりしています。 

 
遺伝子 

PDD を対象として、２番染色体、７番染色体

長腕、１５番染色体長腕に焦点を当てた遺伝子解

析を行っています。遺伝と環境との相互作用にも

注目しており、PDD の発症に対する甲状腺ホル

モンの影響などの検討も行っています。また、ト

ゥレット症候群の臨床遺伝学的検討も行ってい

ます。 

 
脳画像 

PDDを主な対象として、MRIによる形態画像

研究、MEGや NIRSによる機能画像研究を行っ

ています。特に、小児や発達障害でも施行しやす

い NIRS を用いた前頭葉血流変化の検討が PDD

及びトゥレット症候群で積極的に進められてい

ます。 
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ゲノム医学診療ないし遺伝医学臨床の広範・多

様な要請に対応するため、既存の臓器・系統別診

療体制の枠を越えた横断的組織として 2003 年度

に発足した。責任者として教授１（併任）が置か

れ、女性科・産科、小児科、内科（循環器内科、

糖尿病・代謝内科、腎臓・内分泌内科、神経内科）、

皮膚科、泌尿器科、検査部の医師が参加している。

また、人類遺伝学教室、成人看護学教室の協力を

得て、活動している。本診療部は、附属病院にお

けるゲノム医学ないし臨床遺伝学診療の中核をな

すとともに、臨床遺伝医学専門医制度の教育研修

実施の役割を担っている。 

 

1． 診  療 

外来棟 2 階内科外来ブースエリアの専用診察室

（200番診察室）にて、医師と非医師とのチームに

よる遺伝相談（完全予約制）を行っている。検討会

（毎月第１月曜日）にて、全例について検討し、方

針を決定することを原則に診療を行っている。 

医学系研究科及び病院において行われるヒトゲ

ノム・遺伝子解析研究における試料提供者に対する

遺伝相談・カウンセリングを担当することも本診療

部の責務である。 

 

2． 活  動 

他診療科、部門と連携して、遺伝相談・カウン

セリングはもとよりそれ以外のゲノム医学ない

し臨床遺伝医学の臨床現場での適切な応用・展開

を目指し活動している。以下の２つの活動を進め

ている。 

ひとつは、心臓外科、循環器内科、小児科、眼

科、整形外科・脊椎外科により開始された横断的

なマルファン外来との連携で、遺伝相談・カウン

セリングの対応、遺伝子診断及び臨床研究での協

力支援を進めている。循環器内科中心にマルファ

ン症候群の遺伝子診断システムを立ち上げた。 

 第二は、分子薬理遺伝学の附属病院での臨床

導入についてで、検査部、薬剤部、消化器内科、

循環器内科、神経内科、企画情報運営部との連携

によって、プロトンポンプ阻害剤、ワーファリン

についての分子薬理遺伝学的検査を診療システ

ムへ導入し、稼動している。今後、抗癌剤、抗痙

攣薬等、対象薬物の範囲の拡大につとめていく。 
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医工連携部紹介 

先端生命科学を応用した新規技術開発が 21 世

紀における重要課題となっている。次世代新医療

技術開発に向けて、臨床の現場である東京大学医

学部附属病院で、医学と工学を横断的に融合した

新しい研究教育を行うことを目的として医工連

携部が設立された。病院診療科と東京大学の工学

系研究者とで共同提案されたプロジェクトであ

ること、研究室の設備・運営費用は使用者負担と

すること、医工連携部への参加期間は原則 3年と

し、継続の可否は医工連携部運営委員会で審査す

ることという基本事項に基づいて公募されたプ

ロジェクト 18 件が、現在も管理研究棟１階と地

下 1 階にある医工連携研究室で活発な活動を続

けている。 

 

参加ユニット 

医学部付属病院 

循環器内科、糖尿病・代謝内科、大腸肛門外科、

血管外科、人工臓器・移植外科、心臓外科、呼吸

器外科、脳神経外科、泌尿器科・男性科、整形外

科・脊椎外科、顎口腔外科・歯科矯正歯科、放射

線科、ティッシュエンジニアリング部、クリニカ

ルバイオインフォマティクス 研究ユニット、血

管再生医療講座、骨・軟骨再生医療講座、メニコ

ン軟骨・骨再生医療講座、免疫細胞治療学（メデ

ィネット）講座 

工学系・薬学系研究科 

工学系研究科（化学システム工学専攻、機械工学

専攻、機械工学専攻流体工学研究室、システム量

子工学専攻、原子力国際専攻、化学生命工学、マ

テリアル工学専攻）、情報理工学系研究科（知能

機械情報学専攻、科知能機械情報学専攻先端治療

福祉工学研究室）、新領域創成科学研究科（環境

学専攻人間環境学大講座医用精密工学研究室、バ

イオメカニクス分野）、薬学系研究科薬品代謝化

学教室、医学系研究科疾患生命工学センター（医

療材料・機器工学部門、臨床医工学部門）、原子

力工学研究施設、先端科学研究センター、生産技

術研究所 

 

沿革と組織の概要 

2002 年 6 月 東京大学医学部附属病院の特殊診

療部として医工連携部の設立が病院運営会

議で承認される。 

2002 年 9 月 病院の関連する診療科の中から選

定された委員で医工連携部運営委員会が組

織され、医工連携部への参加の基本原則（前

記）が決定される。 

2002年10月 医工連携プロジェクトの公募開始。

18件の応募があり、審査の結果承認される。

プロジェクトの代表からなる医工連携部利

用者連絡会議が組織され、管理研究棟の地下

と１階のスペース 554.4 ㎡に研究室の配置

を決める。 

2003 年 5 月 医工連携部工事完成。工事費用は

参加グループが分担する。 

2003年 5月 22日 第一回医工連携研究会開催。

研究活動開始。 

2004年 9月 3日 第二回医工連携研究会開催。 
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2005年 9月 13日 第三回医工連携研究会開催。 

2006年 12月 21日 第四回医工連携研究会開催。

（第三回先端医療開発研究クラスター、第二

回疾患生命工学センター、第二回 22 世紀医

療センターとの合同シンポジウム） 

2007年 12月 13日 第五回医工連携研究会開催

予定。 

 

研究ユニット 

・高精度定位ガン治療システムの開発 

医学部付属病院放射線医学教室  
原子力工学研究施設 
工学系研究科化学システム工学専攻  

 高精度定位 X線がん治療システム、先進小型電

子ライナックガン診断治療システムの開発。 

 
・半導体ナノ粒子を用いた腫瘍治療への応用 

工学系研究科化学システム工学科 
医学系研究科外科学専攻腫瘍外科学分野 
 ナノ粒子により腫瘍の微小転移の進展状況の

正確な診断と治療法を開発し,臨床に導入するこ

とを目的とする.診断面では,肉眼的に確認不能な

腹膜播種・微小転移を視覚化して，手術や治療方

針の決定に応用する.治療面では,ナノ粒子を細胞

に取り込ませることにより起こる細胞内の変化

を用いて,腫瘍の新しい治療法を追求する. 

 
・強力集束超音波を用いた腫瘍治療法の開発 

工学部機械工学専攻流体工学研究室 
医学部腫瘍外科学講座 
 腫瘍の進展状況の正確な診断と治療法を開発

し，臨床に導入することを目的とする．診断面で

は，数μmオーダーのマイクロバブルを血管内に

導入することにより，微細な腫瘍血管を描出して，

腫瘍のより正確な進展度診断ならびに治療効果

の判定に応用する.治療面では，集束超音波の組

織内熱吸収効果に加え，マイクロバブルの振動に

伴う発熱効果を用いることにより，より効率的な

腫瘍の非侵襲的治療法を確立する. 

 
・脳神経外科用ロボマティック・マイクロ・サー

ジェリシステムの開発 

医学部脳神経外科森田研究室  
工学部機械工学専攻光石研究室 
 Micorsurgery 支援ロボットシステムおよび遠

隔手術のための３次元画像表示システムの開発

研究 

 
・体外超音波砕石装置の開発 

医学部泌尿器科学講座 
工学部機械工学専攻流体工学研究室 
 腎臓結石の非侵襲な破砕を目指し，強力集束超

音波(HIFU)によって発生するキャビテーション

気泡を利用した新たな結石破砕手法を開発する。 

 
・診療プロセスのリスク低減支援システムの開発 

医学部薬剤疫学講座 

工学部化学システム工学 
 臨床ゲノム科学部門: ゲノム情報を含む生物

学的情報と臨床情報の統合に関する研究・教育。

循環器疾患・糖尿病に関するデータベースの構築

と活用、テーラーメード医療の確立（臨床疫学部

門と共同）。多因子神経疾患（多系統萎縮症、片

頭痛、多発性硬化症）のゲノム情報を含むデータ

ベースの構築、及び疾患感受性遺伝子の同定 。

プロテオミクスによる薬剤ターゲットの選定と

創薬。循環器疾患（動脈硬化、心肥大、心不全）

の転写制御の解明と転写因子をターゲットとし

た創薬 。時間空間特異的遺伝子改変動物の開発

と個体における各種遺伝子機能の解析。臨床情報

工学部門：医療データベースを活用した医療安全

モニタリング。データマイニングによる院内感染

サーベイランス。医療情報システムの評価手法の

開発。臨床／疫学研究における方法論の検討・開
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発。臨床情報工学部門：データマイニング手法に

よる医学的知識獲得に関する研究。ゲノム情報臨

床情報システムに関する研究。VR 空間を用いた

臨床情報とゲノム情報からの知識獲得に関する

研究。グリッドコンピューティングに関する研究。 

 
・拍動周期技術を用いた心臓血管外科手術ロボッ

トシステム 

情報理工学系研究科知能機械情報学専攻 
医学系研究科外科学専攻心臓外科 
医学系研究科外科学専攻血管外科 
 内視鏡下心臓外科手術支援ロボットシステム

の開発。小型内視鏡手術ロボットの開発。心拍動

補償システムの開発。高信頼性外科手術ロボット

システムの開発 

 
・低侵襲血管外科手術支援システム・血管疾低侵

襲診断治療システムの開発 

医学部附属病院血管外科 
医学部附属病院ティッシュエンジニアリング部 
新領域創成科学研究科環境学専攻人間環境学大

講座医用精密工学研究室 
 動脈硬化に代表される血管病変の低侵襲精密

診断機器や，それに基づく血管病変の低侵襲標的

治療機器を医工連携により共同研究する。 

 
・非侵襲骨強度診断装置の開発 

医学部整形外科 
情報理工学系研究科知能機械情報学教室 
 骨の非侵襲的強度評価方法の開発。骨接合材料

の開発。 

 
・次世代三次元超音波技術の開発 

医学系研究科心臓外科 
情報理工学系研究科知能機械情報学専攻先端治

療福祉工学研究室 
 超音波リアルタイム 3D装置の開発。高周波超

音波振動子付縫合器の開発。超音波立体表示装置

の開発。超音波リアルタイム 3D装置ガイド下低

侵襲心臓手術の開発 

 
・難治性癌に対する中性子捕捉療法・免疫療法の

開発 

医学研究科臓器病態外科学心臓外科/呼吸器外科 
医学部附属病院放射線科 
工学系研究科システム量子工学専攻 
工学系研究科原子力国際専攻 
先端科学研究センター 
免疫細胞療治療学（メディネット）講座 
 難治性癌に対する集学的治療のとして病院併

設型加速器を用いた中性子捕捉療法を確立する

ことおよび免疫細胞療法の開発をめざす。 

 
・新しい生体分子シグナルの高感度検出法と画像

化の開発とその臨床応用 

薬学系研究科薬品代謝化学教室 
医学部附属病院循環器内科 
 化学に基づいた生体物質の可視化プローブの

開発。動脈硬化症の成因解明と治療法の確立 

 
・人工肝補助装置の開発と臨床応用 

医学部人工臓器移植外科 
生産技術研究所・医学系研究科疾患生命工学セン

ター 
 当研究室は，医学部人工臓器移植外科と生産技

術研究所・酒井研究室からなる．主として人工肝

臓開発を目標とし，10 年間にわたり共同研究を

行ってきている．現在の研究は，人工肝補助装置

の開発，ヒト有用タンパクを生産する形質転換ブ

タの開発，新しいアフェレシス療法の開発と臨床

応用，埋め込み型肝組織開発，である． 

 
・ナノ粒子による遺伝子導入法を用いた生活習慣

病の新規治療法の開発 
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医学系研究科循環器内科、 
医学系研究科糖尿病代謝内科 
疾患生命工学センター 
 生活習慣病の病因・病態の分子メカニズムを解

明し、それを標的分子とした治療に応用すること

を目標としている。この目的のため本拠点では、

ナノ粒子を用いた遺伝子導入の系を用いる医工

連携を行う。新規生活習慣病モデル動物作製技術

の開発と遺伝子治療への応用。脂肪組織由来液性

因子（アディポカイン）がメタボリックシンドロ

ーム（代謝症候群）の病態形成に及ぼす影響とそ

のメカニズムの解明。アディポネクチンなどの主

要アディポカインのシグナル伝達経路の解明 

 
・細胞増殖・分化を促進する Scaffold とメカニ

カルストレスを利用した骨・軟骨再生法の開発 

医学部整形外科学教室 
医学部整形外科学教室 
工学系研究科マテリアル工学専攻 
医学部附属疾患生命工学センター医療材料・機器

工学部門 
医学部顎口腔外科学教室 
 生体適合性に優れたMPCのナノ表面処理によ

る、人工関節の弛みの抑制。骨・軟骨・血管再生

に適合した生体親和性材料の創製。物理的刺激を

用いた再生骨・軟骨組織の生体外再構築 

 
・ヒト心筋細胞機能測定システム開 

医学研究科臓器病態外科学心臓外科 
新領域創成科学研究科バイオメカニクス分野 
 分子動態に基づく心臓シミュレーター（virtual 

heart）の開発を行っているが、医工連携部の当

研究室ではシミュレータ実現に必要な基礎デー

タ取得および検証のための実験を行っている。現

在は in vitro motility assayに光トラップを組み

合わせた実験系で心筋収縮の単位である収縮タ

ンパクの分子レベルでの機能測定が行われてい

る。これらの結果を統合し治療計画など臨床応用

を目指している。 

 
・再生医療のための人工ウイルスによる遺伝子導

入法の開発に関する研究 

工学系研究科マテリアル工学専攻 
医学系研究科メニコン軟骨・骨再生医療寄付講座 
医学系研究科骨・軟骨再生医療寄付講座 
医学部整形外科学教室 
医学部顎口腔外科学教室 
大学院医学系研究科附属疾患生命工学センター

臨床医工学部門 
医学部附属病院ティッシュ・エンジニアリング部 
 非ウイルス性遺伝子導入法の開発。非ウィルス

性 siRNA 導入法の開発。安全性と実用性に優れ

た再生軟骨、再生骨の作出。現実的な生産体制と

品質管理法の確立。臨床治験の推進と日常診療へ

の導入。骨・軟骨分化を簡便・正確・非侵襲的に

検出するシステムの開発。骨・軟骨分化に必要十

分なシグナルの決定。血管新生をともなう骨誘導

法の開発。骨・軟骨細胞シート培養法の開発。骨・

軟骨誘導薬のスクリーニング 

 
・高分子ミセル型ナノ・パーティクルを用いたデ

リバリーシステムによる新しい血管新生療法の

開発 

医学部附属病院ティッシュエンジニアリング部

血管再生医療講座 
工学系研究科マテリアル工学学専攻 
 当研究室では、循環器・血管疾患の遺伝子治療

を実現するための安全かつ効率的な非ウイルス

型遺伝子ベクター（高分子ナノミセル）の研究開

発を行っている。ブロック共重合体の自己会合に

より形成される高分子ナノミセルは、凝縮された

遺伝子(プラスミド DNA)を保持する内核が生体

適合性のポリエチレングリコール(PEG)外殻に

より覆われた構造を有しており、表層にはパイロ
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ット分子を装着することが可能である。この天然

のウイルスの構造を模倣した高分子ナノミセル

は、生体内で内包遺伝子を DNA分解酵素などか

ら保護し、タンパク質や細胞と非特異的な相互作

用をせず、パイロット分子を介して標的細胞に選

択的に取り込まれることにより、標的細胞への効

率的な遺伝子導入が実現できるものと期待され

る。我々は、このような高分子ナノミセルを利用

して、動脈壁や筋組織への遺伝子導入を行ってい

る。 
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研究方針と研究内容 

本研究室は、種々の疾患の発症増悪のメカニズ

ムの探究と、それに関連する生命現象の生理的な

解明を主眼とし研究を行う。遺伝子ノックアウト

やトランスジェニックマウスの手法を用いた生体

における遺伝子操作の豊富な技術的背景に基づき、

各々の対象疾患に対して、可能な限り vivoでの解

析を行う。したがって最終的には、研究成果を新

しい治療法の開発、検討にも結び付けて行く方針

である。未知の病態や生理現象の探究解明に挑む

という立場から、研究分野や戦略、技術において、

ある特定の領域に限定することはせず、多くの研

究室とコラボレーションしながら幅広く研究を行

う。これは、基礎医学、臨床医学、および工学の総

合科学をめざす疾患生命工学センターの趣旨に準

ずるものである。また、研究対象とする分子は、な

るべく自分たちでクローニングした新しい遺伝子、

蛋白質とし、既知の現象の detailの探究ではなく、

novel insightsの発見を主眼とする。今後 5年間は

主に以下のプロジェクトを中心に研究を行う。 

（１）動脈硬化とアポプトーシス  

動脈硬化において、硬化病変部に存在する主要な

細胞であるマクロファージの細胞死（アポプトー

シス）は、病態発生および進行に大きく関与する

と考えられているが、その制御機構や、実際の関

与の意義に関しては、明らかにされていない。本

研究室で発見したアポプトーシス抑制因子 AIM

は、マクロファージの脂肪泡沫化の主原因である

酸化 LDL によってマクロファージに特異的に発

現誘導されることが明らかになった。実際、動脈

硬化病変部のマクロファージは非常に強く AIM

を発現しており、高コレステロールにより誘導さ

れる動脈硬化は、AIM ノックアウトマウスにお

いて有意に軽減する。今後、AIM の受容体の単

離とそのシグナル伝達を解明することにより、

AIM がどのようにアポプトーシスを抑制するか

を明らかにする。また、機能的な抗 AIM 抗体を

樹立し、抗体投与による動脈硬化の予防と治療の

可能性を探究する。   
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（２）ポリコーム分子によるエピジェネティック

スと発癌抑制のメカニズム  

発癌の重要なメカニズムの一つに、ゲノムのエピ

ジェネティッカルな制御の異常によるゲノムの

不安定化がある。このエピジェネティックスを制

御している重要な分子群がポリコーム・グループ

分子（PcG）である。我々は、ｍｂｔドメインを

持つユニークな PcG に着目し、それらの生理機

能と白血病を中心とする発癌との関係を研究し

ている。そのうちの一つとして、我々が新しく同

定した核タンパク質である MBT-1 がある。

MBT-1 は血球前駆細胞の分化を促進するが、増

殖に影響を及ぼさない。したがってそのノックア

ウトマウスでは、未分化な血球前駆細胞の白血病

様の蓄積がみられる。MBT-1 による血球の分化

特異的な制御のメカニズムの全容を解明すると

ともに、患者白血病細胞における MBT-1 欠損有

無の大規模なスクリーニングを行い、MBT-1 機

能不全の臨床的な関与の探究を行う。また、

MBT-1 発現誘導または強制発現による白血病細

胞の分化誘導療法の可能性も探る。 

 
（３）細胞分裂制御と細胞・体のサイジング、お

よび不妊、発癌 

我々はアポプトーシス関連遺伝子 DEDDが、細胞

分裂の進行を調節することによって、リボゾーム

RNAおよびタンパク質の含有量を制御し、結果的

に細胞、ひいては体全体の大きさを決定している

ことを発見した。さらに DEDDは栄養のセンサー

の一員としても働いていることや、細胞分裂のア

クションそのものに影響を及ぼしていいるなど、

多彩な作用を有していることを見出している。ま

た、DEDDのノックアウトマウスは発癌抑制、不

妊など様々な症状を呈する。今後、DEDDをめぐ

る分子メカニズムを完全に解明し、種々の疾患の

根本的なメカニズムへの関与、さらには DEDDを

ターゲットとした治療法を開発して行きたい。 

（４）自己免疫性糖尿病の病態解析  

インスリン依存性糖尿病(IDDM)は自己免疫疾患

であり、様々な遺伝子座の遺伝的変異により発症

することがわかっており、その解析には、IDDM

のモデルマウスであるNODマウスが主に用いら

れている。IDDMの発症、増悪を解析する強力な

手段として、個々の関連遺伝子をノックアウトし

た NOD マウスを作製することが考えられるが、

現在までの所、ノックアウトマウスを作製するた

めに必要な胎性幹細胞（ES 細胞）は 129 系、

BALB/c 系または C57BL/6 系由来のものに限ら

れている。そのため、NOD マウスの遺伝的背景

を有するノックアウトマウスを作製するために

は、一旦、非 NODの遺伝的背景でノックアウト

マウスを作製し、NOD マウスに戻し交配する方

法しかないが、長い時間をかけて交配を重ねても、

標的遺伝子の近くに存在する遺伝子群が（ES 細

胞由来の）非 NOD系のものであるため、マウス

を解析した結果の解釈が困難であった。本研究室

では、九州大学第一内科の永淵正法博士との共同

研究により、NOD マウス由来の ES 細胞の培養

条件などを確立した。この細胞を用い、純粋な

NOD の遺伝的背景を有するノックアウトマウス

を作製することにより、様々な遺伝子の糖尿病発

症に対する正確な関与を明らかにしてゆく。 

 
（５）先天性代謝異常疾患プロピオン酸血症の新

しい治療法の確立 

プロピオン酸血症はプロピオニル CoA カルボキ

シレースの先天的欠損により、出生後急激な代謝

性アシドーシスを発症し、時に死に至る小児疾患

である。現在までの所、効果的な治療法としては

食餌制限しか無く、最近肝移植が試みられている

ものの、患者への浸襲と長期的な与後については

未だ確立したデータはない。我々は、カルボキシ

レースアルファ鎖の遺伝子ノックアウトマウス

の作製により、モデルマウスのシステムを樹立し
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た。また、ノックアウトマウスにおいて、肝臓特

異的にカルボキシレースの酵素活性を補うこと

により病状を完全に回復させ得ることを示した。

この結果をもとに、今後、肝幹細胞を胎児期、も

しくは新生児期に直接肝臓に移植し、正常肝細胞

とのキメラ肝とすることにより、病気の根本的治

療の確立をめざす。 

 

教育および教室としての活動 

書庫医学生物学の研究には、アイデア、戦略、

実験技術の 3つが不可欠であると考える。したが

って、学生の間に出来る限り広範囲な技術を習得

し、ポスドクの期間に研究のアイデア、戦略を養

っていくことを教育の目標としている。また、教

授（宮崎）の長期に渡る海外での研究歴によって

培われた幅広い交友関係を基に、海外の第一線の

研究者によるセミナーシリーズを定期的に組織

したり、若手研究者が英語でディスカッションで

きる場をなるべく多く作るなど、インターナショ

ナルな研究環境を築いている。平成 18 年に研究

室を開設以来、以下のような活動を継続している。 

 
DBELS（Disease Biology Excellent Lecture Series） 

医学・生物学は、臨床・基礎それぞれにおいて過

去めざましい発展を遂げてきた。我々医学に携わ

る者が目指す次のステップは、臨床・基礎の双方

がこれまで築いてきた研究成果、研究戦略、アイ

デアそしてテクノロジーを十分に融合させ、病気

の根本的な原因となるメカニズムを明らかにし、

それによって対症療法にとどまらない新しい、革

新的な治療法を開発してゆくことにあると考え

る。そうした先進的な視点から、研修医・若手の

医局員の先生方、さらに学生の方々を対象とした

レクチャー・シリーズを開催している。分子メカ

ニズムから個体としての疾患まで見通すような

研究を行う、国内・外の一線の研究者を招待し講

演をしていただいている。 

第１回：Towards Development of Novel Therapy 

for Atherosclerosis by AIM (Apoptosis Inhibitor 
of Macrophages) ／宮崎徹（東京大学大学院医学

系研究科疾患生命工学センター分子病態医科学 

教授） 

第２回：細胞老化と疾患  ― Sir2/Sirt1 と

Nampt/PBEF/visfatinの代謝・老化制御における

役割／今井眞一郎（ワシントン大学医学部助教授） 

第３回：初期発生過程における細胞分化運命決定

機構／丹羽仁史（理化学研究所 発生・再生総合

研究センター） 

第４回：Studies of the Cellular Topology of Prion 

protein: A novel view for its physiological 
function／遊佐精一（チューリッヒ大学・神経病

理部門） 

第５回：ＡＫＴの活性化と発ガンの分子機構／野

口昌幸（北海道大学 遺伝子病制御研究所 教授） 

第６回：マウスミュータジェネシスプロジェクト

と遺伝性難病モデル／山村研一（熊本大学 発生

医学研究センター 教授） 

第７回：タンパク質間相互作用を標的とした新し

い in silico 創薬方法論の開発／田沼靖一（東京理

科大学薬学部 教授） 

第８回：Genetic Pathways to Systemic Autoimmunity 

／Edward K.Wakeland（テキサス大学教授 教授） 

第９回：Deciphering the Signaling Pathways Regulating 

Host Immunity against Mycobacterial Infections: 
Maintaining the Balance／Jean Pieters （University of 

Basel 教授） 

第 10 回：Klotho 蛋白が制御する新たな生体応答

システム／鍋島陽一 （京都大学大学院医学系研究

科 教授） 

第 11回：ゲノムに刻む抗体記憶／本庶佑（京都大

学大学院医学系研究科 教授 総合科学技術会議

議員） 
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DBELS-EXTRA 
DBELSの extra-versionとして平成 19年から開

始した、医学研究のために必要な実験技術のレク

チャーシリーズであり、主に大学院生、若手研究

者を対象として行っている。分子生物学、細胞生

物学、遺伝学、免疫学など各分野を専門としてい

る企業や大学、研究所のエキスパートによる、最

新の技術を含めた実験技術の講義・解説である。 

 
第１回：「効率の良いクローニングから蛋白質発

現について」 

第２回：「様々なプロテオミクスアプローチと最

近の技術」 

第３回：「RNAiの原理から実験手法まで」 

第４回：「細胞の蛍光免疫染色」 

第５回：「タンパク質の相互作用解析」 

第６回：「miRNAの機能と網羅的プロファイリング」 

第７回：「In situ Hybridization法：データの評

価について」 

第 8 回：「蛍光顕微鏡、共焦点顕微鏡を用いた細

胞イメージング解析」 

第 9回：「細胞観察から In Vivo Imagingの可能性」 

 

DBELS WORKSHOP 
DBELS WORKSHOPは、DBELSの趣旨に賛同

してくださる高名な先生方と、若手研究者・学生

を中心とした一般参加者が環境のよいリゾート

地に集まり、ゆっくりとした雰囲気の中、最上の

サイエンスの話を聞き、普段なかなか接すること

の出来ないと有名な先生方とこれからのサイエ

ンスを担う若手が直接接する機会を作る、という

目的で行うものである。第一回は 2007年７月に

雲仙・普賢岳で行い盛況のうちに終了した。今後

も随時企画する予定である。 

 

Music and Science 
分子病態医科学部門発足記念行事として世界的

に有名なピアニスト Krystian Zimerman氏をお

迎えして、氏の独奏演奏会と宮崎との音楽と科学

に関する討論会を開催した(平成 18年６月)。 

 

客員教授 

平成 18 年 (２～４月 )は University of Texas 

Southwestern Medical Center at Dallas の

Edward K. Wakeland教授（遺伝学・免疫学）に

当研究室に在籍いただき、研究・教育・講演等に

活発な活動を行っていただいた。平成 19年(３～

５月)には、Harvard Medical School の Diane 

Mathis 教授(免疫学)、Christophe Benoist 教授

(免疫学)が来校される予定である。 

 
 

主な出版物 
 
（１） Jayachandran, R., Sundaramurthy, V., 

Combaluzier, B., Korf, H., Huygen, K., 
Miyazaki, T., Albrecht, I., Massner, J. & 
Pieters, J. Survival of Mycobacteria in 
macrophages is mediated by Coronin 
1-dependent activation of calcineurin. Cell 
130: 1-14 (2007). 

（２） Miyazaki, T. & Arai, S. Two distinct 
controls of mitotic Cdk1/cyclin B1 requisite 
for cell growth prior to cell division. Cell 
Cycle 6: 1419 - 1425 (2007). 

（３） Arai, S., Miyake, K., Voit, R., Nemoto, S., 
Wakeland, E.K., Grummt, I. & Miyazaki, T.  
The death-effector domain containing 
protein DEDD is a novel mitotic inhibitor 
requisite for cell growth. Proc. Natl. Acad. 
Sci. USA 104: 2289-2294 (2007). 

（４） Arai, S., Shelton, J.M., Chen, M., Bradley, 
M.N., Castrillo, A, Bookout, A.L., Mak, P.A., 
Edwards. P.A., Mangelsdorf, D.J., Tontonoz, 
P. & Miyazaki, T.  A role of the 
apoptosis inhibitory factor AIM/Spα/   
Api6 in atherosclerosis development. Cell 
Metabolism 1: 201-213 (2005). 
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（５） Arai, S. & Miyazaki, T.  Impaired 
maturation of myeloid progenitor cells 
exhibiting normal proliferative activity in 
mice lacking the novel Polycomb group 
protein MBT-1.  EMBO J. 24: 1863-1873 
(2005). 

（６） Haks, M.C., Lefebvre, J.M., Lauritsen, 
J.P.H., Carleton, M., Rhodes, M., Miyazaki, 
T., Kappes, D.J. & Wiest, D.L.  
Attenuation of γδTCR signaling efficiently 
diverts thymocytes to the αβ  lineage. 
Immunity 22: 595-606 (2005). 

（７） Kroll, J., Shi, X., Caprioli, A., Liu, H.H., 
Waskow, C., Lin, K.M., Miyazaki, T., 
Rodewald, H.R. & Sato, T.N.  The 
BTB-kelch protein, KLHL6, is involved in 
B-lymphocyte antigen receptor signaling 
and germinal center formation. Mol. Cell. 
Biol. 25: 8531-8540 (2005). 

（８） Arai, S., Minjares, C., Nagafuchi, S. & 
Miyazaki, T.  Improved experimental 
procedures for NOD-derived embryonic 
stem cells to achieve an efficient 
transmission into mouse germ line. Exp. 
Diab. Res. 5: 219-226 (2004). 

（９） Kuwata, K., Watanabe, H., Jiang, S-Y., 
Yamamoto, T., Miyaji, C., Abo, T., Miyazaki, 
T. & Naito, M.  AIM inhibits apoptosis of T 
cells and NKT cells in 
Corynebacterium-induced Granuloma 
formation in mice. Am. J. Pathol 162: 
837-847 (2003). 

（10） Ito, Y., Arai, S., van Oers, N.S.C., Aifantis, 
I., von Boehmer, H. & Miyazaki, T.  
Positive selection by the pre-TCR yields 
mature CD8+ T cells. J. Immunol. 169: 
4913-4919. (2002). 

（11） Miyazaki, T., Ohura, T., Kobayashi, M., 
Shigematsu, Y., Yamaguchi, S., Suzuki, Y., 
Hata, I., Aoki, Y., Yang, X., Minjares, C., 
Haruta, I., Uto, H., Ito, Y. & Muller, U.  
Fatal propionic acidemia in mice lacking 

propionyl-CoA carboxylase and its rescue 
by postnatal, liver-specific supplementation 
via a transgene. J. Biol. Chem. 276: 
35995-35999 (2001). 

（12） Haruta, I., Kato, Y., Hashimoto, E., 
Minjares, C., Kennedy, S., Uto, H., 
Yamauchi, K., Kobayashi, M., Yusa, S., 
Müller, U., Hayashi, N. & Miyazaki, T.  
Association of AIM with hepatitis via 
supporting macrophage survival and 
enhancing phagocytotic function of 
macrophages. J. Biol. Chem. 276: 
22910-2914 (2001). 

（13）Miyazaki, T., Hirokami, Y., Matsuhashi, N., 
Takatsuka, H. & Naito, M.  Increased 
susceptibility of thymocytes to apoptosis in 
mice lacking AIM, a novel murine 
macrophage-derived soluble factor 
belonging to the scavenger receptor 
cysteine-rich domain superfamily. J. Exp. 
Med. 189:413-422 (1999). 

（14） Miyazaki, T. & Lemonnier, F.A.  
Modulation of thymic selection by 
expression of an immediate-early gene, 
early growth response 1 (Egr-1). J. Exp. 
Med. 188:715-723 (1998). 

（15） Miyazaki, T.  Two distinct steps during 
thymocyte maturation from CD4-CD8- to 
CD4+CD8+ distinguished in the early 
growth response (Egr)-1 transgenic mice 
with a recombinase-activating gene 
deficient background. J. Exp. Med.  186: 
877-885. (1997). 

（16） Miyazaki, T., Müller, U. & Campbell, K.S.  
Normal development but differentially 
altered proliferative responses of 
lymphocytes in mice lacking CD81. EMBO. 
J. 16: 4217-4225. (1997). 

（17） Miyazaki, T., Wolf, P., Tourne, S., 
Waltzinger, C., Dierich, A., Barois, N., 
Ploegh, H., Benoist, C. & Mathis, D.  Mice 
lacking H2-M complexes, enigmatic elements 
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of the MHC class II peptide-loading pathway. 
Cell 84: 531-541 (1996). 

（18） Miyazaki, T., Dierich, A., Benoist, C. & 
Mathis D.  Independent modes of natural 
killing distinguished in mice lacking Lag3. 
Science 272: 405-408 (1996). 

（19） Miyazaki, T., Matsuda, Y., Toyonaga, T., 
Miyazaki, J., Yazaki, Y. & Yamamura, K.   
Prevention of autoimmune insulitis in 
non-obese diabetic mice by expression of 
major histocompatibility complex class I Ld 

molecules. Proc. Natl. Acad. Sci. USA. 89: 
9519-9523 (1992). 

（20） Miyazaki, T., Uno, M., Uehira, M., 
Kikutani, H., Kishimoto, T., Kimoto, M., 
Nishimoto, H., Miyazaki, J. & Yamamura, 
K.  Direct evidence for the contribution of 
the unique I-ANOD to the development of 
insulitis in non-obese diabetic mice. Nature 
345: 722-724 (1990). 
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沿革と組織の概要 

疾患生命工学センターは平成 15 年に設立され、

その後、各部門の人事選考が進行し、疾患生命科

学部門(2)の初代の教授には、自然科学研究機構生

理学研究所の河西が選出され平成 16年 7月に兼

任で着任した。研究室が入る場所は医学部１号館

に予定された。しかし、医学部教育研究棟の完成

が遅れ、１号館を使用していた研究室が教育研究

棟へ移動を完了したのは平成 17年 10月であった。

そこで、河西研究室は自然科学研究機構生理学研

究所に平成 17 年 12 月まで留まり、平成 18 年 1

月に東大医学部１号館に移動した。河西は平成 17

年 11 月より東大医学部の専任となった。平成 16

年 7月に岸本を助手に、平成 17年 10月に松崎を

助手に、平成 18年 1月に高橋を特任講師に、野口

を助手に採用した。なお、大学院研究科機能生物

学専攻での専攻分野名は「生物物理学」とした。

平成 18 年 10 月に岸本は転出し、田中淳一が 11

月に助手となった。平成 16年度に 2名の博士課程

大学院生が機能生物学専攻から入学した。平成 18

年度には１名の修士課程大学院生が入学した。 

 

教 育 

平成 18 年度は、医学修士過程の授業を２コマ

担当した。博士課程大学院生として機能生物学専

攻２名、修士課程大学院生１名、及び京都大学理

学系の修士課程受託院生が１名が在籍している。

フリークオーター、及び、研究室配属で１名の

M2医学部学生を指導した。 

 

研 究 

我々は２光子励起法を機軸的な方法に用い、分

子生物学的な方法と電気生理学的な方法を組み

合わせて、脳および分泌細胞の機能と疾患の研究

をしている。２光子励起法ではフェムト秒レーザ

ーを光源に用いたレーザー顕微鏡法で、生体組織

のやや深部を最も少ない侵襲で顕微観察できる

手法である。これまで観察できなかった組織内の

生理的現象が観察できるので、既に、多くの成果

を生んでいるが、まだ、運用が難しいためそれほ

ど普及していない。河西研究室では、1996 年よ

り２光子励起法を用いた研究を開始し、この顕微

鏡法を開拓しつつ、研究を進めている。 

 
１） 大脳皮質グルタミン酸作動性シナプスの研究 

平成 18 年度は、引っ越しを終え、前任地で開

始していた仕事を完成に導くための期間となっ

た。推進した仕事は以下のようである。i) スパイ
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ンの細胞骨格であるアクチン繊維の構築を光標

識可能は GFP プローブで明らかにする研究。静

的な状態では二種類のアクチン繊維があり、その

生化学的な組成がスパインの大きさに強く依存

した。また、頭部増大の際には第三の安定なプー

ルが出現し、頭部を押し広げる様子がわかった。

ii) 長期増強の誘発にはシナプスの強い反復刺

激による古典的誘発以外にシナプス後細胞の発

火をシナプス入力と同期させるスパイク時間依

存的誘発がある。我々は後者の方法でもスパイン

形態可塑性が誘発されること、その性質が本質的

に古典的誘発の場合と異なることを見出した。

iii)スライス培養条件でスパインの形態変化を統

計的に解析して、スパイン動態の全体像を理解す

ることを可能にする研究を進めた。iv) 動物個体

において樹状突起スパインの可塑性をケイジド

試薬を用いて誘発することに成功しており、方法

論の確立を進めた。 

 
２）生理的分泌現象の研究 

代表的分泌細胞の分泌様式を２光子励起法で

直接的に可視化する研究を進めてきた。膵臓外分

泌腺、膵臓ランゲルハンス島、PC12細胞などで

それぞれ固有の分泌様式があることを見出した。

そこで、我々の方法論を集大成して TEP 画像法

と命名し、系統的に方法論を確立した。また、分

泌小胞の大きさを顕微鏡の空間解像以下でも測

れる方法論を開発し、TEPIQ 法と命名した。多

くの神経や分泌細胞は機能の異なる小型と大型

の分泌小胞を持つ。TEPIQ 法の開発により、こ

れらを分離して測定することが可能となった。こ

れらを詳細に解説する総説を発表した（文献 4）。 

本年度は TEP 画像法による膵臓ランゲルハン

ス島の研究と、副腎髄質の研究を発表した。膵臓

ランゲルハンス島においてはインスリン開口放

出の PKA 依存性を画像解析で初めて調べた。こ

れまで、PKA 阻害剤の作用は報告によってまち

まちであったが、画像解析の結果、阻害剤によっ

て組織内部の到達性が異なることがわかってき

た。そこで、小さな膵島のクラスターを用いて阻

害剤の効果を調べたところ、すべての阻害剤が第

一相を強く阻害することが明らかとなった。また、

cAMPの作用はグルコース濃度に依存して、高い

グルコース濃度ほど PKA の作用は強いことが明

らかになった。cAMP 依存的経路でも EPAC の

刺激剤は無効であった。これらのことから、PKA

はグルコース濃度を検出して一相の分泌を起き

やすくしていることがわかった(文献 2)。 

副腎髄質においては、逐次開口放出が特に増強

した形で大量に起きていることがわかった。がよ

っては分子生物学との相性もよく、開口放出関連

タンパク質 SNAP-25-GFP のトランスフェクシ

ョンにより、逐次開口放出に際しては、この分子

が側方拡散することを初めて見出した（文献 3）。 
 

出版物等 
 
（１） Miura A, Yamagata K, Kakei M, 

Hatakeyama H, Takahashi N, Fukui K, 
Nammo T, Yoneda K, Inoue Y, Sladek FM, 
Magnuson MA, Kasai H, Miyagawa J, 
Gonzalez FJ, & Shimomura I. Hepatocyte 
nuclear factor-4alpha is essential for 
glucose-stimulated insulin secretion by 
pancreatic beta-cells. J Biol Chem. 2006; 
281, 5246-5257. 

（２） Hatakeyama H, Kishimoto T, Nemoto T, 
Kasai H, Takahashi N. Rapid glucose 
sensing by protein kinase A for insulin 
exocytosis in mouse pancreatic islets.   J. 
Physiol. 2006; 570: 271-282. 

（３）Kishimoto T, Kimura R, Liu T-T, Nemoto T, 
Takahashi N, Kasai H.  Vacuolar 
sequential exocytosis of large dense-core 
vesicles in adrenal medulla.   EMBO J. 
2006; 25: 673-682. 

（４） Kasai H, Kishimoto T, Nemoto T, 
Hatakeyama H, Liu T-T, Takahashi N. 
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Two-photon excitation imaging of 
exocytosis and endocytosis and 
determination of their spatial organization. 
Adv. Drug Delivery Rev. 2006; 58: 850-877. 
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沿革と組織の概要 

平成 15年 4月 1日に発足した医学系研究科附

属疾患生命工学センターの研究部門の一つとし

て設立されました。疾患生命工学センターは医学

系研究科と工学系研究科が相互乗り入れした初

めての新しい組織ですが，当該研究部門は，その

中でも工学サイドから基礎医学，臨床医学へアプ

ローチするという観点から，疾患生命工学の新し

い分野を切り拓こうとするものです。管理研究棟

および医学部１号館に研究拠点を置き，その他に

も工学部２号館，８号館，生産技術研究所にも関

連ラボを持ちながら，工学と医学との融合研究を

進めています。 

 

教 育 

牛田教授は医学系研究科大学院および工学系

研究科機械工学専攻およびバイオエンジニアリ

ング専攻において組織工学、生体材料、バイオメ

カニクスの講義を担当している。また、医療ナノ

テクノロジー人材養成ユニットのコアメンバー

として講義を行い、実験，演習を指導している。

研究室内の研究会は工学系研究科再生医工学研

究室と合同で週１回開催され、医学・工学両面か

らの討論を行っている。研究成果に関しては積極

的な学会発表、論文報告を行えるよう指導体制を

整えている。 

酒井助教授は，大学院工学系研究科・化学シス

テム工学専攻およびバイオエンジニアリング専

攻においては，生体システムエンジニアリング）

を，それぞれ講義している。 

 

研 究 

牛田研究室では再生医療の現場で用いるため

のシンプルかつ効率的な移植材料や診断システ

ムなどのツールや技術を基礎医学、工学的な視点

より創造することを目指している。そのプロジェ

クトのひとつは組織工学的技術による骨、軟骨や

血管といった組織の再生である。各組織の特徴に

適合した組織親和性材料を用い欠損部に自在な

形状を付与する技術を開発している。また、生体

が常にさらされている物理的刺激に注目し、シグ

ナルやバイオイメージングによる解析により細

胞応答メカニズムの解明を試みている。この物理

的刺激を従来の薬剤に代わる組織再生の誘導因

子として用いることができないか、その可能性に

挑戦している。 

１．再生医学 

１）材料工学  目的組織に適した生体適合性材

料の開発を行っている。人工血管を想定した生体

吸収性伸縮性材料の開発や血栓防止に有利な表

面素材の検討、骨形成に有利な骨用無機材料の開

発、培養担体への三次元造形技術を用いた形状付
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与の研究を行っている。 

２）組織工学  細胞と人工材料を組み合わせた

移植用ハイブリッド材料の作製を行っている。具

体的には合成高分子と軟骨細胞による関節軟骨

移植材料、間葉系幹細胞と無機材料による骨用移

植材料の開発が進行中である。 

２．バイオメカニクス 

１）細胞のメカニカルストレスへの応答解析  

細胞のメカニカル刺激の受容機構はいまだ明ら

かではない。独自に開発した負荷装置を用い、静

水圧刺激や伸展刺激、剪断応力刺激に応答するセ

カンドメッセンジャーやシグナルの変化を定量、

可視化することでメカニズムの解明に挑んでい

る。さらに適切に加わった物理刺激は細胞の分化

調節に関与していることを明らかにしてきた。 

２）メカニカルストレスを応用した組織形成  

静水圧刺激の軟骨分化への効果を利用して、開発

した長期培養が可能な静水圧付加装置により組

織工学的に作製した軟骨組織の成熟化を行って

いる。 

 
酒井研究室は，「人体システムの工学的な再構

築」を最終目標として掲げ，化学システム工学を

バックグラウンドに，ヒト臓器細胞培養を基本技

術としながら，疾患治療から診断・やや広い意味

でのヒト環境応答評価などに役立つ新規のシス

テムやデバイスの開発を行う。具体的には，第一

に，臓器前駆細胞の増殖分化制御と生体吸収性樹

脂担体の三次元造型とを組み合わせ，in vitroで

ある程度育成することで，生理学的意義のある大

きさをもったヒト大型内臓を再構築すること，第

二に，マイクロ流体デバイス作製技術やマイクロ

センシング技術とを組み合わせることで，化学物

質の体内動態を実験的に記述する人体代謝モデ

ルを開発すること，である。これらの研究は多分

に学際的であり，学内外の研究者と広く共同研究

を進めている。このような研究テーマを進めるに

あたって最も重要な点は，異なる学問領域で発展

してきた要素技術を工学的視点から目的意識的

に融合活用することである。現在進行中の研究テ

ーマを以下に示す。 

３）ヒト大型臓器の再構築 

―ヒト埋め込み型臓器のデザイン・製作・生体外

育成 

―幹または肝前駆細胞の増殖分化制御と利用 

―ボトムアップ組織工学 

４）ヒト臓器 in vitroモデルの開発と利用 

―マイクロ臓器モデルの開発 

―細胞の二次元・三次元パターニング 

―細胞利用型環境評価デバイス 

―ヒト代謝シミュレータ開発 

―上位階層のシステム生物学のためのツール開

発と利用 
 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

疾患生命工学センター附属臨床医工学部門は、

平成 15年 4月 1日に発足しました。当部門は、

東京大学ナノバイオ・インテグレーション研究拠

点・東大病院先端医療開発研究クラスターの「未

来型ナノ医療の実現」における一翼も担っていま

す。工学部、医学部、東大医学部附属病院内に存

在するティッシュエンジニアリング部および医

工学連携部と積極的な人的、学問的交流を行って

おります。さらに、平成 16 年度から始まった東

京大学工学系・医学系連携教育プログラム「医療

ナノテクノロジー人材養成ユニット」と平成 17

年から始まった東京大学ナノバイオインテグレ

ーション研究拠点の中核組織として、産業界との

連携をも推進し、新たな医療ベンチャーの創出や

医療ナノテクノロジーに深い造詣を持った医師

や工学技術者の育成に貢献する事も大きな目標

としています。当部門は教授 1，助教授 1，講師

1及び、上記人材養成ユニットに所属する特任教

員若干名より構成されています。 

当部門では、革新的ナノ医療を実現することを

目指しています。近年、原子・分子のサイズや精

度でものを加工（processing）し、組み立て

（assembly）、高次な機能を持つユニットを形成

する技術、すなわちナノテクノロジーが、21 世

紀を先導する学術分野として大きな注目を集め

ています。ナノテクノロジーが創り出す素材とシ

ステムがナノスケールで一体化したデバイスで

ある「ナノデバイス」は、「必要な時 (time) に、

必 要 な 部 位  (location) で 、 必 要 な 機 能 

(function)」を最小限の侵襲で達成する QOLに優

れた未来型医療システム実現の鍵を握っている

と言えます。さらにナノデバイスは、基礎医学・

生物学の成果を臨床応用へと迅速に展開する上

での重要なインターフェースとなることが期待

されます。本臨床医工学においては、ナノテクノ

ロジーを基盤とした革新的な「メディカル・ナノ

デバイス」を生みだす事を通じて、世界をリード
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する「ナノ医療（Nanomedicine）」の概念を国内

外に向けて発信することを目標に研究を進めて

います。 

 

教 育 

これまで我が国で行われてきた医工連携に代

表される活動は、異なる分野間の交流と共同研究

を推進することに主眼がありました。しかしなが

ら低侵襲診断と標的治療に代表される次世代型

医療分野と、ナノテクノロジーに代表される先端

工学分野の間には未だ強固な理解の壁が存在し

ます。そのため、互いの分野から的確にニーズや

シーズを抽出し融合することが難しく、これが革

新的医療及びその基盤となる産業の勃興・進展を

阻んでいます。臨床医工学では、医学と工学とい

う広汎かつ異なる分野からやって来る学生や大

学院生が、互いの背景を尊重しつつ、縦割りを廃

して活発に互いの領域に踏み込んで融合領域を

学習・研究し、未来医療のためのインテリジェン

ト型ナノデバイス開発に取り組むことのできる

最高の環境を提供する方針です。 

 

研 究 

医薬品は、飲む、注射する、点滴する、貼る、

など様々なルートで私たちの体内に投与される。

いずれの方法でも、薬物は血管というパイプライ

ンによって輸送され、標的部位に到達する。そこ

で、細胞や組織にある受容体と結合することによ

って作用を発揮する。 

薬剤の開発においてシャーレの中の細胞に対

して作用が認められたとしても、細胞そのものと

は比べものにならない複雑なシステムである人

体においては、薬効が認められないのみならず、

重篤な副作用が惹起されることも稀ではない。こ

のような薬剤の有効性を妨げる大きな要因とし

て、薬剤の生体内での不安定性、標的に対する低

い到達効率および正常組織への非特異的分布に

よる副作用の発現などが挙げられる。逆説的に言

えば、薬剤の血流中での安定性を高め、正常組織

に分布することなく、標的に対し選択的に薬剤を

デリバリーすることができれば、薬剤の有効性を

飛躍的に高めることが可能となる。このように、

薬剤などの生理活性物質を「必要な時に、必要な

場所で、必要な量だけ効率良く作用させる」シス

テムは総称してドラッグデリバリーシステム 

(Drug Delivery System, DDS)と呼ばれ、薬物治

療の新しい概念として、近年、著しい発展を遂げ

ている。 

当部門では、親水性高分子のポリエチレングリ

コール(PEG)とポリアミノ酸からなるブロック

共重合体の自己会合により形成されるコア-シェ

ル型の高分子ミセルの DDS応用について研究を

行っている。高分子ミセルは、その内核(コア)を

構成するポリアミノ酸の側鎖の化学構造を変化

させることにより、疎水性相互作用、金属錯体形

成および静電相互作用を介して様々な薬剤（疎水

性薬剤、金属錯体および核酸・タンパク質医薬品）

を安定に内包することができ、薬剤の放出速度を

制御することが可能である。また、高分子ミセル

は、天然のウイルスに類似した数十ナノメートル

の粒径と表面に高密度の PEG ブラシを有する

ために、生体内において異物として認識されず、

血流中を長期滞留できる。さらに、高分子ミセル

は、正常組織に比べて新生血管の増生と血管壁の

著しい透過性の昂進が顕著である固形がんに効

果的かつ選択的に集積し、様々な制がん剤を内包

した高分子ミセルに関して抗腫瘍効果の著しい

増強および副作用の軽減が認められている。制が

ん剤アドリアマイシンおよびタキソールを内包

した高分子ミセル製剤は、現在、それぞれ第二相

および第一相臨床試験において開発中である。 

現在、当部門では、このような高分子ミセルに、

標的細胞を認識する機能(標的指向能)や環境に応

答して内包薬剤を放出する機能(環境応答能)など
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の種々のスマート機能を賦与することにより、病

巣を認識して機能発現する医療用ケミカルナノ

マシンを構築し、治療の有効性および選択性を高

めることを目標としている。さらに、可視光など

の外場エネルギーに応答して、治療効果を発揮す

る高分子ミセル型ナノマシンの開発も行ってい

る。将来的には、診断機能と治療機能を一体化し

たシングルプラットホーム型ナノマシンを構築

することを目標としている。 

近年、遺伝子治療や RNA干渉による疾患遺伝

子のノックダウンは、従来の治療法では対処困難

であった疾患の治療法として注目されているが、

有効なデリバリーシステムが存在しないことが

臨床応用への大きな障壁となっている。そこで当

部門では、プラスミド DNA および siRNA のデ

リバリーシステムとして機能する高分子ミセル

型ナノベクターの開発を行っている。上述の外場

エネルギーに応答する機能をナノベクターに統

合することも可能であり、in vivo で狙った場所

に遺伝子および siRNA を導入する革新的な技術

として期待される。さらに当部門では、3次元造

形により空間的に構造を制御した足場材料

(scaffold)と分化誘導因子を発現するナノベクタ

ーを組み合わせることにより、細胞移植を必要と

しない再生医療のためのインプラントの開発も

行っている。 
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沿革と組織の概要 

健康・環境医工学部門は疾患生命工学センター

の一部門として新たに開設された研究室で、医学

部１号館にある。2005年 1 月 1日から教授が就

任後、助教授・助手をはじめスタッフと博士研究

員・大学院生・卒論研修生が揃い、2006 年４月

からは研究室としての態勢が整った。スタッフは、

長年、国立環境研究所において、環境有害因子と

健康に関する研究に従事してきた。本研究室のミ

ッションは下記の研究内容に記載する内容である。 

 

研究内容 

今日、こどもたちの健康への歪みが、学習機能

障害、免疫機能異常、生殖機能異常、さらには生

活習慣病として発生し、罹患率も非常に増えてい

ることが懸念されている。これらの疾患の成り立

ちを、「内的環境」因子だけから説明することは

困難である。すなわち、大気・水・土壌や食品中

に含まれるダイオキシン・「環境ホルモン」、重金

属をはじめとする様々な「外的環境」因子への曝

露が関係している可能性が高い。特に、感受性が

高い時期に、様々なこれらの「外的環境」因子に

曝露することによって、その曝露が複層的に「内

的環境」を乱して「負の刷り込み」とでも言うべ

き現象を引き起こし、出生後に高次脳機能・生殖

系や免疫機能の変調を引き起こすことが、疫学

的・実験的研究から報告されている。 

環境中に存在する様々な物質をすべて取り上

げることはできないため、現在は、ダイオキシン

や PCB に主な焦点を当てている。その理由は、

社会的にも健康影響が懸念されているというだ

けでなく、生体に対する特異的受容体が存在して

おり、ヒトが曝露するレベルに近い用量で、内分

泌系障害、学習機能障害、免疫機能異常、生殖機

能異常に影響がでることを私たち自身の手によ

って明らかにしてきた物質だからである。 

研究の進め方としては、フォワード・トキシコ

ロジーのアプローチにより、個体(in vivo) にお

ける影響指標（endpoint）について量・反応関係

に基づき解明しつつ、ターゲット分子とその遺伝

子から病態を解明するリバース・トキシコロジー

のアプローチを取っている。 

研究部門全体の研究テーマとしては、（１）環

境有害化学物質（ダイオキシン・ＰＣＢ、重金属
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など）の分子・細胞レベルにおける毒性発現メカ

ニズムの解明を中心に、さらに（２）動物種間、

あるいは同一動物種の系統間における感受性の

違いの分子基盤の解明、（３）個体・細胞・遺伝

子レベルにおける化学物質による毒性評価技術

の開発、（４）環境・食品の安全基準作りのため

のリスク評価手法の開発と応用を行っている。 

 

教 育 

この 30 年間の間に、日本におけるライフサイ

エンスの科学的水準は飛躍的に進歩したが、残念

ながら、環境毒性学（Environmental Toxicology）

は、日本のほとんどの大学・大学院の医学・薬学・

看護・保健学のカリキュラムに十分な位置づけが

なされていない。本研究部門は、ライフサイエン

ス、臨床医学、工学を環境科学に融合させて、環

境因子の健康影響とそのメカニズムの解明につ

いての研究・教育を行っている、ユニークな、大

学の研究部門である。  

大学院の教育では、医科学修士課程における教

育を担当している。また、平成 18 年度医学共通

科目で「環境健康科学概論」を開講することとな

った。講義は、医学のみならず、環境・人間・生

態系に関心のある大学院生を主たる対象とし、一

連の講義は、環境健康科学が包摂する広い専門領

域分野における基礎から最新の知見をカバーす

るような編成とした。 

講義内容は以下の通り： 

１）環境・人間・生態系――健康環境科学とは？ 

２）化学物質による発癌とその分子機構 

３）化学物質の新たな作用メカニズム 

４）内分泌かく乱物質の次世代影響：環境疫学か

らのアプローチ 

５）微小な宇宙：子宮に及ぼす内分泌撹乱とは？ 

６）環境生殖内分泌学への誘い 

７）脳の性分化～「環境ホルモン」は脳を女性化

するか？ 

８）大気と地下水に遍在する親電子性物質の生体

影響と細胞応答 

９）環境因子は、脳の発達をどのように修飾する

か？ 

10）人間と鉛との付き合い：同位体分析から分か

ること 

11）毒か薬か栄養か？ 微量元素セレンの多彩な

作用 

12）omicsの時代のトキコロジー：－DNA ﾏｲｸﾛｱ

ﾚｲから尿の NMRまで－ 

13）高次脳機能～化学物質による学習機能の撹乱 

14）男性生殖機能のかく乱と環境化学物質： 影

響と分子メカニズム  

15）発展途上国における環境と健康 

 
学部教育においては、医学科学生の衛生学、な

らびに、健康科学・看護学科の薬理・毒性学の、

主として環境毒性学についての講義を担当して

いる。 
 

出版物等 
 
（１） Tse D, Langston RF, Kakeyama M, Bethus 

I, Spooner PA, Wood E, Morris RGM. 
Schemas and memory consolidation. 
Science, 316:76-82.2007 

（２） Sakata Y., Yoshioka W., Tohyama C., and 
Ohsako S. Internal genomic sequence of 
human CYP1A1 gene is involved in 
superinduction of dioxin-induced CYP1A1 
transcription by cycloheximide. Biochem 
Biophys Res Comm 355, 687-692, 2007. 

（３） Kobayashi K, Kuroda J, Shibata N, 
Hasegawa T, Seko Y, Satoh M, Tohyama C, 
Takano H, Imura N, Sakabe K, Fujishiro H, 
Himeno S. Induction of metallothionein by 
manganese is completely dependent on 
interleukin-6 production. J Pharmacol Exp 
Ther. 320:721-727, 2007 

（４） Ishimura R., Kawakami T., Ohsako S., 
Nohara K. and Tohyama C. Suppressive 



430 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

effect of 2,3,7,8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin 
on vascular remodeling that takes place in 
the normal labyrinth zone of rat placenta 
during late gestation. Toxicol. Sci., 91: 
265-274, 2006 

（５） Tsukahara S, Kakeyama M, Toyofuku Y. 
Sex differences in the level of Bcl-2 family 
proteins and caspase-3 activation in the 
sexually dimorphic nuclei of the preoptic 
area in postnatal rats. J Neurobiol. 
66:1411-1419, 2006 

（６） Nakajima D, Tin-Tin-Win-Shwe, Kakeyama 
M, Fujimaki H, Goto S. Determination of 
toluene in brain of freely moving mice using 
solid-phase microextraction technique. 
Neurotoxicology, 27:615-618, 2006 

（７）  Shwe TT, Yamamoto S, Kakeyama M, 
Kobayashi T, Fujimaki H. Effect of 
intratracheal instillation of ultrafine 
carbon black on proinflammatory cytokine 
and chemokine release and mRNA 
expression in lung and lymph nodes of mice. 
Toxicol Appl Pharmacol. 209:51-61, 2006 

（８） Tin-Tin-Win-Shwe, Yamamoto S, Ahmed S, 
Kakeyama M, Kobayashi T, Fujimaki H. 
Brain cytokine and chemokine mRNA 
expression in mice induced by intranasal 
instillation with ultrafine carbon black. 
Toxicol Lett. 163:153-160, 2006. 

（９）Nishimura N, Yonemoto J, Nishimura H, 
Tohyama C. Localization of cytochrome 
P450 1A1 in a specific region of 
hydronephrotic kidney of rat neonates 
lactationally exposed to 
2,3,7,8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin. 
Toxicology. 227:117-126,2006. 

（10） Mitsui T, Sugiyama N, Maeda S, Tohyama 
C, Arita J. Perinatal exposure to 
2,3,7,8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin 
suppresses contextual fear 
conditioning-accompanied activation of 
cyclic AMP response element-binding 

protein in the hippocampal CA1 region of 
male rats. Neurosci Lett. 398: 206-210, 
2006 

（11） Nohara K, Ao K, Miyamoto Y, Ito T, Suzuki 
T, Toyoshiba H, Tohyama C. Comparison of 
the 2,3,7,8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin 
(TCDD)-induced CYP1A1 gene expression 
profile in lymphocytes from mice, rats, and 
humans: Most potent induction in humans. 
Toxicology. 225: 204-213, 2006 

（12） Kawakami T., Ishimura R., Nohara K., 
Takeda K., Tohyama, C. and Ohsako, S. 
Differential susceptibilities of Holtzman 
and Sprague-Dawley rats to fetal death 
and placental dysfunction induced by 
2,3,7,8-teterachlorodibenzo-p-dioxin (TCDD) 
despite the identical primary structure of 
the aryl hydrocarbon receptor. Tox. Appl. 
Pharmacol. 212: 224-236, 2006 

（13） Shiizaki K., Ohsako, S., Koyama, T., 
Nagata R., Yonemoto, J. and Tohyama, C. 
Lack of CYP1A1 expression is involved in 
unresponsiveness of the human hepatoma 
cell line SKHEP-1 to dioxin. Toxicol. Lett. 
160: 22-33, 2005 

（14） Inouye K, Pan X, Imai N, Ito T, Takei T, 
Tohyama C, Nohara K.:cell-derived IL-5 
production is a sensitive target of 
2,3,7,8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin (TCDD) 
Chemosphere 60: 907-913, 2005 

（15） Nishimura N, Yonemoto J, Miyabara Y, 
Fujii-Kuriyama Y, Tohyama C.: Altered 
thyroxin and retinoid metabolic response to 
2,3,7,8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin in aryl 
hydrocarbon receptor-null mice. Arch 
Toxicol 79: 260-267, 2005 

（16） Ikeda M, Mitsui T, Setani K, Tamura M, 
Kakeyama M, Sone H, Tohyama C, Tomita 
T.: In utero and lactational exposure to 
2,3,7,8 tetrachlorodibenzo-p-dioxin in rats 
disrupts brain sexual differentiation. 
Toxicol Appl Pharmacol. 205: 98-105, 2005. 



 The Tokyo Journal of Medical Sciences. Vol.114, Oct. 2007 431 

（17） Nohara K, Pan X, Tsukumo S, Hida A, Ito 
T, Nagai H, Inouye K, Motohashi H, 
Yamamoto M, Fujii-Kuriyama Y, Tohyama 
C.: Constitutively active aryl hydrocarbon 
receptor expressed specifically in T-lineage 
cells causes thymus involution and 
suppresses the immunization-induced 
increase in splenocytes. J Immunol. 174: 
2770-2777, 2005. 

（18） Nishimura N, Yonemoto J, Nishimura 
H, Ikushiro S, Tohyama C.: Disruption 
of thyroid hormone homeostasis at 
weaning of Holtzman rats by lactational 
but not in utero exposure to 
2,3,7,8-tetrachlorodibenzo-p-dioxin. 
Toxicol Sci. 85: 607-614. 2005. 

 



432 東京医学・第 114 巻・平成 19 年 10 月 

動物資源研究領域 
 

教授  
野本明男  

助手  
花木賢一、平田晴之  

 
ホームページ http://www.cdbim.m.u-tokyo.ac.jp/research/01_06.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沿革と組織の概要 

動物資源研究領域は、前身である医学部附属動

物実験施設が昭和 46年 4月に設置された。そし

て、昭和 47年 4月の施設建設と同時に管理者と

して専任教員が着任している。施設は昭和 48 年

3 月に竣工し、4 月よりその運営が開始された。

現在の建物（動物資源研究領域棟）の各階の主な

構成は以下の通りである。 

ＢＦ；動物検収室、暖房汽缶室、施設中央制御室 

１Ｆ；事務室、会議室、更衣室 

２Ｆ；教員・職員室、研究室、中・小型動物飼育

室、洗浄室 

３Ｆ；ＳＰＦ齧歯動物飼育室 

４Ｆ；ＳＰＦ齧歯動物飼育室、ＲＩ動物実験室 

５Ｆ；実験室、手術室、中型動物飼育室 

６Ｆ；中・大型動物飼育室、麻酔室 

７Ｆ；空調機械室 

平成 13年 4月には医学系研究科附属へ移行し、

平成 15年 4月には附属疾患生命工学センター発

足に伴い、研究基盤部門の一つとして改組されて

現在に至っている。職員は教員 3名の他、技術職

員 2名、事務係長 1名、教務補佐員 1名、技術補

佐員 3名、事務補佐員 4 名より構成されている。

さらに、動物飼育の一部、空調管理、器材洗浄を

外部委託しており、派遣職員 10 名前後が施設内

で就労している。平成 19 年度は大規模な施設改

修が計画されている。 

2名の助教は獣医師の資格を有し、施設内の実

験動物の獣医学的管理、全学の実験動物授受に際

しての衛生証明書発行、医学系研究科内の動物実

験計画書に対する助言を行っている。動物資源研

究領域事務室は施設運営に関する事務の他、医学

系研究科動物実験委員会事務局を兼務している。

さらに、昨今の実験動物と動物実験に関する法制

度の新設・改正に対応するため、本部と連携しな

がら、監督官庁との連絡、必要書類の作成を行っ

ている。 

動物実験施設で飼育中の動物種は、サル、イヌ、

ブタ、ウサギ、モルモット、ラット、マウス、ニ

ワトリである。また、平成 19 年度の利用登録者

数は 670人である。施設は全学共同利用であるが、

医学系研究科の研究者の利用が圧倒的に多い。 

 

教 育 

学部教育では、医進内定者（M0）に対して「実

験動物資源学」の授業を担当している。遺伝子組

換え生物、疾患モデル動物といった各論に当たる

内容は、時間の制約と他の科目と重複することを

考慮して省略し、総論として「動物福祉と法規制」

「動物実験の洗練」「動物育種と実験動物種」「実

験動物の微生物統御と動物由来感染症（人獣共通

感染症）」について講義を行っている。また、医
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学系研究科の動物実験従事者全員に対し、動物実

験講習会を年 6回開催している。 

その他、研究支援として、動物実験施設の新規

利用者のために利用説明会を月 1 回開催し、「動

物資源研究領域棟利用案内」を配布している。 

 

研 究 

研究の主体は助教が担っており、それぞれ異な

るテーマについて取り組んでいる。具体的には、

診断技術として「核酸シグナル増幅法に基づく微

量抗原検出技術の研究開発」と寄生虫感染症に対

する新しい治療戦略開発を目指しての「寄生虫感

染症における宿主免疫回避機構の解明」である。

診断技術の概要は標的抗原認識抗体にレポータ

ーとなる DNA を化学的に標識し、その DNA を

鋳型として PCR 等で DNA 断片を増幅する。ま

たは、その DNA自身を伸長させる。そして、新

たに合成された DNAに取り込まれハプテンを直

接または間接的に可視化する。現在、学外の共同

研究者の協力を得て、実用化に向けての応用研究

を行っている（特許申請中）。 
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沿革と組織の概要 

本教室は疾患生命工学センターの研究基盤部

門に属して、医学系研究科の放射線研究領域にお

ける研究基盤を構築することを主たる業務とす

る。沿革は、2003 年の疾患生命工学センターの

発足に伴い、かつての放射線基礎医学講座と放射

線研究施設の 2 つの教室が母体となって新たな

組織となったことに由来する。 

研究基盤として重要な業務に医学系研究科に

おける放射性同位元素研究施設の管理がある。管

理に携わる教員としての室長と放射線取扱主任

者は医学部と病院の 2 つの事業所とも本教室よ

り選任されている。昨年度はわが国における放射

線障害防止法が大きく改訂されたが、管理体制お

よび施設の使用状況について本年度は大きな変

化はない。 

教員については、2005 年に現教授が着任し、

その後 2006年度に 1名の助手が他大学に転出し

新たに 2名の助手が採用された。 

本教室は疾患生命工学センターの中では研究

部門でなく研究基盤部門に属するために、医学系

研究科における役割としては研究基盤の業務が

重要となるが、それに加えて放射線による人体影

響の教育研究を教室の最も重要な役割としてい

る。沿革の経緯より、まだ活動が広く分散してい

る傾向があるが、新体制においては放射線の人体

影響における分野で先導的役割を果たすべく組

織の構築を行なっている。 

 

教 育 

医学科 C2における放射線基礎医学の講義を担

当している。これは医学専門科目の教育では生化

学とともに最も早期に行なうものであり、放射線

の物理・化学から始まり生物学の基礎的な部分の

理解を目的とする。その後、安全な放射性同位元

素の取扱いを習得することを目的とした実習を

アイソトープ総合センターにおいて２日にわた

って行なっている。 

医学科の教育はこれまで C2で終了していたが、

昨年度から新たにM2においても放射線基礎医学

の講義が追加された。これは臨床の現場において

放射線を安全に使用するために必要な知識を習

得することを目的としている。この背景には、医

療において様々な放射線を利用した診断・治療技
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術が導入されているにもかかわらず、それらの人

体影響に関する知識の不足から問題が発生して

いる事実がある。このような医療被ばくに加えて、

この講義では緊急被ばく医療に対する対応につ

いても教育を行なっている。これはまれな事象で

はあっても事故や災害などで大規模な被ばくが

おきた場合を想定して医療に携わる人間が誰で

も知っておく事で被害を最小限に抑えることを

目的とするものである。このような教育はこれま

でに例のないものであり、放射線影響の領域から

は注目されている。 

健康科学・看護学科の 3年では放射線保健学の

講義と実習を担当している。講義では放射線防護

に重点を置きながら広く放射線の人体影響に関

する知識の習得を目的としている。実習では放射

線の簡単測定を行なっている。 

大学院では学部教育と比べて放射線による

DNA 損傷応答に関する分子生物学に重点を置い

た教育を行なっている。 

これらの学生に対する教育に加えて、放射性同

位元素の安全管理において新規利用者に対する

教育訓練と継続者に対する教育訓練を 2 つの事

業所において頻繁に行なっている。 

 

研 究 

疾患生命工学センター発足以来、低線量放射線

の生物影響、DNA 二重鎖切断に対する非相同的

断端結合（non homologous end joining: NHEJ）、

DNA 損傷に応答する細胞死、放射線治療におけ

る増感作用など幅広く放射線生物学の研究が行

なわれてきた。2005 年、新しい体制になってか

らは DNA二重鎖切断に対する修復機構の中でも

相同組換え修復を中心として研究を展開してい

る。 

  相同組換え修復の早期において大腸菌では

RecA、出芽酵母では RecA のホモログである

Rad51が中心的役割を担う。歴史的経緯からこの

ような生物における研究が活発に行なわれてき

たが、ヒトのような高等動物では DNA二重鎖切

断修復における役割は重要視されていなかった。

しかし、その後の研究によってもう一つの重要な

修復機構である NHEJ と比べても遜色なく高等

動物でも二重鎖切断修復に重要であることが確

立されている。これら二つの大きな相違点は、ま

ず NHEJ はどの細胞周期でもはたらくのに対し

て相同組換えは修復の鋳型として姉妹染色分体

を用いるために DNA複製期から細胞分裂期に限

定されることである。もう一つは、NHEJでは断

端が結合するだけであるので、遺伝子の異常が生

じる可能性があるのに対して、相同組換えは切断

されていない染色体を鋳型として修復するため

に正確な修復が期待できることがある。 

 本研究室では相同組換え修復の中で、Rad51

と構造的に類似しているRad51 paralogと呼ば

れる蛋白質群の機能解析を行なっている。体細胞

においてはこのグループに属する因子が５つ存

在する（Rad51B、Rad51C、Rad51D、XRCC2、

XRCC3）。これらは構造的には類似しているのに

もかかわらず、各々が独自の機能を有していると

考えられているが、その詳細は不明である。そこ

でヒト体細胞株においてこれらの遺伝子の発現

をノックアウトあるいは RNA干渉によって低下

することによって解析を行なってきた。 

 Rad51B は子宮筋腫を筆頭とする種々の良

性腫瘍において染色体転座によって機能異常を

きたしている。この遺伝子の機能低下ヒト細胞は、

Rad51 に依存した相同組換え修復の機能低下を

きたしている。それに加えて中心体の断片化と染

色体の数的な異常である異数体増加が観察され

た。これらの異常は遺伝子の機能が半分に低下し

た状態でも観察されることより、Rad51Bの量に

依存した中心体と染色体の安定化機構が存在す

ることが明らかとなった。 

 相同組換え修復の中期から後期にかけての
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分子機構はまだ多くの点が不明であるが、

Mus81-Eme1 複合体が組換えの中間体を解消す

る機能を有することが報告されている。その後の

研究で、この複合体はむしろ停止した複製フォー

クの解消に重要であることが明らかとなった。そ

こで、この複合体の機能解析をヒト細胞において

行なった。ところが予想に反して、これらの変異

細胞は複製阻害剤よりも DNAクロスリンク剤に

対して高い感受性を呈した。変異細胞の増殖速度

は低下していたが、S 期および G2 期において

ATM 依存性に Chk1 あるいは Chk2 のリン酸化

によるチェックポイント経路が活性化されてい

ることが明らかとなった。その結果として細胞周

期の進行において中心的役割を果たすCdk1およ

び Cdk2の活性が低下していた。一方、染色体解

析によりこれらの変異細胞では倍加の頻度が亢

進していることが明らかとなった。Cdk2 の機能

低下と倍加の相関が想定されたために、低下した

Cdk2 活性を外来性の強制発現によって元に戻し

たところ、倍加も低下した。これらの結果より、

DNA 損傷に応答する情報伝達系の活性化は染色

体倍加の原因となる可能性が示唆された。 

 このように相同組換え修復の異常は染色体

の数的異常と密接に関連する。ヒトの疾患におい

ては乳がんにおいて相同組換え修復の異常が存

在することが確立しているが、その他のがんの病

態にも関与することが想定される。さらには非が

ん病変への関与も考えられる。このように本研究

は疾患の病態研究に寄与するが、一方ではがん治

療における基盤的研究としても重要である。放射

線や多くの抗がん剤は DNA二重鎖切断によって

抗腫瘍効果を発揮する。ところが通常はそれに対

して修復機構がはたらくために必ずしも DNA切

断が細胞死に至るわけではない。このようながん

細胞における修復機構の詳細が解明されれば、そ

れを標的とすることによって現在のがん治療を

より有効性の高いものにすることも可能である。

このような視野から本教室の研究を今後も展開

していきたい。 
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組織の概要 

本領域は、疾患生命工学センター研究基盤部門

の一つとして、2003年度に発足した。医学系研究

科の研究科ネットワークの維持管理、研究用サー

バーの運用を医学系研究科情報化推進室と共に担

当するとともに、情報ネットワーク技術による医

学研究支援を目的とした実務と研究を行っている。 

 

研 究 

・医学用語とコードの標準化 

医学情報の基礎単位である医学用語と、医学用

語の分類コード体系の標準化に取り組んでいる。

最も基本的な医学用語である病名用語（診断名・

疾患名）を中心に、用語集編纂の実作業に携わる

とともに、情報の電子化をふまえた医学用語の標

準化の手法に関して研究を行っている。 

また、ターミノロジー・オントロジーとして欧

米などで盛んに研究されている用語概念の体系

化手法を適用することによる日本語医学用語・医

学概念の体系化の試行、自然言語解析の手法を応

用した自由入力用語の自動分類システムの構築

など、医学用語の体系化に関わる研究を進めてい

る。 

・医学情報の分散処理システム 

標準的な医学用語情報を効率的に配布し普及

を促進する手段として、ネットワークを利用した

分散処理システムに着目し、インターネット上で

医学用語処理を分散実行するメソッドを提供す

るサーバーシステムを構築し有効性の実証実験

を行っている。 

・臨床研究における個人情報の匿名化 

ヒトゲノム研究における個人情報のプライバ

シーと匿名化手法について、実務を通じて実効的

かつ効率的な手法を研究している。 

 
主な研究テーマ： 

● 情報ネットワーク技術を利用した医学研究・

教育支援 

● 医学用語とコードの標準化 

● 医学ターミノロジーとオントロジーの構築に

よる医学知識の体系化 

● ネットワーク技術を用いた医学用語情報の分

散処理 

● 医学研究におけるプライバシーと個人情報の

匿名化 

● 医学文献の電子化とインデクシングの手法 
 

出版物等 
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沿革と組織の概要 

東京大学医学教育国際協力研究センター

(International Research Center for Medical 
Education: IRCME)は 2000年（平成 12年）に

発足した。東京大学に約 20 箇所あるセンターの

一つであり、大学直轄の部局であるが、医学部お

よび附属病院とは協力関係にある。そのため、事

務は医学部事務が担当している。文部科学省大臣

官房国際課国際協力政策室が設立に関与し、現在

も支援を得ている。当センターは文部科学省が国

際教育協力及びその研究を推進するための基盤

センターの位置づけであり、同様のセンターとし

て広島大学、筑波大学には教育、名古屋大学には

農学と法学、豊橋技術科学大学には工学の各国際

協力研究センターが設置されている。したがって、

本センターは国際教育協力及びその研究が大きな

看板であるが、同時に医学部ならびに附属病院と

も密接な連携を保ちながら東京大学の医学教育を

発展させている。また、設置時より外国人客員教

授を常時一人招くことが可能となり、この積極的

な活躍が当センターを大いに刺激し、まさに“国

際”の名にふさわしい活動が可能となっている。 

近年の傾向として、JICA アフガニスタン医学

教育プロジェクトを中心に、発展途上国への医学

教育領域における国際教育協力活動が増えつつ

ある。また、医学教育、国際協力に関連した各種

シンポジウム、セミナー等も活発に実施している。

将来的には、医師に限らず、全国の医学部の国際

貢献に関心のある医学生たちとの繋がりをより

密にして、今後の人材養成に貢献すべくネットワ

ーク化し、より活発にコミュニケーションをとれ

るようにしたいと考えている。 

 

各部門の活動 

１） 医学教育国際協力研究部門 

医学教育・医療者教育のあり方を幅広く研究する

部門である。医学・医療者教育における国際協力

のニーズ把握に努め、実践的な研究活動の成果や

集積した情報を活用してこの領域の発展に寄与

することを目指している。国際協力マインドを芽

生えさせる卒前・卒後教育カリキュラムの開発な

ど、国際協力に興味・関心をもつ医療人育成も当

部門の大切な活動のひとつとなっている。一方、

学内の卒前医学教育のプランニング・評価研究を
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行うと同時に、PBL・チュートリアル、OSCEな

どの実習の指導に参加している。フリークォータ

ー、基礎配属の実習担当施設としても窓を開き学

生を受け入れている。以上の活動を医学教育研究

としてとらえ、国内外での発表活動を行っている。 

 
２） 医学教育国際協力事業企画調整・情報部門 

医学教育国際協力事業企画調整・情報部門は、医

学教育分野（医・歯・薬・看護・公衆衛生・リハ

ビリテーションなど）において、文部科学省の進

める国際教育協力の推進を担当している。国内に

おける医学教育関連の国際協力プロジェクトに

おいてリーダーシップを発揮し、「顔のみえる」、

「心の通い合う」国際協力を目指す。具体的活動

内容を以下に示す。 

1．政府開発援助、各種研究費等による医学教育

分野の国際協力プロジェクトを、発展途上国を中

心に展開する。現在はアフガニスタンに関するプ

ロジェクトを主に実施している。 

２．国内外の医学教育分野における国際協力に関

して情報収集、人的交流に努め、国内の各種関連

プロジェクトをサポートする。現在，医学分野で

は日本医学教育学会国際関係委員会、国立保健医

療科学院、国立国際医療センター、看護分野では

聖路加看護大学を中心に国際協力に向けた関係

を築いている。以上の活動を国際協力研究として

もとらえ、研究発表活動を行っている。 

 
３）外国人客員教授部門 

医学教育および国際協力の実践・研究に造詣の深

い海外の専門家を、客員教授として招聘している。

客員教授は、本センターの活動計画の策定や教育

活動への助言・指導ならびに共同研究を行う。セ

ンター主催の講演会やセミナーなどを通して、学

生・研修医に知的刺激を与えるとともに、医学教

育および国際協力に関する最新の知見を外部に

広く発信する。学術発表活動として、2005年 11

月から 2006年 4月まで客員教授として滞在され

ていた Cosgrove教授の連続講演を「21世紀米国

医学教育の最前線」として翻訳出版する（2007

年 3 月発行済）。欧米の医学教育はより社会的ニ

ーズに直接対応し、従来軽視されがちであった医

師のあり方、教員の教育能力といった分野にも広

がっていることが示されており、わが国の今後の

医学教育改革の指針として利用されることが期

待される。 
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